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横河原区誌発刊によせて

「行く秋を きれいに染めし 紅葉かな J (子規)

水天宮の銀杏も色づき、深まりゆく秋の中、横河原区誌が区発足 4 5 周年を記念

して上梓されましたこと、誠におめでとうございます。 心からお慶びを申し上げます。

この区誌の発刊に当たり、長年に渡る調査、研究、編纂に携われた多くの皆様方

の御苦労に対し、心から敬意を表します。

さて、「歴史J という、わずか 3 音で構成 される 1 個の単語。

私たちは、これをごくありふれた日常語のーっとして、何気なく口にし、また文

字として使用しております。 しかしながら、この 1 個の単語が人間生活に及ぼす影

響とその重要性には計りしれないものがあります。

明治期の美術行政家、岡倉天心の言葉に 「我々は、我々の歴史の中に我々の未来

の秘密が横たわっていることを本能的に知る J とあります。

我々は、歴史の中に生きており、社会生活の進展も、また、この歴史を訪ねるこ

とから出発しております。 岡倉天心の精神は、現代もなお、依然として生きている

と言えるのではないでしょうか。

ところで、私自身、思い起こせば子供の頃、 友達とー緒に観月祭に行き、帰りに

食べたアイスキャンディの昧。 今も、なお、当時の面影を残す横河原駅舎を、出発

するディーゼル機関車に飛び乗り、 3 年間高校に通学した日々 。 何もかも懐かしく、

目を閉じれば、つい、昨日の出来事のように、鮮明に思い出されます。

我々が生まれ育った郷土が、今日あるのも、遠い昔から営々と築き受け継いでき

た祖先があればこそであり、後世の子孫のために、よりよい郷土を残すことが、

我々世代に課せられた務めだと、思っているところです。

本誌が発刊されるにあたり、横河原区の歴史を長年の歳月をかけて、調査研究さ

れた御苦労には、並々ならぬものがあ っ たと思います。 それだけ本書が貴重である

ことは言うまでもありません。

郷土の真の発展は、住民が郷土に対する愛着があればこそ、はじめて可能になる

ものと思っております。 本書が、区民の皆様に広くひもとかれ、郷土に対する心の

よりどころとして、活用されることを期待し、発刊のお祝いのご挨拶と致します。

平成 1 8 年 1 1 月 1 1 日

東温市長 高須賀 功



発刊のことば

ここに「横河原区誌」を発刊できますことを、区民の皆様とともに喜びたいと存じ

ます。

この区誌をひもとくとき、約 280 年前、数戸の寒村から、東温地区の中心地と

して発展、繁栄に貢献した幾多の先覚者達が苦しみを乗り越えた努力に敬意を表し

たいと思います。 そして、永年に亘って築かれた偉大な業績の積み重ねに、歴史の

重みを感 じます。

こうした歴史と伝統を継承しつつ、豊かで住みよい横河原づくりを、目指すこと

は私たちの責任であり、使命であると痛感しています。

顧みますれば、昭和 6 3 年当時、老人クラブの桑原晴敏、佐伯 進両会長、 二

神寿弘区長より公称横河原区発足 3 0 周年記念(昭和 6 5 年)と して、 区誌発刊の話

が持ち tがり、平成 2 年に、区誌発刊を区委員会で決議し、和田俊弘編集委員長を

はじめ、大石岩見、近藤栄宏、和田良一 、 二神寿弘、山木栄典、和田純一、栗

原重吉、桑原晴敏、高橋謙一、藤岡政晴の各氏を編集委員に選任し、精力的に取

り組んでいただいていましたが、和田俊弘編集委員長の死亡後、残念ながら編集作

業が中断 しました。

昨年 7 月、未発刊の膨大な原稿を前にして、先輩方の志を受け継ぐべく、 二神寿

弘氏ほか、松末秀雄、和田敬一、阿部寿幸、伊賀義夫、水田 賢、和田清徳、

渡部俊二の各氏、私八木通隆の新たな編集体制で取り組み、区発足 4 5 周年記念

の「横河原区誌」として発刊の運びとなりました。

この区誌が、横河原区を知る貴重な財産となり、よりよい横河原区づくりの一助

となりますことを念じて止みません。

最後に本誌発刊のためにご尽力くださった関係者の方々ならびに、惜しみない協

力と資料の提供をいただきました、窪田重治氏ほか関係各位に心からお礼申し上げ、

発刊のことばといたします。

平成 1 8 年 1 1 月 1 1 日

愛媛県東温市横河原区長 八木通隆



昭和 2 3 年 3 月 1 9 日撮影 国土地理院

昭和 4 2 年 1 0 月 9 日撮影 国土地理院



横河原遠望 (塩が森より )

平成 1 6 年 1 1 月撮影 提供:東温市



なつかしい横河原と周辺の点描

昭和32年 8 月駅前通り写真提供:窪田重治氏 昭和30年頃駅前通り

年代不明スーパーたかすか付近 昭和 57年 8 月山之内街道写真提供:窪田重治氏

町哩FJ 美
_.- 寸、

昭和57年 8 月 旧金比羅街道
写真提供窪田重治氏

(福見観音道)

昭和 30年頃駅前でのパレード
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昭和 2 9 年 旧横河原橋崩落

愛媛療養所
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昭和 15年頃木造時代の旧本館

愛大医学部付近の変貌
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昭和 2 8 年横河原駅より西方面
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昭和 2 5 年頃相撲巡業の日 横河原橋

昭和 5 4 年当時の構内 愛媛病院40年史より

平成 1 8 年 8 月 横河原駅より西方面



樋口から見た北吉井小学校付近の変貌 写真提供窪田重治氏

昭和 3 2 年 1 2 月

昭和 4 7 年 1 1 月

秋祭り今昔

昭和 1 6 年療養所慰問記念

昭和 3 0 年代前半大神輿
現 ぎんなん前あたり
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昭和 3 5 年頃 前川池 (かご池) 現愛大医学部

昭和 5 7 年 1 2 月

昭和 2 6 年現スーパーたかすか付近

昭和 3 0 年代前半 中神輿
現藤田酒店前

\込



昭和 5 7 年 昭和 5 7 年

平成 3 年 賑わう宵宮祭 平成 1 6 年

女神輿「助長前」 平成 1 6 年



水天宮社殿前 平成 1 6 年

「北吉井地区神輿かきくらべ」より

第 4 回 平成 1 2 年 1 0 月 8 日
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第 3 回 平成 1 1 年 1 0 月 1 0 日



第 7 回 平成 1 5 年 1 0 月 1 2 日
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第 9 回 平成 1 7 年 1 0 月 9 日



観月祭今昔

警F 2忌 a

昭和 3 4 年頃の観月祭 志
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駅前から踊りながら会場へ 昭和 5 7 年 9 月

昭和 3 4 年 8 月

河川敷での初の月見踊り大会

平成 3 年



平成 1 7 年 8 月

水天宮春季大祭奉納芸能大会

昭和 6 0 年

青年芝居

昭和 1 6 年 1 2 月 1 4 日
出征兵士留守家族慰問大会於:旭館

写真提供:吉川樹志氏

平成 7 年

昭和 3 1 年 5 月 5 日
水天宮春季大祭



青年相撲
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大正 1 5 年 1 2 月 5 日
青年相撲大会優勝記念

仮装行列

昭和 3 5 年 9 月 3 0 日

横河原公称記念大仮装行列

再調‘

昭和 1 0 年頃

東温五ケ村青年相撲大会

昭和 3 1 年重信町合併記念
写真提供・山内 享氏

平成 2 年 1 0 月 2 1 日

横河原区制 3 0 周年記念大運動会



旧国道 1 1 号線道路改修記念(昭和 3 4 年)

ィーも寸プ'

写真提供:一部を除き横河原いす‘み会

横河原分館旗 原案横河原区本町組高須賀大樹
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憎
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醐
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制
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れ
は
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日
川
の
川

一

時
間-

-

l

八万
に
わ
た
っ
て

←

っ
てい
た

い
も
に
さ
は
バ

い
b
た
さ
、
役
附
りな
ど
に

一辺
に
ある
水
ぷ
山
神社
で
中
佐
火
が打
円
卜

.
け
ら
れ
た

、

'け
の
仙
川
肌
刊
に
約
四
下
人

が

約
問
万
五
千
人
へ
十
工
俄
告
発
似
の
れ
けを
川
に
ぷ
仁
川mし

，
℃
よぐ
同
叫
ん
山
山
や
か

で
、
制
参
加

中十
級
以
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内
か

表
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が
線
リ
出し
た

繊
同

一が
起
川
町
で

、

一心
什

は
ぺ
円
以
何
ら
は十
下
に
シ
l
ト

お
一
一
民
ら
で
、
泌J
、
は九，
附

ぃ山
か

-り

川
山間工
述
盟
(桑
原
正刷
会

一後
の
士
附H
に
聞
か
れ
る
よ
-げ
て
山
内
川
、
治
ペ
ヲ
一
る
山
~
の
の制ψけ
も
い
た

いもたさを楽しみながら
花火を見る観客

盆踊りゃ
いもたき



尾罰
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た
。そ

ん
な
横
河原が
揺
れ
動

た
。

山
作
物
や
膨大
な
林睦

資
糠
の
集
散
地
と
し
て
、
ま

た
東
予
と
松
山
方
面
の
中
継

地
と
し
て
貨
客
が
駅
に
集

中
。

駅
周
辺
に
は
旅
館
や

飲
食
店
が
ひ
し
め
い
た
。

明

温
泉
郡忠
信附
横
河
原
は

鉄
道
と
と
も
に
歴
史
を
刻
ん

だ
街
だ。
明
治
三
十

一
一
(一

八
九
九
)
年
、
伊
予
鉄
道
の

旧
平
井
線
(
六・八
J
)
が

樹
河
原
ま
で
五・
八
キ
ロ
延
伸

し
、
横
河
原
綿
と
名
を
変
え

た
。

以
来
、
地
域
は
急
速
に

発
展
し
た。
延
伸
か
ら今
年

で
百
年
。

街
は
松
山
のベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
盗
を
変
え

て
い
る。

横
河
原
は
旧
金
比
羅
街
道

が
東
西
を
口
き

、

街
の
東
縁

手
重
信
川
が
南
北
に
民
流
し

て
い
る。
鉄
道
の
延
伸
は
旧

平
井
線
の
撲
抑
制
不
振
が
き
っ

か
け。
伊
予
鍛
造
は
松
山
平

野
南
東
部
か
ら
松
山
・

三
樟

方
面
に
飼
容
易
選
る
の
に
横

河
原
が
適当
と
考
え
、
終出制

駅
を
横
河
原
に
移
し
て
増
便

し
た。横

河
原
に
駅
が
儲
か
れ
る

と
、
東
温
地
方
の
貨
客
の
流

れ
に
大
き
な
変
化
が
起
き

明治30年代~現在
重信町ESiI沼趨E臨調

鉄道延伸で急発展

い
た
の
が
昭
和
四
十年代

初
め。

マ
イ
カ
ー
の普
及
や

む
化
の
遅
れ
で
横
河
原
綿

は
恋
子
路
線
に
転
帯
。

こ
の

た
め
伊予
鉄
道
は
練
松
線
の

腕
止に
続
い
て平
井
|
横
河

原
附
も
廃
比
し
、
パ
ス
路

線
へ
の
転
換
を
決
め
た

。

こ

れ
に
対
し
、
駅
周
辺
の
住
民

室
中
心
に存
続
迎
動
が
起
こ

り
、
伊
予
鉄
本
社
前
に
町

民
千数
百
人
が
鎮
まっ
て
社

側
と交
渉
す
る
騒
ぎ
に
なっ

た
。

鉄
泊
沿
線
の
開
発
を

進
め
る
町
の
計
聞
も
あ
り
、

路
線存
続
と
氾
化
が築
現
し

た
。

償
問
胤
の
脱
出λを
閥
べ
て

い
る
地
元
金
商店
主
和
田
俊

弘
さ
ん
や
』八)は
「路
線
の
腕

止
は
死
活
問
題
だった
。

町

は
当
初

、

乗
り
気
で
は
な
か

っ
た
が

、

住
民
に
抑
さ
れ
て

立
伝子
慣が
っ
た
」
と
搬
り
返

る
。そ

の
後
、
沿
線
に
は住
宅

や
聞
地
な
ど
が
相
次
い
で
進

出
し
、
ベッ
ド
タ
ウ
ン
他
に

拍
車
を
か
け
た。

昨
年
の
駅

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
現
在
の

横
河
原駅

周
辺。
駅
舎
は
首
の
ま
ま
だ

U
-
利
用
者
は
約
三
十
六
万

人。

減
少
傾
同
に
あるも
の

の
、
昭
和
四
十年
当
時
と
比

べ
て
・
八
倍
に
な
っ
て
い

る
。

現
在
、
償
問
限の
人
口
は

約
九百
六
十
戸・
二
千
三
百

人
。

駅
は
朝
夕
、多
く
の
通

勤
客
や
通学
生
で
に
ぎ
わ

う
。

周
辺
に
は
閥
単
大
医
学

部
も
あ
り
、
地
域
は
学
闘都

市
の
弊
聞
気
も
限
わ
せ

、

す
っ
か
り
イ
メ
ー
ジ
を密
え

た
。

駅
近
く
に悔
い
軍
人
療
聾所
(現
・
国
立
療
雄
所
変
般

病
院
)が
開
設さ
れ
、
第1
回
入
所
者
を
住
民
が
出
迎

え
たH
昭
和
同
年7
月

、

樹
河
原
駅
前



主罰

流
れ
、
取
水
もま
ま
な
ら
な

い
。

干
ば
つ
が
絶
え
な
か
っ

た
岡
地
区
に
とっ
て

、

水
の

確
保
は
段
民
の
悲
願
だ
っ

繰
多
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
臼

距
の
校
舎
や
付
間
病
院
が
そ

び
え
る
蹴
泉
郡距倍
町
志
津

川
の
愛
般
大
医
学
部。

昭

和
四
十
八年
に
建
設
の
始

ま
る
前、

こ
こ
に
民
業
用

た
め
池
「前
川
池
」
が
あ
っ

た
。池

の
広
さ
は
約三
万
八
千

宝
刀
M
で
、
今
の医
学部
敷

地
の
約
二
割
を
占
め
て
い

た
。

町
内
の
わ
き
水
と
近
く

に
降
っ
た
雨
水
が
引
詰
込
ま

れ
た
が、

満
水
に
な
っ
て
も

数
日
す
ると
ジ
ワ
ジ
ワ
と
水

か
さ
が
減
少
。

住
民
は、
竹

で
編
ん
だ
か
ご
に
な
ぞ
ら
え

て
迎
称
「か
ご
池」
と
呼
ん

で
い
た。

志
津
川
地
区

一時
は
混
信

川
の
巡
ん
だ
砂
れきが
広
が

り
、

「小
雨
月
夜
に
稲
さえ

枯
れ
る」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど

水
の
泣
透
が早
か
っ
た

。

加

え
て
地下
水
も地
中
傑
く
に

昭和40年代後半

重信 町姿消した「かご池11

医学部に埋め立て
※76※ 

た
。か

ご
池
は上
か
ら
見
る
と

卵
形
を
し
てお
り

、

中
央
の

年
に
は
北
側
へ
拡
張。

水

の
浸
透
を
防
ぐた
め
山
か

ら
巡
ん
だ
粘
土
を
底
に
敷

土
手
で
南北
ニ
つ
に
分
か
れ

て
い
た。

も
と
も
と
あ
っ
た

南
側
に
加
え
、
昭
和六
1

九

き
、
多
大
な
経
費
と
狩
力

を
か
け
て
広
げ
た
が
、
地

下
へ
の
漏
水
は
予
想
を
組
え

た
。志

津川
土
地
改
良
区
盟事

長
の
佐
伯
間
突
さ
ん
令
四
)
ら

は
「夕
立
の
雨
な
ど
を一時

た
め
て
放
流す
る
に
は使
利

な
池
だ
っ
た。
集
落
排
水
も

流
れ
込
ん
だ
の
で
魚
の
成
長

が
早
く、

フ
ナ
や
コ
イ、

ウ

ナ
ギ、

シ
ジ
ミ
など
が
繁
殖。

子
供
の
こ
ろ
、
数
年
に
一度

の
水
抜
き
で
魚を
捕
ま
え
る

の
を
楽
し
みに
し
て
い
た」

と
顕り
返
る。

昭
和
四
十
年
代
初
顕
、
商

問
ダ
ム
の
却
水市梁
「
泊前

辺
後
水
利
開
発」と
、
町
内

で
受
けm
と
な
る
民
業
用
幹

線
水
路
の
コ
ン
ク
リー
ト
化

に
よ
って
同ダ
ム
の水
が町

内
の
水
聞
を
制
す
よ
う
に
な

リ

、
池
はそ
の
役
制
を
終
え

間
四
十
四
年、

県
に
「医

制
大
学
誘
致
推
進
本
部
」
が

設
け
ら
れ、

間
町
は
い
ち
串

候
補
地
に
名
乗りを
上
げ

か
ご
池
埋
め
立
て
な
ど
で
で
き
た
愛
腫
大
学
医
学
部
の

キ
ャ
ン
パ
ス

た
。

伊
予
郡
松
前
町
と
伊
幕

前
も
続
い
た
が
、
かご
池

埋
め
立
て
に
よ
る
用
地
確保

の
容
易
さ
や
抵
信
聞
の
交

迎
の
使
利
さ
が
決
め
手
と

な
り

、

間
四
十
六
年
、
志

津
川
へ
の
講
致
が
決
ま
っ た

。

現
在、

か
ご
池
の
あっ
た

場
所
に
は付
属
病
院
や
診
療

棟
が
立っ
てい
る。

キ
ャ
ン

パ
ス
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第 l 編横河原の歩み



第 1 章 横河原の自然環境

1 横河原の地理的位置

横河原は、 東温市旧重信町内 1 9 区のうちの一区である 。 昭和 3 1 年 ( 1 9 5 6 年) 9 月 l 目、

南吉井 ・ 拝志村と合併するまでは、 北吉井村のー集落であった。

横河原の位置は、数理的には東経 1 32 度 5 2 分、 北緯 3 3 度 4 8 分にあって、くの字形の旧

重信町域のほぼ中央に位置する 。 東部は重信川 を境界として旧川内町に、北は樋口、西は志津川 、

南部は見奈良に接する 。

県都松山市街地の東方約 1 2 -1 3 k m の地点、に立地する商業集落である 。 重信川の渡河点(渡

し場)の渡津集落で、対岸の茶堂とは対向集落である 。 旧国道 1 1 号線、旧県道重信一森松線の交

点で、 伊予鉄道横河原線とと も に、東渦地方の陸上交通の要地 と して発展した 。

部街山信
~ ~ ~~北 山松 8

r~ 之介 'ï Ji 
J 氷 10uO 5UO 0 1υ00 :l り ( 111 山川υ 4 り uu 1¥ 

11 I f J I 11 I ~ I rl rJ r h h I -一一ー 一一ー - 1 ... ... •. . ---. -. 1" --.-.. ' 1 -" ー一一 ------ - 1

1. 1. 1...1 I 1 I ! _L 1. I ーー一一一一一一 l ー ー ー 1 -..- ー -" 1" 今 一 一 l
nI,. 10 5 u J () &! () ・

図 1 横河原の位置と交通網

資料:大日本帝国陸地測量部 1931 松山南部5方分の 1 地形図

明治 36年測図 昭和 3年修正測図
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2 横河原扇状地の地形

重信川の源流は東温市山之内と今治市玉川町、西条市丹原町の境に饗える高縄山塊の最高峰東

三方ケ森標高 1 2 33 mに源を発し、集水面積 44 5 平方 kmの中予最大の河川である 。

水源地帯が中世代後期白亜紀の和泉層群の砂岩 ・ 頁岩の地層から成り、崩壊性の地質と急峻な

地形のため、出水こ守とに多量の砂礁を搬出し、そのため河床が天井川化して氾濫し、流域はしば

しば洪水の被害を受けた 。 重信} 11 は山之内の大畑で山地を離れると、河道が高まり河} 11 は微細な

低地を求めて乱流移動をくりかえし、図 2-4 のような扇状地を形成した 。

扇頂の大畑は海抜およそ 1 7 0 mで、扇状地の平均勾配は 1 8 / 1000 、半径は約 2 . 9 -6. 

5 k rn で、ある 。 ただ し 、中軸を直流する河道の長さは約 4 kmで、丁度 1 0 0 mの扇端部見奈良付近

で表川 と合流する 。

川道は天井川化 し、通常の地表は極めて少なく、伏流水となって河床は水無 し川の荒川の形状

を呈する(写真 2 参照)

『温泉郡誌J は、「此} 11 は近来年々砂岩の堆積多く、殊に横河原停車場付近は非常なる堆積に

て、河床は近傍の地盤より高く甚だしきは堤防よりも尚高き所ありて、しばしば水害を受く 。

此川は常時水無き石傑不毛の積川なれども、時ありて水量非常に大なることあり J と記している 。

横河原の集落は、扇央の重信川の自然堤防延長上に立地した集落で、乏水性地形のため、宿命的

に飲料水に悩まされた 。

図 2 横河原扇状地の等高線分布図

国土地理院川上回幅2万分の 1 地形図により 窪田作成
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凡例
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図 3 横河原扇状地の地質図

図 4 横河原扇状地の地形

資料:大日本帝国陸地測量部 明治36年測図 2万分の 1 地形図
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写真 1 樋口菖蒲から見た横河原扇状地と重信川

扇頂付近から左岸が北方、 右岸が樋口 、 右先端の摘河原は 、 天井川化した荒川の形状を呈する重信川の自然堤防上に立地した

渡津集落である。

3 横河原付近の気候

平成3年 ( 1991 ) 3 月 28 日 窪田損影

写真 2 横河原橋上から見た重信川

扇央部の横河原付近では地表水は伏流して水無し川の荒川の形状
を呈す 。 河床は砂防堰堤で階段状となり、流路の固定化を図 っ て
いる 。

昭和 57年 11 月 28 日 窪田撮影

松山平野の東部の横河原付近は、瀬戸内気候区に属し、降水量が少なく (年平均 1 ， 2 0 0 -

1 , 6 0 0 mm ) 、気渦も比較的視暖(年平均気温 1 5 -1 6 0

C) で、半海洋 ・ 半内陸性の気候で

ある 。
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1985年度観測

30'C ~ 気温

20 

10 

。

降水量
250mm 

• • 150 

11111 -・・ 50 

-30 l ・・・・ ・・ 圃圃 圃圃 圃・ ・・・・ ・・ ・・・・圃圃 L O
12 月2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

図 5 横河原の雨温図 1985 

資料:東温消防署昭和 60年観測資料をもとに窪田作成

図 5 は、昭和 6 0 年 (1 9 8 5 年)東渦消防署の観測データをもとにグラフ化した雨温図であ

る 。

表 1 昭和 6 0 年 横河原・松山の月平均気温

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年平均

横河原 4.0 5.9 9.1 13.8 18.8 20.8 26.4 27.2 24.4 18.3 11.3 5.7 15.5 

松 iJJ 4.5 6.4 9.6 14.7 19.4 21.4 27.1 27.9 25.4 18.9 12.7 6.4 16.2 

気温差 0.5 0.5 0.5 0.9 0.6 。 目 6 0.7 0.7 1.0 0.6 1.4 0.7 0.7 

(東温消防署 ・松山気象台調)

表 l により、松山市の気候と比較すると、標高の約 1 :3 0 mの横河原とは、微細な気温の差が

あ っ て、内陸性気候の兆をみせている 。

冬季の北西季節風は強く、積雪量でも播磨塚を境に差があり、 雪解けも遅い。 1 1 月下旬にな

っ て石鎚山が冠雪 し、皿ケ嶺に雪がつくとめ っ きり冷え込む。 石鎚から吹き下ろす寒風は肌にさ

して冷たく、 「石鎚下しの包丁風j とさえ言われる 。

昭和 6 0 年 (1 9 8 5 年)の観測データ(表 2 ) で、 天気の状態をみると横河原では、晴天率

4 6 %で晴れの日が多く、 曇天 4 0.3 %雨または雪の日が 1 3.7 %である 。

上林と横河原を比べると、横河原の方が晴天の日が多く、微細的気候の地域差が明瞭である 。

昭和 6 0 年 (1 9 8 5 年)の降水量。 (表 1 . 表 2 ・ 表 3 参照)
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表 2 昭和 6 0 年月別天気 回数

bf 晴天日数 曇天日数 雨日数 雪 日数

横河原 上林 横河原 上林 横河原 上林 横河原 上林

15 14 16 15 2 

2 8 5 14 18 5 4 

3 10 9 15 16 6 6 

4 16 14 10 13 4 3 

5 17 16 8 11 6 4 

6 9 11 13 10 8 9 

7 15 18 12 13 4 

8 25 19 4 8 2 4 

9 15 13 13 13 2 4 

10 13 19 13 9 5 3 

11 10 6 16 20 4 4 

12 15 12 13 13 2 4 2 

計 168 156 147 159 48 45 2 5 

割合 46.0 42.7 40.3 43.6 13.2 12.3 0.5 1.4 

観測u寺 午前 9 時

観測場所 旧建設省横河原工事事務所・上林小学校

表 3 降水量月別分布表

昭和 6 0 年横河原・上林・松山の降水量

月 横河原 上 本本 松 山

18 51 1 7 

2 50 97 81 

3 164 177 155 

4 218 156 203 

5 168 181 166 

6 249 221 257 

7 113 133 120 

8 36 89 52 

9 85 80 65 

10 105 100 80 

11 83 122 45 

12 51 69 39 

1 ,340 1 ,476 1 , 2 80 

観測箇所 東温消防署・上林小学校・松山地方気象台
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4 重信川

( 1 )横河原と重信川

重信川は、横河原区民にと って、極めて密接な関係にあり、歴史 ・文化・経済等あらゆる面で

大きな影響をおよぼしており、この川に格別の想いを寄せている 。

その重信JII は、上流の東温市山之内字大畑を扇頂とする横河原扇状地を形成しており源流は、東

温市 ・ 今治市 ・ 西条市の市界である高細山塊の最高峰東三方ケ森 (1 2 33m) より発し、表

川・ 林川・ 砥部川・ 小野川 ・石手川など、大小 3 5 の支流を合わせ、道後平野を貫通 して、伊予

灘に注いでいる 。

水源山地は、中世紀後期白亜紀の和泉層群の砂岩・頁岩の地層からなり、崩壊性の地質の上に、

流路の延長は、わずか 3 6 Kmにすぎず、河床勾配が平均 1 000 分の 1 8 と非常に急で、わが

国の河川の中で北陸の河川につぎ、中四国地方には類例をみない荒廃河川である 。

崩壊性の地質と急峻な地形のため、出水ごとに多量の砂!擦を搬出し、そのため河床が天井川化

して氾離し、横河原はもとより流域の広い地域にわたって、しはしば洪水の被害を及ぼしてきた。

また、扇状地は、沖積平野の中でも、その地形特有の性状から典型的な乏水性の地形で、開発は

一般に新しいが、横河原扇状地の開発は中世以後のようである 。

開発が比較的に古くから進展したのは、扇頂大畑の菖蒲堰と扇端に湧出する重信川の伏流水に

よるところが大きい。

しかし、その流域面積は 4 4 5 K ぱに及び、愛媛県中央部における社会、経済、文化の基礎を

なしており、この水系における治水と利水についての意義は極めて大きいものがある 。

したがって、重信川の歴史は松山平野の歴史で、あり、重信地区の歴史であり 、わが横河原の歴

史でもある。ことに重信川扇状地のほぼ中央に位置するわが横河原にとっては、あら ゆる面で極

めて大きな影響を受けている 。

( 2 )重信川の流路と地下水

重信川はかつてどのように重信地域を流れていたのであろうか。

旧重信町の地形は、重信川の歴史的な流水活動で形成された扇状地上にあり、横河原はそのほぼ

中央に位置するわけである 。 地質は崩壊性の和泉砂岩の堆積で、厚い粗大な砂際層で形成されて

いるので流水のほとんどは、地中に深く浸透してしまって、農業用水は勿論飲料水にも難渋した

歴史がある 。

そこで、地形・地質から重信川の水の流れについて観察すると、扇頂部の山之内大畑付近は地

表水もあり農業用水もある程度恵まれた水量がある 。

しかしその流れも下がるにしたがって次第に地中に浸透 し地表水はほとんど見ら れず、地中に

地下水位を深くして流れることになる 。

また、地質から水田の保水性も悪く、用水は特に不足ぎみで難渋したのである 。 このことは横

河原にとっては、特に顕著にあらわれている 。

横河原は、ちょうど扇央部にあるので家庭用水さえも十分に得られない状況から、昭和 4 年に

簡易水道が敷設されて現在に至っているがそれまでは、数戸が共同で井戸を掘り利用していたの

が辻井戸である 。

また、土地利用についても、水不足のため荒廃地が多い状況であった。

このように横河原付近は、地下水位も深く、水利用面でも難渋したのであるが、田窪、八反地

方面でも地下水が流れると水位も次第に浅くなり、各所に湧水泉や揚水井戸が掘ら れ、 農業用水
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も潤沢になってきている 。

このような扇状地が形成されたのは、扇1頁部の大畑から流れ出た流水が多量の土砂を運搬した

為であり、流水は自らが運搬した土砂が聞かれては、また新しい流路を流れると言う調子で、流

路は一条とは限らず、常に数条、しかも放射状にながれていたものと考えられる 。

このように昔は一定の流路は無く、しかも 巾広く数条に分かれて流れていたものと思われる 。

古くは北側の山の麓に沿って流れていたものが、次第に南に移動して、現在の流路に固定したも

のと考えられる 。 従って現在の内川筋はかつては重信川の流路であったと考えられている 。

( 3 )藩政時代・明治時代の治水

①足立重信

重信川は、昔伊予川 と呼称されていたが、その頃の流路は現況とは全く異なり、堤防もない

自然河川 として数条に分流し、あるいは自由に蛇行し、各所に自然堤防を形成しながら瀬戸内

海に注いでいた。

したがって洪水ともなれば、濁流は自然堤防を越えて幅広く低地を求めて流れ、周囲の団地

などにも甚大な被害を与えることが多かった 。

そこで文禄 5 年 (1595) に淡路国志賀城主から正木城(松前城)に転封した加藤嘉明は、

この伊予川の治水を考え、 家臣の足立重信に命じ、改修工事をさせたのである 。

この工事の年代は明かでないが、慶長 2 . 3 年 (1597-1598) 頃といわれている 。

以来、 |主人足立重信の功を讃え伊予川 を重信川 と H干ぶようにな っ た 。

しかしこの工事は森松から以西の下流地域に限っておこなわれたのであり、東温地域の流路

については、ほとんど何らの手を施すことはなかっ たのである 。

②治水の歴史と洪水被害

時代をさかのぼって現在に至るまでの治水の歴史をふりかえ ってみると、藩政時代は治山治

水のうえから、山林の伐採を厳しく制限していたもので、重信川の表流水は、今よりは多かっ

たようであり、しかも広幅浅底であるため流路は一定せず時々に左岸堤防ぞいを奔流したもの

が一転して右岸堤防を直撃するなど奔放な流路をたど っ ていた 。

このため住民は、たびたびの水害に苦しめられ、牛洲村のごときは再三の水害により、つい

に住み慣れた墳墓の地を棄てて、天和 2 年 (1 6 3 8 年)以来浮島神社北方の現在地に集団移

転した事例もあるくらい脅威であ ったこ とが、この例でもわかるのである 。

横河原にとっても、たびたびの堤防決潰に難渋したことはあきらかであるが、とくに享和 3

年( 1 8 0 3 年)の被害は、志津川以西の各村に及び「牛測の平地 4 尺余浸水J (八木仁平覚

書) にあるように野田高井にまで被害が及んだことが記録されている 。 明治に入ってからも治

水は滞政時代とほとんど変わらず堤防が破損・決潰 したとき、それを修繕復旧する工事だけで

あ った 。

藩政期には治水のために山林の伐採を禁じていたが、明治 4 年の廃藩置県以後は山林濫伐の

時代となり、加えて林野の開拓が進み、山林は荒廃した 。

そのため、元来荒廃河川である重信)11 は、その水源山林灘伐の影響により、流出する土砂は、

おびただしく、かつ鉄砲水の獄威はしばしば大洪水をもたらした 。

その状況は相原日記(見奈良 相原直温)に当時の状況を生々しく 書かれているので、 町誌

より転載する 。

(イ)明治 1 8 年 7 月 1 日、連日ノ激雨ニ横川 (横河原)非常ニ波リ終ニ其ノ堤防決壊、洪水氾

ハ
U

す
，

A



濫シテ或ハ人家ヲ流シ、或ハ田畑ヲツブシテ予ガ屋舎ニ近キ原中ニ来リ、其ノ傍ラノ田アタカ

モ急瀬ノ如シ 。 ・・・・ ・・コノ水、実ニ数十年未稀有ノユ卜リナ シ 。

(ロ)明治 1 9 年 1 0 月、北方堤防決壊シ、惨状ヲ呈ス 。 ヨッテ横) 11 ノ 1危機ヲ脱スル。

(ノサ明治 2 1 年 9 月 1 1 日、昨夜来ノ大雨ニテ横) 11 ノ堤防破損、田窪村ノ東南ニ水襲イ来タリ、

人奔走シテコレヲ防御ス 。 即チ樋口村ノ 字百l肝ト称スル堤防決壊シ、 横川全域殆ド浸水ス 。 水

勢ハ二脈ニ分レーハ志津川村ノ中央駅中 ノ各家庭ヲ押シ、 ーハ同村ノ新池ノ堤防ヲ突キ崩 シ、

再ビ相会シテ回窪駅(宿場)牛洲、野田ニ入ル。 樋口村ノ東南部ナル字横川 ノ人家数卜集合シ

テ 、 商家軒ヲ並べ近々町ヲ作リタル場処ナルガ 、 人家忽チ海中ノ孤舟ノ如 ク 、器具漂フアレパ

柱、板戸 ノ浮ブアリ・・ ・・・・ 志津川村ノ H候頭トモ云フベキー泉水タチドコロニ埋設セリ 。

故ニ同村J \今日飲水ヲ欠グニ至レリ 。 田窪村溺死者二名 。 ナオ岡村ノ南方堤防モ決壊ス 。

(ニ)明治二 卜六年十月十四日、昨夜ノ雨激シ ク 重信川大出水。 田窪ハ梓志側ニ我ガ部落(見奈

良)ハ横川西堤防ニ参集シ 、 死力ヲ尽シテ防御シ、薄暮川 ノ東「北方、南方j ニ沿フ堤防決壊

シ、 水ハ彼方ニ傾キ我ガ居村ハ事ナキヲ得タ リ 。

(ホ)明治二十九年八月十八日、十六日午後ヨリ雨降ノ始メ、 翌十七日マデ大雨。 今朝三時頃東

風起リ雨是に伴ヒ、両者強猛ニシテ午前八H寺過ギヨリ風向南ニ変 ジ、 ヤガテ西ニ移リ風雨激シ 。

正午スギ横) 11 ノ西堤防(志津川分)数十軒破壊シ、ソノ水ハ見奈良ノ東部ニ来 リ 多クノ田』朋ヲ

流出セリ 。

(へ)明治三 卜四年六月三十日、前日来雨止ム卜コロナ ク 降リ、夜ニ入リ テ重信川非常出水。 横

) 11 ノ西堤防決壊殆ドー町余。 天王社ノ東及ピ地蔵土手ノ外ヲ南シテ重信ニ人ル。

七月十五日 前日来ノ雨降リ止マズ。 再ビ過日決壊セシ土手ヨリ大水入リ来リ、見奈良、田窪ヲ

襲イ鉄道処処決壊ス 。 コノ出水ハ近来ニナキコトナリ 。

(卜)明治三十五年八月十一 日、昨夜前年決壊セ シ横 ) 11 ノ土手再 ビ決壊シ、大水見奈良ニ入ル 。

文ステーション(横河原駅)ノ東モ切レ、水ハ内分ニ入リコミ婦女子ノ狼狽セシ境防ノ復旧工

事不完全ナル故、コノ被害アリ 。 水害ニ関係ナキ樋口、志津川ニ仕セズ、 川下ノ直接被害ヲ ウ

ケル村・ニテ修築スルガ肝要ニシテ、ソノ筋へ申シ出ルベク ・

(チ)明治四十年七月十日、昨夜ヨリ雨降リ 、特ニ正午頃甚シ 。 重信川大イニ出水、午後牛洲ノ

南堤防決壊シテ稲田ヲ流出セ シ ガ、人多ク n} デ‘之 ヲ防ギ大害ヲナスニ居ラズ。 十一 日昨夜来ノ

雨、夜ニ入リテ益々激シ、 牛泊l南堤防ハ破壊ヲ増シ 、 主 トシテ南野田部落ミ ナ出デテ防御。幸

イ大害ナカリシモ、 学校林多ク流出シタ卜 云フ 。

(リ)大正一年九月二十三 日、数日間断続シタ ル雨、 二十二 日ニ至 リ愈々降リ、同夜風東ヨリ西

ニ転ズルニ及ビ、降リシキル雨二重信川、石手)11 ノ 1非常ニ出水シテ、 二十三 日暁諸処決壊シ、

余土、垣生惨状ヲ呈ス 。 南吉井村モ牛沸l ノ南堤防ヲ始メ数処決壊シ、回国家屋ノ流出少ナカラス〉

この記録以外にも水害は、たびたび繰り返された ことであろうと考える 。 明治 2 3 年から昭

和 2 4 年までの 6 0 年間に、 重信川流域は、実に 6 7 回の水害を蒙っている 。

( 4 )大正以後の治水対策

度重なる水害に対して、どのような対策がとられてきたのであろうか。 見る に、大正 2 年水源地

の山林 3 7 0 0 町歩を保護林として、許可なくして伐採や開墾が出来ないように治水に務めるこ

とにな っ た 。

この対策とともに大正 8 年から国庫補助を受け、県営砂防工事 を岡 、 樋口、横河原の被害の最 も

甚だしい個所の護岸工事を大正 9 ・ 1 0 年と施行した 。



大正 1 2 年には、山之内黒瀧に土砂決壊防止のための山腹工事を施工したが、その年、大正期最

大の水害があり、拝志村が被害を受けた 。

その後昭和 4 年、 5 年と上流に堰堤や山腹工事が施工され土砂の崩壊や流出は改善されたが、

大畑付近は多量の土砂が堆積紙、出水ごとに流下して河状が悪化した 。

そこで昭和 7年 ・ 8 年 . 9 年の継続事業と して、大畑に土砂堆積のための主堰堤長さ 1 15m 

の大堰堤が築かれ文その後本流筋の支川には、それぞれ堰堤を作り、土砂の、流出を防ぐ工事が行

われた 。

その後も昭和 1 8 年 7 月 ・ 1 0 月及び 2 0 年 1 0 月にも大水害があり、東温市では主に旧持志

村が大被害を受けた。 この水害により、 重信川河口から横河原間 1 9. 2 k m が県直轄河川工事区

域に指定され、復旧工事に着手 したが、 2 1 年 7 月にも水害があり、拝志 ・ 南吉井方面が大きな

被害を受けた 。

このように度重な る被害のため中央に請願し、災害国庫補助事業として強固な堤防の築造を施

行することになり、逐次工事が完成した。

昭和 2 3 年 7 月横河原に重信川工事事務所横河原出張所が設置され、次々と上流部の砂防工事

が完成した。

昭和1 3 5 年からは砂防事業 1 0 ヶ年計画が策定され、上流砂防堰堤や横河原から表川合流点ま

での床固工をはじめ、堤防の改修工事が完成した。

昭和 4 0 年に重信川が一級河川に認定され、河口から見奈良南辺の重信川、表川合、流点までは

建設省直轄管理となっている 。

横河原住民は、このように古くから豪雨ごとに不安と恐怖の中で生活し、洪水時には氾濫がま

たは溢流し、大きな災害を受けることが多く、水との苦闘の歴史を刻んできたが、次々と実施さ

れた治水事業によ ってすっ かり変容し、今では、人々の心に潤いと安らぎを与えてくれる川にな

ってきている 。

( 5 )横河原橋付近の景観

重信川堤防上に延々と続いていた松並木は、主に今から 200 年余年前の寛政年間に植えられ

たものと云われているが、かつては亭々と饗え重厚な品格のある姿を連ねていたが、惜しくも、

次々と消失している 。

しかし遠く石鎚の連峰を望み目の前に広がる白い河原、老松の肇える景観に魅せられる人は多

く横河原や近郊の人は勿論松山方面からも多くの人が訪れている 。

昭和 3 4 年からは広い堤防河川敷を利用して横河原商工連盟主催の観月祭が始まり年々盛んと

なり、現在では約 4 万人の人出で賑わっている 。

また、昭和 4 3 年には河川敷を整備して横河原遊園地を作り、区民だけでなく松山方面からも

多くの人が訪れ利用している 。 横河原と対岸の旧川内町茶堂との聞に架かる横河原橋は、昭和 5

年に完成したのであるが、往古から金比羅街道として重要な交通路上にある橋であるだけに橋一

つにもいろいろの変遷がある 。

大正 8 年に始めて木橋が架かるまでは、水の流れる処だけの部分的な簡単な橋か或は全く橋の

ないH寺 もあ ったで、あ ろう 。

そのことは茶堂渡 し 、八幡渡し、 吉久渡し等対岸の地名でH乎ばれ、昔は目的とする場所に最も

近い処を選んで、多くは徒歩で川 を渡っ ていたものであろう 。

十数年前まで、堤防の一部に残っている蛇龍や松の大木の幹に戦時中松根油を採った傷あとが数十
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条も刻まれ痛々しく残っている様を思い出す時、堤防上に起こったその時代の様々のドラマを

思い出す人も多いことであろう 。

5 二本松泉(志津川泉)

( 1 )旧山之内街道筋の小川

横河原区内をほぼ北から南に流れ、途中で西に向かい志津川区内へ入る小川を二本松泉と称し

ている 。 逆L字形の流れであるが、西に向かう処から分岐して南に流れる水量調節のための悪水

路がありこの流れは重信川に至っている 。

この川の水は重信川の伏流水を泉で取り入れたものに加え、 菖蒲堰からの水が樋口区間の回の

濯慨に利用されたあとの釧水が合流して流れているものである 。 小さい川ながら 、准-概用水として

極めて重要であるばかりでなく、 川の流れや両岸の四季おりおりの風情は、人々の心にうるおい

を与えてきた 。 かつては、野菜類を洗い食器を洗うほどの清測な流れであったが、今は生活用水

その他で汚れて利用できなくなって久しい。 しかし、この美しかった川の流れで水遊びをしたり、

小魚を捕ったりした楽しい思い出を持つ人々は多い。

地勢上水利に恵まれない農民にとって、水を求める気持ちは極めて強いものがあり、古来から

あらゆる力をそそいだものである 。

この二本松泉も重信川の伏流水を取り入れるため当時の農民が、いかに苦労したかを伺うこと

ができるが、その苦労が今もなお脈々として豊かな川の流れとなり重要な濯概用水として利用さ

れているものである 。 この泉についての資料が乏しいので詳しいことは解らないが、天保八年

(1 8 3 7 年)に当時の久米郡の郡奉行に対し、志津川村圧屋冨之桑及び組頭四名の連名で次の

ような泉の試掘堀願いが出ているので、この頃からとりかかっていたものと思われる 。

( 2 )試掘堀のお伺い書

口上

久米郡

志津川村

村方揚水横川原筋底水門泉試掘の儀

先達而御窺申上候処土用明キ後減水相見合御窺申上候様御沙汰被仰聞候処此節殊之外減少仕候儀ニ

付別紙之通御試掘被仰付被下候様尤照続之時分堀方被仰付被候ハパ追年早魁之年柄ニ市茂出水可仕

与奉存候間早々堀方被仰付被下候様御歎芳御窺申上候此段宜敷被仰上可被下候以上

酉七月

庄屋 富之蒸

組頭 九郎右衛門

同 与市郎

同 喜=衛

同 与コ兵衛

志津川村

樋口分水門泉御試掘

荒夫積

四百弐拾六人八歩

守
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長横共上口拾間堀留

壱間折五間半源三間

九拾坪八合但シ四人

七歩坪ニ〆

右荒夫積如斯ニ御座候以上

冨之蒸

九郎右衛門

与市郎

喜三衛

与左兵衛

庄屋

組頭

|司

|司

同

志津川村

一弐拾壱表壱斗三舛六合

底水門泉試掘荒夫積高四百廿六人

八歩壱人弐舛役之積ニ〆夫食之内作恐

五分通御役所より御償被成下候繰残り

五歩通利安年延拝借被仰付被下候様奉

願上

右者村方底水水門泉試掘支度先書伺申上候処村方ニ而相整候維仰聞奉口候早速申口候得共従来大難

催之村方殊ニ近年不作相続当麦作トテモ存外突然悪処難催之者共某日渡リニ相口居候次第二付出夫

難相整甚ダ以当惑奉存候御時節柄恐多御儀ニ御聞候得共前条員数之内五分通御償被成下候ハパ御口

ニ而出水有無相試普譜茂伺申出候様相成水口相立追年奉口御厚恩壱統安座可仕 ト 奉存候門此段宜敷

被仰上歎之通被仰付被下候ハパ難有奉存候以上

右之通御歎申出候大難渋之村方格別之思百ヲ以歎之通被仰付被下候様此段
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( 3 )試掘堀お伺い書の内容と伏流水の取水方法

この文書の大要は、先日お伺い申し上げた節には、土用あけの水が少なくなった頃がよかろう

との御沙汰でありましたが、このところ妹のほか水が少なくなっているので、御試掘をおおせつ

けください、もっとも日照り続きの時におおせつけくだされば、年をおっ て、早魁の年でも、出
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水すると思いますので早く掘るように、お命じになっていただきますよう、お伺いいたします。

と云う意昧であろうと思われる 。

次の文書はこの試掘の費用の半分は、お役所で負担していただくが、残りの半分についての負

担は、近年不作続きのため安い利息の繰延べ償還の方法にてお願いいたしたいとの意で、あろうと

思われる 。 農民の水を求める思いの強さと、特別な工事の出費についての困窮のさまを伺うこと

ができる 。

この重信川の伏流水を求めての泉の工事は相当大掛かりの工事であったと思われるが、当時の

図面や工法についての文書が無く、確かなことは分からないが、古老からの言 い伝えによれば、

重信川の河床を横に長く伏流水に至まで掘り下げ、石を並べて暗渠を作り伏流水を取水する方法

である 。

天保 1 0 年( 1 8 3 9 年)に完成した三ケ村(牛測両濃田)堀貫水門が同じ頃に完成しており、

これによれば、その規模は全長 2 4 7 m に及び、 H音渠上の蓋石はlþ高 6 0 cm 、長さ 5 0 cm程度の切

石または自然石を使用しているのであるか ら 二本松泉も同じ工法を採っているものと思われる 。

二本松泉の河床を深く掘り下げての集水設備(伏越)の河床は旧川内町との境まで、至っている

ものと考えられるので、約 1 1 0m はあろう 。 その端に取水溜を設け、そこから約 3 25 m の暗

渠にて導水 し、川に至っている 。

この水路の長さは南に流れ、西に曲がる点迄が約 1 3 0 0 mの長さである 。 また、このように、

二本松泉の源流は重信川の伏流水を取水したものであるが、途中で菖蒲堰からの水が、樋口区内

の瀧慨用水として利用されたあと二本松泉に合流しているので、以下菖蒲堰についても触れておく 。

( 4 ) 菖蒲堰

①菖蒲堰の歴史と水論

菖蒲堰は山之内大畑にあり、昭和 3 8 年に北方地区と樋口 ・ 志津川・ 西岡の三地区との聞に

菖蒲堰土地改良区連合を結成して近代的合同用水施設を完成するまでは、中出以来の慣行を固

く守りながら管理していた 。

この井堰の成立は不明であるが、古くからあ っ た事が岩加羅城主和田式部少輔通為から北方

地区の荘園領主である大興寺に宛てた分水規定の書状によって知ることができる 。

この分水規定は堰切りの材料に牛枠とか三肢とか呼ばれる支柱を数ヶ所に設置し横木を張

り、それに土の付着した草や土砂での堰をしてはならないと言うことで、堰の材料にはしだが

用いられ「そだ堰」とよばれるもので、最近までこの仕様が慣行として維持されてきたのである 。

樋口 ・ 志津川 ・西岡の三地区は重信川扇状地上にあり、用水は一般に不足し、歴史的にも数

多くの早魁被害を被ってきた地域である 。 また、上堰は北方側、下堰は三地区側とな っており

一般的に上流側が有利で、下流側は従属的支配をうける傾向にあり、特に渇水期などには、こ

れが顕著になってくるもので、これが水論の原因となったこともあった。

農民にとって水を得ることは最も大事なことであり、扇状地であるために地表水は少なく、河

床の上昇によって益々その傾向は強くなり、 1 7 世紀後半より新田が開発されたことも加わり

数多くの水論が発生した 。 今史料と して残っている水論だけでも次のように度々繰返されたの

で、ある 。

-弘治 3 年 ( 1 5 5 7 年) 元文 4 年 ( 1 7 3 9 年)

・ 天明 5 年 (1 7 8 5 年 ) 明治 9 年 (1 8 7 6 年)

・明治 4 4 年 (191 1 年)~ 大正 2 年 (19 1 3 年)

に
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その後も年々重信川床は上昇し、流水も次第に減少し、その表流水のみに頼ることは、常に

早越を気にしなければならなかった 。 事実昭和 9 年の大早魁には大被害を受けた 。

②菖蒲堰の大改修

そこで戦後昭和 3 3 年上堰下堰の両土地改良区は合同 して愛媛県の指導と補助に より 菖蒲堰

の大改修を企画し、昭和 3 8 年まで 6 カ年の歳月をかけて県営の菖蒲堰揚水改良事業が行われ

たのである 。

しかし、水利のうえで大きな恵みをもたらした菖蒲堰も、当初大改修に取りかかるについて

は問題が無かったわけではない。

それまでは上流に北方(旧川内町)の取水口、下流に北吉井地区の取水口があったが、これ

をーカ所に統合して分水し、岩盤上にコンクリート堰を築造して取水量の増加を計る 。

さらに、導水路が土水路のために漏水が甚だしいので、コンクリー卜 三方張りに改修すると

いうものであったので、下流の田窪以西の土地改良区は岩盤までコンクリー卜堰を造れば、重

信川の伏流水が遮断される 。 これは旧来の水利慣行を無視するばかりでなく、飲料水の枯渇に

も及ぶとして工事の絶対反対を主張した 。 横河原水道組合も飲料水の枯渇を心配して反対した

が、下流の水不足に苦しむ実情にかんがみ、農民道徳の観点からも施行を認め、将来これが原

因で支障がおきたときは、補償するということで解決をみた 。 これについての重信川菖蒲堤突

改良区連合と横河原区と次のように覚書を取り交わしている 。

覚 書

重信川菖蒲堤土地改良区連合理事長玉井亀三郎を甲とし、重信町横河原区長佐伯運三を乙とし、

左の覚書を交換する 。

記

第一条 本覚書は相互の善意を信頼し、これに依って問題の解決に相互が当たることを確約する 。

第二条 甲が現在の菖蒲堰を移動し、築造した為かんがい期間中、乙の地域内の水源地用水に影響

を生じた場合は、この影響量に対し甲は補償することを確約する 。

第三条 前項に言う補償方法とは、地表水を以て二本松井手に放水する等による 。

第四条 乙の水源地に影響を及ぼすことの判定は過去の実績により判定し、甲乙両者の話合によっ

て決めるものとする 。

第五条 乙の水源地に影響を及ぼすことの判定は、甲乙両者の話合によって決めるものとする 。 但

し、両者間に於いて話合がまとまらない時は、甲乙両者協議の上、選定した者が之に当た

る 。

第六条 水源地、用水に影響を及ぼすことの判定をするため、必要な試験文は検査を乙が管理する

地域内で実施しようとするときは、必ず甲乙の指定するものの立合のもとで実施するもの

とする 。

右条々について甲乙共に承諾したので、乙は甲が改築しようとする菖蒲堰築造にかんしては域を申

さない。 依って本書弐通を作製し、甲乙格壱通を保管するものとする 。

昭和三十五年二月 日

重信川菖蒲堰土地改良区連合

理事長 玉井亀三郎

温泉郡重信町横河原区

区長 佐伯運三
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③現在の濯概用水

その後、瀧慨用水については、 農林省道前道後平野農業水利事業の用水(面河笠方ダムの水)

を補給できるようにな って万全の策が取られることにな っ たのである 。

このように、 二本松泉の川の流れにも、さまざまの歴史と人々の思いがあり、横河原区内を

静かに流れている 。

この川の維持管理については、第二章 横河原区の誕生の項にあげであるごとく、志津川部

落と大正7年 1 月 1 7 日に協議組合分離に付定書、及び昭和 3 5 年 5 月 3 日志津川土地改良区

との聞に公称横河原設置にあたり 誓約書を取り 交わしている 。

重信川の川床でこの下に暗渠が鋸られ伏流水を集めている

二本松泉の上流

"" ;;..,, ,; 
-Äぞり')， . ' ¥ 

二本松線と樋口区の港湾用水との合流点

暗渠からの水の取水溜のあると こ ろ 、 現在 l.t上からは見えない

一一一一一一一一 一 司 、 .1雲市巴 司" .-..，j・・・・E歯.".~ .... 

菖蒲涯の水の分岐点、手前樋口分向う側志津川西岡分

悪水路との分岐点左が悪水路である
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第 2 章 横河原区の誕生

1 横河原の誕生

( 1 )初期の横河原

横河原に人が、何時の時代に住み着くようになったかは、記録もなければ、それを立証する遺

物が発見されていないので詳細は不明であ る 。

大正 1 2 年 (1 9 2 3 年)に、横河水天神社(現水天宮)が、愛媛県が所管の 『神社明細11則

に登録を申請 した知事宛の文書に 「水天神社の由来沿革j が述べてあるが、その中に如斯惨害ヲ

繰返スコト、数十百四ニシテ中止スルナキヲ以テ地方ノ農民奔命ニ労シ自然疲弊困懲シテ荒廃ノ

ママ放任スルノ止ムナキニ至レ リ、是ニ於テカ官民大イニ憂慮シ相議シテ決志ノ農民数戸ヲ移シ

激励シテ荒蕪回復田園開墾ニ従事セシム 。 其ノ年代定カナラズト雑も、蓋シ今日ヲ距ルコト約二

百年以前ニ属セリ 。 とあるので、大正 1 2 から 200 年以前は享保 8 年 (1 7 23) であるから、

横河原には既にそれ以前に農家が存在していたことになる 。 これらの農家は樋口村-ゃ志津川村か

ら移り住んだ入作の者たちであろうが、度重なる重信川の氾濫によって家や田畑に甚大な被害を

受けて生活が脅かされたことであろう 。

( 2 )横河原と水害

藩政時代における横河原の水害については不明であるが、権藤成卿の著書『大日本震災凶鰻孜J

によると、全国的或いは関西全域に大水害があった年は、「慶長 1 9 年、寛文 2 年，同 6 年、同

1 7 年、寛保 2 年、安永元年、 天明 3 年、寛政元年、文化 5 年」 と発表している 。

従 って横河原地区においても、この年には大なり小なりの水害があったものと推測される 。

明治以降の水害については 『相原日記j (相原直温の日記)に、水害の詳細が書 き留められて

いる 。 その内容の概要を抽出すると、

@ 明治 1 8 年 7 月 1 日、連日ノ激雨ニ横川 (横河原 ・ 樋口側)非常ニ漉リ終ニ其ノ堤防決壊、

洪水氾濫シテ或ハ田畑ヲツブシ ・

⑫ 明治 1 9 年 1 0 月、北方堤防決壊シ、惨状ヲ呈ス 。 ヨッテ横J 11 ノ、危機ヲ脱ス 。

。 明治 2 1 年 9 月 1 1 日、昨夜来ノ大雨ニテ横J II ノ堤防破損、田窪村ノ東南ニ水襲イ来タ

リ、 ・ ・・ 樋口村ノ字百軒卜称スル堤防破壊シテ、横河全域殆卜浸水ス 。 樋口村ノ東南部ナル

字横J 11 ノ人家数卜集合シテ、商家軒ヲ並べ近ク町ヲ作リタル場所ナルガ、人家忽チ海中ノ孤舟

ノ如ク・田窪村溺死者二名 。

@ 明治 2 6 年 1 0 月 1 4 日、昨夜ノ雨激シク重信川大出水、田窪ハ拝志側ニ我ガ部落(見奈良)

は横川西堤防ニ参集死力ヲ尽シテ防御シ 、薄暮川 ノ東ト北方南方ニ沿ウ堤防破壊シ・

@ 明治 2 9 年 8 月 1 8 日、 1 6 日午後 ヨリ雨降リ始メ 、翌 1 7 日マデ大雨、 ・・・ 横J 11 ノ西

堤防数十間破壊シ、ソノ水ハ見奈良ノ東部ニ来リ多クノ田畑ヲ流出セリ 。

。 明治 3 4 年 6 月 3 0 日、前日来雨ヤムトコロナク |埠リ、 ・・ ・ 横)11 ノ西堤防決壊・・ ・ 7

月 1 5 日、前日来ノ雨降リ止マズ。 過日決壊セシ土手 ヨリ大水入リ来 l人見奈良 ・ 田窪ヲ襲イ、

鉄道処々破壊ス 。

① 明治 3 5 年 8 月 1 1 日、昨夜前年決壊セシ横J 11 ノ土手再ピ決壊ス 。

とあるので、その実状を知ることができる 。

横河原以外の地域を合わせると、明治 2 3 年から昭和] 2 4 年までの 6 0 年間で、重信川が氾

濫して、その流域に被害があ っ たのは 6 7 回にも及んでいる 。
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これは重信川の上流に白潰という地名が示しているように、領家花向岩類が風化していると

ころや和泉砂岩層の脆弱な地盤があるため、大雨ごとに多量の砂離を押し流して天井川 を形成

するので、氾濫は宿命的であった 。

現在、水天宮境内東側の堤防の高さを見れば、重信川の氾濫ごとに堤防を嵩上げしたあとが

歴然としているので、昔を偲ぶことができるのである 。

横河原地区の先人たちは、重信川の氾濫と闘って、今日の町づくりの基礎を固めたことを忘

れではなるまい。

( 3 )横河原の集落立地

重信川の横河原のところに最初に木橋が架けられたのは大正 8 年であるが、現在地より約 5 0 

mばかり下手の旧金比羅道筋の突き当りの場所であった 。

現在位置に鉄筋コンクリー卜橋が設けられたのは昭和 5 年が最初である 。

架橋以前の交通は極めて不便であって重信川が増水すると、水深の状況によっては人の力を借

りて川 を渡らねばならなかった 。 背負ったり肩車にしたり乗せ台に乗せて担いで渡したのである 。

大雨で水嵩が増すと「川止めJ となったので、旅人は何日も宿泊せねばならなくなる 。 ここに

簡易な民宿が生まれ旅館へと発展していった。

また、旅人相手の必需品を提供する家ができ商店へと発展して行き、今日の商店街の基礎とな

ったようである 。

明治初年に大火があって横河原の大部分は廃域に帰した(水天神社沿革史)が、明治 2 3 年頃

には、金比羅街道沿いに 1 4 戸、同 3 0 年頃には 4 0 戸余りに増加し、渡津集落として発展して

p く立地基盤が確立してい っ た 。

( 4 )集落の状況

集落の状況は、別項にて述べる如く、土地台帳による地目面積によっても伺うことができる 。

即ち明治 1 0 年現在の地目を見るに、 字横川 2.9 4 8 ぱ ・ 字前川 2.7 33 m' の堤防沿いの部分

と、そこに至る道路沿いが既に宅地であり、文 字桟敷 4 .6 2 2 ばは昔の街道沿いの所が宅地

であるので、早くから集落があったものと考えられる 。 なお 重信川 を渡って対岸川内側に行

くルートとしては、横河原経由の金比羅道の主幹道の渡しの他に、北に樋口の音井から渡る医王

寺渡り、南に八幡渡り、吉久渡りがあった。

( 5 )地名について

地名の横川についてみるに、文書としては明和 8 年 ( 1771 ) に筆録された、久米有!II手監の

なかに「寛文 1 2 年 (1 6 72) 子年横河原植松仕候J の記述があり、文 明治 7 年 7 月 7 日戸

長組頭より愛媛県権令宛て文書、菖蒲堰表分水差純御処分願ノ文のなかに、「久米郡山之内宮有

重信川通り字横河原ニ有之候菖蒲堰J とある 。

北吉井村誌には「横) 11 トハ山之内ガ谷ヲ出テ一時南流スル所カラ附サレタ名称デアルガ‘小字名

卜シテ従来、志津川、樋口(旧国道ヲ境卜シ南ハ志津川北ノ 1樋口)両部落ニ属シテ居タ 」 とあり

横川 となっている 。

前記横川水天神社由来沿革にも「横河原ハ本名ヲ横) 11 ト云フ伊予鉄道駅ヲ置キタル時始メテ横

河原卜称ス j とあり、駅名については「明治三十二年伊預鉄道此ノ地ニ延長スル二及ビ始メテ駅

ヲ置キ横河原駅卜称ス、当地名横川| ナルモ庚島県ニ同名ノ駅アルヲ以テ其筋ノ注意ニ依リ如比改

メシ卜云フ j 卜記されている 。

今も樋口区内の小字名に横河があり、横河原区内には横川の小字名がある 。 いずれも重信川堤

od 
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防沿いの場所である 。

以上のことから考えて、古くは、重信川堤防沿いの一帯を横川・横河 ・ 横河原と云ったのでは

ないだろうか。 それで現在の横河原区の地域を横川と称していたが、後に横河原となったものと

思われる 。

また、古くは 「二本松J とも云われていた 。 これは第十章の文化財にて述べる知く、横河原駅

の北、旧金比羅街道筋に二本松と呼ぶ巨樹があった 。 惜しくも枯死したが、この松が旧金比羅街

道の松山城下道と大洲宇和島道との交差点近くにあったので、昔の旅人の目印となり、一帯を二

本松と称していたものと思われる。

さらに、北吉井村誌に「吉井郷ノ 1北ニ自主戸川 、樋口、志津川、西岡、南ニ田窪、見奈良、牛洲ノ

各村ガ出来テ重信川 ヲ 以テ南ノ境界卜ナシテ居ル。 横} 11 ノ名ハ齢戸川 ヨリ出タルモノデハ、アル

マイカ」の記述があるので記しておく 。

( 6 )伊予鉄道と横河原の発展

一小部落に過ぎなかった横河原が、今 H のように大きく発展 したのは、伊橡鉄道株式会社が、

明治 3 2 年 1 0 月に、平井河原 ・ 横河原聞を延長させ、横河原線として開通させたことにある 。

しかし、もともと渡津集落として形成されてきた横河原は、交通運輸の要衝としての素地をも

った地理的条件に恵まれており、これを見抜いた伊予鉄経営陣の先見の明と相待って発展 したと

いうべきであろう 。

第 6 章で「鉄道J について記述するが、この開通によって、急激に人家が増え、大部落を形成

するに到った 。

この状況を北吉井村誌(昭和 1 3 年編集)には次ぎの如く記している 。 「伊予鉄道横河原線ノ

開通ハ明治三十二年十月デアル伝来昭和十三年迄ハ四十ヶ年経過シテ居ルガ其間ノ横河原ノ発展

状態ヲ見ルニ実ニ治海ノ変化ヲ来シテ居ル。 古老ノ 言ヲ聞クニ五十年以前ハ民家二 ・ 三軒アルノ

ミデ小松原ノ荒廃地ニ過ギズ婦女子ノ通行モ昼間サエ危険視サルル所デアッタト 云フ 、然ルニ今

日人家弐百軒余ヲ算シ商家櫛比ノ現状デアリ、 一行政区ガ設ケラレ賞二本村ノ大玄関口タルノ発

展ヲ見タ ルハ一重ニ伊予鉄道ノ恩恵デアル本村以東ノ貨物ノ集散地デアリ交通ノ要衝卜シ、将来

益々発展ノ途上ニアルト云フ可キデアルJ (文中 5 0 年前といえば明治 2 1 年である 。 )

このように横河原線開通後は、人の往来のみでなく、木材をはじめとする農林産物の輸送も盛

んになり、 川上・ 三内両村ー(前の川内IHT) から遠く周桑の玄関口となり、駅前広場には木材等が

山のように積まれ、文 人力車 ・ 乗合馬車 ・ 後には乗合自動車の発車地となり賑いを呈した。

(7)横河原集落と飲料水

集落の形成について、最も重要なことは、水の確保であるが、乏水生の扇央部に位置する横河

原は飲料水に恵まれなかった 。 そこで合計七ケ所の共同井戸で飲料水を賄った 。

鉄道開通以前、明治 3 0 年頃から、村内他部落や川上村遠くは旧越智郡・周桑郡方面から移っ

てきた人も多く、当時としては、いわゆる新開地であり、相互に援け合う気風が強く、隣近所の

人達が、 一つの井戸を共同で利用し生活していたのである 。

その後も民家が増え、集落の形成が進むにつれ、飲料水の不足は深刻化した 。 先人達が苦労の

末、昭和 4 年に待望の上水道を完成した 。

これは、県都松山市に上水道が完成したのが昭和 2 8 年 3 月であるが、横河原水道組合が規模

こそ小さいが、松山に先だったこと実に 2 4 年も前に上水道を設置したことは、極めて、注目す

べきことであり、当時の先覚者が、如何に、横河原の発展を思い、積極的な姿勢で取り組んだ気

ハ
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持ちに頭の下がる思いがする 。

このことは横河原にとって誇るべき事である 。 横河原の住民は、前記の如く、他部落或いは他

町村より移住してきた人が多い比較的新しい集落であるために、住民は開明的であり、団結心が

強く、共同体意識が強いのは部落形成の過程から培われたものではあるまいか。

( 8 )北吉井役場の設置とその後

集落の発展につれて村政の中枢機関である北吉井村役場を志津川より 樋口前川 1 368 番地の

1 (現在のいわがらこども館)に新築移転することになった 。 北吉井村村誌の中に大正 5 年 2 月

2 3 日愛媛県知事宛役場一変更認可申請書によると「変更地ノ ー及戸口並ニ其疎密」の表題で

「位置大字樋口字前川壱千三百六拾八番地及壱千三百六拾九番八横川駅ノ西端ニ属シ横河原ハ大

字志津川及樋口二部落ヨリ成リ 戸数百十七、人口六百八十ニ人ニシテ東西ニ丁南北一丁余ニシテ

人家桐密将来商業発展ノ地ナレパ適当ナル位置ナリ J と記されており横河原が北吉井村の中心と

なり将来の発展を見通して、役場の位置を決めたのである 。

このように、讃岐街道沿いの渡津の小集落にすぎなかった横河原が、伊予鉄横河原線の開通に

より新街村に発展し、北吉井村においても重要な位置を占めるようにな ったのである 。

なお 町村合併により、 重信庁舎が完成後は、横河原第二公民館として利用されていた。 平成

1 7 年完成 ípわがらこども館j 用地の南部分がその跡地である 。

横河原部落が大正 6 年志津川・樋口両区より分離し、横河原区として独立するまでの戸数、人口

を資料により示すと次のようになる 。

年 代 P 数 人 口 資 ;jG~ 

享保 8 年 ( 172 3) 頃 農民数p 農民数p 横川水天神社由来記

明治 2 1 年 (1888 ) 北吉井村誌(交通)昭和]1 3 年より

以前頃
民家 2/3p 不

5 0 年以上前明治 2 1 年以前

明治 2 1 年(1 88 8) 人家数十集合して 不 重信町誌(相原日記)

金比羅街道沿いに
明治 2 3 年 (1890) 頃

1 4p 
不 愛媛県史地誌日(中予)

明治 3 0 年 (189 7)頃 4 0 余戸 不 5半 横川水天神社由来記

明治 4 2 年 ( 1909) 頃 8 9p 不 重信町誌

大正 5 年 (1916) 137p 682 人 北吉井村誌
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2 横河原区の発足

( 1 )地籍はそのままでの横河原区発足

金比羅街道沿いの小さな渡津集落にすぎなかった小集落が伊予鉄横河原線の開通によって、飛

躍的に発展したが、行政区としては、金比羅街道を堺として、北は樋口区、南は志津川区に属し

ていた 。

しかし、戸数が 200 戸を超えた状態では、横河原区を設けなければ村政全般にわたり極めて

不便であり、横河原の住民意識としても納得でき難いことでもあるので、大正 6 年より地籍はそ

のままで行政上は横河原区を設けて運用することとなった 。

北吉井村誌には 「伊予鉄道ノ終点駅ガ設置セラルルニ至リ、急速ナル発展ヲ遂ゲ、 戸口ノ蕃殖

ヲ来シ、戸数ニ百、人口九百ヲ有スルー小街ヲ形成スルニ至リ横河原区ヲ設ケルコトトナ ッタ 。

故ニ、現今北吉井村ノ\大字山之内、大字樋口、大字志津川、大字西岡ノ四部落卜別ニ横河原区ノ

一区ヲ加工テ五ケ区二分レテイルJ と 書かれている 。

ここにおいて、大正 6 年より昭和 3 5 年地方自治訪第 260 号により大字横河原区が設置され

るまでの聞は、北吉井村においては、全てのことが横河原区として扱われることになった。 しか

し、横河原区として、樋口区、志津川区より分離独立するについては、 当然区としての権利義務

が生ずることとなり、度々両区と折衝を重ねた結果、大正 7 年志津川区と、大正 9 年植口区と、

それぞれ分離についての定書に調印するに至ったのである 。

分離についての定書は次のとおりである 。

( 2 )地籍外の協定書 (覚書)

①志津川 との協定書

大正七年壱月壱七日

志津川協議組合協定書

横河原協議組合

協議組合分離ニ付定書

1 . 横河原へ分離スル区域ノ 1字野中本井手口ヨリ伊諜鉄道停車馬場南側卜桟敷組ノ境ヲ見通ス

(別紙 11臨図ノ通リ)線トス 。

1 .横河原ノ区域内ト離モ作道水路ノ 1志津川部落協議会及普通水利組合会ノ承認ヲ経ズシテ旧

慣ヲ廃シ付ー換変更等ハナサザル事。

1 .神社費ハ天満三島社費ノ予算額及修繕費祭典費臨時費ヲ其内ヨリ歳入金差引残額ヲ両協議

組合中大字志津川分ノ戸数平等割ニテ分担スル事。 1 . 農業土木ニ係ル経費ハ志津川部落ニ

テ取扱タル総額区域内ノ反別割ニテ分担スルコ ト 。

1 .衛生費、教育基金ハ各其協議組合内ニテ負担スル事。

1 . 二本松悪水知Ij井手東西側及国道ノ北山ノ内里道ニ添フ二本松泉砂揚場(樋口別井出口迄)

ノ 1志津川普通水利組合ニ支障ナキ限リ横河原協議組合へ桑樹栽培ヲナサシム、但シ、水利組

合ノ使用ニ差シ支ヲ生ジタル場合ハ桑木栽培シアルモ堀除砂場ゲワ志津川水利組合ノ勝手タ

ル事及建築ハ一切ナサザル事其他現形状ヲ変更シ文ハ新設ノ事業ヲナス日寺ノ 1志津川水利普通

利会ノ承認ヲ経る事。

1 . 二本松泉井デ清潔取締ハ横河原協議会ニテ施行シ其費用ノ 1横河原協議組合ノ負担 トス

1 .幹流重信川出水ノ場合ハ字横河原壱番鎌ヨリ上ノ堤防ハ横河原協議組合ニテ保護シ其ノ費

用ハ横河原協議組合ノ負担トス 。

-22-



以上ハ現下ノ情勢ニ鑑定シタルモ時世ノ変遷ニ依リ改正ヲ要スル場合ハ両協議組合ノ協定ニ依リ

変更ヲナス事アル可キモノトス 。

右定書弐通作成シ両協議会ニ各壱通ヲ領置ス

大正七年壱月拾七日

②樋口との協定書

大正九年壱月壱七日

樋口協議組合協定書

横河原協議組合

部落総代

委員

岡

田l

委員

同

同

同

横河原協議組合長

委員

同

同

|司

|司

同

同

大西彦四郎

篠森友次郎

八木辻太郎

武智百太郎

高塚自由太

野村里

渡部浦次郎

大西 {委夫

藤岡禎十郎

古川芳太郎

和国太郎

大西津伍郎

八木菊次

松末磨多一

八木長四郎

渡部熊五郎

今般大字樋口字横河原之協議会設置ニ付将来ノ権利義務ヲ協定スル事左ノ如シ

1 . 大字樋口ハ従来ノ協議費徴収権ヲ横河原組組合二分割シ将来横河原住民ニ対シ価口ヨリ徴

収セザルモノトス 。

2. 従来横河原住民中樋口ニ対シ個人文ハ特種ノ住民亨有セル権利J\従来ノ通リ変動ナキモノ

トス但シ付随セル義務ヲ怠リタル場合ハ権利ノ 1消滅スルコトアルベシ 。

3. 従来樋口部落費ヲ以テ支弁シ来リシ教育、衛生、 -t木、勧業費等ハ横河原ニ属スル分ハ横

河原ニ於テ負担シ尚左記義務ヲ履行スルモノトス 。

(イ)井手堀、作道造ハ従前ノ通トス

(ロ)堤防水害防御区域ハ重信川筋右岸医王寺ヨリ西南トス

(ノサ神社費ノ 1村社天満、 三島両神社ヨリ樋口ガ受ケタル負担割ヲ戸数平均割ニテ横河原在住

者ノ分ヲ横河原ニ於テ分担スルモノトス、但シ当分ノ内横河原在住者ヲ四拾戸卜仮定ス 。

(ニ)其他神社、寺院ノ寄附及関係J\従前ノ通トス 。

4 . 前項中横河原組合ト称スルハ大字樋口ニ属スル横河原在住者ヲ称、シ各権利義務ノ関係モ亦

樋口ニ属スル住民ニ限ルモノトス 。 右ハ今般前記用件ノ下ニ協議組合分離契約ヲ為シタリト

担任モ従来ノ関係上双方相提携シ以テ自治ノ進歩ヲ図リ時世ノ変遷ニ依リテハ双方協議ノ上改

正スルモノトスココニ定書二通ヲ作製シ両組合ニ各一通ヲ所蔵スルモノトス 。
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大正九年一月二十日

温泉郡北吉井村大字樋口 樋口協議組合長 藤岡周五郎

同郡 岡村 同字横河原協議組合長 藤岡禎十郎

右定書承認候也

門田菊五郎 中野英一 相原行正 田中政四郎

加藤荘作 大西浮伍郎 和田音松 渡部類吉

回井園四郎 和田品次 富久庄=朗 中奥文吾

久保良=郎 八木長四郎 八木菊次

( 3 )公称横河原区の確立

地籍の変更はなくても、村政のうえで横河原区として独立したことは、横河原の区民にとって

は大きな喜びであり、ますます活況を呈することとなった 。

一方北吉井村においては、昭和 3 1 年 9 月、南吉井村・拝志村と合併し重信町となったので、

横河原区においても、大横河原の構想、が持ちあがり、見奈良との境界までを横河原の区域に含め

るべく、前川組 ・ 夏梅組 ・ 大原組の人達と協議を重ね、昭和 3 3 年 4 月より、 3 組を横河原区に

含めることとなったのである 。

この合併は、区を上げての喜びであり、祝いごとであるので、昭和 3 3 年 5 月 5 日氏神である

横河原水天宮の春祭に祝賀行事をすることになった 。

当日は神前にて合併報告祭をし、祝賀の散餅 ・ 奉納剣道大会 ・ 中学校生徒の紅白角力大会のほ

か横河原商工会が踊り連をくりだす等、区をあげて合併祝賀行事は終日賑わった。

大正 6 年横河原区として独立して以来、この合併によって、区域も広くなり、人口も増し、発

展を続けたのであるが、地籍は依然として志津川 ・樋口区に属していた 。 そこで地籍を横河原区

になることが区民の長い間の強い念願であった 。

そこで、横河原区は、重信町に新たに横河原区の設定を申請 し、重信町は町議会に提案、町議

会は全会一致で可決したので、ここに名実ともに大字横河原区が誕生したのである 。

また、その旨愛媛県知事に申請し、県報に告示された。

重信町長からは次のとおり通知された 。

①大字横河原の設定告示

重総第 5 2 号

昭和 3 5 年 5 月 1 6 日

横河原区長佐伯運三殿

重信町長高須賀治利 印

大字設定に関する告示写の送付・について

大字横河原設定のことについては、去る 5 月 4 日議会の持ち廻りによりこれを議決し翌 5 月 5

日施行しましたからその告示写を添えて通知します。

追 っ て、設定区域は申請通りにつき申し添えます。

(告示写)

告示第 8 号

地方自治法第二百六十条の規定により、大字樋口及び大字志津川の一部を変更して、大字横河

原を設定するここにつき、 5 月 4 日これを議決した旨、議会議長から通知があったので、昭和

3 5 年 5 月 5 日よりこれを施行する 。
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昭和 3 5 年 5 月 5 日

重信町長 高須賀治利 印

1 .大字横河原となるべき地域

O 大字樋口の内

字音井 5 18 番地の 4 から 525 番地の 3 まで

526 番地の 2 から 526 番地の 3 まで

526 番地の 5 から 529 番地の 3 まで

533 番地 から 535 番地 まで

657 番地

字前川 1 28 5 番地の l から 1 286 番地の 2 まで

128 9 番地 から 133 1 番地の 2 まで

133 4 番地の l から 1 374 番地の 3 まで

1 365 番地 から 1 374 番地の 3 まで

志津川線番外 1 1 番地 から 番外 1 2 番地まで

O大字志津川の内

字桟敷 180 番地 から 190 番地の 1 まで

194 番地の l から 197 番地の 3 まで

199 番地の l か ら 208 番地 まで

253 番地

264 番地のロの 3

268 番地 から 297 番地 まで

298 番地の 2 から 298 番地の 3 まで

299 番地の 2 から 299 番地の 3 まで

300 番地の l から 302 番地の 2 まで

306 番地の 2 から 349 番地の 8 まで

360 番地 から 365 番地の 2 まで

382 番地の 2 から 382 番地の 3 まで

番外 l の l から 番外 2 まで

字横川 350 番地の l から 357 番地の 4 まで

字芋畑 366 番地の l から 38 1 番地の 4 まで

383 番地 から 385 番地の 6 まで

386 番地の 2

字夏梅 387 番地の l から 387 番地の 4 まで

387 番地の 9

387 番地の 1 6 から 387 番地の 1 8 まで

387 番地の 2 3 から 387 番地の 2 5 まで

387 番地の 2 7 から 387 番地の 5 5 まで

388 番地の 2 から 388 番地の 3 まで

389 番地の 3

字大原 924 番地から 930 番地の 1 7 まで
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930 番地の 2 から 92 3 番地 まで

934 番地の 2 から 935 番地 まで

936 番地の 3

937 番地の 2

937 番地の 2 3 から 937 番地の 2 6 まで

937 番地の 3 6 から 937 番地の 4 3 まで

937 番地の 6 0 

937 番地の 6 2 

937 番地の 6 4 

937 番地の 6 6 

937 番地の 6 8 

937 番地の 6 8 から 937 番地の 6 9 まで

937 番地の 7 1 から 9 37 番地の 7 2 まで

字野中 412 番地

2 . 施行期日

昭和 3 5 年 5 月 5 日

②横河原区誕生の祝賀行事

横河原区民が長い間の念願であった横河原区の誕生は大きな喜びであり、公称確立の報告祭

や祝賀行事が盛大に行われた 。

昭和 3 5 年 1 1 月 3 日 1 2 時より水天宮神前において報告祭が喜びのうち厳粛に行われ、横

河原公民館においては式典並びに祝宴が行われた 。

先ず総代佐伯運三の挨拶に続いて、知事代理県議会議員渡部鹿太郎・重信町ー長高須賀治

不IJ . 重信町議会議長代理渡部寛話 ・ 区長代表高橋綱三郎より祝辞があり、続いて盛大な祝宴

が催された 。 また、区民の喜びは大きく、区をあげて祝賀行事が催された。

その様子は横河原区内全域にわたり、組ごとに盛大な飾り付・けをし、各戸には国旗を揚げて

祝賀ムードに溢れる中、煙火が打ち上げられ、 重信中学校ブラスパンド部の演奏を先頭に小学

校児童による旗行列が区内を一巡した。

午後 5 時から子供神輿の渡御、午後 6 時から提灯行列や各組が趣向をこらした仮装行列が区

から 414 番地のロまで

内を一巡し、終わった 。

また、駅前の特設舞台においては、舞踊・寸劇 ・ 歌謡曲 ・ 浪曲等多彩な演芸の競演で夜遅く

まで、祝賀ムードに沸きかえった。

なお区内各戸には記念のタオルを漏れなく配った 。 仮装行列については 2 5 名の審査委員に

より次のごとく順位が決められ、それぞれに賞金が渡された 。

一位坊ちゃん列車 1 5 票賞金 1 000 円

二位だんじり 1 1 票賞金 700 円

三位牛鬼 6 票賞金 400 円

四位小人 5 票賞金 300 円

五位花笠踊り他 4 票賞金各 200 円

( 4 )公称横河原確立後の協定

①樋口区との覚書

F
O
 

ク
U



この公称確立により以前、昭和 3 5 年 3 月 2 1 日樋口区長と覚え書を、また昭和 3 5 年 5 月

3 日に志津川土地改良区と誓約書を次のとおり交わしている 。

党 霊童
Eヨ

公称横河原区確立に関し、大字樋口を甲とし、大字横河原を乙とし、左記事項に付覚書を取交し

両者相互の善意により協和の精神を具現 し、その権利義務を惜守するものとする 。

記

三島神社の維持費は乙地区内旧大字樋口在住の戸数をその算定基礎として毎年乙は其の年度

初め責任を以て甲に納付するものとする 。 その具体的事項は両者選出の氏子総代の協議による 。

樋口造林組合の運営については現規約通りなるも暫定処置として左の通り定める 。

1 . 岩加羅山の造林に関しては公称乙確立後と離も現造林を伐採する迄の期間のみ乙在住者組合

員の権利、義務は準組合員として取扱い、之を認めるものとする 。

2 . 上ケ成造林に関しては規約通り取扱い、乙地区内組合員の権利義務は認めない。

従来実施されている道路修理及井出堀は乙の公称確立後と雌も従来通り実施するものとし、

其の連絡に甲は乙に事前に連絡し、乙は其の責任に於て之にあたり 実施後甲乙立合にて検分する

ものとする 。

四. 甲が管理する井手jj武米に関する権利については乙公称確立と同時に甲に帰属するものとする 。

五 . 樋口土地改良区については従来どおりとし、公称確立後は乙は改良区の事業に全面的に協力

するものとする 。

六. 将来甲が道路水利等の新設改修工事を施行する場合乙は之に協力するは勿論乙地区居住者中

該当者は農地の提供は勿論義務のあるものについては夫役及び費用の負担をするものとする 。 之

に関して乙は協力する責任を負 うものとする 。

七. 公称確立に要する費用一切は乙に於いて負担し 1[>> 1 1 も甲に迷惑を及ぼさないこととする 。

八. 境界線は甲、乙選出委員立合の上決定 した線による 。

本書覚書は二通作成し甲、乙各々保管するものとする 。 右条項は両者話合の上締結したものに

て関係者一同窓に捺印し、今後本覚書を厳守する事を確約する 。

昭和三十五年 三 月 二十一 日

甲地区委員 大字樋口部落総代

和田政勝

樋口土地改良区理事長

窪田儀政

和田忠良

山本 義俊

手[1旧安則

土屋末春

海稲守寿

乙地区委員 横河原区長

佐伯運=

27 



雄

進
佐
信

一

正
見

百
義
良

一
岩

伯
潟
奥
田
末
石

佐
白
中
和
松
大

横河原区委員

誓 約 書

公称大字横河原設置に当り志津川土地改良区と大字横河原は、左記事項を誓約する 。

第一条 温泉郡重信町大字樋口菖蒲地点より流水の河川の施設築造せる二本松泉河川敷地は大字樋

口外二部落より志津川部落(以下 志津川土地改良区と読みかえる 。)が、かんがい揚水

敷地として貸借契約せるものであることを確認し、志津川土地改良区が従来有する慣行及

権益を尊重し、これを侵犯してはならない。

地名改称による地域変更に伴い、横河原地区内における土地改良区の設立は認めない。

志津川土地改良区が従来管理使用保持せる道路水路及び悪水路は、横河原地区民において

自由に改廃構築等は出来ない。

土地改良法に よ る、かんがい配水については従来、志津川土地改良区事業下にあって絶対

的のものであり、異議干渉、は出来ない。

横河原区は、 二本松泉の下流悪水路(門樋より愛媛療養所に至る間)及び門樋より前川池

に至る間の清掃につき常に留意 し、塵挨その他危険物を菜、に放棄しないよう、区民を戒め

春秋二回はこれが清掃を行うものとする 。

二本松泉河川及び悪水路の護岸並びに水面上については、勝手にこれを使用し、又は構造

物を設置してはならない。

志津川土地改良区の使用権及び構造物改廃及び河川の改修並びに用配水に関しては横河原

区は何等意義の申し立ては出来ない。

第八条 地区地名変更に伴う費用は総てこれと横河原区の負担とする 。

第九条 境界線は，両地区選出委員立会の上、決定したところよる 。

第十条 横河原区は、志津川土地改良区の事業運営に全面的協力をするものとする 。

第十一条 本契約書は、 三通を作成し各一通を町役場、志津川土地改良区、横河原区において保持

するものとする 。

右事項は、両者話合 し あいのう上、締結したるものにて関係者一同ここに捺印し、今後本誓約書を

厳守することを確約する 。

昭和三十五年五月三 日

②志津川区との誓約書

第二条

第三条

第四条

第五条

第六条

第七条

印

1=11 

印

印

行

等

良

薫

広

道

合
塚
好
智

河
高

三

武
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理事

|司

同

志津川土地改良区委員



同 越智 '陪 FD 

特別委員 渡部芳継 FI1 

同 篠森信 印

横河原区委員 横河原区長 佐伯運 = 印

同 佐伯 進 印

同 白潟百佐雄 FD 

同 中奥義信 FD 

同 松末 正 印

同 大石岩見 I:D 

同 岡本秀丸 FD 

同 和田良 印

立会人重信町長 高須賀治 利 FD 
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3 面 積

( 1 )土地利用面積の推移

横河原区の総聞積は約 3 0 万平方メートルを占めている 。

地目別面積の推移では、下表のように明治 1 0 年~平成 2 年の 113 年間に、明治 1 8 年 .21

年・ 3 4 年 . 35 年に堤防の決壊があり、宅地 、 回、畑の流水、 浸水を受けたが、伊予鉄横河原

線開通、愛媛療養所開所、愛媛大学医学部関学、同附属病院開院や伊予鉄横河原線電化 ・ 運転間

隔短縮による松山市のベットタウン化などにより宅地が各小字とも大幅に増加し、全体で約 2 0 

倍となっている 。 横河原区の繁栄に大いに寄与している 。

明治 1 0 年現在 単位 : 111' 

字 名 総数 宅 地 田 畑 山 林 原 聖子 (堤塘) b結 手d子

音 井 18,295 422 972 8,807 8,095 

前 )1 1 42 ,066 2,733 30,951 1,858 1,838 4,686 

60,361 2,733 31 ,373 2,830 10,645 12,781 旧樋口

械敷 108,484 4,622 31 ,012 62 ,015 2,758 8,077 ( 1,428) 志津川悪水路右岸堤

横 ) 11 45,916 2,948 710 1,352 40,906 (8,133) 愛大官舎、東渦消防

芋 畑| 37,618 1,914 1,291 34,413 

夏 栴 11 ,055 11 ,055 

ll'f 中 7,209 3,586 3,623 

大原 25,355 4,204 21 ,150 

小 計 235,637 7,570 34,598 72 ,466 5,401 115,601 (9,561) 旧志津川

メtコk 295,998 10,303 65 ,971 75,296 16,046 128,382 (9,561) 

構成比% 100 3.5 2 2.3 2 5.4 5.4 4 3.4 

注 l 総数と地目別内訳の数は 111' 未満を凹姶五入したため、 一致しな I '0 
2 ( )の数は総数に算入せず。

平成 2 年現在 単位 : m' 

字名 総数 宅地 任| 畑 山林 原野 堤堰 道路 田 水路 その他 備考

青 井 18,296 8,074 535 8,544 1,143 

前川 44.111 32,791 6,717 307 175 4,122 

小 ;11・ 62,407 40,86 6,7]7 842 8,719 5,265 

桟敷 109,912 85,131 7,356 5,962 165 153 142 4,686 6,316 

横川 54,049 36,580 12,407 4,304 758 

~f 畑 37,618 35,752 39 551 1,276 

夏 椀 11,055 3,234 2,955 4,130 628 108 

野 l ↓l 7,209 5,396 493 397 666 256 

大原 25,355 15,524 1,797 459 4,042 2,425 2 345 ※ 761 ※墓・井戸

ノl、計 245,198 181,617 7,849 23,160 1,175 12,629 142 10,170 7,092 601 761 

l仁入1 雪口 I 307,605 222,480 14,566 24,002 9,894 12,629 142 15 ,435 7,092 601 761 

構成比% 100 7 2.3 4.8 7.8 3.2 4.1 O. 1 5.0 2.3 0.2 0.2 

注 l 総数と地目別内訳の数は 111' 未満を四捨五入したため、 一致しない。

2 道路=国道、県道、 [f1T道改修H寺の買収、 寄附等の面積

n
U
 

9
J
 



( 2 )宅地・道路の開発の推移

明治 2 3 年以降 1 0 年毎の宅地開発の推移を見ると、明治 32年の伊予鉄横河原線開通、昭和

14年の愛媛療養所開所、昭和 3 5 年から 4 4 年にかけての横河原・宮裏の町営住宅と大原団地の

完成、昭和 48年の愛媛大学医学部開学、昭和 51年間附属病院の開院と昭和 4 2 年の伊予鉄横河

原線電化、昭和 5 6 年の運転間隔短縮等により宅地化が進んでいる。一方道路については、昭和

初期の旧国道 11号線の改修や宅地化の進展に伴い増加している 。

宅地 単位 : m' 

明治23 明治33 明治43 大 9 昭和5 昭和 15 n~m5 昭和35 昭和45 昭和55 平成2字名 面積
- 32 - 42 ~大正8 -024 ~昭14 -11百24 -11234 ~昭44 ~昭54 ~平成元

考

音井 8,074 737 400 1,420 864 2,260 143 2,245 4 

前川 32,789 680 1,475 4,427 5,972 3,126 982 3,501 3,437 3,441 2,108 913 明治10年以前か

らの宅地2 ，726

小 il1 40,863 680 2,212 4,827 5,972 4,546 982 4,365 5,697 3,584 4,353 917 旧樋口

桟敷 85,131 49 3,731 3,207 2,431 40,681 5,606 6,722 12,276 4.541 1,569 明治10年以前か

らの宅地4 ，318

横川 36,580 886 134 12,065 131 880 6.434 11,364 1,081 656 明治10年以前か

らの宅地2 ，948

芋 畑 35,752 34,344 237 463 519 189 

夏 梅 3,234 1,408 364 510 623 204 125 

野中 5,396 305 162 1,515 2,853 561 

大原 15,524 4,304 5,244 4,482 955 539 

小計 181 ,617 49 3,731 4,093 2,565 92,802 131 7,392 19,535 30,260 10,153 3,639 旧志津川

ム仁l き~'I ' 222,480 729 5,943 8,920 8,537 97,348 1,113 11 ,757 25,232 33,844 14,506 4,556 

道路 単位: m' 

字名 而積 明治23 明治33 明治43 大 9 昭和5 昭和15 fI~fD25 昭和35 昭和45 昭和55 平成2
備 考

- 32 - 42 ~大正8 ~昭4 一1l~14 ~昭24 -11234 -1l~44 ~昭54 ~平成元

音 井 1,143 906 237 

前 川 4,122 3,693 13 165 13 140 46 53 

小 ~'I 5,265 4,599 13 165 13 140 283 54 旧樋口

桟敷 4,686 2,249 132 1,773 145 388 

横 川 758 204 554 

芋畑 1,276 1,238 138 

夏 栴 628 527 101 

野中 397 397 

大原 2,425 936 211 837 441 

小 iH 10,170 4,850 547 2,610 1,335 829 旧志津川

合計 15,435 9,449 13 165 560 2,750 1,618 883 
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( 3 )字別地目変換の実績(明治23年~平成2 年) 単位: m' 

明治 2 3 年一平成 2 年の 10 1 年間の地目変換 2 5 万平方メートルの内、原野・畑 ・ 回からの

宅地化が 8 4 パーセン ト を占めており、約 2 1 万平方メートルにも及んでいる 。

なお、地目変換 2 5 万平方メートルの内、民地は 60% 、 1 5 万平方メー トル、宮地は 40% 、

1 0 万平方メートルとな っ ている 。

田 一一歩 畑 ー→ 原 → 山 → 堤 → 毛ー， • 田→ 畑 → 山→ 原→
字名 面. 積

宅地 宅地 宅地 宅 地 宅地 道路 道路 道路 道路 道路

音井 9,528 422 748 5,920 569 415 1,143 

前川 34,187 23 ,269 1,537 3,594 1,663 7 3,010 13 1,092 

小計 43 ,715 23 ,691 2,285 9,514 2,232 415 7 3,010 13 2,235 

桟敷 91,815 16,819 52,857 7,398 2,470 1,269 304 2,508 1,298 34 

横川| 46,765 710 24,789 8,102 758 I 

芋畑 37,028 1,130 34,344 278 745 462 69 

夏梅 6,925 3, 234 629 I 

野中 6,716 2,428 2,969 201 197 

大原 19,516 1,544 13,980 405 2,020 

ノl、計 208,765 19,247 59,210 83,745 2,748 9,371 304 2,709 2,645 496 4,001 

合計 252,480 42,938 61 ,495 93,259 4,900 9,786 311 5,719 2,658 496 6,236 

構成
100 17. 0 24. 3 36. 9 1. 9 3. 9 O. 1 2. 3 1. 1 O. 2 2. 5 

比%

堤→ 山→ 原 → 畑 → 田 → 畑 → 山 → 原 → 原 → 原 → 原 →
字名

道 路 鉄道 鉄 道 鉄道 鉄道 水路 水道 墓 地畑 畑 山

音井 311 

前川

小言十 311 

桟敷 17 4,329 1,898 89 

横川| 1,352 1l,055 

芋畑

夏梅 2,955 108 

野中 208 458 田 256

大原 459 2 61 700 

/卜計 17 1,352 14,010 459 4,537 2,356 89 110 317 61 700 

合計 17 1,663 14,010 459 2,356 89 110 601 61 700 

構成
O. 01 O. 7 5. 5 O. 2 1. 8 O. 9 O. 03 O. 04 O. 3 O. 02 O. 3 

比%
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4 人口

( 1 )戸数(世帯数)と人口の推移

横河原区は、農民数戸から始まり約 280 年間に、伊予鉄横河原線の開通、愛媛療養所の開所、

愛媛大学医学部の開学、同附属病院の開院、伊予鉄横河原線電化・運転間隔短縮などの背景を経

て、 一千世帯を超える地区に発展し、成長を続けている 。

一世帯当たりの人口は年々減少している 。

年 代 戸数(世帯)数 人 口 資 料

享保 8 年(1723)以前頃 農民数戸 横川水天神社由来記

明治 2 1 年以前頃 民家 2 ・ 3 戸 北吉井村誌

明治 2 1 年(1888) 人家数十戸 相原日記

明治 2 3 年頃 金比羅街道に沿いに 窪田重治(伊予鉄横河原沿線

14 戸 の駅前集落)、 愛媛県史

明治 3 0 年頃 40 余戸 横川水天神社由来記

明治 4 2 年(1909) 8 9 戸 重信町誌

大正 5 年(1916) 137 戸 682 北吉井村誌

大正 1 2 年頃 150 戸 900 横川 |水天神社由来記

昭和 1 0 年(1935) 203 戸 950 北吉井村誌(国勢調査)

昭和 3 0 年(1955) 385 戸 住民基本台帳(大字横河原)

昭和 3 5 年(1960) 437 世帯 2 , 538 国勢調査(大字横河原)

昭和 4 0 年( 1965) 480 世帯 2 , 400 同上

昭和 4 5 年( 1970) 509 世帯 2 , 1 9 2 同上

昭和 5 0 年(1975) 619 世帯 1 , 76 9 住民基本台帳(大字横河原)

昭和 5 5 年(1980) 762 世帯 1 , 8 1 9 向上

昭和 6 0 年(1 985) 689 世帯 1 , 8 2 9 同上(大字横河原、樋口団地)

平成 2 年(1990) 670 世帯 1 , 788 向上

平成 5 年(1993) 690 世帯 1 , 7 7 6 向上

平成 7 年(1995) 688 世帯 1 , 7 7 4 向上

平成 1 0 年(1998) 710 世帯 1 , 76 8 向上

平成 1 1 年(1999) 932 世帯 2 , 26 6 向上

平成 1 2 年(2000) 947 世帯 2 , 25 5 向上

平成 1 5 年(2003) 984 世帯 2 , 30 7 向上

平成 1 7 年(2005) 1 , 0 1 3 世帯 2 , 36 9 同上

平成 1 8 年(2006) 1 , 0 1 8 世帯 2 , 36 7 向上

男 1 ， 1 3 1 

女 1 ， 2 3 6 

横河原行政区(大字横河原と樋口の一部、志津川の一部を含む)として推計(横河原区)

平成 1 8 年 1 , 3 9 0 世帯 3 , 1 4 0 人
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第 3 章 区行政・財政

1 区行政

横河原区の独立

前述の歴史的な経緯を経て、大正 6 年(1917) 4 月 横河原区として、志津川、樋口から分離独

立。 このとき横河原地区は 8 組。 昭和 3 5 年 (1960) 5 月 には公称「横河原区」が設定さ れる 。

2 協議委員会(協議組合)による構成(組織)

-区行政は大正 6 年の当初から委員 ・ 組長による協議会を発足させ、合議。 案件の都度、頻繁に

開催。

-協議組合規定を制定した昭和 2 8 年度以降の協議委員会の構成は下表の通り 。

昭和 3 0 年代から 4 0 年代前半にかけて、植林・造林委員を配置しており、全戸からの大畑村

(町)有林への植林、下刈りの作業参加の記録が残っている 。

昭和 50年代後半では、公民館 ・ 遊園地運営委員が配置されていた 。

よぷ!
H召和 昭和 昭和 昭和l 昭和 昭和

28i:p 34年 39年 45年 49年 59王子

総務委員 。 。 。 。 。 。

企画委 員 。 。

文 化 委員 。 。 。

経済委 員 。 。 。

建設委 員 。 。 。 。 。 。

植林委 員 。 。

造林委 員 。

神 係 。

産業委 員 。 。 。 。

衛生委 員 。 。 。 。

体 育委員 。 。 。 。

公民館運営 。

環境委員

管 埋委 員

3 組の名称の変遷

0大正 6 年 ( 1917 ) 4 月の分離独立当時の組は下記の 8 組

・ 旧国道 3 1 号沿い

平成

元年

。

。

。

。

。

。

。

。

平成 平成 平成

5年 9年 17年

。 。 。

。 。 。

。 。 。

。 。 。

。 。 。

。 。 。

。 。 。

。

現在市道横河原中央線に起点、横河原字音井 526-11 地点から市道横河原 ・ 見奈良線と交差し、

愛大医学部東角までの間

上組(旧 31号北側沿い現上組、手曳) 組長田中政四郎

元組( I日神社前現宮本組) 藤田寅一

北上(現 北上の一部 、 宮本の一部) 恒岡 留吉

北中(ほぼ現在と同じ) 加藤斉久

南中(旧 31号南側) 中野弥市
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- 旧大洲道(金比羅街道) 沿い

和田ガ ラ ス店前か ら 旧県道森松街道を南進、加藤宅前か ら線路沿いに南進し、愛大南口駅の問

下横問宇(現 駅 2 、 駅前) 組長松末熊太郎

上横町(現 駅 l 、 本町一部) 和田 太郎

下組 (現 二本松、下一、下二) 恒岡 八太郎

0下表の昭和 26年以降の組数、戸数の変遷からも横河原区のベットタウン化の様子が判る 。

昭和l 昭和 昭和 H百和 1l~1和 |昭和 H百和1 昭和 平成 平成 平成
品五 名

26年 34年 37年 46年 50年 54年 63年57年 3 年 11年 17年

宮 装- 。 。 。 。 。 。

宮 裏 。 。

宮 裏 2 。 。

北 上 。 。 。 。 。 。

オヒ 上 。 。 。 。 。

北 上 2 。 。 。

宮 本 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

宮 円Ij 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

上 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

子 曳 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

北 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

南 1:j:1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

堤 。 。 。 。 。 。 。 。

森 A P 。 。 。 。 。 。

本 IUT 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

上 新 道 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

中 事庁 道 。 。 。

下 新 。

新 開T 。 。 。 。 。 。 。

新 開 。 。

本 松 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

平 平日 1土 。 。 。 。 。 。 。

干市 主綻 ;庄 。 。 。 。 。

1美 ~f~ 。

F 。 。 。

下 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

下 。 。 。 。 。 。 。

下 jヒ 。 。 。 。

下 南 。 。 。 。 。

駅 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 01 
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H百和 昭和 昭和 H百平日 昭和 昭和 昭和 昭和 平成 平成 平成
品温 名

26年 34年 37年 46年 50年 54年 57年 63年 3 年 11年 17今三

駅 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
一

駅 日Ij 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

円IJ JII 。 。 。 。

fJIJ JII 。 。 。 。 。 。

円I J JII 。 。 。 。 。 。

Eタζr 目 。 。

夏 目 2 。 。

夏 t�l 3 。

EタζZ �l 。

EタζT 梅 t 。 。 。 。 。 。 。 。

夏 4督 中 。 。 。 。 。 。 。 。

夏 下 。 。 。 。 。 。 。 。

藤岡 A P 。 。 。 。 。 。 。 。 。

神 P 屋 。

大原団 地 。 。 。 。 。 。 。 。 。

大 原 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

愛大官舎 1 。 。 。 。 。 。

愛大官舎 2 。 。 。 。 。 。

愛寮官舎 。 。 。 。

思t 西 。 。 。 。 。 。

愛 大 東 。 。 。 。 。

樋口団地 l 。 。 。 。

樋口団地 2 。 。 。 。

横河原団地 。 。 。 。 。 。 。 。 。

聖子 中 。 。 。

さ じ き 。

宮 内 。

!駅 南 。

戸'-"之L 大 南 。

組合計 16 23 23 30 30 32 35 37 38 37 40 

組加入 戸 数 205 283 323 397 409 453 462 502 523 535 580 

po
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昭和 2 8 年 5 月 1 0 日より施行の横河原区憲章と横河原区協議会規定は下記の通り 。

横河原区憲 章

第一条 横河原区とは、横河原の諸集落及び国立療養所愛媛病院、建設省公舎の集団を含む地域を呼

称する 。

第二条 地域古来の良風を継承 し、民主的運営の基に地域住民の一体性確立と、各種産業の進展と文

化の発達を図り、住民の福祉を増進せしめ、明るい平和な横河原区を建設することを目的と

する 。

第三条 松山近郊における経済的中心地として、その生産性の増強と住民の生活水準の向上を図るた

めの諸事業を積極的に推進し、 憲法の目指す福祉国家ないし文化国家の理想具現に対して協

力する者である 。

第四条 地域社会の安寧秩序を維持し、互に基本的人権を尊重 し、人間社会の美 しい環境の造成に努

力し、次の世代を担う 青少年の補導育成に努めなければならない。

第五条 横河原区には区の代表として区長を置 き 、 町行政を担当する協議機関として協議会を設置し、

この協議会の組織運営については別に横河原区協議会規定に従って行う 。

第六条 横河原区がこれらの事業を行うためには、区費を賦課し補助金、助成金を受け、住民よりの

寄付金を採納して最大の効果を得る運用は区長及び協議会に委任する 。

第七条 この憲章は、住民の総意に基き決定せられたものであ って永久に守らなければならない。

第八条 この憲章の改正にあた っ ては慎重な協議を重ね住民の意志が反映せられる手段が講ぜなけれ

lまならない。

附記

この憲章は、昭和二十八年五月十日より施行する 。

横河原区協議会規定

第一条 横河原区協議会は、区長一名、副区長二名、 会計一名、監事二名、 各組より選出した委員 を

もって組織する 。

第二条 区長は、横河原区在住者の中からー名選出せられる 。 その選出方法は、横河原区住民の一般

選挙に準ずる方法、もしくは協議会において選出する 。

第三条 区長は、区の代表であって協議会を主宰し決定事項の遂行に関する責務を負わなければなら

ない。

第四条 協議委員会は、委員定員の過半数の出席がなければ開くことができない。

第五条 区長の担任事務を左の通り定める 。

l 経費支弁事項

2 協議題の提出

3 財産の管理

4 収入支出の命令

5 会計の監督

6 証書分署の保管

7 使用料手数料分担金の徴収及び支出l

8 その他必要なる事項

二、区長専決処分をなし得る範囲
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l 緊急を要し、委員会文は協議会を聞くいとまのない場合(軽微な事項)

2 三万円以内の出費を要し委員会文は協議会に諮るいとまのない場合(当初予算計上外)

第六条 副区長 会計、監事の選任は協議会の承認を得て区長が委嘱する 。

第七条副区長は区長を補佐し、区長に事故あるときは区長の職務を代行する 。

第八条会計は 、 会計事務を行い、区長を補佐する 。

第九条監事は、会計監査の責を負う 。

第十条 横河原区は下の組に区分する 。

(省略)

組の統合、分離、廃止は関係組内の意志を尊重 し協議会の決定により区長之を行う 。

第十一条 委員は 、 各組より 一名宛選出せられ、協議会または委員会に出席し区行政の協議に参画し

なければならない。

第十二条 協議会の権限を左の通り定める 。

l 歳入歳出を定めること 。

2 決算報告を認定すること 。

3 区費のI1武課

4 補助金の交付、助成金、寄附金の受納に関すること 。

5 基本財産積立金の管理処分

6 重要な契約

7 和解あ っせん、調定、仲裁

8 区内の公共的活動の総合調整

第十三条 委員は、左の内の何れかの委員会に属し憲章に則り積極的に分担業務を遂行しなければな

らぬ。

l 総務委員会 神社、仏閣に関する業務。 賦課金の調整、その他一般業務の調整。

2 文化、体育委員会 体育の振興ならびに教育、民生に関する業務、青少年の補導育成等

3 産業経済委員会 財産の管理、街の特性たる農林商工業者の経済効果を促す施策等。

4 建設委員会 防火、防水、水路その他一般建設業務。

5 衛生委員会 区民の保健衛生に関する業務。

6 右の外必要により特別委員会を設置することができる 。

第十四条 区長、副区長、会計、監事、各委員の任期は二カ年とし、期間は四月一 日に始まり三月三

卜一 日を以って終る年度を採用する 。

第十五条 協議会には必要あれば議長団、庶務主任一名文は事務局を設置することができる 。

第十六条 協議会は重信町ーとの連絡強調に任じなければならない。

第十七条 この協議会規定の改正は定員の三分の二以上の同意を えなければならない。

附則

この規定は、昭和二十八年五月十日より施行する 。

4 区費(組合費)の変遷

横河原区発足当時の二十六ランクから現在は六ランクになっているが、年々区費(組合費)収入

の率は下っている 。

。
σ?

d
 



fド !云E 等 与JJt. 戸数 徴収合計金額(円)

大正 6 年 特 、 1 - 2 5 (歩合) 129 82.34 

1 0 年 向上 1 3 4 2 9 3. 9 

1 5 壬下 同上 1 4 7 184 9 5 

R~ 平日 5 正手 向上 1 4 8 :-l 1 :3 ー、>

1 0 年 向上 142 245.96 

1 5 年 同 t 1 4 7 438.4:3 

2 0 年 向上 209 617 6 4 

2 5 1.ド 向上 216 1 4 , 767. o 0 

3 1 壬「 同上 218 75 , 4S7.00 

3 5 壬!三 向上 J 0 9 1 23 , 19 5 . o 0 

4 0 年 向上 384 3 09 , 010.00 

4 4 .1 1三 向上 364 4 0 :-l , 2 3 O. 。 。

5 0 勾三 特. 1 - 1 4 (8 ，640-600円) 409 831.240 。 。

5 5 年 !司 t (8 ，700-900円)団地 (900円) 418 1 ， 0 38 ， :~00 . 00 

5 8 年 1 - 7 (1 万一 O 円)、団地( 2 千円) 462 1 , 55 6 , 000. o () 
6 1 王ド 同上 、団地 (1 ， 500円) 500 1 , 523 , 000.0 。

平成 2 年 1 - 5 (1 万 2 千円一 0 円)、団地( 3 千円) 512 2 , 86 4 , 000 , 0 。

1 0 年 隔] l 535 3 , 572 , 195. 00 

1 3 年 同 t 574 :3 , 6 1 :-l , 0 5 O. 0 。

1 7 1:ド 同 一 l二 580 :~， 6 9 8 , 2 () O. 0 。

5 一般会計決算額の変遷 一般会計総額の決算状況は下表の通り 。

-昭和 4 0 年代前半までは社寺費を一般会計に入れていたので、歳出額の中で高い率である 0

.土木費は 3 0 年代までコンスタン卜に支出している 。

-大正 7 年には横河原堤防破壊後に水防基金を募り( 7 0 戸 310 円 80銭)、後々有効な資金運

用を行っている 。

年 度 歳 入 包t 亘 (円) 歳 自民 (円)

大.ï:f. 6 年 8 4. 3 8 9 9. 8 7 

10年 :3 0 7 . 1 7 2 7 3. f� 8 

14 壬ド 3 3 5. 4 8 :~ 7 7 . 7 1 

11 j2r手口 5 il三 313. 30 :3 8 O. 3 8 

10 :{~三 274 5 0 2 S 5. 2 :3 

15年 548 7 4 5 0 5. 6 :3 

20壬下 7 8 O. 8 9 7 6 4 . 2 :3 

25壬|三 14 , 9 02. 5 6 14.482 1 4 

31年 9 5 , 378.00 77 , 324. 。 。

35 .i.i三 27 1, 546.00 245 , 587 . 。 。

39壬ド 32 0 , 049.00 296 , 774 . 。 。

46年 908 , 600. 。 。 77 0 , S66 . o 0 

5pì三 1 , 904 , 559 . o 0 1 , 567 , 785.0 0 

55 1下 2 , 000 , 6 52. o 0 1, 718 , 110.0 。

61正|三 2 , 806 , 060 . 0 。 2 , 172 , 1 40 。 。

平成 2 年 3 , 689 , 209.00 :3 , 2 7 3 , 1 3 4 o 0 

7 年 5 , 7 69 , 1 59 .0 。 5 , 7 1 6 , 335. 。 。

101.下 4 , 93:3 , 794 。 。 :'3.711.783 。 。

13王手 7 , 458 , 52 7 o 0 4 , 2 1 6 , 5 4 2. 。 。

17年 9.957.970 。 。 7.:3 9 8.:'l 日 6. 。 。

oJ 
つ
J



第 4 章公民館活動

1 公民館の歩み

明治 3 5 年 ( 1 902) 10 月横河原青年組が結成され、翌年 3 月、樋口村字音井 526-2 と 527

番地に無縁仏の供養、葬祭及び横河原地区の集会所として利用することを目的として、日蓮宗法

華寺説教所を造営 したのが始まりである 。

横河原世話人大西沢五郎外 9 名、寄付-者 4 0 名 121 円

樋口世話人 和田大七 外 2 名、寄付者 2 1 名 6 0 円 7 0 銭

昭和 2 7 年に譲渡する迄の間利用した 。

現在の法華寺

結成時の規約は下記の通りである 。

明治 3 5 年青年規約

第一条 当横河原青年舎ハ満一卜七歳ヨリ加入スルモノトス

第二条 加入舎ノ 1三十歳迄出勤スルモノトス

旧拾月拾五日

第三条 加入舎年限三十歳迄卜雌モ結婚|深弐升樽ヲ差出シ退舎スルコト 。 但シ婚礼之酒宴ヱ召招ク

コトアルベ シ

第四条 第三条ニ依リ退舎スルト雌モ三十歳迄ハ祭礼毎ニ神輿出回之日限ニハ万障差操交際 ト シテ

出頭ス jレコト

第五条 会長、副会長、会計係ノ 三名ヲ選挙ノ上年々改正スルモノトス

第六条 加入者結婚後ハ諸入金持タザルコト

第七条 会員 中、若シ契約時刻ニ違背致シ其時ノ、畳用ハ科料トシテ全員弐拾銭又夜用科料トシテ拾

銭会席ニ現金ヲ差出スベシ 。 但シ要用 卜 会長、副会長等ノ者ヨリ見留メタルトキハ敢テ差

支無シ

第八条 第七条ヨリ会長、副会長申出テズ又科料差出スコトヲセザル者連中協議之上町内組長ヱ懸

合ノ上何等決定スルコ 卜

第九条 各人ニ対スル忌アル時ハ神鵡事ニカカルノ外ハ惣テ交際スルコ卜 。 祭礼之交際ハ四十九日

迄致サザルコ卜

以上

久保柴太郎、山内 吉、高須賀友吉、田井圏四郎、田中富太郎、伊賀重郎、 和田音松、 山内健次

郎、山崎 閑、清水初太郎、高須賀富太郎、恒岡幸三郎、弓立伯孝、相原孫四郎、渡部浦太郎、

山本門五郎、武田庄吉 総会員 1 7 名
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諸入用控え

江戸紫 8 銭、半紙 4 銭、晒四丈三尺八寸 8 7 銭 6 厘、蝋燭四打 l 円、才燈弐壱 1 5 銭

提灯張替え 5 0 銭、揚げ拾枚五銭、こんに ゃ く十 5 銭、醤油五合 7 銭 5 厘、煮干し壱升 1 2 銭、

米四升 5 2 銭( 1 升 1 3 銭)、酒三升 l 円 3 5 銭( 1 升 3 5 銭)、 豆腐二箱 2 6 銭(一丁 1 . 3 銭)、

肴代 1 6 銭、砂糖代 1 銭 5 厘外。 計 5 円 1 2 銭 l 厘 l 人当たり 2 1 銭

1 5 名

1 5 名

1 7 名

2 1 名

会員

明治 3 6 年

明治 3 7 年

明治 3 8 年

明治 3 9 年

明治 4 4 年 9 月 2 4 日に北吉井村青年会横河原支部発会以降の活動状況は第 2 編第 l 章青年団の

項を参照されたい。

昭和 5 年には水天宮境内に公会堂を建設し、その後昭和 4 5 年に現在の公民館に建て替え、公民

館活動を進めている 。

公民館活動の中心は青年組、 青年会(盛年会)、 男子青年団、処女会、女子青年団、婦人会、 公

民館婦人部、公民館活動委員を経て平成 1 0 年設立の青壮年グループ横河原いずみ会に引き継がれ

法華寺との契約書

横河原部落総代を甲と称し、田井野トミを乙として左の契約を締結す。

乙は今般横河原法華寺敷地をして自己所有権となすと共に、次記付随条件の効力を認むる

ものとす。

自来法華寺に属する支配権、居住権は乙の掌握するものにして部落是を承認す。 而し乙存

命中は勿論其後継者と雄も、存続する限り権利は保有するなるも、万一回井能家途絶なせ

し場合文は後継者存在すると離も 当寺を離退し、祭事供養寺を営まざる場合は其の権利は

消滅なして部落に復活なすものとす。

但し、地上権は乙の自由権とす。

第四条 葬儀、告別式其の他横河原部落に於いて必要なる場合は自由に使用するものとす。

第五条 部落は在来法華寺の栄枯盛衰に関しては、沈思黙考的態度に出ずるの感ありしも、今般を

契機として、其の隆盛を期する為、滋に部落特別期間を設置 し、さらに寺院総代を任命し

て毎年二回の大祭は勿論、其の他業務に没頭なさしむ。 依って法華寺の援護を完成し、将

来子々孫々として伝道基礎を樹立するものとす。

自今法華寺管理上要する経費は乙の自弁するものとす、但し J必要と認むる場合は部落に於

いて行う 。

右契約書二通を作成し、後日の為、各自一通宛保有するものとす。

昭和十二年四月十三 日

ている 。

第一条

第二条

第三条

第六条

一
、

、

、、

運

ト

佐伯

田井野

横河原協議組合長

法華寺現住者

す
，

A
d
4
A
 

甲

乙



布
茨

去
一日 渡 証 三重

Eヨ

譲渡物件 通称横河原法華寺の御堂宇壱棟 木造瓦葺平屋建

一 右所在地 温泉郡北吉井村重信川|堤塘地先旧国道筋北東の詰

一 条件

l 無償譲渡

2 創設せられし故人の御芳志を尊重して、法華様の御祭杷は従前通り継続する事を切望する 。

右御堂宇は往年本村大字樋口の住人亡和田大七氏等有志の方々に街l芳志により建立せられしと、

聞き及びす。

然る処、大正六年横河原部落協議組合が独立して以来、横河原部落に於いて管理し来りしが、今

般三十余年に渉り実質的な管理経営に当た り、日蓮宗の御布教に専念せられ、大いに御功徳を広め

られし、 貴殿より尚同寺将来を考慮せられて、種々御計画等吐露せられての御申入れ誠に御奇特な

思し召しと深甚の謝意を表し、 一切の権利義務を譲渡いた します。

昭和二十七年十月三十一 日

横河原部落総代

阿部落委員代表

八木利雄

藤田浜三郎

田井野 トミ殿

昭和 30年代「横河原公民館J
昭和 42年まであ った先代の公民館です o

現在の横河原公民館

2 公民館活動等の歩み

明治 3 5 年 ・ 横河原青年組結成 (1 0 月)

(1902) 

明治 4 4 年 ・北吉井村青年会横河原支部発会( 9 月 2 4 日)

(1911) 

大正 7 年 ・北吉井実業補習学校横河原分教場を法華寺設教所に設置 ( 1 1 月 2 8 日)

(1 9 1 8) 

大正 1 2 年 ・北吉井処女会横河原支部発足( 5 月 1 7 日)

(1923) 

大正 1 4 年

(1925) 

-横河原青年団(八木利雄団長)の青年集会所建設基金を作るため、伊予鉄道(附の

電気代金集金契約を結ぶ(集金手数料 1 %) 

昭和 5 年

( 1 9 3 0) 

-文芸雑誌“繋明"発刊( 6 月)

- 青年団長武智 ーは 1 1 月で基金が 800 円に達する見通しがたち、総代中野英

ーに集会所(公会堂)の建設を要請した 。 その結果水天宮参詣講社 (119 円)、青

年団 (800 円)の資金で建設。
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昭和 9 年 ・横河原青年団は水天神社の名声の高揚と横河原区発展並びに青年団の団結を図る

(1 9 34) 東温 1 1 か村(川上村、 三内村\拝志村\荏原村、坂本村、浮穴村、石井村、久

米村、小野村、南吉井村、北吉井村)の奉納青年角力大会を開催( 5 月 5 日)、昭

和 2 3 年まで続いた 。

昭和 1 1 年

(1 9 36) 

昭和 2 3 年

(1948) 

昭和 2 6 年

(1951) 

昭和 3 4 年

(1 9 59) 

-北吉井村青年団支部対抗競技会で優勝( 3 月 2 5 日)

- 横河原公会堂の大改修( 9 月)

-横河原老人クラブ発足

- 区内放送施設建設( 8 月)

昭和 3 5 年 ・防犯対策協議会設置について樋口、志津川 と審議 ( 1 月 、 6 月)

(1960) 

昭和 3 6 年

(1961) 

昭和 3 7 年

(1 9 6 2) 

昭和 4 2 年

(1967) 

昭和 4 4 年

(1969) 

昭和 4 5 年

(1970) 

昭和 4 6 年

(1971) 

昭和 4 7 年

(1 9 72) 

- 公民館活動 映画会 ニュース映画、すばらしき旧婚旅行、夫と妻とその息子達、

黒姫秘帖( 3 月 1 4 日)

-公衆衛生実践モデル地区指定(蝿、蚊の撲滅、殺虫剤配布)以後毎年配布( 7 月

6 日)

・ 秋祭り神輿渡御青年団不足、各組 l 名出役要請

- 横河原青年団再結成される 。 ( 7 月)

・ 遊園地の土地占有許可される 。 4 3 年に遊園地を整備する 。 ( 7 0 万円)

・遊園地利用促進協議会開催( 6 月 2 8 日)

-横河原区主催の敬老会始まる

- 野犬の毒殺実施( 2 月)

- 横河原公民館を新築する 。 ( 3 月 1 5 日) (備品を含み総経費 1 , 2 6 0 万円)

・ 横河原公民館落成行事実施( 5 月 1 7 日)

-横河原遊園地開園式( 7 月 1 9 日)

- 第一回区民運動会、横河原遊園地で開催される 。 (1 0 月 3 1 日)

-横河原遊園地遊具設備設置( 1 0 Jj 円) (3 月)

- 石南花等銑栽展示会( 4 月 3 0 日)

- 横河原遊園地照明設備設置( 8 月)

-遊園地照明設備設置を記念して第一回区民バレーボール大会開催( 9 月 2 日)平

成 1 1 年まで続く

- 公民館で献血( 9 月 2 5 EI) 

-分館活動促進分館巡回懇談会 ( 1 0 月 2 日)

昭和 4 8 年 ・ 第 1 6 回重信町民運動会横河原分館総合優勝( 4 月)

(1 9 73) 
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昭和 4 9 年

(1974) 

昭和 5 0 年

(1975) 

昭和 5 1 年

(1976) 

昭和 5 2 年

(1977) 

昭和 5 3 年

(1978) 

昭和 5 4 年

(1 9 7 9) 

昭和 5 6 年

(1981) 

昭和 5 8 年

(1983) 

昭和 5 9 年

(1984) 

昭和 6 0 年

(1985) 

昭和] 6 1 年

(1986) 

昭和 6 2 年

-ス ポーツ愛好クラブ[ソフトボール、バレ ーボール、卓球、長寿会 (J\ イ キング)] 

結成される 。 ( 2 月 1 0 日)

- 同和教育巡回懇談会( 9 月 5 日)

-横河原公民館(分館)使用規定及び遊園地・グランド使用規定制定( 6 月 4 日)

. ともしび母親クラブ横河原支部結成

-日赤奉仕団横河原支部発足

-婦人会会員増強の入会呼び掛け( 5 月 1 2 日)

・ 盆栽愛好クラブ設立 (3 8 名)

-民謡愛好会設立

・第 1 9 回重信町民運動会で横河原分館総合優勝

- 第 2 0 回重信町民運動会で横河原分館総合連続優勝

-横河原遊園地を東温消防署設置のため横河原橋南に移転する 0

. 老人クラブ月一回の横河原遊闘地・グランドの清掃始める 。

-衛生害虫駆除薬剤配布。 平成 1 7 年まで続く( 6 月 1 0 日)

・遊園地にパックネッ トを設置する 。

-第一回横河原芸能発表会開催 ( 1 1 月)

-企業から提供された桜苗木 4 50 本をスポーツ愛好クラブ、 緑化クラブが横河原

遊園地周辺に植樹

協賛企業 愛媛砕石側 、瀬戸内砕石工業(株)、協和道路(側、末広産業(株) 、

不二精機(樹、向井機工(鮒

-北吉井小学校体育館落成に伴い、夜間の体力作り、健康作りのための利用呼びか

け

-第 2 2 回重信町民運動会で総合優勝

-旧北吉井支所を第二横河原公民館とする 。 ( 5 月)

・第 3 回北吉井小学校校区内こども球技大会において女子バスケ ッ トボール優勝

・ 同和問題を話し合う 会、公民館で 6 回開催 ( 1 1 月 1 7 日- 1 2 月 4 日)

- 第 8 回重信町 400 歳マラソン大会で準優勝( 2 月)

- 第 9 回重信町 400 歳マラソン大会で優勝( 2 月)

-第 1 0 回重信町 400 歳マラソン大会で優勝( 2 月)

・ 横河原区旗、応援旗新調

・第 7 回北吉井小学校校区内こども球技大会で、女子バス ケ ッ トボール優勝

・河川敷多目的広場完成 (1 1 月)

- 第 1 1 回重信町 400 歳マラソン大会で優勝 ( 2 月)

・ 第 8 回北吉井小学校校区内こども球技大会で女子バスケットボール連覇

・ 第 1 2 回重信町 400 歳マラソン大会で優勝( 2 月)
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(1987) 

昭和 6 3 年

(1988) 

平成元年

( 1 9 8 9) 

平成 2 年

(1990) 

- 第 1 3 回重信町 40 0 歳マラソン大会で優勝( 2 月)

・水天宮秋祭りで獅子舞(志津川 ) (1 0 月)

- 第 1 4 回重信町 40 0 歳マラソン大会で優勝( 2 月)

. 遊園地の遊具整備及びグランドを整地する 。

- 第 2 5 回重信町成人バレーボール大会で女子優勝( 9 月 l 日)

・公民館婦人部結成( 1 月 1 2 日)

- 第 1 5 回重信町 400 歳マラソン大会で優勝 ( 2 月)

・ 公民館(区)倉庫移築完成 ( 130万円 ) ( 7 月)

- 区制 3 0 周年行事 祈願祭、 三世代ゲー ト ゴル フ、芸能大会、展示会、餅撒き

(1 1 月 1 0 日 一 1 1 日)

- 区誌編集委員会発足(横河原区発足 3 0 周年記念)

- 第 1 2 回北吉井小学校校区内こども球技大会で女子ミニバスケッ ト ボール優勝

・ 第 1 2 回重信町子供スポー ツ大会で女子ミニバスケッ ト ボール優勝

- 第 2 6 回重信町成人バ レ ーボール大会で男子 ・ 女子アベック優勝( 9 月 2 日)

・ 分館人権講座( 9 月 2 1 日)

平成 3 年 ・ 第一回どんど焼き( 1 月 1 5 日)

(1991) ・ 横河原橋詰めに花畑完成 (52001' ) ( 3 月 3 1 日)

- 第 1 6 回重信町 40 0 歳マラソン大会で優勝( 2 月)

- 第 2 7 回重信町成人バ レ ーボール大会で男子優勝( 9 月 1 日)

・公民館活動協力委員に よ る活動開始( 5 0 名)

平成 4 年 ・ 第 1 7 回重信町 40 0 歳マラソン大会で優勝( 2 月)

(1 9 9 2) ・第 1 3 回重信町子供ソフ ト ボール大会でブロック優勝

- 第 2 8 @]重信町成人バレーボール大会で男子優勝( 8 月 2 3 日)

平成 5 年 ・ 第 1 8 四重信町 40 0 歳マラソン大会で優勝。 ] 0 連璃達成( 2 月)

(1993) ・ 第 3 6 回重信町民運動会で総合準優勝( 4 月 1 6 日)

平成 6 年

(1994) 

平成 7 年

(1 9 9 5) 

平成 8 年

(1996) 

平成 9 年

- 第 2 5 回重信町成人ソフトボール大会で準優勝( 7 月 2 5 日)

- 第 2 9 回重信町成人バレ ーボール大会で男子 ・ 女子準優勝( 9 月 5 日)

・ 第 1 4 回重信町子供スポーツ大会ソフ ト ボールでブロック優勝

・ 第 1 9 回重信町 400 歳マラソン大会で優勝。 1 1 連覇達成( 2 月)

・ 第 3 7 回重信町民運動会で総合準優勝( 4 月 1 7 日)

・ 第 2 0 回重信町 4 00 歳マラソン大会で優勝。 1 2 連覇達成( 2 月)

・ 第 1 6 回重信町子供スポー ツ大会ソフ ト ボー ルでブロック優勝

- 第 2 2 回ソフ ト ボール愛好 リ ーグ 前期 5 部で横河原C優勝

- 公民館防災工事完了 ( 1 1 月 8 日)

・ 第 2 1 回重信町 40 0 歳マラソン大会で優勝。 1 3 連覇達成( 2 月)

・ 第 3 2 回重信町成人バレーボール大会で男子優勝( 9 月 1 日)

- 第 1 7 回重信町子供スポーツ大会ソフ ト ボールで優勝

- 分館人権講座 ( 1 1 月 1 8 日)

- 第 2 2 回重信町 400 歳マラソン大会で準優勝( 2 月)
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(1997) ・ 第 2 8 四重信町成人ソフトボール大会で 3 位( 7 月)

-第 1 9 回北吉井小学校校区内こども球技大会で女子ミニバスケットボール優勝

・第 1 8 回重信町子供スポーツ大会で女子ミニバスケッ トボール優勝

-第 3 3 匝|重信町成人バレーボール大会で交子準優勝( 9 月 7 日)

-第 2 0 回重信町老人スポーツ大会で準優勝 (1 0 月 6 日)

. r まもる君の家j設置 区内 8 個所 (1 2 月)

平成 1 0 年 ・ 第 2 3 回重信町 400 歳マラソン大会で優勝。 ( 2 月 l 日)

(1998) ・ 横河原青壮年グループ横河原いずみ会設立( 3 月 1 3 日)

-第 4 1 回重信町民運動会で総合準優勝( 4 月 1 9 日)

- 食生活改善地区講習会はじまる( 6 月 2 1 日)

-第 3 4 回重信IIIJ成人バレーポール大会で女子準優勝、男子 3 位( 9 月 6 日)

・横河原区ミニデイサービス開始 (1 1 月 1 5 日)

平成 1 1 年 ・ 第 2 4 1"ê:1重信町 400 歳マラソン大会で優勝。 1 7 回目の優勝 ( 1 月 3 1 日)

(1 9 9 9) ・ 第 3 0 回重信町成人ソフトボール大会で 3 位( 7 月 1 1 1:1) 

平成 1 2 年

(2000) 

平成 1 3 年

(2001) 

平成 1 4 年

(2002) 

- 第 3 5 回重信町成人バレーボール大会で男子準優勝、女子 3 位( 9 月)

. 秋祭り獅子舞い公民館二階で開催

- 介諮保険説明会( 9 月 3 0 日)

- 分館人権講座 (1 1 月 1 7 日)

- 第 2 5 回重信IIIJ 4 0 0 歳マラソン大会で優勝。 ( 2 月)

- 第 2 1 巨l重信町子供スポーツ大会で女子ミニバスケッ ト ボール優勝、男子ソフト

ボール準優勝( 8 月 6 日)

- 第 3 6 回重信町成人バレーボール大会で男子、女子とも決勝戦で西岡に敗れ、準

1憂勝 (1 0 月 2 9 日)

-第 2 3 1Ëi]重信町老人スポーツ大会で優勝 (1 0 月)

- 第 2 6 巨|重信町 400 歳マラソン大会で(憂JI券 。 ( 2 月 4 日)

・ 第 3 7 回重信IHJ成人バレーボール大会で女子準優勝( 9 月 2 日)

- 第 2 7 回重信町 400 歳マラソン大会で優勝。 5 連覇、 2 0 巨| 目の優勝( 2 月)

・ 第 3 8 回重信町成人バレーポール大会で女子準優勝( 9 月 1 日)

-第 1 4 回東温ジュニアスポーツ大会で女子ミニバスケッ ト ボール優勝 (1 1 月 9

日)

平成 1 5 年 ・ 第 2 8 四重信1 1IJ 4 0 0 歳マラソン大会で準優勝( 2 月)

(2003) ・ 女神輿(紫娘町)発足( 6 月 1 2 日)

- 第 3 3 回重信町成人ソフトボール大会で 3 位( 9 月)

平成 1 6 年 ・第 2 9 回重信町 400 歳マラソンフィナーレ大会は 5 位に終わったが、通算 2 0 

(2004) 回優勝の偉業を達成 した 。 ( 2 月)

- 最後の第 2 7 回重信町老人スポーツ大会で総合連続優勝( 9 月 5 日)

- 最後の第 4 7 回重信町民運動会は総合第 3 位( 4 月 2 7 日)

-最後の第 4 0 回重信町成人バレーボール大会は女子 3 位、男子予選敗退( 7 月 4

日)

- 最後の第 3 6 1E!.1重信町成人ソフトボール大会は一回戦敗退( 9 月 5 日)
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平成 1 7 年 ・区誌編集作業新体制で再開( 7 月 2 9 日)

( 2 0 0 5) ・第一回東渦市民大運動会で総合準優勝 ( 1 0 月 2 3 日)

- 第一回東温市老人クラブ大運動会で第 4 位 (1 1 月 2 日)

平成 1 8 年 ・ 第一回東温市民バレーボール大会で男子準優・勝( 7 月 9 日)

( 2 0 0 6) ・ 第二回東温市子供スポーツ大会で男子ソフトボール優勝、女子ミニパス準優勝( 7 月)

- 横河原分館旗デザイン決定( 9 月)

- 第二回東温市老人クラブ大運動会で準優勝 (1 0 月 1 9 日)

・ 第二回東温市民大運動会で総合第 3 位 ( 1 0 月 2 2 日)

- 公称横河原区発足 4 5 周年記念区誌発刊 (1 1 月 1 1 日)

3 主な公民館活動等の概要

( 1 ) 重信町民大運動会

フィナーレ第 4 7 回大会を第 3 位で締めくく った横河原分館は優勝回数も多く、幾多の優秀な成

績を残し、区民を元気づけた 。

第 2 3 回大会(昭和 5 5 年 4 月 2 0 日)の年令別リ レー名簿等を紹介する 。

入場行進の際の分館紹介

0 昨年の成績 優勝

0 今年度期待の種目 ・ 年令別リレー ・ボール送り

O 分館の説明

足立重信を祭っている水天宮境内に公民館はあります。 松山市のベットタウンとして、愛大医

学部ができてより人口増は目を見張るものがあり ます。 旧住民と新住民の手をつなぐ架け橋とし

て、公民館活動はその重要性を増しています。 民謡、詩吟、日舞等の文化活動文将棋愛好会によ

る毎週の例会とその役割を卜分にはたしています。 昨年の (愛j憐で、意気とがる体育部は毎夜練習を

積み、連続優勝をと張り切っています。

0 年令別リレー名簿

4 6 才以上

3 6 才一 4 5 才

2 6 才一 3 5 才

1 6 才一 2 5 才

選手宣誓 和田

松田政教

篠原昭和

高須賀五十鈴

和田 美紀

美紀

( 2 ) 重信町 400 歳マラソン大会

伊藤佐夜子 大森 5由

桑原正明 伊賀千恵子 flhh> 順一

皆川 良二 橋本千鶴 和田 玉記

2 9 回の大会中 1 3 連覇、 2 0 回優勝という驚異的な成績を残し、区民に感動と誇りを与えた。

平成 5 年 2 月 7 日 1 0 連覇を達成したときの 1 0 連覇のあゆみ

横河原は第 1 3 回一第 1 7 固までは、 2 チームが参加し、 1 4 回. 1 7 回大会では優勝 ・ 準優勝と

タイトルを独占し、 400 歳マラソンにおける、人材の車富さと卓越した実力は、他地区分館の等

しく認めるところである 。 各大会の選手は下記の通り

第 9 回 有光克次郎 和田百合子 柳沢 康信

藤田千鶴 杉原道人 有光恵子

大森美代子

脇 順一

伊賀義夫

卜河茂夫

タイム 5 9 分 4 9 秒

第 1 0 固 有光克次郎 高須賀五十鈴 高須賀哲 神山揃子 伊賀義夫
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藤田千鶴 坂口 利行 有光恵子 卜河茂夫 1協 )1慎一

タイム 5 9 分 4 2 秒

第 1 1 回 有光克次郎 升野美代子 柳沢康信 吉田博美 山本久雄

藤田千鶴 十河茂夫 有光恵子 JI窃 順一 伊賀 義夫

タイム 5 9 分 3 4 秒

第 1 2 回 陥I )1慎一 吉田 博美 伊賀義夫 藤田千鶴 高須賀靖

小堤 品子 山本久雄 有光恵子 十河茂夫 有光克次郎

タイム 5 9 分 3 0 秒

第 1 3 回 山本久雄 久保逸恵 伊賀 義夫 吉田博美 松末秀雄

藤田千鶴 阿部正宗 有光恵子 有光克次郎 十河茂夫

タイム 5 9 分 2 5 秒

第 1 4 回 菊地 康男 久保逸恵 伊賀義夫 吉田博美 松末秀雄

藤田千鶴 渡部真也 有光恵子 有光克次郎 山本久雄

タイム 5 9 分 3 9 秒

第 1 5 回 阿部 正宗 藤田千鶴 松末秀雄 吉田博美 渡部 真也

升野美代子 山本久雄 有光恵子 有光克次郎 相原敬正

タイム 5 4 分 1 7 秒

第 1 6 回 有光克次郎 伊賀千恵子 桑原 正明 久保逸恵 宮岡弘明

藤田千鶴 高須賀靖 高須賀ひろ子 松末秀雄 菊地康男

タイム 5 6 分 2 9 秒

第 1 7 回 有光克次郎 高須賀ひろ子 宮岡弘明 滝本由紀 藤田 月芳

藤田千鶴 山本久雄 有光恵子 松末秀雄 菊地康男

タイム 5 4 分 1 2 秒

第 1 8 回 菊地 康男 伊賀千恵子 伊賀 義夫 藤田千鶴 松末秀雄

高須賀ひろ子 山本久雄 有光恵子 有光克次郎 土山浩一

タイム 5 3 分 5 9 秒

1 0 団連続優勝メンバー

( 3 )横河原区民大運動会

区民運動会の前身は記録によると、昭和] 4 1 年 1 1 月に療養所(現愛媛病院)運動場を借り開催

された 、 横河原町民運動会と思われるが、昭和] 4 5 年 7 月 1 9 日に横河原遊園地(現東温消防署周

辺)が開園し、区民運動会開催の気運が生まれ、 翌年の 1 0 月 3 1 日に記念すべき第 l 回大会が開

催された 。 以来平成 1 3 年までは秋 (1 0 月、 1 1 月)に実施していたが、平成 1 4 年から 6 月第

二日曜日の開催とな っ ている 。 なお、昭和] 5 4 年度は開催を見送っている 。
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① 第 1 回区民大運動会昭和 4 5 年 1 0 月 3 1 日

第 l 回大会を開催するに当たり、早くから入念な検討、準備の記録があり、ご苦労の跡が偲ばれ

る 。 班別の対抗は第 2 回大会から実施。 伝統とな っ たマラソンと小学生の仮装行列(へんし ー ん)

は第 2 回大会から始まり、マラソンは平成 1 0 年まで、 仮装行列は平成 1 1 年まで続いた 。

番号 競技種 目 出場 者 番号 競技 種 目 出場 者

だれでもできる体操 jノLニ. 員 畳 食

2 すずわり え}J BTa苛正- 15 障害走 中 学生

3 8 0 メートル走 小 学 生 16 アメくい競争 小 学生

4 パンくい競争 中 学 生 17 たばこの火つけ 均史

5 ロボット競争 一般 ・ 青年 ・ 高校 18 つな引き k帝 人 会

6 はたひろい 幼 童 19 着付競争 荷主

7 ピンつり 小 学生 20 たからひろい 老 人

8 ビン倒し 中学生親子 21 風船わり 小 学生

9 パパママ L 、っしょ 幼 童 22 おとしち ゃ だめよ 一般 ・ 青年・ 高校 l

10 カード合わせ 小 学生 23 早 く高く 自主

11 大球けり 婦 人 24 炭坑節その他 煽1 人

12 ケッ圧くらべ 青年・ 高校 25 化粧競争 小 学生

13 親子班別リレー 小 学生 26 親子対抗リ レ ー 中 学 生

14 たま入れ 幼童 ・老人

② 第 1 1 回区民大運動会昭和 5 7 年 1 1 月 3 日

文化の日の開催。 近年、プログラムの内容はぽぽ定着。 呼称には工夫の跡がみられる 。

班別対抗では 1 0 班の愛療官舎、刑務所官舎が優勝。

翌年の 1 2 回大会では、接戦を制した l 班 宮裏、北上、 宮本、 宮前 組が優勝、準優勝 6 班

夏目中・下、大原、大原団地 第三位愛療官舎、刑務所官舎、大野原荘 であ っ た 。

FlE 組 名 No.12 No19 No.24 
合 計 順位

ボール送 り かごやでござる びんたおし

宮裏、北上、 宮本、 宮前 3 8 1 0 2 1 3 

2 上新、新町、下北 8 9 7 2 4 2 

3 二本松、平和、稲葉、下一、下南、駅西 9 6 3 1 8 4 

4 本町、駅一、駅二、駅前 7 3 2 1 2 8 

5 前川一 ・ 二 、 夏目上、藤岡AP、愛大東 7 5 1 3 6 

6 夏目中 ・ 下、大原、大原団地 2 8 1 1 9 

7 横河原団地、堤、森AP 4 5 4 ] 3 6 

8 上組、手曳、北中、中 6 2 6 1 4 5 

9 愛大官舎一 ・ 二 5 4 1 0 1 0 

10 愛療官舎、刑務所官舎 1 0 9 2 9 

第 1 1 回区民大運動会班別対抗得点表

優勝 愛療官舎、 刑務所官舎 チーム

準優勝 上新、新町\下北チーム
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第三位 宮裏、 北上 、 宮本、宮前チーム

賞 品 1 位ビール 2 0 本 2 位ビール 2 0 本

4位酒 2 本 5位酒 2 本

フ。ログラム

番号 競技種 目 出 j若者 番号

みんなで休操 jノLニ 員

2 すずわり 幼 童 14 

3 障害走 小 学 生 15 

4 クやランフ。 リ レース 中男父母 16 

5 かけっこ �JJ 童 17 

6 ごはんですよ 高生 18 

7 スリムでいこう 小 学 低 19 

8 ボーリング 老 人 20 

9 サイコロレ ー ス 中女父母 21 

10 ふたりでいっしょ k雨 人 22 

11 !I夏腹競争 fil生 23 

12 ボール送り f.1支 24 

13 リレー 父母

③第20回記念運動会 平成3年 1 0 月 13 日(EI ) 

3 位ビール 1 2 本

競技種 EI 

j王司L 食

仮装行列

買物ゲーム

あつあつゲーム

協力レース

ナイスシュー 卜

かごやでござる

/\ランスかんかく

ちょっと拝借

マラソン

色合わせ

びんたおし

約600人の区民老若男女が参加し、晴天にも恵まれて盛大に行われた 。

出 場 者

AオMι, 生

先生

局主

小 学 晶

老 人

品生

父 母

橘 人

中 学 以上

A寸Uζ一. 生

出生

種目は大別して、幼童種目・小学生種目・中学生種目 ・ ー自生種目・高齢者種目 ・ 一般班別対抗種目

の六つに分けられている 。

班別対抗とは、表 1の九つの班が得点を競うものである 。 得点は l位- 10 点、 2位-8点、 3位

6点、 4位以下は4点となり、その得点、の合計で優勝が決まる 。 班別対抗種目は、現在では 5種目の叫

競技が行われている 。 この内、ビン倒し、ボール送り等は長年続いている種目であり、重信町民大

運動会の分館対抗種目にもなっているので、人気のある種目である 。

それらとは反対に、趣向を凝らした新種目も増えてきている 。 今年度は、環境美化 ・ 人間キ ャタ

ピラ ー ・ 聖火リレー ・ UFO ・ カンカン リ レー ・ジャ ンボクロッケ一・ゲー ト ゴルフと七つもの新

種目が取り入れられた 。

勝った負けたと 、 一喜一憂する中で、花を添えてくれるのが、小学生全員で行う仮装行列である 。

この仮装行列は 、 その年の流行や時代の移り変わりを伺い知る事ができて興味深いものである 。

この運動会には沢山の選手を要する為、各組の委員 さん、組長さんの人集めの苦労は大変なもで

あるため、運動会に興味を持って頂き、個人の自主的な参加を望みたいものである 。

なお、平成3年度のプログラムは表2の通りであ っ た 。
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(表 1 ) 

1 班 宮裏1 、 2 . 北上・ 宮本 - 宮前-上組

2 班 上新道・新町 ・ 下北・ 下南

3 班 二本松・稲葉荘 ・ 下一 -駅西・愛大東・野中

4 班 本町・駅1 ， 2 ・駅前

5 班 前川 1 ， 2 . 藤岡アパート・ 夏栴上、中、下 大原 ・ 大原団地

6 班 植口団地 1 ， 2 

7 班 手曳 ・南 仁|ーI .堤・横河原団地

8 fJ.E 愛大医学部宿舎1 ， 2 . 愛療官舎

9 班 見奈良官舎・大野原荘

(表 2 ) 

番号 競技種 目 出 場者 番号 競技積 目 出場 者

みんなで体操 /ニヒ、 員 畳 食

2 鈴割り 幻] 童 14 仮装行列 小学生全員

3 ブカブカ競争 小 学 生 15 UFO 身生

4 環境美化 自立 16 綱ヲ | き ノ￡トF:: 明

5 人間キャタピラー 中 学父 兄 17 蟹のよこばい 小 学高

6 かけっこ え}J 童 18 ゲー ト ゴルフ 高 11l令

7 水もしたたる? 安 一 般 19 みんなでジャンプ 女 一 般

8 障害走 小 学 生 20 借り物競争 小学生全員

9 ジャンボ、ク ロ ッケー 高 齢 者 21 カンカンリレー 中 学 父町

10 出たとこ勝負 中 学父母 22 ムカデ競争 安 一 般

11 ボール送り 宮崎 一 般 23 マラソン 中学生以上

12 聖火 リレ ー 自主 24 色合わせ 小中 一 -般

13 じ ゃんけんポン 高 齢 者 25 ビン倒し

綱引き 小学生の仮装行列

,g
A 「h

d



④ 第 27回区民大運動会 平成 10年 10 月 25 日 (日)

前日まで、参加が危ぶまれていた班が2班ほど。

「選手が集まりません、参加し なくてもかまいませんかJ I子供だけでも参加できるよう、大人

の方がついていただけませんか? J などなど、区役との話し合いがあって、とにもかくにも全班参

力日できることに。

でも、前日午後からの準備は、雨で運動場の真ん中に溜まった水の排水に、区長さん、体育委員

さん、いずみ会さん、 PTA役員さんたちは大車輪。

今までは、 9時開始でしたが、運動会運営委員で今年から 30分遅らせることに 。 それに種目増が

一つ。 優勝は、前年最下位の 5班。

運動会得点表

U 水 百 ン キ i品

1"' ヤ

競技種目 も 巻
得

足
ン )1慎

し ボ き 点
F で

た ビ
キ レ

メロb、

班日IJ (組の編J北) 競
ン

た
吋' 言十

佐。 “J 

。 る 争 し チ ス

H)l 宮裏1 、 2 . 北上 ・ 宮本 ・ 宮前 ・ 上組 4 10 4 6 4 4 3 2 点 4 

2 班 上新道 ・ 新 IllT . 下北 ・ 下南 4 4 4 4 4 4 2 4 点 8 

3 班 二本松・稲葉荘 ・ 下一 ・ 駅西 ・ 愛大東 ・ 野中 8 4 4 10 4 8 3 8 点、 2 

4 班 本町・ 駅1 ，2 ・駅前 4 4 4 4 8 4 2 8 点 7 

5 :111 前川 1 ，2 ・ 藤岡アパート ・ 夏梅上、中 、 下 ・ 大原 10 8 8 4 10 6 4 6 点

- 大原団地

6 班 樋口団地1 ，2 4 4 4 8 6 4 3 0 点 6 

7Flf 子曳 ・ 南中・堤 ・ 横河原団地 4 6 6 4 4 1 0 3 4 点 3 

8 :111 愛大医学部宿舎1 ，2 ・愛療官舎 4 4 4 4 4 4 2 4 点 8 

9 :B1 見奈良官舎 ・大野原荘 6 4 10 4 4 4 3 2 点 4 

(横河原区からのミニレターNo. 20 よ り)

⑤ 第 33回運動会 平成 17年度 6 月 12 日(日)

平成 17年度の運動会は、年々参加人数が減るため 7班編成から 6班編成に変更、子供の数も例年

に比べて少ないように思われた 。 また、参加人数を増やす試みとして、枇杷の種飛ばし大会を畳休

みに行った 。 これが意外と盛り上がり成功したと思うが、 景品はすべて大人が受け取ってしまい、

大人の部と子供の部に、分けるべきであったようである 。

優勝は、 1班で、昨年までは年寄りの多い組の班であ っ たが、班編成と新しく組み人りした宮内

組の若い夫婦のパワーで優勝できたと思う 。

来年以降、運動会のあり方に、 賛否両論あるようだが、運動会に変わる子供が喜び、誰でもが参

加できるような催し物があればいいと思うところである 。

ク
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l 班 宮裏1 、 2 ・北上 ・ 北中 ・ 宮本 ・ 宮前・ 宵内・ !っ組. _1:.新道

新町 ・ 下北 . -f南

2 FJf 二本松 ・ 稲葉荘 ・ 下一 ・駅西 ・ 愛大東 ・ 野中・ さ じき・ 浅川11. 本 ~IT

3 Ji)l 駅 1 ， 2 ・駅前 ・ 駅南

4 :J:i)f 前川 ・藤岡アパー ト・ 夏梅上、中、 下 - 大原 ・ 大原団地 - 見奈良官

舎 PTA. 大野原荘PTA

5 班 樋口団地1 ，2

6 班 子曳・南中 ・ 堤 ・ 横河原団地
」一一一

番号 競 J支種 ~I 1'1:1 場者 番号 競 技種 目 出 場者

1 みんなで体操 dノË 同= 畳 食

2 鈴寄り り えJJ 童 枇杷の種飛ばし競争 エキ シ ビション

3 ブカブカ競争 小 学生 12 かけ っ こだよ 幼 ニ里""-

4 運だめし 女 一 般 13 ジ ャ ンボビン倒し 安 一 般

5 パン食い競争 小中 一 般 14 借り物競争 小学生全員

6 ジャンボ、クロッケー 高 齢 者 15 キャリ ーでキ ャッチ 大 一 般

7 水もしたたる? 安 一 般 16 玉入れ 安 一 般

8 なんぎ走 小 学生

9 ムカデ競争 女 一 般

10 ゲ ー トゴルフ 高 齢 者

11 ギュウギュ ウ J ， レット 大 一 般

パン食い競争 枇杷の種飛ばし競争

( 4 ) 区民バレーポール大会

昭和 4 7 年 8 月横河原遊園地に照明設備が取り付けられたのを記念して、区民の親睦と体位向上

を目的とし、 9 月 2 日に開催されたのが始まり で、 雨天のため中止とな っ た平成 1 1 年まで続けら

れた。

区民バレーボール大会の発足には、上記の外、 一つの大きな理由があ っ た 。 それは重信 11fT成人パ
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レーボール大会の選手の人材発掘にあ った 。 意外なと ころに良い選手がいるもので、 学生時代にバ

レーボール大会の経験がある者はも とよ り、未経験の中に も 素晴らし い素質を持った人もいて、こ

の大会の当初の目的は大いに達成 した 。

班の構成は年度によ って異なるが、記録にある優勝の班・組は下記の通り 。

選手規定① 9 人制 (15 点、 3 セット)

回

9 

10 

11 

12 

13 

14 

② 女子 3 人以上 (50 i設以上の男子で、も可 )

③ 原則として中学生は除く

④ できるかぎり 1 戸 2 名以内とす る

年 優勝チ ム l到

Iljg利55 il 駅前・駅西 15 

56年 駅前・駅西 16 

57年 駅前・駅西 18 

58年 下 -下i有 ・ 下北 20 

59年 樋口団地 1 ・ 2 25 

60年 下- .下南 ・ 下北 26 

① 第 20巨|大会の模様(平成 3 年)

年 健)j券チ ム

H百和61年 下一 ・ 下南 ・下北

62年 駅ー ・ 駅二 ・ 本 IIIT . 駅前

平成元年 駅ー ・ 駅二 ・ 本IOT .駅前

3 年 !択一 ・!択二 ・ 本IIJT. 駅前

8 年 上新道・新IIJJ . 下南 ・ 下北

9 年 上新道 ・ 新 11可・下南・下北

この大会の優勝常連の 4 班(駅一 ・駅二 ・ 本町・駅前)、若い力を結集した 6 班(樋口団地

1 ・ 2 )や 8 班 (愛大官舎 1 . 2 、愛療官舎)あたりが毎年、優勝候補に挙がっているようだが、

優勝には無縁の班もそれなりに楽 しんでいる様子で、試合前には各所で舌線も繰り広げられてい

る 。 選手規定に 150歳以上の男性は女'~I: と見なす」 とある 。 「おれはもう女の仲間に入れられてし

もた j と嘆く人 もいる 。

こういう和やかな雰囲気の中で行われる区民バレーボールも、また和やかなものである 。 本格

的に スパ イ クを打ち込む人もいれば、 「あんたも 一応数のうちだから」と 言われて、試合に出場し、

ただ立っているだけの人もいる 。

優勝をした班も、 一回戦で敗退した班もま た、来年楽 しい区民バレーボールができるようにと、

大会終了後の宴に興じている 。
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② 第 2 6 回大会の模様(平成 9 年)

和やかにそれで大熱戦

9 月 2 0 日、昨年強風でとんだ分も取り返そうと 、 8 チー ムと応援のご家族 2 10 人が集ま っ

た区民バレ ーボール大会は、本命 5 班 (前J 11 1 . 2 、夏目上 ・ 中・下、藤岡アパート、大原、大

原団地)を大逆転で|年した、 2 班(上新道、新町、下南、下北)の連覇で幕を閉じました。

3 位は、これも予想をくつがえす大健闘の 7 班(手曳、南中、堤、横河原団地) 。 選手の最年

長は横河原団地の篠原昭和 (63歳)、最年少は駅ーの佐伯尚子さん ( 15 歳) 。 肌寒 さを感じる遊

園地でしたが、勝敗にかかわらず気持ちはホット 。

よこがわら区からのミニレタ-No.10 9/9/27 より

( 5 ) 横河原芸能発表会

芸達者な方が大勢いた横河原ならではの芸能発表会が昭和 5 3 年から始まった 。

また、昭和 5 5 年から平成 1 3 年までは水天宮春祭りにおいて奉納芸能大会が開催された 。

水天宮奉納芸能大会 平成 3 年 5 月 5 日

と
J

に
J



第 3 回の発表会(昭和五十五年十一月十六日 ) のプロ グラム

No 区分 題 名 山演 者 トJo 区分 題 名 出演者

訴 横河原音頭 全員 25 E雨 逢ぞめ橋 立石純子

2 // 尾鷲節 渡部千恵子、 河本秀子 26 言語 あがらしゃれ 波部美鈴

3 日雨 ドン J \ ン 卸j 渡部{愛子 ・トモ子 ・ 美津子 27 // 道南盆唄 若松純江

4 lヨ さんさしぐれ 扇1"奇紋之助 28 E雨 奴さん 水田 ・ 和田 ・ 笠松

5 lW1 喜代節 名越富江 29 百需 新相馬節 成井手口

6 // 新さんさしぐれ 山木ナホ ミ 30 // 刈干切唄 和田操

7 // 宇和島さんさ 松本和 子 31 日 秋田大黒舞 紋瑠璃

8 E雨 たらつり唄 細川 、 和田、笠松、 32 // 相川音頭 相原すみ子

水田、岩井

9 i1五-吟lli ダンチ ョ ネ節 大西トシ子 33 =両6面3 南部牛追唄 新立貞雄

10 // 沢内甚句 金指イサ子 34 " シャンシャン馬道中 老人クラブ

11 日 湯の町 さのさ 相原すみ子 35 日雨 まず一献 大西 ・ 渡部

12 三目品t旨 伊予酒造り唄 藤田言 |ー子 36 壬u吊,11 出雲音頭 菅山恵美子

13 // 姉こもさ 白戸八重子 37 /, 原釜大漁祝l唄 八木君子

14 日前 花風吹会津磐悌山 細川・ 岩井 ・ 渡部 38 日 から 傘 紋葉

15 吾両‘首τ下 闘の鯛つ り l現 松末一正 39 ノノ 古城の笛 紋史朗

16 日 天龍下れば 紋史朗 40 / , 雪の浜町河岸 紋紫

17 /, 夢追い悩 紋葉 41 吾自活氏ラ 武田節 老人クラブ

18 云iiffi 北海金堀唄 一橋純二 42 // 安来節 渡部豊

19 // |溜 l岐祝音頭 渡部ヨシ子 43 日目 花笠おどり 民踊全員

20 日前 安来節 渡部優子 ・トモ子 ・ 美津子 44 // 斉太郎節 三昧線合奏

21 主~ffi 織り上げ音頭 古川啓次郎 45 日前 奥道後小|唄 渡部桂子

22 日 黒田節 紋之助 46 日 よさこいしぐれ 紋瑠璃

23 // 新相馬節 紋史朗 47 日三t芦~ 三坂馬子唄 高橋武雄

24 踊 夕鶴の舞 豊紅冨士弥
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横河原区制 3 0 周年記念芸能大会プロ グラム 平成 2 年 1 1 月 1 1 日

順番 曲 目 l出 、供 者 順番 曲 日 ,':h ;1典F・ 者ー

高砂の舞 岡田恭子 9 半 夜 日今 藤岡秀子

良寛作 舞山本吉子

2 花まる音頭 子供 1 2 名 10 花道 笠松キクエ、細川富江

舞: 笠松有布、 宮内シズカ 11 連日今日本賛歌 藤岡秀子、佐伯香

宮内すみえ、菅野綾 丘灯至夫作 佐伯鶴枝、名越富江

笠松麻以、 手[1 田真由子 山本吉子、 旭佐恵子

中島由希、 ，*' 島由佳 田中美代子、 阿部寿恵子

多国美里

4 合日今 =坂即事 キ[1田艶子、宮内君代 12 相11の間 大西ツユ子

正岡子規作 向島雪枝、林フジエ

水田フジ子、 荒川一子

5 しきを聞く 富谷鈴子 13 黒田武士 阿部寿恵子

6 浪花灯り 安永ミヨ子、 I-LJ木ナホ ミ 14 祝盃の宴 氏家富工[

7 宵宮の夢 相原ス ミ子 15 カラオケ 有，主o、

8 花一輪 松本明美

( 6 ) ク口ッケ一

昭和 5 0 年代前半から横河原でも搭んになり、昭和 5 6 年から平成 3 年まで水天宮春季大祭奉納

試合を開催し、平成 3 年から平成 1 3 まではゲートゴルフの奉納試合を行った 。

水天宮奉納大会平成 7 年 5 月 5 日

昭和 5 9 年当時の新聞で横河原のクロッケーの様子が掲載されていたので、紹介する 。

固い友情体調もよし

乾pた空気の中でH コン 11 と 音がした。「惜しか っ たのう、もうちょっとでクープ(ゲート)をく

ぐっとったのに」 。 見物席から慰めの言葉が漏れた 。 色づき始めたイチョウの葉を通してこぼれる、

晩秋のやわらかい日ざしが彼らを温かく包む。 温泉郡のAfUJのクロッケー練習場。 神社境内を利用

した、この練習場は 7 年間の歴史があり、 今ではすっかり IUTの名物にな っ てしまった 。 和気あいあ
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いのうちにプレーは進む。

「そりゃあ、試合しょったら、 『お前があのときファウルするけん負けたんじゃが』言うて、い

いやいすることもあら pJ 。 クロッケ一愛好家会のマネージャー役・年男 (69) は、直言居士で有

名だ。

愛好会メンバーは 3 5 人程前後。 男性は数えるほどしかいなく、圧倒的に女性上位。

「 じゃけんな、ワシら男はこきっかわれるんよ J 。 年男は首をすくめて笑っ た 。 多少、女性陣に

気がねしたのだろう 。

「あのなあ、みんなクロツケーとゲートボールは一緒くたにしとるようじゃが、本当は違うんぜ。

クロッケーは三人一組、ゲートは五人一組でするんじゃし、クープの数、球 ・ マレー(木っち)の

大きさもそれぞれ違う 」 。 区長やら神社総代の肩書を持つ年男の面白躍如である 。

邦生 (77) は、愛好会の発起人の一 人だ 。 家業を長男が継いでく れて楽隠居の身だ。「勝負はこ

だわらんが、まあ勝つためには、みんなが心合わさんといけん。 協力しあわんとねJ と穏やかに話

す。 年男がH動Hなら、邦生は11静"だ 。

境内では、 ト ン トン試合が消化されて L 可く 。 別に大戸を出す人もないし、見物席からヤジが飛ぶ

風もなく平和。 国道を走る車の騒音 さえ気にならなければ、イチョウの大木に覆われた境内は、世

事を忘れ憩うには格好の場所だ。

年男が苦笑しながら述懐する 。「初めのうちは、ルールを厳しく 言 うとな 『 もうせんj 言 うて帰

っ て行く人もおった 。 プ レーには、ルールは大事じやろう 。 で、ワシぁ、 『そうするけんミスする

んじゃ、基本に忠実にやらんかいJ と厚かましく 言うてやった。 ワシは、口は悪いが後に残さんタ

チじゃけん、そのうちわかっていくれましたましたわいJ

時には勝てる試合がミスで逆転負けなどすると、 í/ \'カが一 J íノ〈カ とは何ぞな」 とやり合う場面

も生じる 。 が、そこは町内同士、「まあまあ J と人が入って丸く収めてしまう 。 卜ミ (82) は月に

2 0 日ばかり練習に通う 。 「息子夫婦と同居しとるが、嫁は 『おいきなさ P.lと優 しく勧めてくれ

ます。 それでもな、時間がくると、ふろ沸かさんといけん、洗濯物を取り込まんといけんのでな、

と断っ て先に帰るんよ 」 と姑(しゅうとめ)らし L 、心くばりを示す。

未亡人のサト (70 ) も同械に二十日は出る 。 「息子夫婦は共稼ぎなので、私の場合、畳間は自由。

孫が小学校や保育所から帰るまでに戻ればいいんよ 。 前に血圧が高かったんで、それでクロツケー

を始めたんよ 。 おかげで体の調子も l ¥ l ¥ J と満足顔だ。

何日も練習に来ない人いると 「どうかしたのかやj と見舞p行ったり、みんなでみろって物故者

のお墓参 りに出かけるなど、クロッケーで結ぼれた友情は固い。

境内のギンナンは、地区の小中学校の教材購入に充てられる 。 íITAの人とらが拾うギンナンを

ワシらの手で干して、きちん管理しとるんぜ。 お礼にクロッケーのセットを年に二組もらえる」 。

年男が自慢した。

国道沿いの神社境内できょうも彼らはプレーに励んで、いるはずだ。 「町内の老人が仲ょうしとる

と孫らも見習うてくれるじゃろう 。ーゲームすると三百~五百江は歩く勘定になる 。 それを一 日十

回はやるけんな 。 健康は自分で守らに や Jo "コ ン"と球をたたく音秋空にまた吸い込まれて行った 。

文中の人物はすべて仮名です。

(昭和 59年 10 月 28 1::1 愛媛新聞より)

( 7)横河原区敬老会

昭和 4 4 年に始まった敬老会は対象者を平成 1 6 年度までは当年 7 0 歳以上であったが、 1 7 年
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度からは 7 5 歳以上となっている 。

例年、 5 月に町・市の補助と区民の皆様の寄附により 運営 ・ 開催している 。

長寿祈願祭に続き、芸能大会、懇親会と賑やかに、盛大に祝っている 。

横河原に於いても、長寿化が進んでいるのが、敬老会対象者の数値から現れている 。

年度ごとの対象者数と、最高齢者は下表の通りである 。

年 度 対象者数 最高年齢者と年齢 対象年齢

昭和 4 7 年 103 名 山内建次郎 8 7 歳 当年

5 3 年 1 1 2 名 藤岡 ツ子ヨ 9 2 歳 7 0 歳

5 8 年 1 23 名 菅 イワ 9 3 員長 以上

5 9 年 1 33 名 1拍4 イワ 9 4 歳

平成 2 年 146 名 村上 初子 9 2 歳

4 年 1 66 名 杉原常-f 9 1 歳

7 年 198 名 藤田辰子 9 1 歳

9 年 199 名 伊賀盛男 9 1 歳

1 3 年 247 名 村t フジエ 9 5 歳

1 6 年 303 名 水田 フジ子 9 6 歳

1 7 年 1 9 5 ~I 水田 フジ子 9 7 歳 7 5 歳

1 8 年 210 名 水田 フジ子 9 8 歳 以上

平成 17年敬老会

( 8 )将棋

夏ともなれば、 縁台将棋が横河原のあちこちで、行われていた 。

豆棋士に負け、悔しがっている大人や、聞き付ーけて横河原まで、 他地区の方が足を運び対局する

など、真剣な中にも和やかな雰囲気で楽しんでいた。

昭和 3 0 年代後半には、重信町将棋愛好者は愛好会を結成し、例会、大会、横河原水天宮や田窪

隻子薬師の奉納試合を行っている 。
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昭和 3 5 年当時の重信町将棋愛好者の名簿を紹介する 。

佐伯図ー 仙波久雄 永旺1 ftU.ffi 中野 宗治 稲井多一郎 渡部百太郎 生田 金作

身自 |壬l仲 1l_C! 良日 戒能 11j手 IJ)'J 貨 l切 正問 進 名越 善蔵 山口 秀私 福島 繁一

渡部 11i':lh:fR 立に百l |明 中村政雄 高須賀 1J 渡部 高助 渡部光枝 高橋文運太

山内四郎 松原 蕗市 佐伯 進 杉原 正洲 丹生谷清代正 土居安太郎 チニド門 安重

正岡良清 4ii末 弘 花山嘉十郎 丹生谷 担 東 繁 上田林松 大西 友則

対ニ門 久雄 原田 2且5且主 伊賀 茂光 今井 lf十ヨ 増田秋夫 高須賀友繁 渡部常臣

渡部好太郎 大石亀太郎 附田秀太郎 岩井j尚之助 大石岩見 大原次郎 I度音15 東頃f街

森 "Mt之助 黒瀬氏雄 高須賀元一 1除問良一 小野 竹春 佐々木利美 山内 直一

蟹江 l手伝 寺 111 長寿 立UJ 正売 渡部 義富 大北 専一 松木 幸夫 武井昭雄

森 字予J 4 越智 静雄 水田忠重 三好 辰雄 大石義行 =好道良

村上右左久 高須賀熊一 渡部盛平 ~J宣音1 I 富岡徳衛 波部 古fI~

首長部 進 日野善四郎 平岡武夫 渡部 末肢 大石 伝11場 山内輝夫 計 8 1 名

昭和 5 0 年代後半には横河原将棋愛好ク ラブの方々 が毎週公民館で対局 し、番付表を公民館に掲示

していた 。

( 9 )公民館の利用状況(年間使用団体)

記録に残っている範囲であるが、時代背景が読み取れる 。

昭和 4 0 年後半から 5 0 年にかけては、結婚披露宴に公民館をかなり利用している 。

昭和 4 5 年度

5 0 年度

5 3 年度

5 5 年度

5 6 年度

5 7 年度

5 8 年度

6 0 年度

平成 2 年度

3 年度

5 年度

1 0 年度

1 3 年度

1 7 年度

オルガン教室、料理教室、 絵画教室、茶道教室、 随時結婚披露宴会

絵画教室、 習字教室、 茶道教室、 バ ト ン教室、 盆栽クラブ、民謡教室、生花教室

着付教室、踊りの練習、随時結婚披露宴会

絵画教室 、 習字教室、 茶道教室、バ ト ン教室、盆栽クラブ、民謡教室、生花教

室、 詩吟、料理教室

書道教室、 茶道教室 、 英会話、民謡教室 2 教室、 詩吟教室、盆栽クラブ、

将棋クラブ、民踊教室

書道教室 2 教室、茶道教室 、 英会話、民謡教室 2 教室、詩吟教室

盆栽クラ ブ、将棋クラブ、 書道教室

書道教室、茶道教室 、 英会話、 民謡教室 2 教室、 民踊教室

書道教室 2 教室、茶道教室、英会話、民謡教室 2 教室、民踊教室、詩吟教室2

教室、 三昧線教室、カラオケ愛好会

書道教室 2 教室、茶道教室 、 英会話、民謡教室 2 教室、民踊教室、詩吟教室2

教室 、 三味線教室 、

書道教室、 茶道教室、民謡教室、民踊教室、英語 ・ 算数教室 、 三昧線教室 、

詩吟教室 2 教室 、 読書グルー プ

書道教室、茶道教室、詩吟教室 2 教室 、 着付教室、絵画教室

書道教室、 茶道教室、安来節教室、民舞教室 、 詩吟教室 、 絵画教室 、 体操教室、

書道教室、 安来節教室、民舞教室 、 詩吟教室、絵画教室、体操教室、ピアノ教室

書道教室、 ピアノ教室、 詩吟教室 、 絵画教室

書道教室 、 ピアノ教室 、 詩吟、太極拳、 老人クラ ブ舞踊
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分館役員名簿

年度 分館長 副分館長 分館主事 体育部長 同和教育 青少年
活動部長 婦人部長

部長 育成部長

49 大石岩見 田中猛 高須賀年行 山木栄典

50 大石岩見 田中猛 高須賀年行 渡部清春

51 田中猛 氏家武雄 山木栄典

52 問中猛 氏家武雄 山木栄典

53 大石岩見 藤田謙治 金子淳次

54 大石岩見 藤田謙治 金子淳次

55 和田富一 藤田謙治 大西武志 栗原重義 浅沼明

56 和田富一 藤田謙治 大西武志 栗原重義 栗原重義

57 山木栄典 藤田謙治 藤田謙治 二宮重徳 栗原重義 藤田謙治

58 架原重義 藤田謙治 藤田謙治 篠原昭和 栗原重義 藤田謙治

59 栗原重義 ニ宮靖直 近兼繁夫 一二一百 F一両一幽宇 篠原昭和

篠原昭和 山内 享

60 山木栄典 近兼繁夫

61 山木栄典 近兼繁夫

62 山木栄典 近兼繁夫

63 二神寿弘 氏家武雄 加藤国雄 成井孝夫 氏家武雄 藤田謙治 吉田博美

大野博文

Hl 二神寿弘 氏家武雄 加藤国雄 成井孝夫 氏家武雄 藤田謙治 吉田博美

大野博文

2 藤田謙治 渡部昭信 山内照枯j 成井孝夫 藤岡政晴 渡部昭信 参川恭子

3 藤田謙治 藤岡政晴 山内照樹 成井孝夫 藤岡政晴 渡部昭信 渡部英明 参川恭子

4 藤田謙治 山内照樹 渡部英明

5 藤田謙治 UJ内照樹 渡部英明

6 藤田謙治 波部英明 久保圭コ 久保圭 二

7 藤田謙治 渡部英明 久保圭コ 久保圭コ

8 稲田進 松末恭一 田中正敏 1I!J波 充 成井孝夫 松末完~ー 参川恭子

9 稲田進 松末恭一 松末恭一

10 藤田守正 松末恭一 松末恭一

11 藤田守正 松末恭一 松末恭一

12 山内照樹 松末恭一 和田敬一

13 中川 令 松末恭一 和田敬一

14 藤田謙治 松末恭一 松末恭一

15 藤田謙治 松末恭一 松末恭一

16 藤田謙治 松末恭一 松末恭一

17 八木通隆 渡部俊二 渡部俊二 1ヲl賀義夫

一寸18 八木通隆 渡部俊二 渡部俊二 伊賀義夫
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第 5 章産業経済

1 商工業

横河原区にと って、商工業は産業経済の中で重要な位置をしめるのであるが、明治 3 2 年伊予

鉄横河原線の開通までは、細々としたものでしかなかった 。 横河原の発展は交通機関が、集落の

形成にいかに大きく影響するかの典型的な例であろう 。

鉄道が開通するまでの状況は愛媛県史によれば、 「横河原は明治 2 3 年 ( 1890) 頃までは

金毘羅街道筋に 1 4 戸の寒村で二本松という巨樹があり、この松が地域名となって二本松と呼ん

だ」 とあり、金毘羅街道沿いの小 さな渡頒集落に過ぎなかったのである 。 今、其の当時の商いを

想像するに、旅人のために食料や草粧など簡単な旅に必要な物を売るか、重信川が増水してj度れ

なくなった時に泊まる為の宿を営む程度だ っ たと考えら れる 。

その小さな集落が、鉄道開通により俄然活況を呈することとなった 。 伊予鉄横河原線の延長計

画は、明治 2 9 年 5 月の株主総会で議決されていたので、将来の発展を見越して、 他地区より 進

出してきた商家もあるが、昭和 3 2 年の開通後はつぎつぎと人家が増え活況を呈 してきた 。 即ち

東温地方及び東予地方にたいする交通の要衝として、また物資の集散地として機能を担うことに

な っ たのである 。

人々の往来が激しくなり活気づいた ことは勿論であるが、駅舎前の広場には荷馬車で運び出さ

れた木材が積み上げら れ、駅前倉庫には、木炭、米{表、杉皮等の山が築かれ、貨物専用の引込線

が敷設され貨車で輸送されていた 。 村内はもとより 川上村方面への生活物資や肥料、農機具など

一切の貨物が横河原駅止めで、送ら れてき て、倉庫に積み上げられたり、各地に積み出されていった。

このため 、 荷馬車運送業者が大正 1 0 年には 1 2 軒もあり、終戦後 1 0 軒あ った 。 これらの貨

物の集配は駅前にある八木運送店が総てを取り仕切り、専属の配達業者が牛馬者で配達した。 北

吉井信用組合(現JA) の米倉庫、川上信用組合の土蔵造 りの米倉庫 も横河原駅構内に専用ホーム

を設けて建設された。 川上村、 三内村か らの通勤者や通学生は徒歩や自転車で、 横河原駅まで、 I~I~

て松山に通った。 そのため駅前には自転単を預かる民家が多数あった 。

また、徒歩で来たものは履物を !(ijt に履き替え汽車乗っていた 。

昭和] 3 年編纂の北吉井村誌によれば、村内商工業概観として 『横河原区ノ発展ニ伴イ商家櫛

比ノ 繁盛ヲ来シ商品ノ各種販売店ヲ有スルヲ以ッテ!顧客範囲ハ拝志、南吉井、 川上ノ各村ニ亘 リ

東温唯一 ノ商業区ヲナシ テイル、料理店三、雑貨店四、穀物商四、 青魚商二、菓子製造商一、履

物商二 、 新聞取次店二、其他商店軒ヲ連スル現況ナルガ家並ノ整頓、街道ノ照明、店頭ノ装飾ニ

怠ヲ用ユレパ直チニ近代商区ノ観ヲ呈スルナラン

道路ノ発達ト 山村ノ 控へルガ l投ニ木村ノ出荷多数ナルヲ以 ッ テ早クヨ リ製材業ガ行ハレ現今三

軒ヲ算ス ルニ至ル多ク箱材料製作ニ従事致シ居ルモ角材モ又需要ニ応ゼラルル様、機械機器ノ整

備卜従業員ノ多数ヲ有 している 。

醸造業ハ村内三軒アリ小富士、男花、 flll花ノ fJ今醸酒ハ地方ニ名声高ク醤油ノ可隣村ニ迄販路ヲ広

メテ居ル本村ニ於ケル昭和十二年度各種営業税ハ一万四千五百五十六円デアル似テ農村卜シテ比

較的多組ナルヲ見テモ其商工業ノ活発ナル情勢ガ察知セラルルト思フ

尚村内ニ馬車 二十五台、自 ilîえ車 凹 13三十二台ヲ有シ貨物自動車二台ア リ 之文商工業現状ノ ー

而ヲ物語ルモノト 云ウベキデアル.] とあり、また昭和五十九年三月 三十一日発行の愛媛県史地誌

II (中予)編横河原の商工業の項によれば 『大正二年松末磨多ーが製材業を営んだのも交通の便
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利なためである 。 電力がまだ導入されていないので、焼玉発動機を動力源として建築材や箱板を

製材した。

専用引込線を設け、鉄道輸送で、松山、 三津浜方面に輸送し、箱板は大l崎下島の大長みかん(現

呉市豊島)のみかん箱の注文が多かっ た 。

大正 1 3 年佐伯運三が、佐伯製材を創業 し、 富久宇太郎も駅の北側で吉井製材を経営するなど

戦前には横河原周辺に 3 製材工場が立地していた 。

翌大正 1 4 年には樋口の和田伍郎が国道ぷちに清酒製造業を始め、志津川の島田酒造の小富士と

共に銘酒男花の地酒を醸造している 。

戦前には中奥、日乃出屋の 2 軒の割烹旅館 も営業し、精肉店、鮮魚、店、豆腐油揚げ、コ ンニャ

ク屋などの食品店が軒を連ね、鍛冶屋が 3 軒、荷馬車が多かったから蹄鉄鍛冶屋も 一軒あ った 。

堤防上の空き地で東温地方の牛市も不定期に開催され、横河原橋詰の堤防空き地では人形芝居や

大相撲の地方巡業が聞かれた。

横河原駅前には、旭館があ って地方巡りの劇団や映画が上映され、農村娯楽のセン ターであった 。

昭和 1 3 年には傷演軍人愛媛療養所が開設されて官舎が出来、横河原の商店街は一層活気が増し

益々繁盛して戸数も増加した 。 』 と横河原の生き いきと活気あふれる様子が記述さ れている 。

昭和 5 年 3 月に横河原協議組合長から北吉井村長あて報告 した職業別調に よってもその様子を

伺う 事が出来る 。

北 吉井 村 長宛 横河原協議長11合長

flf1和 5 年 3 月 1 4 円 報告

職 業 種別 員数 職 業種 別 員数 職 業種 目IJ 員数

女 髪 市古 2 I盟 髪 3 履 物 製造 業 2 

おも 、J佐ヨヨ 業 運 送 業 2 白 11伝 Eド 商 2 

主主 湯 業 県平 飴 尚 ，馬 1私 3fM49C 合 1 4 

団 扇製造業 遊 立ー仲-, 師 匠 2 中古 米 業 2 

7zK 巳 薬 商 3 牛 司王 挽 業 司も、7口』 介 業 2 

醸 1、と旦iュ ヨ呼宇与とふ 2 A子U. 教 自11j 2 iI{;_ 婆

自大 食 芳挙佐ミと 1 0 出1 f更 局 表 具 自fp 2 

吏 員 時計修理 業 2 人 車 2 

農 業 1 0 商 業 2 5 新 聞

日 雇 2 3 工 業 1 0 牛乳新聞配達業

キオ 木 同. 2 牛 l高 商 主唱 尚

肉 尚 2 にノJと， 教 師 正z〉z、 員 3 

井戸掘削 業 3 月前 人 6 裁 f注 師

菓子製造業 苗 木 商 2 1!\~ I[哉 8 

散 宿 内? 1 6 4 
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横河原に人が集まり、活況を見せた様子を戦前戦後について、娯楽や催し物について見てみよう 。

重信川堤防沿いの広場(今の横河原区の多同的広場)は人が集まるのに便利であり、また、充

分であるので、前記のごとく東渦地方の牛市が聞かれたり、小屋掛けで人形芝居やサーカス、地

方巡業の大相撲が催され、大勢の人が集まり賑わいをみせた 。 また娯楽の少なかった時代だけに、

広場があればむしろ張りの小屋がけで地方巡業の芝居が、不定期に催された 。

現在の松末一正氏宅南の駐車場の当たりにあ った小屋掛けが最も多く利用され、馴染み深いも

のであったが、現藤岡ビルのあたりであろうか、空いた畑に小屋掛けし、催される事もあった。

本格的な娯楽場としては、現在の伊予銀行横河原支店のあたりに昭和初期に「旭館J が建ち、芝

居や映画が上映された 。 また、戦前に今の桑原衣料とスーパ一高須賀のあたりに醤油の醸造J誌が

あり、醸造蔵の後を利用して時々芝居や映画がヒ映されていた 。 戦後は 「ユニオン劇場j として芝

居や映画が催された 。 いずれも現在のようにテレビや他の娯楽がない時代であっただけに大衆か

ら喜ばれたものである 。 その後、昭和 1 4 年には傷模軍人愛媛療養所(現在独立行政法人国立病

院機構愛媛病院)が開所された 。 この建設には今のような建設機械はなく、多くの人力を要した 。

このため町は賑わいをみせ発展の要因の一つになった 。 しかし戦局は次第に緊迫するにつれて統

制経済となり、あらゆる物資が不足し、商店は売るものが無くなり暗く沈滞した時代が続いた 。

昭和 1 3 年 (1938) には国家総動員法が公布され昭和]1 4 年 ( 1 939) 価格統制令、昭

和 1 6 年 ( 1 941) 生活必需物資統制令公布と次々とあらゆる物資の統制が強化され、 主食は

勿論衣料品、砂糖燐寸などまでも各戸割当て切符を持って購入することとなり、各商店は店頭に

商品が無くなり商売でなく、あ たかも配給所の観を呈した時代が続いた 。

この頃横河原の町筋は、横河原駅より出征兵士の見送りのヲIJ や、戦死者の無言の凱旋の出迎え

の列が通り、また千人針を作るための白布と針に赤糸を通し、道行く人に一針ずつ縫っ てもらう

婦人の姿が見られたのもこの頃である 。

戦後も物資の不足と激しいインフレに悩まされ、活発な経済活動はできなかったが、次第に商

El も出 I@ るようになり経済も復興し、活気を取り戻してきた 。

一方旧重信町では昭和 4 0 年代後半頃より松山市のベットタウンとして、急速に土地開発が進

み、住宅団地の急増、人口の増加をみたことも横河原に好影響をもたらした 。

昭和 4 7 年に松山刑務所が見奈良に移転し、第二、第三養護学校が、それぞれ昭和 4 7 年、昭

和 4 8 年に開校したことも横河原の経済に良い結果を与えた 。

さらに、昭和 4 8 年に愛媛大学医学部が開学し、 H百和 5 1 年には医学部附属病院が開院したこ

とは横河原の経済活動に与えた効果は大きいものがある 。

しかし一方では、道路網の整備、モータリーゼーションの発達、消費者ニーズの多様化により

顧客の松山や他地区への、流出のほか、大型店の出店の影響を受け閉店に追い込まれる店舗も出て

いる 。 大型店の出店状況は次の通りである 。

セブンスター( I昭和 58 可三 12 FI 

(平成 4 {Iニ 4 月

フ ジ (平成 5年 6 J=I 

しまむら (平成 11 年 6 月

等などである 。

よIJ店

増床

，~Ü店

H '，店

490111') レスパスシティ ー (平成 12年 10 月 出店 16,178111' ) 

1,260111' ) (見奈良ショッピングセンターフジ 、メディコ、

6,000111' ) ディック、アウ トレ ッ ト モール)

998 m') ディック重信 E X (平成 12年 12 月 出店 10,000111' ) 

フジク守ラン、テ、イック 増床

(平成 14年 3 月 増床 10,022 Iザ)
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そこで横河原商連盟が中心となり各種のイベントを行う等活性化に務めるほか、重信町商工会

に於いても昭和 5 9 年 3 月に商工会地域ビジ ョン策定事業、昭和 6 1 年 3 月に横河原商店街の活

性化を求めて、小売商業振興モデル商工会事業、平成 5 年 3 月横河原商店街活性化基本計画の事

業を実施 し、活性化に努めている 。

平成 8 年には県の指導で重信町商業地域中小企業診断指導指針調査を行っている 。

平成 1 0 年の事業として、横河原商店街への商店街 C 1 の導入である 。 商店街 C 1 とは「商店街

イメージの統一j だが、商店街は商業の場であるとともに、地域の人々が快適に生活していくた

めの場であり、人々が出逢い、コミュニケ ーションする場である 。 商店街 C 1 の意味するところ

は、最終目標は「商店街の活性化」であるが、活性化を考えるフロセスで、それぞれが理解し合

い、不足を補いながら、商店街とお客様とのズレの発見、修整をしていく事である 。 東温市の中

心 |商店地としては、伊予鉄横河原線の終点横河原駅を中心とした横河原商店街が東温市を代表す

る商店街といえる 。

当商店街に於いても、松山市への買い物客の流出、市内への大型店の出店、増床などにより厳

しい環境になっている 。

平成 1 1 年度には横河原商店街活性化先進事業を実施、 1 2 年度事業として地域生活FAX事

業へ取り組み、商店街の活性化、特に売り上げの低迷に対する解決策、地域社会の一体化、高齢

者社会への対応等に取り組んだ。

重信町商業推進事業の平成 1 3 年度事業として商店街組織の確立、ソフト 事業の活性化、ハー

ド事業の推進、個店経営の活性化策等に取り組んできたが、大型店に真似できないサービスに努

める必要がある 。

また、東温市より、「とおおんまちづくり プラン」 が発表されたが、 11特徴ある商業地域として

の横河原商店街の再生・整備11 が織り込まれている 。 具体的な施策の展開を期待するものである 。

凡例

・ 商店
@理髪店

0 割烹旅館
@精米所
@鍛冶屋 ・ 石屋

@ 共向井戸

~住宅

11 五日 100m 

fj-: 川聞、 1 ;11

昭和 1 5 年頃の横河原駅前の集落 窪田重治氏作成
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2 金融

( 1 )頼母子講

商工業の経蛍のみでなく、個人の生活においても金融は重要なことであるから、昔は個人同士

の金銭の借り貸しのほか頼母子講の制度があった 。 旧重信町における頼母子講の記録は、 文化 1 2 年

(1 8 1 5) 、 同 1 4 年の記録が残っているので相当古くから行われていたことを知ることが

出来る 。

頼母子講は金融組織の一種で鎌倉H寺代に始まった といわれ、室町時代に現在のような形になり

江戸時代には広く 一般に普及して行った 。

頼母子講は 親または、世話人が発起人となり講員を募集 し、数人もしくは数十人の加入者を

作る 。 講員に よ って規約を定め口数および掛け金が決まると講を開く、そして最初の掛け金は親

が取り、 二回以降は入札または抽選により、溶札した子(講員)の一人に融通する 。 落札したも

のは、それ以後は掛け金をかける義務のみを負担 し、 講員すべての ものが落札してしまえば講が

終了する仕組みで、日本特有の庶民金融制度である 。 これが頼母子請で、ある 。

頼母子講は貧困者の救済のみでなく、物品の購入や家屋の改造、事業資金のためなど多く利用

された 。 相互扶助の建て前から貧困者の保護に 、 あるいは生活の向上に資することは大であった 。

しかし この頼回子講も金融機関の充実とともにほとんど見ら れな くなった 。

( 2 )銀行

金融機関で主なものは銀行である 。 旧重信町における最初の銀行は今出銀行である 。 今出銀行

は明治 3 2 年に垣生村 (現松山市今出)に創立されたものであるが、 明治 3 6 年に田窪に吉井支

店を開業 した 。

また 、 下林に大正 1 1 年に拝志出張所を開設 したが、昭和 4 年に吉井支店に統合 した 。 この今

出銀行も金融恐慌や産業の不振などの影響をうけ、経営が思わしくなく 昭和 7 年 1 2 月に大蔵省

は営業停止にし、翌昭和 8 年ついに破産宣告を受けた 。

この今出銀行は、旧重信町に支店があっただけに横河原の人々の被害 も言う までもない。

その後、戦後まもなく伊予銀行が横河JIJH に進出 し戦後荒廃した農村ー産業、特に商工業の発展に寄

与 し た 。

昭和 5 0 年になると、愛媛信用金庫が横河原に支店を開設それぞれ住民の便利を図っている 。

旧重信町内における銀行の出店状況は次の通りである 。

- 伊予銀行横河原支店

昭和 2 1 年 2 月 横河原 1 300 番地に伊予合同銀行出張所が開設

昭和 2 5 年 1 0 月 出張所から支店に昇格
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昭和 2 6 年 1 0 月 横河原 133 4 の 2 番地及び 1 335 の 1 2番地に移転

昭和 4 5 年 1 1 月 現在の横河原桟敷 343 の l に新築移転

- 愛媛信用金庫横河原支店

昭和 5 0 年 4 月 横河原桟敷 195 の 3 に新築開設

. その他横河原以外の旧重信町の金融機関は

愛媛銀行重信支店 昭和 5 0 年 5 月牛淵上樋 193 5 の l に新築開設

愛媛銀行見奈良支店 昭和 6 0 年 3 月見奈良袖寿木 140 7 の 4 に新築開設

伊予銀行牛淵|支店 昭和] 6 2 年 8 月牛洲 196 1 の l に新築開設

銀行の他金融業務をおとなっているのは次の通りである 。

- えひめ中央農協北吉井支所 (旧重信町-農業協同組合北吉井支所)

明治 4 3 年初代組合長となった和田伍郎が大連寺で樋口の有志を集め産業組合設立準備会を開

いたのが最初である 。 その後加入者が順次増加し、組織も変わり大正 2 年に横河原駅西1WJ に事務

所を設け、米、麦の共同保管、共同販売をするに至り、大正 8 年「北吉井信用購買販売組合」と

なり、昭和 1 1 年に「北吉井信用購買版売利用組合」の認可を受け、昭和 1 9 年に農業会となっ

たが、昭和] 2 3 年農業会は解散し「北吉井村農業共同組合」 として再発足し、昭和 3 5 年現在地

に新築移転した 。

昭和 5 3 年 4 月より、「重信町農業共同組合北吉井支所」 となり、平成 1 1 年 4 月に中予地区

が合併し「えひめ中央農協北吉井支所J となり、現一在に至っている 。

- 横河原商工連盟金融部会

横河原商工連盟は、昭和 5 5 年重信町商工

会が発足するまでは会員のため、国民金融公

庫の貸し出し斡旋や証明などの事務をしてい

たが、重信町商工会発足に伴いその事務を移

管した。

一方、横河原 商工連盟では、独自に金融

機関と提携し金融部会を設け、会員に対し、

手続きが簡単で、利息も低く貸し出しをし、 JA えひめ中央北吉井支所

会員から喜ばれている 。 貸し出し限度額は 200 万円である 。

以上の他に重信商工会が窓口となり、重信町の融資制度や国民金融公庫や愛媛県の融資mlJ度があ

り、横河原の商工業者が利用している 。

金融について特筆すべきことは、横河原協議組合が大正 1 4 年 7 月から昭和 5 年 7 円まで資金

250 0 円を北吉井信用購買販売組合(現 J A えひめ中央北吉井支所)から借り受け融資をして

いたことである 。 当時の早害対策として県の指導により貸付4 をしており貸付Aの範囲も次のように

限定されていた 。

「イ、田面溜池等、復旧及び水源並びに濯概設備の復旧資金 口、肥料購入資金 ハ、農機具

補修資金 二、副業資金但シ副業ニヨリ差当ノ生計ノ資ヲ得ントスルモノニカギル」とある 。

なお、貸し付け方法は、金額は協議費を負担しておる者一戸に対し平均 1 8 円以内とし期間は

一ヶ年(後 2 年)利息は一 ヶ月 8 朱で、念仏請を組合として使途を設け、個人使用はゆるさない。
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とな っ ており、担保物件をとり連帯保証人 2 名以上を必要との条件である 。

運用については、貸付により生じた利息を資金借入れの利息に充当し、残額は運営雑費にあて、

残金は協議費の負担をしておる戸数に対し平等寄りとし、各組に配当するとなっている 。

このように区が資金を借り受け、区民に融資することは珍しいことであり、当時の |立相をうかが

うことができる 。

3 商工連盟

横河原の商工業については、別項で述べているが、その団体としては横河原商工連盟がある 。

生い立ちゃ発展の状況を見ることにより商工業に携わる者の横河原に対する思いや意気を知るこ

とができる 。

結成は昭和:3 0 年の年頭に会員約 9 0 名で発足した。

しかし、これは任意団体であって法人化されたものではなかったので、その後、法人化にむけ

関係方面に運動したが、 当時は会員数が少ないという事もあって認可にならなかった 。

正式に法人化されたのは、昭和 5 4 年 3 月に重信町商工会が発足したので、横河原商工会は横河

原商工連盟と名称を変更するとともに重信商工会に含まれ法人化された 。

それまでは横河原に商工会ができたことにより 、全町的に商工会が結成され、北吉井、南吉井、

拝志、各支部が結成され活動することとなったが、支部としての活動は商工業者の連絡やお互い

の親睦を深める程度であ っ た 。

さて、昭和 1 3 0 年発足当時横河原の発展について、いろいろな方法が具体的に検討されたが、

まず横河原の玄関口である駅前広場の美化に取り組むことになり、園芸工事にとりかかった 。

池を作ったり、築山 を築いたり、 馴れぬ手に鎌や鍬をもって労力奉仕に汗をなが し、商工会の意

気を示したものである 。 その池や築山も今はない。

次いで、商工会としては、できるだけ多く の人に横河原を知ってもらい、横河原に来てもらう

ことが、何よりも肝要であると考え、先ず人を集める事業を計画したのが演芸会であった 。

横河原水天宮の春祭りには、水天宮境内と横河原駅前広場に仮設の舞台をつくり 「のど自慢j や

「かく し芸J 大会を催して好評を博 した 。

また、このときに横河原を大いに宣伝すべく、志津川の武智成彬氏に横河原音頭を作詞、作曲

してもらい当時としては、珍しくレコードに吹き込みをする一方、街頭踊り連を作 っ て駅前から

水天宮まで練り出し、近郷、近在から集ま ってき た大勢の見物客に印象付ーけたものであった 。

商店街の様子を振り返 っ てみると、商店街と駅前には会員が山から切り出した青葉の杉の枝で

飾りたてたア ーチを作っ たり、万国旗を張りめぐらしてムードを盛り上げたものである 。

このように横河原を広く 宣伝することに力を入れてきた延長線上に現在の観月祭がある 。

商工会の事業としてはこの観月祭のほか、金融、保険、納税等の事業があるが商工連盟で一番

大きな事業である観月祭のことを先ず述べてみよう 。

現在の観月祭は毎年 8 月の最終土曜日にすることと定められており、 重信川河川敷に踊り場や

花火の観覧席を設け、露天も約 200 軒並び、地元はいうまでもなく遠くは東予方面や松山から

約 5 万人の観客が詰めかけ賑わうのである 。 この日は伊予鉄道も臨時列車を出す。 愛媛の祭り

5 0 選にも選ばれた一大イベントとして発展して今日の姿になった陰には長い間にわたって会員

たちはもとより関係各者が苦心して知恵を集めた結果である 。

以下発端から現在までの経過をたど っ てみると、発端として考えられる事は、昭和] 2 4. 5 年

頃からであろうか、 rorの祝い事などがあ っ た H寺は、大人にまじ っ て子供たちも街頭を踊って商店
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街を賑わしていたが、商工会が取り組む以前のことで、これが観月祭の元になったと考えられる 。

商工会として取り組んだのは昭和 3 0 年からであるが、昭和 3 0 年といえば終戦後の混乱と虚脱

からようやく抜け出し、日本全土で本格的に再建に取り組みかかった時代で、物資も今日のよう

に有り余る時代ではなかったが、経済もようやく順調に動き出した時代であった 。

昭和 3 0 年から 3 3 年までは前記の街頭踊りや駅前広場と水天宮境内のイベン卜を実施してい

たが、昭和 3 4 年からは観月祭をすることとなった 。

これは同じ規模の町で松山市と隣接しているという条件が同じで当時、対抗意識を持っていた

森松商店街が重信川河川敷で観月祭をやっているということで、横河原でも観月祭をやろうと中

秋の名月に一番近い土曜日を選び、横河原商工会主催の観月祭として大いに横河原を P R するこ

ととなった。

現在は 8 月最後の土曜日にすることにしている 。 当時は今のように河川敷は造成されてお らず、

商工会員総出で川原を均し、手入れして踊り場を作り、観月祭をしていた。

昭和 3 5 年の観月祭には苦労して作った踊り場を台風が襲い見るも無残な姿に変わり果てた

が、土地を均し、飾り付-けをし、懸命の復旧作業の結果、どうにか観月祭をすることができた 。

当時は今のように踊りを習っている人も少な く、役員が各地区を廻って青年団や婦人会を勧誘し

たが、プログラムを組むことが出来なかった 。

そこで、伊予鉄の絶大な協力をうけ、松山方面から踊り連を迎えることができた。 伊予鉄は踊り

連の往復運賃を無料にし、臨時パスを運行するなど随分お世話になったものである 。 現在は松山

方面からの見物客が増え、臨時電車が運行され、踊り連の往復運賃無料は続いている 。

昭和 3 6 年までの「月見おどり」に加え新しい企画として花火を上げることになり、大音響と

ともに昨裂し、華麗に繰り広げられる打ち i二げ花火や趣向をこらした仕掛け花火に盛り上がった 。

現在では約 200 軒の露天商が立ち並び、見物客もが~ 5 万人を数える に至った 。

また、年によっては、本場の阿波おどり連に徳島から来てもらったり、「愛媛の太鼓」 を招待

し、五つの大太鼓から打ち出される、力強い音で観月祭を盛り上げたこともあった 。

昭和] 5 0 年には、南海放送が企画した人気番組 「角をまわって三軒目 」 という番組が放送され

ていたが、これに横河原婦人会の協力を得て、横河原音頭を踊り、横河原駅 ・ 二本松 ・ 水天宮 ・

重信川原や横河原町並みを映して、横河原を大いに宣伝したこともあった 。

踊り連については、昭和 5 5 年までは、伊予鉄のお世話になり松山方而からの踊り連に多く 来

てもらっていたが、当H寺重信町内でも公民館活動として、踊りが盛んになり、以来地元おどり連

を中心にプログラムを組むことになった 。

昭和 3 0 年の発足以来、{視月祭をするについて、 地元警察は勿論、松山東署(南署)、東温消

防署、交通安全協会、 青少年補導委員、 PTA 等その他多くの方々の協力を得て現在まで大きな

事故もなく年々感んになり、現在まで続けられていることは、大変喜ばしいことである 。

以上の如く、観月祭事業の他に保険事業 ・ 金融事業 ・ 納税組合の事業がある 。

保険事業は区の商工会と県下の商工会とのつながりを持ち、より強力なものへとの考えと、会

員であることによる利益と連帯意識を強める との意図にあわせて、集金手数料が商工会に入ると

いうこともあって、力を入れて勧誘に努めた 。

しかし、昭和 5 4 年度より重信町商工会が法人化されるについて、重信町全域の各種保険を扱

うこととなり、横河原商工連盟と一本化の話があり大乗的見地から、以後重信商工会に統合する

こととなったのである 。
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金融事業は商工業者にとって、重要な問題であり、直接会員の利益になる こ とでもあるので、

国民金融公庫の貸 し出しの斡旋や証明などの事務を してきたが、商工会自体の貸付ではなかった

ので 、 本格的に直接商工会が扱う金融問題に取り組むべく、昭和 5 0 年度より伊予銀行横河原支

店、愛媛信用金庫横河原支店に再三折衝の結果、横河原商工会として、貸し出し枠を設定 し 、会

員であれば無担保、保証人のみで、 一般より低利で手続きも簡単に貸し付けを受けられる制度を

創設して、商工会員に喜んで利用されている 。

納税事業は、 会員 をいくつかの班に分けて納税組合を作り、納税報奨金を商工会の収入として

運営 していたが、平成 5 年よりこの制度が廃止 された 。

以上の如 く、昭和 3 0 年結成以来、横河原の商工業の発展について役立ってきたのであ る が近

年、時代の変遷とともに、周囲の状況も変わり、活性化について種々模索しているところである 。

なお、年代ごとの三役を別表に掲げておく 。

横河原商工連盟歴代三役

年 度 ど;ç.王、 長 副 会長 会 計 書 記

S30 S 31 松末 一 正 高橋武雄 山内 t葉

S32 S33 松末 一 正 高橋武雄 山 内 J栗

S34 S35 久保源隆 高橋武雄 和田良 一

S36 S37 高楠武雄 佐伯 匡章 仙 波 'E=tb1 , 

S38 S39 桑原晴 敏 恒問 喜志夫 藤 田 守正

S40 S41 恒岡喜志夫 佐伯秀 一 藤田守正

S42 S43 高 橋武雄 大西弘志 仁1:1 奥 義信

S44 S45 和田{変弘 白戸公明 伊賀 貢

佐伯 匡章

S46 S47 佐伯 筆 大西武志 大 西敬 志

水 H3 彰夫

S48 S49 大西武志 手IJ 凹治樹 伊賀 貢ー

|珂 |封 正

S50 S 51 利 l 凹治樹 架原 重吉 伊賀 貢-

高 橋 富士雄

S52 S53 日~原 重吉 高橋富士雄 i度 古15 IJ自 信

浅沼 明

S54 S55 1高 橋 富士雄 白 p 公明 岐部昭信

キ1] 回 彰 三

S56 S57 松末丈 夫 山 木栄 リ I~ 波 部昭 信

浅沼 明

S58 S59 和田 彰 三 藤 |珂 旦E11l 鴻部日自信

伊賀 義夫

S60 S 61 藤田謙治 菅野 政雄 井上惣二郎

i度古15 n�':� 信

S62 S63 井上惣三郎 菅 野政雄 久保 圭 三

井門弘次
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1-1 1 1-1 2 山木 栄 典 ヂ1: 門弘次 |司旺l 降 H青

桑原正 明

1-13 山 木栄典 井門弘次 岡田隆 晴

桑原 正明

1-14 1-15 藤田 古康 井門弘次 岡田|堤晴

桑原 正明 書記古 川 樹志

1-16 1-1 7 松 末秀雄 桑原 正明 岡田隆 H首

j北井孝 夫 書記古 川 樹 志

1-18 松末秀雄 桑原 正明 岡田隆 IJ青

成井孝夫 書記古 川樹 志

1-19 桑原 正明 成井孝夫 岡同 |唆 H~í

高須賀 立南 書記古 川樹 志

1-110 1-111 桑原正 明 成井孝夫 岡田隆哨

高須賀 ムYュH& 書記 古 川 樹志

1-112 日 13 桑原正 明 成井孝 夫 岡田降晴

高須賀 靖 書記古 川 樹志

1-114 1-115 桑原正 明 乍l岩êb~貝P守 l，IJ司仁' )i肖d 岡田隆晴

書記白戸 1注視

1-116 1-117 桑原正明 高須賀 立高 岡田 隆晴

書記 白 p 健視

1-118 松末秀雄 高須賀 Yi-丙:1; 岡田降 H青

古 川 | 樹 志 書記白 Fï f建視

横河原 音頭

作詞、 作曲武智成彬

ﾞ (1) さぬき街道に 人出がござる ( 3 ) 桜コ里と 城下の町の

橋の上から のぞいて見たら ここは中程 住みょいところ

五月若葉の 水天さまに 店はよろずや 何でもござる

あれさ相撲の あれさ相撲のときの声 ほんに横河 ほんに横河良いところ

それ ほんに良い良い 良いところ それ ほんに良い良い 良いところ

( 2 ) J 11 は重信 松原並樹

そぞろ歩きの 月待つこ ろを

手曳松から 東を見たら

山は石鎚 山は石鎚あかね雲

それ ほんに良い良い 良いところ

7
2
A
 

ワ
J



第 6 章 交通.通信

l明治以降の交通機関の発達はめざましい。 藩政時代の馬や蹴能に変わって、人力車 ・ 馬車 ・ 自転車

から、汽車 ・ 自動車が出現して様相は一変した 。

これら交通機関の進歩は、さらに道路の改良を促し、藩政H寺代の道111高は城下道でさえ、わずか一間

(1.8m) に過ぎず、しかも l曲折が多か った ものが、次々と改修あるいは新設され、さらに道路の舗

装が進み今 日に至っ た 。

1 明治期の交通

藩政時代には産物 ・ 諸荷物の運搬はすべて牛馬の背か人の肩によ っ ていた。

明治 4 年 4 月、武士以外の 一般にも乗馬が許可されたが、人はほとんど徒歩であ っ た 。 勿論、乗

り物として駕能はあったが、 医師 、 僧侶の他、特定の人が使用した程度であった 。

|日重信町には讃岐街道 ・ 金毘続道 ・ 林街道が通っ ていたことから、 比較的に人馬の往来が多く、

志津川・ 圧l窪は小宿場として賑わいを見せていた 。

明治 3 2 年 1 0 丹、横河原 ま で鉄道が開通してか ら 交通の機相は大きく変わっ てい っ た 。 すな

わち、人々は年を追う ごと に鉄道を利用し、農林産物の運送は貨物車に依るようになった 。

また、この頃から大八車 ・ 牛・馬車が現れ、明治 3 5 年には、横河原に人力車と 6 人乗りの客馬

車が相次いで営業をはじめ、川内 ・ 丹原へ と 客を運んだ。 明治末期には客馬車数は 1 0 台を下ら

なか っ たという 。

2 大正期の交通

大正 6 年、 川上村の越智誉六は川上と横河原を結ぶ乗合自動車を始めた 。 続いて大正 8 年、東

予自動車株式会社が、 凶条 . i黄河原間に乗合自動車の営業を開始した 。 この為、人力車の利用者

は減少し、客馬車は致命的な打撃を受けた 。 大正 1 0 年には客馬車は姿を消し、人力車はわずか

6 台 、 姿を留めているに過ぎなかっ た 。

また、自転車も 普及してい っ たが、 一般の家庭で自転車を保有するようにな っ たのは昭和にな

っ てからである 。 大正 1 0 年の普及率は表 l の通りである 。

表 1 大正 1 0 年 自 転車保有数

村 名 総戸数 保有率

北吉井村 7 7 833 9,24% 

南吉井村 46 697 6,59% 

拝 志 村 3 7 561 6,6% 

リヤカーは大正末期に導入され、猫車に代わ っ て農家の重要な運搬車となって行った 。

3 昭和期の交通

鉄道開通以後、 交通はも っ ぱら汽車の便に依るようになり、横河原はその拠点となり、人の乗

降ばかりでなく、各種の農林産物をはじめ、 肥料などの生産資材や生活物資の運送 ・ 荷受で賑わ

いを見せた 。

ところが、その後自動車の発達で、鉄道優先のシステムは大きく変わって行った 。

次に伊予鉄横河原線と横河原の密接な関係について記してみる 。
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4 伊予鉄横河原線

横河原と伊予鉄横河原線の関係は、極めて深く密接不可分の関係にあり、横河原の発展は伊予

鉄横河原線の開通によって持たされたものであることは、開通以来の経過によって明かである 。

開通までは金毘羅街道沿いの小さな渡津集落に過ぎなかった部落であり、交通についても当時の

人々が松山へ行くにも徒歩で、物資の運搬も馬または馬車により 一日がかりであ った 。

わが国の鉄道については、すでに明治以前に外国人や漂流民の話から、うすうすその一端が伝

えられていたが、始めはこれを表現するのに qi放路とか火車の訳語で伝えられていた 。 後に鉄路或

いは蒸気車などの字を用いるに至ったが慶応 2 年( 1 8 6 5) 福沢諭吉が「西洋事情J を出版し

た際にその中で、蒸気車の解説があり、はじめて 「汽車j の呼称が伝わったと云われている 。

県下における鉄道のはじめは、小林信近の非常な努力によって企画された伊予鉄道であった 。

明治 1 9 年彼は『松山鉄道会社』 の名で、松山、 三津間に鉄道敷設の請願書を提出した 。 しかし

まだ東海道線すら全通していない時であったので 、 四国のー小都市のこの計画は無謀で、あると却

下されたが、ひるむことなく、 要路の人達の説得に努め、同年 1 2 月ついに敷設の許可を得た 。

そこで 「伊予鉄道会社」 と改め、機関車はじめ資料をドイツに注文したが、当時わが国の工業技

術は未熟であったため、 客車は ドイツで組み立てたまま、大箱に入れて送られる有様であった。

明治 2 1 年 1 0 月、わが国最初の軽便鉄道が松山~三津聞に開通 した 。 軌問 2 尺 6 寸( O. 7 6 

2 m) の舶来の陸蒸気(汽車)を一目見ようと遠方から出かけて来る者もあり、黒山の人だかり

だったという 。

この軽便鉄道は、利用者も多く営業成績は好調であったので、明治 2 5 年に高浜まで延長し、

さらに翌 2 6 年 5 月 7 日には新たに松山、平井間 7 . 1 k mの平井河原線が開通し、明治 2 9 年 1

月 2 6 日に平井河原線の立花駅から分，1皮した森松線が開通した。

しかし、平井河原線の営業成績は振るわず、 1 日の粁平均収入が高浜線の 5 円 7 0 銭にくらべ

平井線は 3 円に過ぎず、収支相償わない営業状態であった 。

これは、終点の平井河原駅が終点駅として適当でないことが原因であって、当時の浮穴、久米

郡東部地方から松山、 三津に至る貨客の経過地である横川 まで線路を延長することが有利である

という議論がおこり、明治 2 9 年 5 月 2 7 日の株主総会で、横川 までの再延長を議論し、同H寺に

これまでの 2 時間毎の運転は不便のうえ、収入にも響くため、運転間隔を短縮する方針をとった

のである 。

横川水天神社由来沿革(大正 12年 12 月 19 日)によれば 『明治 32年ノ伊予鉄道コノ 地ニ延長ス

ルニ及ビ、始メテ騨ヲオキ横河原騨卜称ス、 首地名横川ナルモ属島県系ニ同名ノ騨アルニ以テ其ノ

筋ノ注意ニ依リ如此改メシト云ウ J とあり、本来は地名により横川駅となるところを横河原駅と

なったのであり、文これにより横JII の地名が、この時から横河原になったことが同文書に次のご

とく記されている 。『横河原ハ本名ヲ横JII 卜 云ウ伊珠鉄道騨ヲ置キタル時始メテ横河原卜称ス j

とあり駅の名が横河原にな ったので、 地名も横川から横河原となったと云うことである 。

この横河原線の開通は横河原地元民にとって大きな歓びであり、相原日記に 110 月 9 ， 1 0 日

ノ 二 日間平井河原駅伊東延長鉄道開業式ヲ、横川駅前ニテ盛大に挙行ス 。 平井線ハ横川線卜ナリ、

ソノ駅ノ、外側(とがわ) 立花、久米、平井河原、田窪、横JII 卜 ナル」と記されており、喜びの械

をうかがうことがで、きる 。

以来 、 今日まで止むことなく 走り続け、横河原に与えた影響は、計り矢口れないものがある 。 開

通当時は、松山、横河原間 5 0 分 1 日 1 7 往復、運賃は 3 等で横河原、松山間 1 1 銭 、 l 等運
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賃はこの倍であった明治 3 2 年 1 0 月 3 日認可同年 1 0 月 4 日実施の運賃表は次の通りである 。

当時の運賃表と運賃の推移(伊予鉄道50年史より )
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日目
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年 横河原~松山

明治 3 2 年 1 1 銭

明治 34 年 1 4 銭

大正 7 年 2 2 銭

昭和 2 年 24 銭

昭和 1 1 年 2 7 銭

和 10年代の横河原駅前付近

川 上信111組合般物
窟節

3 等

3 等

軍平安三
一

松来製材工A品

岡本

をお~

貯木掛

出典・伊予史談第316号 P 34 窪田重治原因による

これから見ると、横河原、松山聞が 1 1 銭である 。 当時の 1 日の賃金が 2 5 銭前後であったこと

を思うと相当高額なものであり汽車の利用は賀沢とされていたが、次第に利用客が増加していっ

た 。

黒い;哩を吐きながら機関車の音を響かせ、マッチ箱と言われた客車 2 ， 3 両をひいて静かな田

園地帯を汽笛を鳴らしながら走った、のどかな風景が浮かんでくる 。

線路沿線の人々は、汽車が 1 時間毎であ っ たので、汽車の通る音で時間を知り、また始発列車

の汽笛で一日の生活を始める人もあ った 。

横河原線の開通は、横河原発展の発端となり、これにより俄然活況を呈することになった 。 即

ち横河原は北古J十村の玄関口であるばかりでなく、 川上、三内両村から遠くは周桑の玄関口とな

り、駅前は人力車、乗り合い馬車、後に乗合自動車の始発地とな っ た 。

明治42年3 月発行の温泉郡誌に 「伊予鉄道の線路大字志津川部落の南方を通せり明治 3 2 年の

布設にして字横河原に東部最終停車場ありて地方貨物の外新居周桑の諸郡より来れる貨物等常に

山積みせり」とあり、文明治 3 7 年 5 月発行の松山道後案内(高演虚子)には「横河原騨高潰よ

り十三里六十七鎖公衆電報を取扱ふ、温泉郡北吉井村志津川に在る 。 本線の終貼で、讃岐街道に
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沿ひ東1象地方を往復する玄関である 。 比騨から重信川 を渡って十八丁行くと川上に出る 」 と紹介

されており、また、同案内誌に次のごとく伊予鉄道唱歌が載っており、当時の伊予鉄道沿線の名

所、旧跡や沿線の様が折り込まれている 。

伊?象錨道唱歌(横河原沿線抜粋)

大和田建樹作歌

田村虎蔵作曲

七 > 間もなく渡る石手川 左右の贋き堤には

枝さしかはす木々高く さながら自然の公園地

八 P 立花出でて久米の騨 名高き神社仏閣は

日尾の八l幡三蔵|涜 四国霊場西林寺

九 P 送り迎ふる程もなく 平井田窪打ち過ぎて

片手の薬師の浮島の 社も跡になりにけり

卜 P 津吉上村松茸の 産地とかねて音に聞く

慮はあれぞあの山ぞ 秋は来て見ん打ち連れて

卜- þ 終貼駅の横河原 降りて進めば讃岐道

夏白糸を繰り出だす 白猪唐岬瀧近し

明治 4 1 年 1 0 月 1 7. 1 8 日開業 2 0 周年の記念式典が盛大に挙行された 。 この時は、伊予

鉄全線各駅より松山駅まで汽車賃半額とし、郡中線、横河原線は臨時列車を出すという賑わいで

あった 。

いかに当時の人達が伊予鉄に対し深い関心を持ち、 2 0 周年を喜んだか想像される 。

人の往来のみでなく、農林産物の集産地となり活況を呈したことが、愛媛県史地誌 n (中予)

には、「横河原線の開通は、横河原を物産の集散地とした 。 横河原駅構内に貨物積込の引込支線

が設けられ、駅前広場は山之内、 川上、 三内などから運び出された薪炭、木材の集散地となり荷

馬車、 トラ ックで運搬 して来た材木、薪炭、杉皮などの山が築かれた 。 駅前には運送店があ って 、

村内はもとより川上、 三内方面への生活雑貨、 肥料、農機具類は殆んど横河原駅止めで送られて

きた 。 こうして横河原は物産の中継基地となり、山間地域には牛馬車で配達した 。 川上の米倉庫

も 、横河原駅構内に専用ホームを設け引込み線を敷設 したJ とあり当時の盛んな様子をうかがう

ことがで、きる 。

また、昭和 1 3 年編纂の北吉井村誌には「伊予鉄道横河原線ノ開通ハ明治 3 2 年デアル、以来

昭和 1 3 年迄ハ 4 0 ヶ年ヲ経過シテ居ルガ其問ノ横河原ノ発展状態ヲ見ルニ実ニ治海ノ変化ヲ来

シテ居ル古老ノ 言ヲ聞クニ五十年以前ノ\民屋ニ、 三粁アルノミデ小松原ノ荒無地ニ過ギズ婦女子

ノ通行モ昼間サエ危険視サルル所デアッタ云ウ、然ルニ今日人家二百軒余ヲ算シ商家櫛比ノ現状

デアリ 一行政区ガ設ケラレ実ニ本村ノ大玄関口タルノ発展ヲ見タルハ一重ニ伊予鉄道ノ恩恵デア

ル本村以東ノ 貨物ノ集散地デアリ 交通ノ要衝トシテ将来益々発展ノ途上ニアル ト 云フ可キデア
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jレ」と書かれている 。

なお、大正 8 年頃の貨客の利用状況は次表の通りである 。

伊予鉄道、横河原線各駅の貨客利用状況

乗 降 客
駅名

鉄 道 ，貝11:::. 物

乗 車(人) 降車(人) 発送貨物( t ) 到着貨物( t ) 

松 山 1,164,210 1,121,570 12,908 32,611 

立 花 298 ,735 281 ,191 2,267 3,783 

り\ 米 96,917 98,645 2,686 2,874 

平 井 104,095 105,765 4,172 2,996 

田 窪 80,882 80,848 3,263 1,992 

横河原 142 ,253 162,689 8,676 4,546 

出典 ・温泉郡役所大正 12 ( 1 923) 年温泉郡勢によ る

横河原線開通以来の出来事で、大きなものの一つに、横河原線の廃止問題がある 。 昭和 3 0 年代

は高度の経済成長により都市に人口が集中し、 3 5 年頃より消費ブームが起こって、生活水準は

向上し、特に自動車等が急速に普及した 。

このため横河原線の乗客は大幅に減少した 。 伊予鉄道も森松、横河原線が営業不振に陥り 、 昭

和 4 0 年 1 ]月 3 0 EI に森松線が廃止された 。 年間 300 0 万円の赤字を生むに至った横河原線

も、平井以東を廃止してパス化することを決定していた 。 このことは横河原区民のみならず、重

信町や沿線住民にとって大きな衝撃であった 。 明治 3 2 年以来休むことなく運行され最大の交通

機関である横河原線の廃止は大問題で、ある 。

そこで重信町は開発計画をたて、鉄道電化による積極策に転換するよう伊予鉄に要望したが、

伊予鉄首脳部は、赤字経営を解消するに足る具体策がない限り、赤字経営にも限界があり、電化

はおろか現状維持も困難であるとの意向を変えなかった 。

そこで重信町は昭和 4 1 年 5 月理事者と町議会議員に よ り 「横河原線全線電化期成同盟会J を

作り、 町長自ら会長となり、電化達成への運動をはじめた。

一方横河原を中心として重信町全域にわたり、全線電化の世論がおこり婦人会や関係地区は署

名を持って伊予鉄に陳情するとともに横河原を中心と し て、 「全線電化実行委員会」が結成され、

活動を展開した。

昭和 4 1 年 9 月 2 1 日には、 町議会議員、各区長、各団体長、さらに実行委員会も包含した

「全線電化期成同盟会」を結成し、運動を展開することとなった。

また、県議会に対し全線電化促進を詰願するとともに、各駅ごとに地区大会を開催した 。 さら

に 9 月 2 6 日には、横河原線全線電化実現重信町民大会を伊予鉄本社前で町民千数百人が参加 し

て開催され、交渉委員を選出し、会社側と交渉した 。 この時は横河原区民各戸を上げて参加 し、

大会を感り上げた 。

しかし、会社側の回答ははかばかしくなかったが、その後も電化実現への盛り上がりと団結は

一層高まり、遂に伊予鉄道は全線電化を決意し、昭和 4 2 年 6 月 1 0 日松山、平井聞の電化が完

成、運転を開始。 第 2 期工事平井、横河原聞の電化 も完成 し 、要望が実現したのである 。

この時より松山、横河原間の運転が 3 0 分毎になった 。
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その他、横河原線の変遷で主なものを挙げると次の通りであり、また時代の移り変わりと社会

情勢の変化によって乗降客の増減があ っ た 。

昭和 6 年 1 0 月 6 日

横河原線従来 2 尺 6 寸の軌間であったものを 3 尺 6 寸に拡張した。

昭和 2 0 年 7 月 2 6 日

松山空襲により松山市駅舎及び

2 8 日には司市7店駅R までで、{復夏 |旧日した 。

昭和 2 9 年 2 月 1 日

横河原線、森松線に使用の四輪連結水糟付蒸気機関車を廃止し、ディーゼル機関車の運転を

開始。 これにより長年「坊ちゃん列車J として親しまれてきた列車が姿を消すことになった 。

それまで横河原、松山間所要字時間 5 0 分であ っ たのが、 3 9 分となり 2 2 往復となった。

この時、横河原の人達は坊ちゃん列車との名残りを惜しんで、最終列車の機関士と車掌に花束を

贈り 3 0 人くらいの人達が最後の坊ちゃん列車ということで、平井駅まで往復しガタゴトと振動

に身をまかせながら、思い出話をして名残りを惜しんだものである 。 横河原駅でもこの人達は運

賃はいらないからと無賃で乗せてくれた。

このことをみても、いかに横河原線に愛着をも っているかが分かるのである 。

. 
"，.:，"'・ì...... ~' "国.

. ・

昭和 28年頃見奈良~横河原間 昭和 42年の全線電化まで走っ た

昭和 4 6 年 7 月 1 日

経済成長の時代、沿線の開発により、松山市のベットタウンとして住宅も増加し、不iJ J=I:j客も

増加 したので、松山、横河原問 2 0 分毎の運転となる 。

昭和 5 3 年 6 月 2 6 日

横河原線 4 両連結運転開始

昭和 5 6 年 8 月 1 0 日

愛大医学部南口駅新設、高浜. 横河原線直通運転開始。 横河原線 1 5 分毎の運転となる 。 こ

の時から横河原駅は正規の駅員がいなくなり委託駅とな っ た 。

昭和 5 1 年 5 月 2 8 日

横河原駅前に駐車場を設置、普段は駐車場であるが横河原区、横河原商工連盟の各種のイベ

ン 卜 等の場合には伊予鉄の了解のもとにイベン卜 会場として大いに利用されている 。
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東温地域における重要な交通機関とし

て、明治 3 2 年 1 0 月以来休むことなく 黒

p煙をなびかせて走り続け、 「坊ちゃん列

車J として親しまれてきた汽車も、昭和 2 9 

年 2 月ついに姿を消してディーゼル機関車

となり、横河原.松山間 3 9 分と短縮され

2 2 往復となったのであるが、それまで

「マッチ箱」 といわれていた客車 2 ， 3 両

を乗客の多い時は客車を増し、後尾に黒い

貨物車両を連結し、煙突から黒い煙を出し、

下から白い蒸気を勢いよく噴出しながら機

!河蛇!発IB

1JJdj| 

高浜ヘ出発する新型車両

関車の音を響かせ 1 時間毎に走っていたのである 。 夏は客車の窓を開けておるので煤煙が車内に

入りススが汗につき困ったものである 。

横河原駅に近づくと勾配がきつくなるので、時には l 時停車して l 息入れて、あえぎあえぎ駅

に到着 していたという愁長な光景も見られた 。 椿さんの祭りの時など乗客が多いときは客車を多

く連結するので、 l 台の機関車ではヲ | く力が無く、前後に機関車をつけて走ったものである 。

時には吐きI:J:iIす煤煙と火の粉が沿線の雑木林に火がつきボヤを起こし、天下泰平の付近住民を狼

狽させたこともあ っ た 。 とにかく、当 H寺横河原線で通勤通学 し た人は汽車にまつわる、様々な思

~ ，出を持っているのである 。

時の流れ、世相を端的に現すものの一つに駅頭での風景がある 。 横河原駅も時代に反映した

4華々のことがあ っ た 。

昭和 2 年に国鉄予讃線が松山まで開通するのであるが、それまでは横河原駅が東予方面に至る表

玄関であった 。 貨客ともに東予方面向けのものが多く見られた。 其の中のひとつに石鎚山のお山

聞きがある 。 この時は松山方面から白装束の信者が団体で法螺員を l吹きながら大勢通ったもので

ある 。

昭和 6 年満州事変が勃発してから日中戦争、太平洋戦争と戦局が蛾烈になるに従い、駅頭の風

景も戦時色が濃くなってきた 。 木炭や木材、米等軍需物資の積み出しが盛んになったほか、出征

兵士の見送りと戦死者の遺骨の出迎えが連日あった。

また、遺骨の出迎えには、特別な想いを持つ人が多い。 当時の北吉井村、 川上村、三内村\の

他、周桑郡桜木村からも横河原線を利用し たが、村ーの人達や在郷軍人 . 男女青年団、愛国婦人会

等多 くの人が日の丸の小旗をもって、駅前広場をうずめ歓呼の声で出生兵士を見送り、遺骨の無

言の凱旋には、粛々として出迎えたが、横河原の人達は他村ーの人といえども出きる限り見送りや

出迎えにでたものである 。

出征兵士の身内の女の人達が、千人針を作るための白い布と赤い糸を針に通し、乗降客に呼び

かける姿を見かけたのもこの頃である 。

昭和 14年7 月傷演軍人愛媛療養所(現独立行政法人 国立病院機構 愛媛病院)の第一回の

白衣の入所者 20名を出迎えたのも横河原駅頭あった 。 戦中戦後、其の時代を映した、さまざま

な営みが駅頭でみられた 。

昭和 42年の電化や鉄道沿線周辺の住宅の増加などにより 50年代前半までは、乗降客が増加し

たが、後半頃からモータリーゼーション等の為次第に減少の傾向にあったが平成に入りラッシュ
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時の道路停滞や公務員、会社員等の自家用

通勤禁止などで乗客の増加がみられる 。

今後の課題としては、横河原商店街の活

性化や人々の流通対策など何らかの対策が

必要と思われる 。

横河原駅舎も明治32年開通当時のままの

建物で、横河原の顔と してさまざまの歴史

が刻まれており、駅舎にまつわる、色々の

想いを持つ人も多い ・・・ が古くなり時代

に沿わないではないか、駅舎周辺の近代化

も含め、考えさせられる 。
横河原駅

東温市の「とおおんまちづくりプラン」の中で、横河原駅周辺再生整備構想が発表され、今後、

具現化を大いに期待するものである 。

5 その他の交通

( 1 ) ノくス

藩政時代から明治の中期頃までの交通について見ると、人の往来はほとんどが徒歩であり、横

河原から松山城下に出向くには、弁当 を腰に草鮭掛けで、 早朝出立するのが常であ った 。

明治 4年4 月に、武士以外の一般の者も乗馬が許可されたが、殆んどが徒歩で、乗り 物として駕

能があったが、医師、僧侶など特定の人が使用したにすぎなかった 。 荷物の運搬はすべて馬の背

か人の背によっていた。 横河原は金毘羅街道が通っていたので 、 比較的人馬の往来は多かったと

考えられる 。

明治 32年 10 月横河原線が開通して、 {}~然その様相は大きく変わ った 。 はじめは、運賃も高く賀

沢と思われていたが、次第に鉄道を使用するようになり、農林産物の運送は貨車によるようにな

っ た 。 この頃から大八車、牛、馬車があらわれ、 馬の背に よる運搬は次第に少なくなって いった 。

人力車は明治初年にわが国で発明された乗り物であるが、松山に初めて姿をみせたのは、 |明治4

年である 。 この頃の人力車は木製で、 車!愉は鉄ili命をはめたものであった 。 それが次第に改良され

ゴムタイヤにな っ たのが明治40年頃である 。

これより少し前に、横河原に営業用人力車が出現し、 主と して川上、 三内方面の客が多かった。

時には周桑まで行くこともあ っ た 。 周桑へ行く時は桜三里の 1"事があるため、前引きと後押しを付

け、 3人がかりであったという 。 大正6年の統計によれば横河原に人力車夫が 6入居たと ある 。

今の横河原電機のあたりに「シャ J と 一般にいわれていた、人力車夫の溜まりがあっ た 。 汽車か

ら降りてくる客待ちのためのもので、土問の中央に囲炉裏があり、常"寺焚火が燃えており将棋を

したり、近所の人達も仲間に入り、ちいさな社交場になっていたのである 。 板壁には名札が掛か

つ ており 客を乗せて出る順番を示していた 。 この 「シャ」は昭和の初期まであった 。

人力車の出現に続いて、横河原駅に客馬車が登場した 。 6人乗りの客馬車はラッパと わだちの

音を響かせながら、 川上、 三内、丹原へと客を運んだ。 丹原の湯谷口までの料金は 4 2 銭であっ

たが相当繁盛し、明治末期に横河原の客馬車数は 1 0 台をくだら なか った 。 当時、国鉄予讃線は

開通していなかったので、この客馬車が東予と中予をむすぶ重要な交通機関であった 。

大正前期までは人力車と客馬車の全盛期であったが、時代が進展し、経済活動が活発になるに

つれて、国道 3 1 号線(旧国道 1 1 号線)の交通が頻繁になってきた 。
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これに着目した川上村の越智誉六は、大正 6 年川上と横河原を結ぶ乗合自動車を始めた。愛媛

県では明治 4 4 年に堀江の石丸緯が、堀江、松山聞を自動車による旅客運送を行ったのが最初で

あるが、大正元年における県下の自動車は、わずか 3 台に過ぎなかった 。

したがって川上、横河原間の乗合自動車は当時の人々を驚かせた。

キ郎、て、大正 8 年、東予自動車株式会社が西条、横河原聞に乗合自動車の営業を開始した。 しか

しこの東予自動車株式会社の運行回数が少なく運賃が高かったので利用者が少なかった 。

その後、昭和 2 年 4 月予讃線が松山まで開通したので、周桑自動車株式会社がこの路線を運行

することになり、路線を松山まで延長するとともに、運行回数も増やしたので、利用客は増加し

た 。

この乗合自動車の運行によ って、 人力車の利用者は減少し、特に客馬車は致命的な打撃を受け、

大正 1 0 年には姿を消す羽田になった 。 この移り変わりを北吉井村誌(昭和 1 3 年 6 月編)によっ

て、当時乗合自動車が盛んに利用されていたこと事をうかがうことができる 。

周桑自動車

「横河原駅卜周桑郡丹原町小松町ヲ結ブ陸上交通ハ人力車、馬車ヲ以ッテ従来唯一ノ交通機関

トシティタガ大正八年頃東橡自動車株式会社 (横河原、西条間)ノ開通ヲ見ルニ至ッタ然シ回数

ノ少ナキト賃金ノ高償ナルヨリ利用者少ナカリシガ昭和二年四月、四国鉄道高松、松山線ガ順次

西ニ延長サレルニ従ヒ周桑自動車株式会社ノ創立ヲ見、時間ノ改正ヲ計リ増発ヲ行ヒ車程モ松山

迄延長セシニヨリ利用者増加シ従来ノ人力車、馬車ハツイニ影ヲ消スニ至ッタ現在横川 自動車停

留場ヲ通過ノ運転状況ハ次ノ如シ

上リ松山行 午前七時半ヨリ午後六時迄 十一回

下リ 川 上、周桑方面行 午前八時五十分ヨリ午後六時(川上止リ)迄 十一回

賃金 松山三十五銭久米二十銭平井十五銭 川上十五銭河ノ内四十銭湯谷口七十五銭

小松壱円二十銭

横河原乗降客数約一千人

売上金高 三千五百円」

と記している 。

太平洋戦争の戦局が激化するにつれ、ガソリンの配給が少なくなってきた 。

そこで、代用燃料として木炭を使うパスが現れた 。 愛媛県下で初めて木炭ガス発生炉を装置した

不格好な自動車がお目見えしたのは昭和 1 5 年頃のことである 。

昭和 1 6 年 8 月にアメリカが対日石油輸出を禁止したのでガソリンは菰々不足し木炭で運行せ

ざるを得なくなった 。 木炭ガスは効率が悪く時刻表どおりの運行が難しく、途中で故障すること

が多かったので運行回数も減少した。

横河原駅前で、パスに取り付けた木炭ガス発生炉に木炭を詰め込み送風機で火をおこして木炭ガ

スを発生させ発車準備している光景が見られた 。 元々、ガソリンで走る構造でできているものを

木炭で、走らすのであるから、故障も多くパスの運行についても、苦難の時代であったのである 。

昭和 1 9 年、戦争激化に伴う事業整備統合により、この路線は伊予鉄道株式会社が営業すること

に変わっ ていった 。

戦後になって伊予鉄道は次々と新たなパス路線を開通していった 。 不便であって山之内(藤ノ

内)にもパス路線が開通し便利になった 。 現在は木地(酒樽村)まで延長され益々便利になって

~ )る 。
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一方、旧国道 1 1 号線を走るパス使は多く、 一時は川内~松山間 1 5 分毎運転、松山~新居浜

聞は 3 0 分毎運転であったが、昭和 4 0 年位から経済の発展に伴い交通量が増大し自動車の普及

も急速にすすみ、モータリーゼーションのため乗客が激減し、現在は運行回数も半減した 。 文、

川内営業所が廃止され、横河原駅前発着が多くなり、木地~愛大医学部~横河原~東温市rt-森

松、横河原~各川内の山間部など電車の発着時間にあわせた新路線が開発され便利になった 。

( 2 )自動車

経済の発展に伴い交通量が増大し、特に自動車の普及は昭和 3 5 年以来急速に進み、モータリ

ーゼーションの世となった 。 !日重信町内に自動車が普及し始めたのは、昭和 1 0 年代初頭である

が、戦前は僅か 1 0 台に過ぎなかった 。 昭和 3 1 年の町内自動車保有状況は、 トラック・ 普通

車 ・ 三輪車 ・ 軽自動車を合わせて 6 8 台、原動機付自転車 6 8 台に過ぎなかった 。

昭和 4 1 年には自動車の保有状態は 2 5 戸に l 台の割であったが、 4 8 年には自動車が 1. 5 

戸に 1 台、単車は 3 戸に l 台の保有とな った 。 また昭和 5 4 年と昭和 6 0 年を比較すると貨物車

は 2. 6 倍、乗用車(自家用)は1. 3 倍となっており、自動車は家庭の足として、なくてはな

らないものとなった。

この急激な自動車の普及は、一方、交通事故の多発を招き、別名「交通戦争」と呼ばれ、大き

な社会問題となってきた 。 昭和 3 6 年 1 2 月 2 0 日、「交通事故 O の日 J がスター卜し、昭和 4 0 

年重信町議会は「交通安全宣言の町」を決議した 。 4 1 年には旧国道 1 1 号線の舗装が完了し、

7 月には横河原に旧重信町内初の信号機が設置された。

昭和 3 4 年 9 月 l 日に伊予鉄タクシーが横河原営業所を設置して営業をはじめ、 4 0 年 8 月に

は東温タクシー続いて、重信タクシ一、見奈良タクシーができて現在に至った 。

6 道路

自動車等の交通機関の発達、普及の基盤をなすものは道路、橋梁である 。 これら道路は産業・

経済・文化の発展に大きな役割を持つものであるが、次にその変遷の跡をたどってみよう 。

( 1 )明治以前の道路

道路は田畑を耕作するために造られた農道と諸人の通行、農産物の運搬のため集落聞を結ぶ里

道と、郡や諸藩を結ぶ街道があった 。

農道は用水路と共に隅々まで通っているが道幅は人がやっと歩ける程度のものが普通であった 。

里道は約 6 尺 (1. 8m) 程度、街道にしても、 1 0 尺( 3 m) 程度にすぎなかった 。 藩政時

代、横河原地区を通っていた主要道路は、讃岐街道(縦三里街道)と金毘羅道(大洲道)である 。

讃岐街道は藩政中期以後、金毘羅参詣が多くなってから、 別名金毘羅街道ともいわれたが、この

街道は松山札ノ 辻から久米 ・ 志津川 ・ 川上 ・小松を経て讃岐に通ずるもので、現在の旧国道 1 1 

号線である 。 また讃岐街道筋の横河原から南に分11皮して、見奈良立石(現東渦高校横) ・ 田窪 ・

南野田 ・ 森松を経由して南予に通ずる道路(金比羅道)である 。 何れも改修や道路変更のため大

きく変わったが、道筋には今も尚、道標や常夜灯が残っている 。

讃岐街道

志津川の上市地蔵から横河原に至る旧国道 1 1 号(現県道)は大正 1 2 年に開通したものであ

り、それ以前の讃岐街道は上市地蔵から南に折れて愛大医学部横の小道を通り、 二本松に至って

いた 。

二本松には若宮社を杷る桐があり、そこに二本に分かれた巨松があったので、この地を古くか

ら二本松と呼ばれていた。 当時は一面にクヌギ林に覆われた荒れ地で、戸数は 2-3 軒の寒村で
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あった。

現在の和田ガラス店の角は、讃11皮街道と大洲道(金比羅道)の分岐点、で、 「右御城下道J í左大

洲宇和島道j の道標が立っていた。

この道標から見ると、讃岐街道あるいは金比羅道は、松山方面から讃"皮方面に向かう人が呼ぶ

呼称で逆に讃岐方面から来る人は松山御城下道と呼んでいたことが伺える 。

横河原の集落を過ぎると重信川に達する 。 荒川の重信川には大正八年に至るまで橋はなく、通

行人は人足の助けを借りるか、 自力でも って徒渉せざるを得なか っ た 。

大正八年に架設された木橋は、現在の横河原橋の F手にあって、ここが藩政時代の讃岐街道の

徒渉点であったのである 。

金比羅道 (大洲道)

見奈良立石か ら東温高校の校庭を抜けた旧街道は、 愛大南口駅から線路を横切り横河原の集落

に至るが、この間は旧道の道III~がそのまま残されている 。

( 2 )大正以後の道路

明治中期以後は自給自足的経済から脱皮して、自由経済の波が農村にも押し寄せ、各種の経済

活動が盛んとな った 。

また、交通機関も発達し従来の道路では狭小であるばかりでなく、農林産物の運送にも駄賃のみ

多く要して、不利益を重ねるようになったので、大正中期以後道路の改修が各所で行われた。

①国道

国道 3 1 号線(讃岐街道)が、大正 9 年 4 月内務省告示により 2 4 号線と改称、こ れを機に

大改修工事をすることとなった 。 北吉井村ではただちに敷地買収をはじめ、難航を重ねたが 、

神i く 2 年を要して完了し、同 1 1 年から工事に着工、従来の道III~ 4 m を 7 ・ 5 m に広げ、昭和

2 年に完成 し た 。

この時、西岡 ・ 横河原聞には新道がついたため、以前の道路を旧道と呼ぶようになったので

ある 。

昭和 2 7 年 1 2 月 の政令で国道再編成が行われ、 2 4 号線は 1 k&国道 1 1 号線と改称、松山

から 員拡張及び舗装工事が逐次行われことになり、昭和 3 4 年 5 月にはすべてを完成 した 。

ところが、激増する自動車のために飽和状態になり、建設省は昭和] 4 6 年より 1 1 号線バイ パ

ス工事に着手 し、横河原区内も西岡から山手を廻し新横河原橋、高速インターを通って西谷口

で旧道と合流した。 平成 6 年には完成し 、 この完成によりバイ パスが国道 1 1 号線となり、 旧

1 1 号線は県道 334 号線となった 。

岨恒町内

新横河原橋

ク
U

Q
U
 

旧 11 号線横河原交差点(旧重信町第 1 号の信号機)



②県道

区内の県道は横河原より山之内を経て丹原町に通ずる寺尾重信線(県道 152 号)と田窪を

経て森松に通ずる森松重信線(県道 193 号)と国道から変わった、西岡から西谷口まで県道

334 号線の 3 路線がある 。

寺尾重信線は大正 8 年横河原より山之内に至る道路 2 4 0 0 メートルを、工費 300 円によ

って施工した 。 この道路は、昭和 3 年 9 月に北吉井三芳停車場線として県道に認定されたが、

当時の幅員は 2. 7-3. 6 メートルと記録されている 。

森松重信線は大正 6 年 1 月に北吉井 ・ 南吉井・ 浮穴の 3 ヶ村が、道路組合を設置し、森松か

ら横河原に通ずる道路改修に乗り出した 。

それから長い歳月を経て、拡張、改善を重ねたが、横河原区内は改善が困難なため、重信川

西側の堤防沿いにバイパスを設けることにし、その工事が昭和 6 3 年 1 2 月に完成して現在に

至り、大型車両の通行が容易になった 。 この為、見奈良の分岐から横河原聞が市道となった 。

県道 334 号線は先ほど国道で述べたとおりである

③市道

戦後の村時代の道路行政は、災害復旧による道路工事と、若干の農道改修以外見るべきもの

はない。

その後、旧日I道には等級ができ、旧重信IHJ道路規定(昭和 3 5 年 3 月 制定)によると「一級

町道とは、幅員 4 m 以上のもので、特に重要な道路として町長が認定したものをいう 。 2 級IDJ

道とは、 1幅員 2 ・ 5 m 以上のもので l 級町道とあわせて重信町の幹線道路網を構成する道路を

いう 。 3 級町道とは、 1幅員 1 ・ 5m 以上のもので通行上特に必要な路線で町長が認定したもの

をいう 。 J となっている 。

その後、平成 1 6 年 9 月旧川内町と合併し、市道となった 。 横河原はその発展過程から判る

よう に、市街化した町並みの周辺部の川の堤防や、農道 ・ 林間の小道沿いに住宅等が建設され、

通行量の増大と共に生活道路となったので屈曲も多く、 111高員 も規格に満たない道路が多く、車

社会となった現在、多くの問題が出てきている 。

④高速道路

高速道路の延長も

平成 6 年 1 1 月 1 6 日 四国縦貫松山自動車道、西条IC 一川内 IC開通

平成 9 年 2 月 2 6 日 四国縦貫松山自動車道、川内IC-伊予 IC 開通 と進み、高速道路時

代を身近に感じる事となった 。

7 郵便

藩政時代の通信は飛脚によって行われ、飛)J叩問屋がつかさどっていた 。 近代的な郵便制度の発

端は、明治 3 年 6 月に駅逓頭の前島密が官蛍による郵便制度を設けたのに始まる 。

愛媛県では明治 5 年 7 月、松山に郵便役所が設置され郵便取級人および切手売り 捌き人等をおい

た 。

当時は距離によって料金に相違ーがあったが翌 6 年に全国統一料金制を実施した 。

さらに、明治 7 年 1 月には郵便取扱所をすべて郵便役所と改称したが、この年 1 1 月 川上に県下

4 4 番目の郵便役所がおかれ、その集配範囲は、 川上 ・ 三内・拝志・南吉井・北吉井にまたがっ

ていた。

明治 8 年には名称が郵便局と変ったが、 当時は郵便事業の予算が少なく、地方郵便局は請負制
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でその報酬は低額であった 。 そこで政府は資産-のある名望家を局長に任命し、郵便業務をつかさ

どらせたため、随分苦労が多かったという 。

郵便料金は、明治 9 年ごろはハガキが l 銭、手紙が 2 銭であったが、当時玄米一升が 5 ， 6 銭

であったから相当高い料金であった 。 そのため、明治中期頃まで近在への書簡は、人を雇って走

らせることが多く、遠方の場合にのみ利用していたようである 。 時代の進展とともに利用は逐次

増えていったが、大正中期まで集配人はもちろん徒歩であった 。 ワラジ、取IJ紳に法被姿の配達人

に一般は協力的で、重信川の渡し舟ーなども特別便宜をはかつて無料であった。

明治 11 0 年 3 月、南吉井村にはじめて田窪郵便局が開設さ れたが、無集配であった。

北吉井村は、明治 4 0 年まで)11 上局管内、大正 1 1 年 7 月 1 7 日住民の念願が叶って横河原に三

等郵便局の設置をみた。 初代局長に和田伍郎氏が就任し、局舎を横河原駅前佐伯英一氏宅の隣に

設けたが、無集配局であった。 その後川上村の渡部 長が 2 代局長に就任した 。

3 代局長就任以降における横河原郵便局変遷の概要は次のとおりである 。

昭和 3 年 3 月 2 6 日

昭和 4 年 9 円 6 日

昭和 9 年 2 月 1 日

昭和 1 0 年 3 月 2 7 日

昭和 1 0 年 8 月 l 日

昭和 3 6 年 4 月 2 日

昭和] 3 9 年 2 月 9 日

昭和 4 3 年 5 月 4 日

昭和 4 6 年 1 0 月 4 日

昭和 5 6 年 2 月 2 3 日

昭和 6 2 年 3 月 2 4 日

平成 2 年 2 月 1 9 日

平成 8 年 6 月 2 3 日

平成 1 3 年 4 月 1 6 日

平成 1 5 年 4 月 1 1:1 

平成 1 6 年 1 0 月 1 日

3 代局長坂本和市就任。 横河原 1302-5番地(旧国道 1 1 号線筋)

に局舎を新築する 。

公衆電話事務を取り扱い、同 7 年 1 0 月 1 日電話交換始める 。

北吉井村内の集配業務を始める 。

4 代局長坂本良雄就任

伊予鉄横河原駅が取り扱っていた電報業務を接収する 。

集配区の統合により 、北吉井地区の集配業務を重信局に移管する 。

電信電話を重信局に統合

5 代局長渡部政雄就任

伊予鉄横河原駅北隣(桟敷 158-16) に新築移転。 職員局長以下 4 名

窓口端末機設置

6 代局長布安隆就任

郵便貯金自動支払機設置

7 代局長福岡照和就任

横河原 1300-1番地(現局舎)に新築移転

日本郵政公社となる

効率化対策により、職員定員 4 名のうち l 名がゅうメイト化となる

横河原郵便局
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第 7 章厚生・福M

1 保健活動

藩政時代における衛生関係の資料は乏しく、詳細は不明であるが、 一般の衛生知識は極めて幼

稚であった。 ひとたび病気が流行すると、悪病除けの神を祭って祈祷し、あるいは大般若心経を

唱え、その箱を大勢で担ぎだし、村中を回ることで悪病が退散すると信じられていた 。

病気になると薬草を煎じたり、家伝の漢方薬を服用する程度であった 。 医者も少なく、重体と

なってはじめて診察を受けるのが常で、むしろ祈祷師に頼るほうが多かったようである 。

明治になっても、これらの風習は根強く残っていたので、明治・大正期の厚生施設は、もっぱ

ら衛生思想の普及と伝染病の予防撲滅にあった 。 当時一般庶民が最も恐れた伝染病はコロリ (コ

レラ)と赤便(赤痢 ・ 疫痢)、宿宿等であった 。 水道もなく、井戸が現在のように普及しておら

ず、「辻井戸J (共同井戸)を利用し、 川水に依有していた H寺代には、しばしば伝染病が流行した。

明治 2 5 、 2 6 , 2 7 年には赤痢が中予一帯に蔓延したことがあった。 各村とも毎年春秋の 2

恒I r清潔法」といわれる大掃除を実施し、伝染病の予防をはかった 。 警察官 ・村更が各戸を訪問

し、大掃除の実施状況を厳しく検査した 。 地区に伝染病が発生した時は、特別清潔法を施行する

とともに、各戸 l 名以上.が 1:1:'1夫して消毒液を散布した 。 最も羅病率が高いのは北吉井地区で、そ

れは国道があり交通が頻繁なことと、生活用水に川水を使用していたが、その川筋が長く、かっ

勾配がゆるやかであるために伝染の恐れが多かった事などによるものだろう 。

大正 5 年コレラ、 7. 8 年の「大正かぜ」 の大発生もあったが、衛生思想も次第に高揚し、医

療の進歩もあって、腸チフス等の散発的な発生はあっても 、 集団発生することは祈になった 。

ただ、死産や乳児死亡率が高く、大正初期の平均死亡年齢は北吉井村で 39. 7 歳であ っ た 。

昭和になって医療技術は著しい進歩をみたが、医療費も高くなり家計を圧迫した 。 そこで、貧困

と疾病の連鎖の切断、医療の確保、さらに進んで医療費の軽減に迫られ、国民健康保険制度が企

画され法制化も されたが、その効果を+分あげることなく終戦を迎えた 。

戦後、国民生活の困窮のなかで、その安定と、国民健康保険事業の再建のため、昭和 2 3 年法

律を一部改正し、市町村が事業主体となり、被保険者は強制加入とする原則が打ち tfl された 。

その後法律も次々と改正され、 制度も整い現在に至っている 。

(北吉井村誌より )

2 医療機関

( 1 )北吉井 ・ 横河原地区の医療

北吉井地区には明治期に野村良哲、その子謙吉、徳永寿三、宇野清長等が開業したが、いず

れも長く続かず 、 以来昭和 2 0 年ま での殆どの期間、医師招特の努力にもかかわらず、無医師

の状態が続いた 。

北吉井村誌(昭和Jl 3 年刊)に 「本誌医師ノ 存置ヲ見ザjレハ、誠二時代錯誤ノ感ヲ深クスル。

医師存置ノタメ関係者ノ憂慮、奔走ヲ見タルモ実現ノ運ピニ至ラズシテ今日ニ及ブ。 何ノ原因
ひとえ

ニ起因スルカ知ラザレドモ 、 村民一重ニ一 日モ早ク医師存置ノ実現ヲ望ムヤ切デアルJ と記述

している 。

昭和 2 0 年 1 1 月、内田昌男が横河原で内問医院を開業 して無医村の不安は解消された。

続いて 2 6 年に西野医院が開業した 。

また、終戦後、朝鮮の京城より引き揚げて来た高橋弁三郎が高橋歯科を開業し、昭和 3 7 年
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には 1309-3 の現在地に子息の高橋勲が医院を新築開業。 昭和 5 6 年 7 月 2 8 日には別宮

徹が重信ク リ ニック 、平成元年 6 月には能智星悟が駅前歯科医院、平成 8 年 6 月 1 日には石川

純 一が石川内科、平成 1 1 年 3 月には「西野医院j跡に藤本内科クリニックを開業した 。

( 2 )国立病院機構愛媛病院

支那事変の激化ならびに長期化とともに、当然将兵聞に結核が発病することを予想した傷兵

保護院は、昭和 1 3 年 5 月全国で 1 8 筒所の傷病軍人医療所を建設することを決定した 。 この

中に愛媛地区への療養所設置が含まれており、これには次のような条件があげられていた 。

①敷地は 5 7"]坪を要すること 。

②農耕地帯、人口激密地域を避けること 。

③県都に近く、連絡に便利なこと 。

検討の結果、環境 ・ 立地条件ともに見奈良原地区が最適ということになり、昭和 1 3 年 1 1 

月 2 5 日に工事がはじめられた。 敷地は北吉井村志津川の内、 字桟敷 ・ 横川・ 芋畑 ・ 大原・夏

目および南吉井村見奈良字大野原にまたがる計 45.378 坪を 52 . 768 円 9 3 銭で購入し

ている 。

この H寺、県立療養所の設立にも備え、隣接地 3 5 .582*平も同時に購入された。

昭和 1 4 年 3 月 3 1 日第 一期工事が完成し、 二期工事 も 9 月 2 8 日に終わり、 1 1 月 3 0 日

には盛大な開所式が行われた 。 国家の為に傷ついた傷病軍人の施設ということで、工事期間中

は地元青年団をはじめ各種団体の勤労奉仕がひきもきらずの状態で、その延べ数 56 ， 537

人に及んだ。

昭和11 4 年 7 月 5 日に第一回の入所患者 2 0 名を迎えて以来、戦争激化の中で診療業務が続

けられ、昭和 2 0 年 8 月 1 5 日の終戦までに 、 2 .1 2 6 名の軍関係患者が収容された。

この後、同年 1 2 月 1 日 厚生省に移管され、 『国立愛媛療養所J が誕生し、 一般に開放され

ることにな った 。

ついで、隣桜して設置されていた 『県立療養所翠松園J を昭和 2 6 年 4 月 1 日に l吸収合併し敷

地 1 0 万坪、患者収容能力 1 .0 5 0 余りという日本屈指のマンモス療養所となった 。 その後

結核患者の減少と医療の進歩に対応して、四国地区の基幹療養所として体制を整えることにな

り、病棟の改築や診療部門の多様化を進め、昭和 4 9 年 4 月 1 日からは名称も「国立療養所愛

媛病院j に名称変更し、昭和 5 6 年には [胸部慢性呼吸器疾患地方基幹施設」の認定を受けた。

平成 1 6 年 4 月 1 日より 「独立行政法人国立病院機構愛媛病院」と名称変更し、現在に至って

いる 。

当院は、四国地区における呼吸器疾患の基幹医療施設、循環器疾患 ・ 重症心身障害 ・ エイズ

に関する専門医療施設として'性格づけられており、結核 ・ 肺癌 ・ 慢性呼吸器疾患・整形外科・

脳卒中リパビリテ ーショ ン ・ 慢性肝炎を含む消化器疾患及び重症心身障害児(者) ・ 医療等各

種の慢性疾患の高度専門的医療を担当 し、地域医療の要求、需要に応えている 。

0 施設の規模
. jJ~J血

. 1，河川三数

1 62 , 0 5 2111' 建物

不認年月日

昭和 1 3 年 1 1 月 2 5 日

11白羽 1 2 6 1ド 4 月 l 日

' I~成 6 年 1 0 月 1 EI 
平成 1 1 年 1 fl 1 自

主I~成 1 4 " 1 ・ 1 2 月 2 5 EI 
+'}ﾎX: I 811c 4 )~I 1 日

31.874111' 

医療法許可病床

5 0 01ポ(結絞 5 0 O I~O 

1 , 0 5 11末(力 1 ， 0 5 11.木)

666 床 ( ん 210 、 ー両党 4 56 床)

606 床(か 1 56 、" 4 5 6 床)

5 98 床( " 1 4 2 、力 456 床)

552 局、(々 1 4 2 , " 4 1 0 床)
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- 診療科目 内科 、 神経内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、小児科、 外科、整形外科、

呼吸器外科、心臓血管外科、放射線科、歯科(重心等のみ)、麻酔科

平成年 18年 1 月からはアスベスト肺関連外来を開設

- 重症心身障害児(者)施設 1 60 床

- 医師 26人、看護師 245人(平成 18年 6 月)

O 附属看護学校の沿革

昭和 1 4 年 l 月 2 0 日 傷庚軍人愛媛療養所附属看護婦養成所設置

2 8 101三 4 )=1 1 日 看護婦制度改正 国立愛媛療養所附属准看護学院設立計可

4 9 年 4 月 2 日 国立療養所愛媛病院附属准看護学院と改称

5 0 年 4 月 2 日 国立療養所愛媛病院附属看護学校と改称

5 0 年 4 月 1 0 日 2 年課程開校

平成 1 4 年 4 月 1 0 日 3 年諜程開校

1 6 年 4 月 l 日 独立行政法人国立病院機構愛媛病院附属看護学校と改称

卒業者総数 2 , 0 9 2 人(平成17年度現在)

歴代所長 ・ 院長

Jjt,;t 任 期 問 氏 名

昭和 1 4 年 4 月一昭和 1 8 年 8 月 河端 明

1 8 年 8 月一 1 8 年 1 0 月 高島重孝

1 8 年 1 0 月一 2 2 年 7 月 日 置達 雄

2 2 年 7 月一 2 5 年 3 月 ~I:I 谷信之

2 5 年 4 月一 5 6 年 3 月 赤松松鶴

5 6 年 4 月- 6 2 10下 3 月 山 本好孝

6 2 年 4 月一平成 4 年 3 月 水野裕雄

平成 4 1o]�. 4 月一 1 1 年 3 月 井 11IJ 恒雄

1 1 年 4 月 一 1 7 年 3 月 阿久津 ヲム

1 7 年 4 月一 西村 ー孝

愛媛病院
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( 3 )愛媛大学医学部附属病院

愛媛県は地域医療の抜本的解決のために、日目和 4 4 年の最重要政策のーっと して医科大学誘

致を取りあげた。 これに呼応して、 重信町議会は国立愛媛療養所を含む周辺の土地を医科大学

設置の最適地と認めて誘致を決議し、町はこの決議に沿い、県に誘致要望書を提出した 。

重信町は交通至便で、かつ用地の確保が(約 4 1 1fTの不要溜め池があった)容易であることと、

早くから誘致に積極的に取り組んだことが、伊予市、松前町の要望を退けて、本町の志津川に

決定した。

この教育研究施設として附属病院が設置さ れ、昭和 5 1 年 1 0 月開院した 。 開院当初は 1 5 

診療利 ・ 病床数 320 であったが、 5 3 年 7 月には第三内科及び脳神経外科を増設して 1 7 科

(内科 3 科 ・ 精神科神経科 ・ 小児科 ・ 外科 2 科 ・脳神経外科 ・ 整形外科 ・ 皮膚科・泌尿器科・

眼科 ・ 耳鼻 IIITiPI侯科 ・ 放射線科 ・ 産婦人科・麻酔利・歯科口腔外科)で病床数 600 床となった 。

平成 6年 10 月には特定機能病院として本認され、平成 13年 6 月には、附属病院2 号館が完成

し、臨床各科の面積はほぼ倍増、入院患者一人当た りの面積も 3 割以上増加 した 。

また、臓器別診療を開始した 。

その後、平成 14年の「医療福祉支援セ ンタ -J を始め 、 各種支援センターを設置している 。

当院の使命は、 学生 ・ 医療人の卒前 ・ 卒後教育、質の高い医療の提供及び医学医療の発展の

ための研究開発です。

また、これからの教育、診療及び研究 ・ 開発を通じて、愛媛県の地域医療の向上発展に寄与

することも大きな使命です。

11患者様から学び、患者様に還元する教育 ・ 研究H を医学部設置の理念に掲げて努力していま

す。

0 診療科 目

第 1 内科、第 2 内科 、第 3内科、老年不}、精神科神経科、 小児科、第 1外科、第2外科、

脳神経外科、整形外科、皮脂科 、 泌尿器科、 H良科、耳鼻咽喉科 ・ 頭頭部外科、放射線科、

産科婦人科 、 麻酔科蘇生科、歯科口iJ空外科、糖尿病内科、 意Ij薬治療内科 ・ 神経内科

附属病院の職員数は 53 1 人(教員 9 6 、医療技術職員 6 9 、看護職員 3 6 6) ほかに教員

1 5 7 人(併任) 0 (平成 17年度)また、 医員 ・ 研修医は診療 ・ 教育および研究に当 たってい

る 。

愛媛大学医学部附属病院
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0 歴代病院長

就 任 期 間 氏 名

昭和 5 1 年 5 月- 5 3 年 5 月 小林 自襲

5 3 年 5 月 - 55 壬ド 5 月 中 1".鳥 晃

5 5 年 1 0 月一 5 7 年 2 月 I反 J::. 英

5 7 年 3 月一 5 9 年 2 月 国府達郎

5 9 年 3 月一 6 0 年 8 月 野島元雄

6 0 年 9 月一 6 2 年 8 月 松岡健 三

6 2 年 9 月一平成冗年 8 月 松田 |尊

平成元年 9 月一平成 3 年 2 月 二 木吉治

3 ):1三 3 月一 5 年 3 J=J 木村 茂

5 年 3 月一 7 年 3 月 柳原尚明

7 年 3 月一 9 年 3 月 柴田大法

9 年 3 月一 1 1 if 3 J=I 藤田 繁

1 1 年 3 月一 1 3 年 3 円 日和田邦男

1 3 年 3 月一 1 5 年 2 月 小林展 掌

1 5 il三 3 月一 1 8 年 2 月 大 橋裕 -

1 8 年 3 月一 横山雅好

3 医師基金

明治 1 5 年 6 月 5 日生まれ、樋口出身の和田喜 卜郎氏は、大連に行かれて事業に成功し、大正

1 0 年頃大金を持って帰郷され、 豪邸(成金さんの家)を建てると共に、お寺や神社等にも多額

の寄進をされた 。 医師が不在で困 っ ているのを知ると値口 ・ 横河原地区に医師を招特するための

資金として医師基金を寄付された 。

これを契機に委員会ができ、大正 1 0 年 1 0 月には木下実五郎医師を迎えることができた 。

1 0 月 2 8 日に行われた歓迎会には、 当時の村長、信用組合長、校長、駐在巡査、村議等の他

に横河原 3 8 人、値目 1 8 人、 LLI之内 7 人、志津川 1 0 人、西岡 6 人の住民併せて 9 4 人が参加

していることからも、住民の喜びの程が判る 。

大正 1 1 年 5 月には、岡添医師に変わるが昭和 5 年頃まで医師がいた 。 資金はその聞の住宅貨

や家具の使用料、運用経費に活用され、昭和 6 年 4 月には残金 3.1 5 6 円 7 2 銭があった。

これまで基金の運用については樋口・横河原両部落共同であ っ たが 「医師基金分配保管ニ関ス

ル契約書j を作り、それにより運営することになった。

医師基金分配保管二関スル契約書

大字樋口及横河原ノ両部落共同ニテ蓄積セシ和田喜十郎氏寄付金即チ両部落医師設置ノ際住宅資

金タル医師基金ハ従来両部落輪番制ニ依リ保管セシガ其ノ収支決算上文保管ノ 責任上種々ノ繁雑

ト 支障ヲ生スルヲ以テ今回各部落協議会ノ決議ニ依リ両部落総代立会ノ上別紙精算所ヲ作成シ収

支残高ヲ両部落均等二分配シ部落毎ニ保管シ契約スルコ 卜 左ノ如シ 。 但シ本基金ニ関スル旧帳簿

併ニ付ー随セル書類ハ事実 t横河原協議会ニ於テ保管シ必要ノ場合ハ何時提出スルモノトス

契約 事 項

1 . 本基金ハ医師設置ノ際必要資金ナルヲ以テ如何ナル事由 卜雄モ他ノ 事業ニ費消ス ルヲ得サル

モノトス
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oo 



1. 若シ本基金ヲ部落内ノ 他事業ニ一時的流用ナントスル時ノ、流用金額ニ対スル補填策ヲ講ジ確

実ナル財源ニ依ルノ外補填期間ヲ定メ速ニ基金還元ヲ実行スルモノトス 。

1 .本基金ノ必要ヲ生ジタル場合ハ両部落ヨリ五名以上ノ委員ヲ選出シ協同ニテ其ノ利害得失ヲ

研究シテ行動ヲ共ニシテ決シテ部落単独ノ行為ヲナザルコ卜 。

1 . 契約後ニ於テ若シ契約事項中ニ改廃或ハ増契約ノ必要ヲ生ジタル場合ハ両部落共同ニテ之ヲ

改廃追加スルコトヲ得 本契約書及別紙精算書各弐通ヲ作製シ各壱通宛ヲ所持スルモノナリ 。

昭和 6 年 4 月 8 日

大字随口部落総代

横河原協議会組合長

田中好忠

中野英一

これにより、残金 3 ， 1 5 6 円 7 2 銭の平等割 1 ， 5 7 8 円 3 6 銭が各部落に保管運用された 。

4 保育所

(1) 双葉保育所の沿革

昭和 2 3 年 4 月 横河原の牧師宮本晴行氏が自宅を園舎として、私立双葉保育園を開設し園

児数約 4 0 名で発足する 。

昭和 2 7 年 7 月 現水天宮横河原公民館に移転し、荒川一子氏経営及び園長となり、定員

6 0 名で再開した 。

昭和 3 4 年 4 月 重信町に移管し、認可を受け、町ー立双葉保育所となる 。

昭和 3 9 年 4 月 横河原公民館は老朽が甚だしく保育に支障をきたすように成り、現在の愛

昭和 4 7 年 4 月

昭和 4 9 年 4 月

昭和] 5 2 年 4 月

昭和 5 4 年・ 4 月

昭和 5 4 年 7 月

昭和 5 6 年

平成 8 年 4 月

平成 1 2 年 4 月

平成 1 3 年 4 月

平成 1 3 年 6 月

平成 1 5 年 4 月

平成 1 6 年 9 月

( 2 ) 保育の目標

大医学部敷地の東方に、 710 万円の工事で新築移転した 。 これを機に定

員 100 名、所長 l 名、保母 4 名、給食婦 1 名の職員体制で保育にあたっ

た 。

定員 1 1 0 名に変更する 。

定員 126 名に変更する 。

定員 1 5 0 名に変更する 。

昭和 5 3 年度事業で鉄筋コンクリー 卜 二階建て面積は 1 ， 0 5 8 m' の園舎

に改築した 。

プール完成

運動場を南側に拡張し、保護者会の協力により ト ンネル山をはじめ、各種

遊具を設置した 。

延長保育、乳児保育( 1 ヶ月)を実施する 。

定員 120 名に変更する 。

乳児保育( 6 ヶ月)を実施する 。

土曜終日保育を実施する 。

乳児保育( 4 ヶ月)を実施する 。

旧重信町・川内町の合併に伴い、市立双葉保育所となる 。

~ 命を大切にする保育 ~ 

l げんきな子

- 基本的な生活習↑貫と健全な心身の基礎を培う 。

2 やさしい子
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- 自然、命 (pのち)、心を大切にする豊かな情操の芽生えを養う 。

3 たのしくあそぶ子

・ 様々な人や物に触れ、自分らしさを発揮して協同して遊ぶ力を培う 。

4 かんがえる子

- 主体的に物事に取り組み、考えたり、創意工夫して困難に立ち向かう態度を養う 。

(3 ) 保育の内容

健康で人間性豊かな子どもを育てるため、 0 歳-6 歳までのそれぞれの身体発達にあわせて、

教育的な経験活動をさせ、調和のとれた保育をする 。

( 4 ) 双葉保育所の施設概要(平成 1 7 年度現在)

設置および経営主体 東温市

昭和 3 4 年 4 月 1 日

3 , 3 4 2 m' 

1 , 058m' 

認可年月日

敷地面積

建物面積

建物構造

定員数

職員数

鉄筋コン クリー卜 2 階建

1 2 0 名

所長 l 名

主任保育士 l 名

保育士 1 2 名

・双葉保育所歴代の所(園)長

昭和] 2 3 年 4 月一 2 7 年 6 月

私立として

昭和 2 7 年 7 月一 3 4 年 3 月

私立として

昭和 3 4 年 4 月一 4 1 年 3 月

重信町立として

昭和 4 1 年 4 月一 4 5 年 3 月

昭和 4 5 年 4 月一 5 6 年 3 月

昭和 5 6 年 4 月一 6 3 年 3 月

昭和 6 3 年 4 月~平成 7 年 3 月

平成 7 年 4 月一 8 年 3 月

平成 8 年 4 月一 1 2 年 3 月

平成 1 2 年 4 月一

-双葉保育所歴代保護者会長

調理員 3 名

補助調理員 l 名

延長等パート保育士 6 名

宮本晴行

荒川 一子

荒川 一子 7 年

安井茂子 4 年

野口澄子 1 1 年

安井茂子 7 年

奥村久子 7 年

石田 トシ子 l 年

渡部幸子 4 年

中川幸恵、

歴代保護者会長は、判明分のみ掲載。

昭和 5 2 年 山木栄典

昭和 5 3 年 阿部喜久夫

昭和 5 4 年 水田俊明

昭和 5 5 年 伊賀義夫

昭和 5 6 年 渡辺謙二

昭和 5 7 年 渡辺謙二
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昭和 5 8 年 桑原正明

昭和 5 9 年

昭和 6 0 年 内

昭和 6 1 年 岡田隆春

昭和 6 2 年 吉川 樹志

昭和 6 3 年 篠原治行(志津川 )

昭和 6 4 年(平成元年)松末博年

平成 2 年

平成 3 年

不明

平成 1 1 年

平成 1 2 年 平岡明雄(志津川 )

平成 1 :3年 田中聡司

平成 1 4 年 野島一雄

平成 1 5 年 和田玉記

平成 1 6 年 臼戸健視

平成 1 7 年 山木栄二

平成 1 8 年 渡部正人(志津川)

5 遊園地・多目的広場

横河原は、商業地域を形成して住宅が密集し、国道 11 号

線と県道が交差して交通量が多い 。 そのために「子どもに安

全な遊び場を」が地区民の久しい念願であった 。

昭和 4 2 年、重信川西岸堤防ぞいの河川敷 2 ， 843 Jll' の使用

認可をうけ、昭和 4 3 年 3 月、関係者の熱意と地区民の協力

によって、総工費 3 5 万円で児童遊園地が完成 した 。 すべり

台・ブランコ等の遊具も備え自然環境に恵まれた遊闇地とな

り、この遊園地を会場に、その後毎年地区運動会が開催され

るようになった 。

昭和 5 3 年 4 月、東温消防署の新設にともなって児童遊園

地の位置を横河原橋南に移し、グランドを整備 して、パック

ネットやフェンスを設置し、遊具従来の物の他、鉄練、砂場、

椅子ブランコ、ジャングルジム、シーソ一、太鼓橋、グロー

ブジャングルジム等ができ、 2 基の!照明灯とバレーボールコ

ート 2面もできて、夜間の利用も可能となった 。 なお、遊男

類は事故防止のため現在は撤去している 。

また、昭和 60年 10 月には多目的広場としてグランドの南

に隣接して 14 .164 m' の利用が認可され、老人クラブのゲート

ボール場や東渦消防署員の運動場としても活用され、観月祭

の会場にもなっている 。

平成 3年には、旧国道 11号線の北側に国土緑化運動の一つ

ヮ
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として、区老人クラブの協力により花壇が完

成し、四季折々の花を咲かせている 。

また、 豊かな暮らしを支える重信川河川環

境管理基本計画により、「自然に親しむ、自

然とふれあう 」ことのできる状態に重信川の

両岸の整備を、平成4年度から平成 16年度に

かけて、国土交通省と愛媛県、旧重信町、旧

川内町が協力して行い、 重信川の面目が一新

し た 。 平成 7 ・年 3 月には樋口公園が完成して

いる 。

6 簡易水道・水道組合

( 1 )横河原集落は何故飲料水に苦労するか

横河原区グランド

横河原は井水が甚だ深く古くから水に非常な不便を来たした 。 それには次のような原因がある 。

①扇央に位すること 。

川が狭い谷あいから急に広い平地に出る と、ここまで運んできた砂礁を円錐JIヲに堆積する 。

この堆積地が扇状地と呼ばれる 。 砂磯層であるから雨水も 川水もすぐ地下にしみ込んで地下水

とな っ てしまう 。 これが扇状地の裾の方か ら泉となって再び湧き 出てくる 。 重信川 も 山之内の

狭L 】谷合いから「大畑」 まで曲折すると急に眺望が開け、ここを扇の要として 「見奈良」 付-近

を扇端とする「横河原扇状地J を形成する 。 横河原はこの扇央に位置するから河川| は伏流して

最も地下水の得難い地帯である 。

②重信川が水無川であること 。

重信川の上流は久しく乱伐され、治山治水が遅れた為に出水時には濁水と共に一時に砂傑を

運び来って、これが堆積して天井川 となった。 従って大雨の|埠り続く時より外は全くの水無川|

で文字通り一望の河原である 。 この様な JII はこの町に水の脅威こそ与えても恵みを施してはく

れなかった 。

③重信川堤防の延長上に位置すること 。
としん

横河原が交通上の|町 として古くは重信川の渡津集落として発達し近くは伊予鉄道横河原線も

またこの地点、で、止ま っ た 。 補頭にあるこの町は一面から云えば重信川の堤防の延長上あるので

地下水に恵まれない。 特に泉川以東の地域はこれが著しく顕れている 。

( 2 )井戸水時代

旧国道が早く 開けたことは最も古い井戸がこの道筋に三カ所あることからも納得できる 。 通称

「上井戸J r中井戸J r下井戸」 と呼ばれる、最初に掘られた野が「愛さん井戸」 で山内愛次郎氏

の 「愛J の字をとって「愛さん井戸j と |呼ぶ。 こ れが上井戸である 。

井戸を掘ることは当時では全く 投資であった 。 何故なら七間もの井戸を掘ることはその頃個々

の家としては到底経済上不可能に近かった 。 醸造をもくろんでいた程度の人だから個人として掘

り得られたものである 。 当時付近にあった 8 戸の家は悉くここから「もらい水」した。 それが辛

くして 8 戸の人々の共同で自分達の井戸を明ることとなって 「中井戸」 が掘られた 。 「下井戸j

が掘られるとほとんど旧街道では水の不便が解消できた。

しかし二本松付近かの家からは 150m も離れていて「もらい水j に通うのは雨の日など想像す

るだけでも大変なことだと思われる 。 昭和 10年頃までは鈎をつけた棒で、バケツを前後に肩に水
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汲みをする人を見かけた 。

1907年(明治40年)駅前通りの井戸が掘られ新国道開通の 1924年(大正 13年)を中心に二本

松 ・ 本町 ・水天宮と相次いで 7 個の井戸が掘られ、次第に距離の縮小が計られた 。 それと共に個

人的な井戸も設けられて来た。

. 井戸

( 3 )生活用水の変遷

重信川の流域には、 北吉井・南吉井 ・ 平井 ・ 高井 ・ 石井 ・ 井門と、井水にちなんだ地名が多い。

「 これは井戸が、生活上絶対欠かせないものであり、しかも水が豊富で清浄であることを願望し

た古代の人々が、いつしか地名にしたものではないか」との説がある 。 いずれにしても、井戸は

集落の発展に重要不可欠なものであった。

往古は生活用水を河川や自然の泉によっていた。 その後井戸を利用する よ うになるが、掘削技

術は幼稚であ っ た 。 すなわち上を広く V字型に掘り下げ、湧水するに及んで石垣を横み、掘り上

げた土砂でその周辺を埋める工法で、大正期まで行われた 。 したがって 、 井戸を掘るには多大の

労力と 費用を要したため、ごく 富裕な家にしか井戸を持つことはできなかっ た 。

天和 2 年 (1662 年) 重信川のたび重なる氾慨により牛説IJ村 が北方の高地(現在地)へ移転した

とき 「新屋敷取リハ縦横四ツ縄ヲ引キテ道筋ト シ、 四隅ニ井戸ヲ掘 り・・・・ 」 とある 。

このように、村づくりはまず辻井戸を掘るこ と から 、 はじめられている 。 村や組が共同で辻井戸

を掘り、 一般の利用に供したが、これは明、治・大正まで続いた 。

水は日常生活に一 日も欠かせず、風雨・ 寒暑 ・ 畳夜にかかわらず辻井戸まで汲みに行っ たが、

それは大変な苦労であった。 そのため自然に井戸水を大切に取り扱う風習が生まれ、河川を利用

し洗濯 ・ 洗顔 ・ 食器洗いなど、なかには米を炊ぐ者さえいた 。 このことが明治 ・ 大正期に、伝染

病の発生や蔓延の要因となった 。 今も辻井戸は、各地区に何カ所か放置され、昔の面影をとどめ

ている 。

大正・昭和とな っ て、経済生活の向上

と共に、井戸掘り技術も進歩し、 「打ち抜

き井戸J í掘り井戸」 が盛んに掘られ、個

人専用井戸に変わ っ てい っ た 。 参考まで

に大正 9 年の調査による井戸の個人 ・ 共

同別使用表を掲げておく 。

キj 名

北 吉 井村

南 吉 井村

拝 ，二oヒ、 トl

専 問 共同(利用戸数)

159 1 3 ( 6 3 戸)

174 59 (324p) 

212 70 (205 戸)

重信川の流域に発達した横河原は、 一見地下水に恵まれた地域のようにみえる 。

ところが、 一望川原の水無川である重信川は、高井以西では伏流水の恩恵をうけるが、横河原扇
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状地帯にある平坦部は、 一部を除いて地下水が低く、教に至るまで水不足に苦労 している 。

その最たる者ものが横河原であり、地区草創の時代、 生活用水の確保に努力し、 ついに昭和 4 年

重信地区初の簡易水道を作るに至っ た 。

その後時代の進展により、各家庭の手押しポン プが、動力ポンプと変わり、さらに地下水不足

と保健衛生上から組合簡易水道、町営簡易水道とな っていった 。

~ーす ー 一ー マ ' 

づ人(ぐ~2'-- 一一一=一 ， 了一
。< ιーーー 、 ~ - ー一一一一一子

「提供神山朋也氏」「提供神山朋也氏J

( 4 )横河原水道組合

横河原は、明治 10年頃わずか 10数戸の小集落にすぎなかった 。 当時は横川ま たは二本松と Il干

ばれ、樋口 ・ 志津川両村に属していた。

明治初年、街道筋(旧国道)に山内愛次郎が最初の井戸を掘 っ た 。 これが後に上井戸と呼ばれ、

付近の 8 戸の家々が貰い水をしていた 。 その後 8 戸が共同で中井戸を掘り 、続いて F井戸が掘ら

れたが、深さ 7 聞から 9 問 (12 1. ;;: から 16 ~ ;;: )の井戸掘りは、大変な大工事で、区域外からも手

伝いにきた 。 これは横河原付近一帯が水に乏しく、井戸の枯渇が常であったため、水不足の|療に

利用できるよう隣保互助で行われ、辻井戸はみんなの井戸と いう考え方であ っ た 。

明治 32年 10 月、伊予鉄道横河原線が開通し、松林が開発され、人家が急激に増加した 。 その

ため 38年に「駅前井戸」、大正3年に 「二本松J I本IUT J I水天宮」 の辻井戸が掘られた 。

しかし、横河原扇状地帯の特性から、冬や皐魁にはさしもの共同深井戸も枯渇して住民は苦し

んだ。

この水不足に苦しむ横河原を発展させるには、上水道の設置以外にはないと考えた土居藤太は、

昭和 4年八木菊次、松末麿多一、中奥文吾らとともに

上水道設置を計画した 。 有志 48名を募ったが、計画が

進むにつれて反対者、脱落者が続出して、 22戸に半減

した 。 しかし、これに屈することなく、日掛5銭の積

立から始め、渇望の上水道を完成した。

① 横河原簡易水道組合のあゆみ

当組合の運営は創設時の文明に敏感な先輩諸氏の

努力と熱意を継承して行われ、時代の変化に対応し

て諸問題を解決し、松山市より 24年も前から水道の

恩恵を受けている 。 組合員 も上記のとおり増え、給 辻井戸
水人口も平成 17年 12 月現在 1800 人とな っている 。

なお、役員及び組合員の協力により検針、集金ともに順調に行われ、 未収が一件もなく水道

料金も格安にて運営ができている 。
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しかし、今後の給水人口及び給水量の増加を対し、安定的な給水を行うために重信町の給水管

工事が完了後、横河原簡易水道組合を廃止することを平成 1 2 年 4 月愛媛県知事に届け出を行

った。

今後、東温市との協議を重ね、円満に市水道へ統合することを望むものである 。

任 期 !註代組合長名 水源地等 加入者数 加入金 主要事業

昭和 4 年 7 月 八木菊次 現 J A 裏 2 2p 45 円 0 . 5馬力 l 基鋼管配管

-15年12月 現 JA 裏に設置

16年 l 円~ 中奥文 吾 横河原石材裏 5 6p 60.75 円 昭和 15年敷地購入、井戸

19年12月 会計 八木 利雄 (第 l 水源地) 掘削。 ポンプ 5 馬力 l 基、

貯水槽10t新設。 組合員募集

20年 l 月一 富久宇太郎 6 6p 150 円 昭和21年貯水槽新設30t。

22年 12 月 会計八木 利雌 1 ， 000 円
砂防出張所裏 (以下第 l 貯

水槽) 。 昭和21年最新式動
力設備導入

23年 l 円~ 高須賀数芳 6 6 戸 1 ， 500 円

27年 12 月 会計八木利雄 3 ， 000 円

28年 1 月一 佐伯運 三 104 戸 3 ， 000 円

3 1年12 月 会計八木利雄 7 ， 000 円

32年 1 月一 松末 一 正 144 戸 10 ， 000 円 国道、県道配管埋設工事

33i:j:. 12 月 会百 | 佐伯 進

34年 l 月一 八木利雄 288 戸 - 量水器設置10 ， 000 円

38年12月 会百 | 佐伯克之助 13 ， 000 円 35.2菖蒲堰工事に当たり l
佐伯運=区長覚書交換

39年 l 月一 佐伯 進 松末商店内 394p 15 ， 000 円 - 宮裏団地削穿

43年12 月 会計 門印益太郎 (第 2 水源地) 20 ， 000 円 -第 2 水源井戸掘削深さ 20

|司 山内 m、 高架貯水槽設100t

新設(松末商店内)

44年 1 月一 大西 繁 436p 30 ， 000 円 . 50 . 3重信町樋口菖蒲へ北

57年12月 副組合長 吉井地区水源地設置に伴

古川啓次郎 い、町と交渉、渇水等の

平日田 富一 問題解決

会計 . 54年 50周年記念式典を

-l'i:末章夫 挙行

.55.5第 l 貯水槽改築

貯水量140t

58年 l 円~ 松末 章夫 4 8 6 ïコ 40 ， 000 円 . S60年都市下水工事に よ

平成17年12 月 副総合長 (558. 1 ー) 平成 8 年 511p る配管移設

佐伯雅延 H5まで 10年 516p . H 1 第 l 水源地分解式滅

藤田 1t干司 H12まで 13年 526p 菌機新設
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任 期 歴代組合長名

58年 1 月 一 会計 和田信芳

平成17年12月 副組合長

平成 6 年より

佐伯 匡主主

平成 1 3 年より

八木通|径

に交代

平成18年 1 月~ 八木通隆

副組合長

佐伯 匡主主

f~ト賀義夫

会計

和田信芳

相談役

松末章夫

参考(平成 1 7 年度)

-年間給水量

・ 給水木管

.給水世帯数

1 77 , OOOt 

延 5 ， 600m

740 世帯

水源地等 加入者数 加入金 主要事業

平成14年 534p 50 ， 000 円 'H3 国道バイパス工事に|

17年 545p よる配管移設

.H 3 第 l 水源地10馬力 l

基増設交互運転、第 2 水

源地20馬力 2 基取替

. H 4 LLJ之内街道バイパス

配管、 旧国道舗装による

本管移設

' H 6 異常渇水により給水

車により給水

. H7.3漏水 7 個所大修理

. H8.12大原団地加入17戸

. H12.4県知事に町水道統

合工事完了時に簡易水道

廃止の届提出

. H13.llLLL鳥J反ダムよりの

中予分水中止

. H15.2第 l 水源地ポンプ

2 基取替

. H6.4組合設立75周年

545p 50 ， 000 円 . H18.6東海市と水道統合

( 9 月末) 協議開始

. 1 日最大給水量 5 1 7 t 

- 給水人口 1 , 8 0 0 人
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重信町(東温市) 水道よりの受給水量

年 受水量(屯) 年 受水量 (屯)

H円相 6 0 年 8 , 3 0 0 平成 8 年 11 , 700 

6 1 年 8 , 8 0 0 9 年 800 

6 2 i:j: 5 , 6 0 0 1 0 年 5 , 5 0 0 

6 3 千1乙 11 , 0 0 0 1 1 i-l' 9 , 1 0 0 

平成 l 年 1 , 4 0 0 1 2 'q:. 9 , 0 0 0 

2 年 2 , 11 0 0 1 3 i'['- 7 , 2 0 0 

3 年 6 , 8 0 0 1 11 :9三 6 , 5 0 0 

4 年 2 , 5 0 0 1 5 年 200 

5 年 2 , 7 0 0 1 6 年 。

6 fj: 20 , 400 1 7 年 2 , 5 0 0 

7 1下 9 , 1 0 0 1 8 年 9 月末 790 

前記のごとく、横河原は重信川扇状地上に位置するところから、水については苦労多く、関

心も強いところであるが、 111之内菖蒲井堰を昭和 36年度より改修するについて、その工法が

岩盤上にコンクリー卜堰を築造し、取水量の増加をはかり、さらに導水路が土水路のために漏

水が甚だしいので、コンクリー卜の三方張りに改修するというものであった 。

そこで岩盤までに達するコンクリート躍を作れば、重信川の伏流水が遮断される 。 これは旧

来の水利慣行を無視するばかりでなく、飲料水の枯渇にも及ぶとして、工事の絶対反対を主張

してきたが、その後折衝を重ね、大局的見地から施工を認め、将来これが原因で、支障が起きた

ときは補償するということで、解決をみた。

その時取り交わした重信川菖蒲堰土地改良区連合理事長と横河原区長が取り交わした覚え書

きは次のとおりである 。

覚 三重
匡ヨ

重信川菖蒲堰土地改良区連合理事長玉井亀三郎を甲とし、重信町横河原区長佐伯運三を乙と

し、左の覚書を交換する 。

第 l 条 本覚書は相互の善意を信頼し、これに依って問題の解決に相互が当たることを確約

する 。

第 2 条 甲が現在の菖蒲堰を移動し、築造した為かんがい期間中、乙の地域内の水源池用水

に影響を生じた場合は、この影響量に対し甲は補償することを確約する 。

第 3 条 前条に言う補償とは、地表水を以っ て二本松井手に放水する等による 。

第 4 条 乙の水源、池に影響を及ぼすことの判定は過去の実績により判定し、甲乙両者の話合

によって決めるものとする 。

第 5 条 乙の水源池に影響を及ぼすことの判定は、甲乙の話合によって決めるものとする 。

但し両者間に於て話合がまとまらない時は、甲乙両者協議の上選定した者が之に当

る 。

第 6 条 水源池、用水に影響を及ぼすことの判定をするため、必要な試験文は検査を乙が管

理する地域内で実施使用使用とするときは、必ず甲乙の指定する者の立会の下で実

施するものとする 。
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右条々について甲乙共に承諾したので、乙は甲が改築しようとする菖蒲堰築造に関して異議を

申さない。

依って本書 2 通を作成し、甲乙各 l 通を保管するものとする 。

昭和 3 5 年 2 月日

重信川菖蒲堰土地改良区連合

理事長 玉井亀三郎印

温泉郡重信町横河原区

区長 佐伯運三 印

また、昭和 50年には、町は北吉井地区簡易水道水源地新設について、横河原水道組合に対す

る影響について、重信町長より横河原区長に対し、要望について回答書をよせている 。

重企発第 80号

昭和 50年 3 月 13 日

横河原区長大石岩見殿

重信町長高須賀治利

北吉井地区簡易水道水源地新設に対する追加要望について(回答)

昭和 50年 3 月 4 日付a横河原区長より追加要望のあった事項について下記の通り回答しますか

ら、よろしくご協力の程お願いします。

1 .横河原水道組合水源地貯水タンクへ送水し給水

できるようにする 。 その工事費は町の負担とする 。

横河原水道組合長より分水の要望があった場合

は直ちに送水する 。 この場合、送水管のバルブ操

作は横河原水道組合と町当局が協議の上行う 。

2 . 給水工事を町において実施した場合の工事費及

び付帯工事費(加入金)のすべてを町において負

担する 。
今も現役の第 水源地(横河原石材裏)

3 . 営業用井戸水使用者に事前に協議をし、承諾を得た後工事を着手する 。

4 . 横河原水道組合水源地並びに 自家用井戸にこの工事のため濁水を生じ、被害が認められた

場合は、区長と協議の上、措置する 。 その際の費用は町の負担とする 。

第 l 貯水槽(砂防出張所北隣) 第 2 貯水槽(松末商店内)
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第 8 章 治安・消防・砂防

1 警察

響察の制度について概説すると、藩政時代は、各村の庄屋の下に郷筒の職を置き、道路河川の

事務等を取り扱 っ ていたが 、 明治維新後は、軍隊と警察を分離し、軍隊は中央政府に、 警察は原

則として地方官庁の管轄に委した 。

明治4年 11 月太政官達第 623号に基づいて、県は治安条例を公布した 。 明治 6年石鉄・神山岡

県を併せて愛媛県とし県庁を松山に置き、県内の訴訟を審聴し、罪人を処置 し、捕縛にあたる典

事 (司法警察権)を県に置いたが、その後県庁内に聴訟諜( 9 年に裁判所に移管)を置き、別に

警察係を設けて、各所に羅卒 (らそっ)を配置 し治安維持にあた っ た 。

これにより 川上村にも第 6 大区第 11支屯所として羅卒(明治8年 10 月「巡査j と改称)が置か

れた 。 明治 10年屯所を改名し 、 松山警察所川上分署と称した 。 横河原はこの管轄下にあ っ たの

である 。

明治 11年には南方字川上432-1 番地に玄関造り 2 階建て、裏に牢舎付の庁舎が新築された 。 こ

のころの巡査は、和服に股引で響杖を携え治安維持にあた っていたが、明治 15年2 月の太政官達

により 「巡査に帯剣許可J が公布されて警察のシンボルのサーベルを使用するようになった。

これは昭和 20年の終戦まで続いた 。 明治 29年に至 り、はじめて各村ーに駐在所が設置 された 。

ところが明治 30年に郡の統廃合があって、 重信町は久米、下浮穴郡から温泉郡となり、 警察区

画も改定され川上分署は、 三内・ 川上・北吉井・南吉井・拝志の東温五カ村ーを所轄するようにな

っ たのである 。

明治期における警察は、犯罪関係以外に消防・衛生、ときには勧業の一部も担当 した 。 当時の

警察官は伝染病予防のために、各家の大掃除の点検や衛生指導、あるいは農業改善のために田植

えの監視に出動するなど幅広い活躍をしていた。

その後、消防 ・ 衛生などは一般行政が所轄することとなり、国民の生命 ・ 財産 ・ 権利の保護に

任じ、法律を犯す者の逮捕等、 公安の維持に当 た っ た 。

制度的には、昭和 23年 3 月 7 日新警察法が実施されて国警と自治警に分かれ、サーベルが箸棒

とピストルに変わり民主讐察として発足したが、 29年の法改正によ っ て国警と自治警は、県警に

統一されて現在に至っているのである 。

横河原は当然北吉井駐在所の管轄であるが北吉井駐在所については北吉井村誌(昭和113 年)

に次の知く述べられている 。

「治安警察ハ内務行政ニ属スルト共ニ司法醤察事務ヲ担当 シ大衆ノ安寧秩序ノ維持ニ従事セラ

レ 。 今 日聖代ノ御代ヲ謡歌シテ安怒タリ得ルモ文警察ノ恩恵デアル。 本村ノ 1松山警察署管内ニ属

シ早クヨリ 川上村ニ警察分署 ヲ設置セラレ其統轄下ニア ッ タガ明治29年 1 月ヨリ各村ニ駐在所ガ

設置セラルルニ至 リ 讐官一名宛常置セラルルに至 ッ タ 。 伊予鉄道横河原駅ヲ設ケラルル以前ハ国

道二十四号線ハ|唯一、幹線道路ナリシ為本村ニ於テハ通過部落ノ中央地点タル大字志津川ニ駐在

所の位置ヲ定メ 居タルガ、其後時代ノ変遷ハ横河原ノ 異常ナル発展ヲ見、遂ニ本村出入、玄関口

タルノ観ヲ呈スルニ至 リタルヲ以テ、大正四年村役場、新築移転後、村有志ノ 寄付ヲ得テ大正十

一年五月卜日起工シ同年七月十日竣工ヲ見タノデアル建築費七百五十円位置北吉井村大字樋口字

前川」 とある 。 現在の横河原 1369番地である 。

その後昭和46年 2 月、老朽駐在所整備計画により 、 約66m2工事費 170万円にて改築したが、昭
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和 56年 4 月 1 日 重信警察官派出所発足に際し統合さ れ、現在に至っている 。

警 察関係年表

藩政時代

明治 6 年

郡奉行 ・ 代官等の支配のもとに、庄屋に警察、訴訟事務の権限が

与えられていた 。 圧屋の下に郷筒の職を置き、道路河川諸取締の

事務を取り扱っていた 。

明治 4年 11 月太政官達第 623号に基づいて、県は治安条例を公布。

これによ っ て、県に警察係を設けて、各所に羅卒(らそっ)を配

置 し治安維持にあた った 。 このとき北方村字川上に第六大区第 11

支屯所として羅卒が置かれた 。 山之内 ・ 樋口 ・ 志津川・ 西岡の 4

村もこの支屯所の管下となった 。

明治 8 年 羅卒は巡査と改称 (10 月)

明治 1 0 年 屯所を松山警察署川上分署と改称

明治 1 5 年 太政官達により巡査に帯剣許可。

巡査はサーベルを着用することになった。 ( 2 月)

明治 2 2 年 巡査派出所、巡査駐在所と 4 月より称することとな った 。

明治 2 9 年 各村に巡査駐在所が設置されることになった 。 北吉井駐在所は 、

村役場の所在地である志津川に置かれた 。

明治 3 0 年 郡区の統廃合が行われ、久米 ・ 下浮穴 ・ 温泉・和気・風早 ・ 伊予

大正 1 1 年

昭和 2 3 年

昭和 2 9 年

昭和 4 6 年

昭和 5 6 年

の一部が統合され、温泉郡とな った 。 (4 月)これに伴い川上分署

の管轄は北吉井 ・ 南吉井 ・ 川上・ 三内及び拝志の 5 ヶ村とな っ た 。

大正 5年 7 月役場を大字樋口字前川 1369番地(現在横河原)に新

築移転、これに伴い村内有志により 750 円の寄付ーを得て、役場の

東側に移転した。 (7 月)

新警察法施行 (3 月 7 日)され、国警と自治警に分かれた 。

このとき、サーベルは廃止され、警棒とピストルに変わり、民主

響察として発足した。

警察法の改正により、国警と自治警は県警に統一 され現在に至っ

ている 。

老朽駐在所整備計画により、改築 (66 m' 170万円)した。 (2 月)

北吉井・南吉井 ・ 拝志の駐在所を統合し、重信警察官派出所とし

て発足(大字国窪字井手の上 249- 1985 m' 1. 195万 4千 900 円で重信

11IJが購入、無償提供し、県費で、派出所及び官舎が建築さ れた)現

在に至っている 。
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和 56年 4 月 l 日重信警察官派出所発足に際し統合され、現在に至っている 。

警察関係年表

藩政時代

明治 6 年

明治 8 年

明治 1 0 年

明治 1 5 年

明治 2 2 年

明治 2 9 年

明治 3 0 年

大正 1 1 年

昭和 2 3 年

昭和 2 9 年

昭和 4 6 年

昭和 5 6 年

郡奉行 ・ 代官等の支配のもとに、庄屋に警察、訴訟事務の権限が

与えられていた 。 圧屋の下に郷筒の職を置き、道路河川諸取締の

事務を取り 扱っていた。

明治 4年 11 月太政官達第 623号に基づいて、県は治安条例を公布。

これによって、県に警察係を設けて、各所に羅卒(らそっ)を配

置 し治安維持にあたった 。 このとき北方村字川上に第六大区第 11

支屯所として羅卒が置かれた 。 山之内 ・ 樋仁1 .志津川- 西岡の 4

村ーもこの支屯所の管下となった 。

羅卒は巡査と改称 (10 月)

屯所を松山警察署川上分署と改称

太政官達により巡査に帯剣許可。

巡査はサーベルを着用することになった。 ( 2 月)

巡査派出所、巡査駐在所と 4 月より称することとなった。

各村-に巡査駐在所が設置されることになった 。 北吉井駐在所は、

村役場の所在地である志津川に置かれた 。

郡区の統廃合が行われ、久米・下浮穴・温泉・手[1気・風早 ・ 伊予

の一部が統合され、温泉郡となった 。 (4 月)これに伴い川上分署

の管轄は北吉井 ・ 南吉井 ・川上 ・ 三内及び拝志の 5 ヶ村ーとなった 。

大正 5年 7 月役場を大字樋口字前川 1369番地(現在横河原)に新

築移転、これに伴い村内有志により 750 円の寄付・ を得て、役場の

東側に移転した。 (7 月)

新警察法施行 (3 月 7 日)され、国警と自治警に分かれた 。

このとき、サーベルは廃止され、警棒とピストルに変わり、民主

警察と して発足した 。

警察法の改正により、国警と自治警は県響に統一 され現在に至っ

ている 。

老朽駐在所整備計画により、改築 (66 m' 170万円)した 。 (2 月)

北吉井 ・ 南吉井 ・ 拝志の駐在所を統合し、重信警察官派出所とし

て発足(大字国窪字井手の七 249-1985 m' 1. 195万 4千 900 円で重信

町が購入、無償提供し、県費で派出所及び官舎が建築された)現

在に至っている 。
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駐在警察官就任期間一覧

就任期間 氏 名 Vrrl 若JF 就任期間 氏 名 備 考

明治29. 1-32. 1 宇佐見 'す~ 市 志津川 の民 昭和 7 . 9- 8. 8 井 上 3Jb*1RE l ヨE王I 

家を借り !.~l

在

32. 2-34. 7 凶 UI 和太郎 8. 8-8.10 井 子 夫

34. 7-35. 2 長曽我部 貞衛 8.10-9. 4 型予 口 重五郎

35. 2-36. 1 ガ車 田 丑五郎 9. 4-13. 4 佐 伯 民 助

36. 1-40. 1 |珂 Ih奇 兵 次 13. 4-13. 9 谷 雅 義

40. 1-42.12 池 内 幸太郎 13. 9-16. 4 藤 回 在鳥 馬

42.12-44. 5 室 勝次郎 16. 4-19. 1 帯オ句本乙 ~~~ 

44. 5-45. 6 t漏 回 手[1 13:1 兵 19. 2-19. 5 佐 {白 'EZ包，、 =口iゴ

45. 6-T 1.12 問 キナ 猪之古 19. 5-19. 6 I口I司 木 福 美

大正1.12- 3. 4 近 藤 11や !践 19. 6-20. 3 止l 内 正 直

3. 4- 3. 5 キj 忠 三 郎 20. 3-20. 6 平日 133 保 1司

3. 5-3. 9 中 原 竹山郎 20. 6-21. 7 山 崎 4語

3. 9-4.11 J_LI 本 員 孝 21. 7-23. 3 児 玉 春 プf日7 

4.11-6. 6 岡 本 正 律 23. 3-24. 4 キす 貞四郎

6. 6- 6.10 本 重 lコ 24. 5-29. 9 松 秀 介

6.10-8. 6 好 !拘太郎 29. 9-30. 8 緒 方 目 Ij H5 

8. 7-8. 7 西 |刈 義 光 30. 8-33. 3 石 丸 道 久

8. 7-9. 4 相 l-fl 7じ 寸1-=1ゴ 33. 3-34. 2 y召 田 嘉

9. 4-10. 4 j甫 通 34. 2-36. 3 森 出 道

10. 4-11.11 LLJ I:FJ 久太郎 大I.E 1 1. 7 36. 3-38. 6 JJj 内 実

樋仁11 369へ

新築移転

11.11-12. 8 松 林 菩 l醤 38. 6-41. 5 高 橋 栄

12. 8-14.12 木 キj 兵太郎 41. 5-41. 8 森 口 キ刀

14.12-15.12 御 I幡 恒三郎 41. 8-43. 4 幸 坂 敏 幸

15.12-S 3. 5 篠 原 I青 作 43. 4-46. 8 泉 管 r=ﾏJ 

昭和 3. 5-5. 3 宮 回 {義 flb 46. 9-48. 4 1手 藤 忠 プ日ヨ7 

5. 3-5.11 香 )11 嘉五治 48. 4-49. 4 藤 本 武 敏

5.11-7. 1 有 旧 元 ご 郎 49. 4-56. 4 高 家 松 好

7. 1-7. 9 i伝 )11 卓 印! 以後重信派出所へ統合
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2 消防

( 1 )消防組織の沿革

消防組織の沿革について概説すると、藩政時代はもとより、明治期まで旧重信町には消防組織

はj~かった 。

火災の際は村役人の指揮のもとに、組や地区の者が総出で消火にあたった。

その方法は今から思えば幼稚なものであった。 家火事はとびゃ木槌によって延焼を|坊ぐための

破壊作業が主で、水による消火を主にしている現在の消防とは趣を異にしている 。

したがって、 一度火災に遭えばほとんど全焼し、人災の中で火事は最も恐れられ、放火は極刑

に、失火も厳しい刑罰が加えられた。 なかでも山火事が最も恐れられた 。

ほとんどの村ーは消防組織も器具も無かった 。

明治になって消防は治安の面から警察の管轄に属し、明治27年消防組規則の発布を見たが、

公設消防組織を設けた村ーはごく少なく、旧重信町の 3 村とも消防組織はなかった 。

旧重信町内 3 村に公設消防組が結成されたのは大正初期のことである 。 その長を組頭とし 「小

頭J í消防手」の段階があり、消防組員はいずれも名誉な役職として住民から尊敬された。

結成当時は、手押し消防ポンプが重要な装備でその他に布製の水桶や鳶口、梯子ぐらいであっ

た 。

法被 ・ 股引・草粧(後には地下足袋)姿の消防組が、小学校の運動場などで、放水訓練や出初め

式の行事を華やかに行った 。 まといにつけた金馬簾は、その消防組の功績を示すもので数の多い

のが自'慢であった 。

消防組は火災の際の出動ばかりでなく、水害時の 1:1:'1動をはじめ、家出人のf要素や社会奉仕も消

防組員は誇りを持って活躍した。

北吉井消防組の沿革については、北吉井村誌(昭和 13年)に次の如く 書かれており、消防組

設置の経緯が詳細に述べられておるので転載する 。

「消防ハ治安ノ方面ヨリシテ服警察部、 管轄に属スル。 近来防空事業モ挙ゲテ消防組員 ノ努力

ニマタネパナラヌ関係上益々村‘内ニ於イテ重要ナル位置ヲ占 ムルニ至ッタ 。 其沿革ヲ尋ヌルニ大

正四年志津川| ノ人渡部常吉氏私設消防組設置ノ 件ヲ時ノ村長菅原繁三郎氏ニ計ル。

村長ハ其ノ 事業ニ賛意ヲ表シタルモ組員組織ニ付テ渡部氏 ・ 苦心ヲ察シ之ヲ和田昌義氏ニ計

jレ 。

和田氏ハ大西彦四郎・中村誠一郎両氏ノ外数氏ト熟議シ組員百十一人ヲ得、更ニ西岡、志津川、

樋口、 三部落区長に計リテ金壱百円ノ寄附ヲ得タルヲ以テ村ー長、渡部ノ両氏モ共ニ感激賛成シ、

渡部氏ハ所持ノ警鐘二個ノ寄附申出アリ 。 大正四年村ー会ニ議案提出、協賛ヲ得テ北吉井消防組ノ

設置ヲ見ルニ至ッタ 。

-組織 北吉井消防組 第一部

樋口 横河原

第二部

志津川 西岡

・ 消防組頭和田昌義 同組員百十名

・ 警鐘台ノ位置ニカ所横河原 志津川

・ ポンプ其ノ他消防用具ノ置場ヲ横河原 ・ 志津川ニ設置ス

・ 事業成績
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爾来、内容設備、備品に於テ改良整備セラレ組品亦多ク在郷軍人ヲ基幹トシ訓練モ軍隊的ニ

規律、厳粛ヲ得来ツタノデ毎年出初式ニ於テ其成績ヲ挙ゲ左ノ如キ賞状卜金馬簾ノ授与セ ラル

ルコ卜前後三回ニ及ンデ居ル。

- 賞状省略

終戦後、警防団が廃止されて消防団となり、昭和 23年従来警察行政下にあった消防団が、

市町村消防団として独立 し た 。

消防組織法第九条に よ り、 北吉井 ・ 南吉井 ・ 拝志の 3 村とも消防団を再編成した。

その後、水防法布告により水防団が設けられ消防団が肩代わりし、火災 ・ 水防両面で活躍する

ことになった。

このように陣容は整ったが、その装備は大正期に購入した手押し式ポンプで、いったん火災

が発生 した際は、ロー プで先ヲ | き鉄輸の音を響かせながら現場に到着、手押し式のため放水能

力は劣悪で思うような消火ができなかった 。

昭和 31 年 9 月 重信町の誕生と同時に北吉井(第 l 分団)南吉井(第 2 分団)拝志(第 3 分

団)の 3 ヶ村の消防団を統合し、定員 420名の重信町消防団として発足した 。 横河原消防団も

第 l 分団第 5 部定員 18名、内容は副分団長 l 名、部長 l 名、班長 2 名、団員 14名で発足 し た 。

第 l 部副分団長 H 山之内22名

第 2 音11副分団長 H 樋口20名

第 3 部副分団長 H 志津川れ

本
第 4 部副分団長 H 西岡18名

第 5 部副分団長 H 横河原18名

日11
第 l 部副分団長 H 見奈良 16名

団
第 2 部副分団長 H 田窪22

第 3 部副分団長什牛測32
長 第 4 部副分団長 H 南野回目

第 5 部副分団長什 北野田幻

第 l 部副分団長 H 上林36名

第 2 部副分団長同下林38名

第 3 部副分団長 H 上村 27名

昭和 46年 4 月「消防組織法」第 10条の改正に伴い、重信町・ 川内町は政令の指定に より 、常

備消防の設置が義務付けられた 。 昭和 52年 4 月に愛媛県知事の許可を受け、東温消防等事務組

合を設立 し た 。

組合事務所を重信町役場内に置き、初代組合長に東村旭(重信町長)が選任さ れた。

平成 16年 9 月 21 日に重信町と川内町が合併し、東温市消防本部・東温市消防署へ移行
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同日、重信町-消防団と川内町消防団が合併して、東渦市消防団として発足した 。

現在、東温市消防庁舎を現庁舎の隣地に新築工事中で、 1 9 年 6 月には、近代的な建物・設備

が完成の予定である 。

東温市消防署

( 2 )横河原消防団

昭和 32年に消防ポンプ自動車が横河原消防団に、 重信町内で最初に配置された 。

平成 1 1 年 2 月横河原蔵置所が柴田建築設計事務所の設計により モダンな蔵置所が誕生した。

平成 15年 12 月横河原の自動車ポンプが長年活躍をしていたが、古くなり最高の装備を備えた

自動車ポンプが新しく重信町より配備された。

前記、東温市消防団の定数は 638名 。 全市を 6 分団に分け、横河原消防団は市消防では第 1 分

団第 5 部の名称で呼ばれ、団員は 17名にて消防団としての任務を果たしている 。

ポンプ自動車蔵置所 消防ポンプ車配備平成 1 5 年 1 2 月

消防操法大会の足跡

・ 昭和 30年に第 l 回愛媛県消防操法大会が、 2 年に l 回迅速かつ的確な消防技術の修得により消

防団の士気と消防精神の高揚を図る目的で聞かれていて、地区大会(松山市 ・北条市 ・ 温泉郡)、
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県大会と それぞれに優勝すれば全国大会に出場でき、重信町消防団としてもポンプ自動車が、横

河原 ・ 牛淵・下林に配備されてあり、順番に出場しているので 6 年に l 回地区大会に出場 してい

る 。

平成 7 年の第 20 団地区大会に出場し、見事優勝を果たした 。 これは重信町消防団として最初

の快挙であった。

第 2 0 回地区大会優勝

翌 8 年の県大会に出場したが、残念ながら全国大会には出場はできなかった。

- 平成 13 年 9 月第 23 回愛媛県消防操法地区大会が、 川内町川内中学校グランドで開催され、横

河原消防団が重信町消防団の代表として出場し、第 20回大会に続いて見事優勝した 。

- 平成 14年 9 月第 29 巨|愛媛県消防操法大会が松山市勝岡町愛媛県消防学校で開催され、前年地

区大会で優勝した横河原消防団が出場したが、惜しくも横浜市で開催される全国大会には出場

できなかった 。

横河原区民消防団役職者名簿

年 度 白IJ分団長(横河原団長) 分団長 副団長 団 長

昭和 3 1 年 佐伯秀 一 昭和31年9月 重信町消防団として発足

3 2 11 

3 3 11 

3 4 " 
3 5 11 

3 6 " 

3 7 " 

3 8 11 

3 9 佐伯雄延 佐伯秀 一

4 0 11 11 

4 1 11 " 

4 2 " 佐伯 秀 一

4 3 " 11 

4 4 11 11 

4 5 11 11 

4 6 " 11 

4 7 樋口 J41 志 11 
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年 度 畠IJ分団長(横河原団長) 分団長 昂Ij 団長 団 長

4 8 緬 口忠 志 佐伯秀 一

4 9 " " 
5 0 " " 

5 1 防l 旺! 正 樋口忠 志 " 

5 2 " " " 

5 3 松末丈夫 " " 

5 4 " " 佐伯秀 一

5 5 " " " 

5 6 11 " 

5 7 " " 

5 8 " " 

5 9 " " 

6 0 " " 

6 1 渡部昭信 " 
一一」

6 2 " 

6 3 11 

平成冗年 " 
2 渡部昭信

3 手口 田彰 二 渡部昭信

4 " " 

5 " " 

6 伊賀義夫 " 

7 " " 

8 " " 

9 松末秀雄 伊 賀義夫

1 0 " " 

1 1 " " 

1 2 松末恭 一 松末 秀 雄 伊賀 義夫

1 3 " " " 

1 4 " " " 

1 5 " " " 

1 6 桑原正明 " ん 16年 9 月東温市消団として発足

1 7 " " " 伊 賀義jリ1 8 山 木茂樹 " 松末秀雄

3 砂防

( 1 )重信川砂防出張所

重信川は、愛媛県東三方ヶ森(標高1.233m) を水源とし、東温市山之内を南に流れ、東温市吉

久において表川 と合流。 流れを西に変え、拝志川、砥部川、内川 | 、石手川等の支川 を合わせなが

ら道後平野を貫流し、瀬戸内海の伊予測に注いでいる 。

幹川流路延長は短く、しかも河床勾配が非常にきつい全国でも有数の急流河川である 。

平成 17年度までに直轄砂防事業で完成した施設は、堰堤 8 2 基、床固工 6 箇所、流路工 1 3 

箇所で、代表施設には、重信川での最大貯砂量 850.000rriの 『岡堰堤.] (昭和 27年 5 月完成)、最大

堰堤高さ 28 . 5mの 『蔭地谷第 3堰堤 .] (昭和 44年 12 月完成)、景観と水辺利用に配慮、した護岸を

実施した流路延長4，494mの 『重信川流路工j 等がある 。

重信川上流域の砂防工事は、大正8年に愛媛県営事業としてスター卜し、昭和 18年7 月の既往

最大洪水、さらに昭和 20年 10 月の再度の大洪水により流域各所に大崩壊が発生。
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多量の土砂が下流に押し出されたため、本流下流部は各所で破堤し、未曾有の被害を受けた 。

このため砂防施設の整備が急務となり、昭和 23年度より直轄砂防事業が開始された。

平成 13年 12 月に庁舎の改築、そして平成 14年 12 月 には出張所内に 『砂防資料館』をオープン

した 。

( 2 )組織の変遷

昭和 23年 7 月

昭和 23年 9 月

昭和 32年 4 月

昭和 33年 6 月

昭和 35年 4 月

平成 10年 4 月 9 日

平成 13年 1 月 6 日

建設省中国四園地方建設局重信川工事事務所と改称

横河原工場が設置され、重信川水系の直轄砂防事業に着手

横河原工場を横河原出張所に改称

建設省中国四園地方建設局松山工事事務所と改称

建設省四国地方建設局松山工事事務所と改称

横河原出張所を横河原砂防出張所に改称

四国山地砂防工事事務所重信川砂防出張所が発足

(吉野川上 ・ 中流域と重信川流域の直轄砂防事業を統合)

省庁再編に より 国土交通省凹園地方整備局凶国山地砂防工事事務所にな

る 。

平成 15年 4 月 1 日 国土交通省四園地方整備局四国山地砂防事務所(重信川砂防出張所)に

なる 。

現在の重信川砂防出張所は、所長、 事務係長、技術係長等で業務を遂行 している 。

歴 代出張所長名 簿

就 任 期 問 氏 名 店主 任 期 問 氏 名

昭和23年 7月一昭和27年 3 月 森内八郎 昭和55年 4月一昭和59年 3月 久保 光

27年 4月~ 32年 3 月 矢吹捷 兵 59年 4月~平成元年 3月 市尾角芳

32年 4月一 36年 7月 谷本校 一 平成元年 4月 一平成 4年 3 月 下 川敏 夫

36年 8月一 41年 5月 大 北健次郎 4年 4月一 6年 3月 森岡正男

41年 6月一 41年・ 7 月 古 山 ìl!iJ τ 6年 4月 ~ 8年 3 月 植松 真二

41壬F- 8月~ 44年 3月 菅 一 正 8年 4月一 10年 3 月 木 村 渡

44年 4月一 46年 3月 多田羅 1再 10年 4月一 15年 3 月 濃野千秋

46年 4月~ 51年 3 月 小野得兆 15年 4月一 17年 3 月 上岡兼 二

51年 4月一 55年 3 月 成谷 JJfJ 17年 4月~ 木村 j度

重信川砂防出張所
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第 9 章宗教

1 水天宮

所在地 東温市横河原
あめのみなか山しのかみ

祭神 天之御中主大神

安徳天皇(八十一代)

平皇后(建礼門院高倉天皇の中宮安徳天皇の母君御名徳子)

平準后(二位ノ尼平清盛の妻建礼門院の母御名時子)

加藤嘉明命

足立重信命

祖霊社(氏子、崇敬者の先賢諸士を祭杷す)

由諸

慶長 7 年 l 月 5 日、加藤嘉明松山城築城に当り、足立重信普請奉行となり、石子川、伊予川

の付替工事に着手、水難を除き大改修の完成成就を祈願して九州久留米より水天宮を勧請奉斎

した 。 爾来伊予川 を重信} 11 と改称し、水害を免れ、 美田を築いたことにより、住民は喜び、社

殿を造営して崇敬を篤くした。

社殿の移動の変遷

水天宮が勧請さ れてから 280 年余になるが、社殿の位置も国道と同様、国道の新設等の事

情により、北へ北へと移動したが(別図参照)、その都度、熱心な世話人および氏子による、

多額の資金、土地の提供や奉仕活動により維持管理されて現在に至っている 。

卜\ 時 代 場 所 建 物 他

亨保 7 年~大正 1 0 年頃 横河原 1 3 1 5 番地付近 本殿(石室) ・ 拝殿

現 レストランマッケンジーの西 後に国道新設により移設する 。

付近

大正 1 0 年~昭和 9 年頃 横河原 5 2 5 -3 本殿・中殿(新築)

2 (現 県道と平行で西向き) 拝殿(移築)

(大正 1 2 年社殿配置図参照)

昭和 9 年頃 ~現在 現在地(南向き) 本殿 ・ 中殿 ・ 拝殿
3 

(昭和 4 2 年社殿改築)

( 1 )横河原区と水天宮の歴史

藩政時代

① 古くから讃"皮街道(明治 1 8 年勅令 国道 3 1 号認定)が東西に通っており、重信川右岸の

渡河地点、で、小さな渡津集落を形成していた。

街道の北側樋口村、南側志津川村であり、横川又は、 二本松と呼ばれていた。

② 享保 7 年頃 (1 7 2 3 年)、久米郡代官、樋口村及び志津川村青謀って、久留米筑後河畔鎮

座の水天宮を勧請し、除災与楽の鎮座として小桐をたて、奉桐したと伝えられている 。

③ 天明 7 年 (1 7 2 3 年) 1 1 月作成の「久米郡志津川村寺社堂庵手鑑帳j に次のように記さ

れている 。 (志津川の古文書)
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新帳付

水天宮 神 主 武智盛貞

同 武智近之進

(志津川村天満神社神主)

(樋口村 三嶋神社神主)

三島神社境内竃神社合とあり、樋口村 ・ 志津川村両村で奉桐していた 。

また、同手鑑11辰添付の覚書によれば明治 3 年 (1 8 7 0 年) 6 月 2 3 日『是迄両家組合預り有

之候処、此度相談之上向後右之通り取り分け壱社宛壱人預り ・. • • J 

和霊社は天満神社神主。 水天宮は三島神社神主預かりとなり、三島宮境内の竃神社。

明治時代

① 明治 5 年 l 丹、水天宮の社地は私有地(和田 大七 樋口村字前川 1 31 5 番地)となった。

(明治 6 年地租改正条例による 。 )

② 明治維新後、農業商業の兼業の家が 6 7 戸となっていたが、火災により全滅し、水天宮社殿

も延焼した。 その後、人家の復旧と共に社殿も再建した 。

③ 明治 1 2 年神社明細帳提出の際、当時の神職 武智盛併、誤って、その手続きを遂げずし

て死亡したため、水天宮は無籍社となった 。

④ 明治 1 8 年、同 2 1 年の洪水により 、この地区は潰滅状態になった 。

① 明治 2 3 年 1 0 月伊予鉄道 平井~横河原問が開通し、横河原駅を設置。 以来横) 11 (二本松)

は 『横河原J と駅名が地区の通称名となった。

⑥ 水天宮復興の気運、地区の有志の発案により、水天宮復興の気運醸成の手段として、明治

4 0 年 l 月持殿を新築した 。 ごの時横河原盛年会(青年組) (任意組織に会員 2 3 名)は拝殿

基礎工事を 5 年間夜業奉仕した。

⑦ 明治 4 4 年 9 月北吉井青年会横河原支部結成(会員 2 8 名)

大正時代

① 明治末期から横河原区の設置と、横川水天神社の復興を積極的に推進した。

② 大正 6 年 2 月 水天神社を横河原区の産生神として復興するため、 『横川水天神社基本財産

蓄積規程J 等を制定。 金 2 . 0 0 0 円を年賦寄付によって 6 年間に積み立てることを決めた 。

③ 大正 6 年 4 月 通称横河原区の設置が認められ 「横河原協議会」が発足。

但し、 戸籍 ・地籍 ・ 水利 ・ 氏子は以前のとおりとされた。 (協議組合費の賦謀戸数は 129 戸)

④ 大正 8 年 2 月横川水天神社用地を取得

現鎮座地 大字樋口前川 1 31 5 番地の 2 293m' 

新取得地 大字樋口前川 1 314 番地の 2 1 5 1 ぱ

音井 528 番地の 5 3 9 6 111' 

計 3 筆 8 4 0 111' 

神社、横河原区ともに適格者不在のため、神社役員 1 5 名(横河原協議会役員)の記名共有で

登記 した 。 (申請書には記載していない)

① 大正 9 年 4 月内務省告示第 2 8 号により国道 3 1 号線は国道 2 4 号線と改称されるととも

に、改修計画が公示された 。

国道 3 1 号線は現状のまま存置(後 村道、現在の町道 横河原中央線)し、国道 2 4 号線は

新設されることになった 。

このため、神社用地の大半(南半分が道路用地に)が買収された 。

⑤ 国道 2 4 号線着工前に遷座することになり、大正 1 0 年一同 1 2 年 5 月の聞に、本殿 ・中殿
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は新築、 拝殿は移築、石鳥居建立を竣工した。 (528-5 番地、 1 314-4 番地

・ 大正 1 0 年 7 月 1 日 水天宮御遷宮祭典実施(この時点では本殿のみ新築)

- 大正 1 2 年 8 月石の鳥居が建つ

・ 大正 1 2 年 5 月水天宮御遷宮造営工事に氏子等も労力を提供して完成した。

当時は旧国道 1 1 号線(現 県道 334 号線)の北側に西向きに設置し、東側よ り 御殿・中

殿 ・ 拝殿 と配置されていた 。

⑦ 大正 1 2 年 1 2 月 神社基本財a産(土地 と 2 ， 0 0 0 円)及び社殿が整い、「脱漏神社編入願」

を知事に提出、大正 1 3 年 6 月編入許可(愛媛県指令学第 7 8 4 2 号、大正 1 3 年 6 月 1 9 日

計 22 1 ぱ)

された 。付)

享氏)

7]'. 天宮ヰ土手え捨 i宣昔
緒 Jミ百7j'-えも

大正 10年 (提供:山内水天宮御遷宮式典享氏)大正 10年 (提供:山内
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水天宮正面と石の鳥居 大正 12年

遷宮記念寄付者芳名石碑

昭和時代

① 昭和 5 年、横河原公会堂建設。

、 J
.、

水天宮側面大正 12年

横川水天神社石碑 大正 13年建立

青年団は独自に特別基本金積立制度を設け、大正 1 4 年 1 0 月伊予鉄道電気KKと電気代徴

収契約を結び、その徴収手数料を積み立てた。

昭和 5 年 1 2 月 800 円余りに達する見通 しが立ち、神社に隣接の土地を確保の上、協議組

合に相談の結果、協議組合 1 .2 0 0 円、 青年団 800 円 計 2 . 0 0 0 円により 着工し、 12 月

に公会堂を竣工 し た 。

用地大字樋口字音井 525 番の 3 、 5 28 番地の 7 計 1 88 1 ぱについては、収拾して区

に寄付する形となった。一応、区長 中野英一で登記 したが、大正 8 年に取得 した記名共有の

名義変更の難 しさ を経験しており、やむを得ず、 神社神職岡山社掌、区役、 青年団三役協議の

結果、水天宮の名義とすることになった 。

② 昭和] 9 年遷座。

境内の拡張のため 525 番地の 5 の北側隣地 5 筆計 5 . 8 2 2.9 9 m' を取得し、遷座した 。

-112-



横河原青年団は境内用地 6 1 8 01' を取得 し、 登記

料を添えて寄付した。

③ 昭和 1 1 年社殿移転竣工。

④ 昭和 2 6 年宗教法人法の施行により、昭和 2 8 

年 1 2 月宗教法人として登記 した 。

① 昭和 3 8 年 10 月 6 日 秋季大祭の日程が松山祭

りと同一日となる 。

⑤ 昭和 42年3 月 加藤嘉明命、足立重信命を合間

する 。

⑦ 昭和 4 2 年 5 月 水天宮社殿等全面改築した 。

③ 昭和 5 6 年 10 月 大人神輿、子供神輿を新調

⑨ 平成 6年 10 月 秋季大祭の日程 10 月第二 日曜日

となる 。

( 2 )水天宮神社由緒由来沿革

石柱昭和 9 年建立

社殿移転竣工昭和 11 年

御造営記念 昭和 4 2 年 5 月 5 日

っ
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神社明細 11長

愛媛県漏泉郡北吉井村大字樋口

無格社横川水天神社

祭神 安徳天皇

由緒 前述の通り

社殿間数

御殿八合

中殿七坪二合五勺

前殿八坪九合一勺

境内坪数並地種

坪数参百坪

地種

一 境内金比羅社遁拝所

由緒不詳

建物木造杉皮葺坪数五合

崇拝者戸数 三百十八戸

横川水天神社由緒

社 臆

横川 は重信川上流水勢激奔の衝点に当り、古来堤防決潰して回闘を損耗すること挙て数ふべか

過すること能はず。

らず。 官民之を憂ひ、毎時修繕回復に力むと雄も、随って修むれば随って潰れ、遂に水害の防

此に於て、到底人工を以て防ぎ得ぺきにあらず して、神威に頼る外なきを覚悟し、官民青謀て、

久留米なる筑後河畔に鎮座の水天宮を勧請し、且重信川の水神を合桐して、「堤側に小肥を立

てj 水天宮と称し、以て除災与楽の鎮守と為す。

其勧請年代詳かならずと離も益し約二百年前に係れり、間来水害頓に減少して荒蕪回復し、農

民安堵し、復業を励むに至れり、其後民家、 H寺に増減盛衰ありと雌 も 鎮守に対する信仰は益々

深甚となり、或は神殿を改造し、或いは拝殿を設け、或いは神庫を作り例規の祭礼は勿論平素

の報饗、嘗て怠ることなし 。

一朝洪水氾濫し、将に堤を破らんとする時は其筒所へ雷神の守札を樹たつるの例とす。

而かすれば必ず決潰を防止して現状を保全するを得。

また、出産安全旅行元事を祈るに多験ありとし饗するもの常に絶えず。

大正一二年一二月一 日

由緒文作士 伊予史談会幹事西遠寺源透氏
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祭神記

愛媛!瞭温泉郡北吉井村大字樋之口

横川水天神社

一 祭神 安徳天皇

大字樋の口に鎮座水難救護の神安産の神として地方の遠近を問わず敬神崇祖の念深く、殊に首

地横河原住民は地方開拓の祖神と仰ぎ、上は皇室の御恩湾ごおんたくを沫浴すると共に氏神と

終始其関係篤く、殆ど一家族の如き 美風を存続し 、 神社の維持経営に努め、奉仕の実を挙げ神

威を発揚し、地方住民愛郷の中心となり、祝典を厳粛にし、永遠に維持し、 崇敬するものなり 。

横川水天神社由来沿革

横河原は本名を横川 と言 う 。 伊1象鉄道駅を置きたる時、始めて横河原と称す。

此の地は伊予国温泉郡北吉井村大字樋の口と志津川 との聞に介在する所の一区なり 。

横川 と名くる以は重信川が周温二郡の境上に起立する東三方ケ森に発源し、山之内の渓水を集

めて西流し始めて大となり屈折して この地を南送 し、須曳に して文西折し遠く去て海に注ぐ。

其の流伏あたかも肘を再び曲げたるものの如し、其の曲肘の一片此の地に当たる如く 。

此全川殆ど西向き縦流するも濁り、此地点のみ南走横流するに依てなり 。

抑も横川方面は平素水なく甚だ無事なるに似たりと雌も、 一朝大雨洪水に遭遇すれば忽ち激流

殺到して堤防を決潰 し、水勢j彰済として一帯に源治し、以て、樋の口 ・ 志津川・ 見奈良等の回

国を破壊して荒蕪と なすのみならず其害遠く石井村地方に及ぶ如期惨害を繰り返すこと数十百

固にして止まらず。

地方の農民奔命に労し 、 自然疲弊困懲して荒廃の まま放任するの止むなきに至れり 。

是に於てか、官民大に憂歎し、相議して決志の農民数戸を移し、激励して荒蕪回復田岡開墾に

従事せしむ其の年代完かなずと も雄も 、悲し今を去る事約二百年以前に属せり然り 。

市して水害を除去するは、到底人力のみを以て遂行し、能はざるを覚悟し、官民膏謀 りて、久

留米筑後河畔鎮座の水天宮を勧請し、旺つ重信川の水神を合桐し、 「堤側に小柄l を立て」 水天

宮と称し、以て除災与楽の鎮守と為す。

此の神威に依りて以来、水害l首 lこ減少し、荒蕪を開墾して良田善闘を得、農民話に安んじ復大
に業を励むに至れり 。

当時、安そしたるとおぼしき神体あり、衣冠束手i干の木像にして彫子凡ならず、古淡清秀なり

(藷;害且腐蝕せり 長八す) 。

その後、約百年を経て本殿を改築し、ついで拝殿を新設し、且木製の鳥居を立つ。

文化 1 1 年志津川村より木製灯龍一対 を奉納す (今存するは l 簡 なり) 。

この頃神輿を新調し、神庫を設け、其の外什具を備ふ。

安政 7 年、樋の口村庄屋、高須賀松五郎より弁慶牛若丸闘技の図及び其の他より 三十六歌仙の

図(今一筒 を存す)の絵馬一編額を寄進す。 此の際拝殿を改造 したるものの如し 。

明治の初年、 此の地の民家ことごとく焼き尽くして当神社の拝殿延焼の厄に躍る 。

当地の住民栄枯盛常ならず(水害の有無、に より )、戸口或いは増し或いは滅し、明治維新後農

商兼業の家六七戸を存したるも、前項火災に依りて全滅し、ついては之を復興すると同時に神

社の拝殿をも 再建せり 。

然るに、明治十二年神社明細l限提出の |捺、当時の神職武智 盛併 誤て其手続を逐けずして

死亡し、其後は兼務神l職にて奉仕し、以て今 日 に及べり 。

F
H
U
 

マ
，

A

T,
A 



延長するに及び始めて駅を置き横河原駅と称す。

爾来民家漸次に増加し、明治 3 0 年頃に至り四十余りとなり、明治三十二年伊予鉄道此の地に

当地名横川なるも、広島県に同名の駅あるを以て其の筋の注意に依り、如此改めしと云う 。

r:1~来、依然戸口蕃殖 し今や戸数一百五十戸、人口九百を有する一小市街を形成し、以て北吉井

村の中枢となるに至れり 。

- 大正四年今生御~IJ位大典祈念碑(天壌無窮)を境内に立つ0

.大正五年此の地に役場を移す。

- 大正十一年郵便局を此の地に置く 。

-此の地志津川 ・ 樋の口両部落に従属する処な

りしも、かくては自治行政上頗る不便を感ず

るを以て大正六年横河原区として独立するに

居たれり 。

- 大正十年国道改修に際し、神社の境内過半道

路敷地に収容せらるに依り、神社拝殿 ・ 神庫

を国道の北側に移し、修繕を加え特に社殿の

屋根を銅板葺に改め、 E中殿を増設せり 。

-大正十二年八月石製鳥居を立つ

-大正卜二年八月(大正六年より積立)基本財産として金武千円を蓄積し、北吉井村信用組合

に預け入れたり 。

当地の変遷か くの如しと雌も神社に対する崇敬は終始漁る ことなく 、寧に深甚の度を加へ、

例規の祭礼は勿論平素の報妻、嘗て'陣怠することなし 。

一朝洪水氾慌し、堤防将に破れんとする 11寺は其の箇所へ当神社の守り札を杭に附して樹つる

を例とす。

市かする時は必ず水害を防過して現状を保全することを得て(また、出産 ・ 安泰旅行無事、

殊に難船を除ける)、祈るに多験著しとし、脅する者常に絶えず0

.現在の境内反別三反歩此の内森林組合約霊反歩を有す。

- 夏祭は五月四日・五日(久留米水天宮と閉じ)

-秋祭りは十月十五日 ・ 十六 日(以前は陰暦九月十五日・十六日)を以て執行し、来たれ0

・神輿渡御は年に十月十六日(以前は陰暦九月十六 日を以て行ふを例とす) 。

- 氏子たるべき崇敬者は横河原百五十戸 ・樋の口八十五戸 ・ 志津川八十三戸合計三百十八戸に

して是等は皆神社の費用を負担するものなり 。

要するに横河原区は独立し、而かも北吉井村の中枢となり、民人合衆すれば社会組織の機関

として信教の標的なかるべからず。

此に於いて青謀りて当神社を以て横河原の産土神とし、尚、樋の口 ・志津川部落も崇敬者と

して余加し、愈信仰の倍増し、以て今日の規模を見るに居たれり 。

付 記

当神社は水難火難の為記録什具を逸失して由来の沿革を詳述せざるを遺憾の極とす。

しかしながら神体神殿絵馬額燈龍神輿等の残存するに依りて、神社の創始と存続せしとを徴

態すべく、尚崇敬の常ならざりし傍諮と為すら得べし 。

po 



大正十二年十二月一日

由来沿革誌文作誌

伊予史談会監事 西国寺源透氏

私公自由行事録

① l 月 3 日 元始祭

② 2 月 1 1 日 紀元節

③ 2 月 1 7 日 新年祭

④ 5 月 5 日 例祭

⑤ 7 月 3 1 日 大抜祭

( 1 0 月 1 5 ・ 1 6 日 例祭

( 1 1 月 2 3 日 新嘗祭

( 1 2 月 2 3 日 冬至祭

( 1 2 月 3 1 日 除夜祭

崇敬者総代 大正 1 2 年 1 0 月 1 6 日

成瀬政次郎

藤岡禎十郎

藤田寅 一

和田品次

田井圏四郎

吉 川 高太郎

松末熊太郎

和国太郎

長曽我部福次

中野英 一

渡部熊五郎

水天宮社創立趣旨書

水天宮社は村社三島神社氏子末社として往古より地方の崇敬厚く、殊に地方住民は重信川上

流山之内の幹川に沿い毎年夏秋に至り、出水頻々たるに際し、御主座祭神の水難救護神なるが

故に、深き印象を以て崇敬し来たり 。

商呆幾多の盈語を経て今日に至れり、此の部落此の市街地となりたるも全く神社鎮座される
か所以なり、殊に此の地より他村落に関係し、来る水害は甚少ならず。

依って地方住民地方開拓の祖神と仰ぎ、上皇室の御恩湾に沫浴すると共に、氏神と終始其の

関係を篤うし、殆ど一家族の如き美風を存続し、神社の維持経営に努力したり 。

今や神社の経営上の困難なり奉仕の実を挙げ、神威を発揚し、地方住民愛郷の中心となり神

社として、祝典を厳粛にし、永遠に維持する事を得たり 。

下記創立崇敬者は之が努力に努め、 一層敬神崇祖の実相を挙げんとするものなり 。

大正十年五月

ワ
J

V
1
A
 

v
tA
 



意見書

当水天宮社は、往時重信川沿岸住民が水防守護神として現鎮座地に祭肥したるものにして、

神社明細11長に脱漏したるは、 当時地勢不振なりしが故に、 崇敬者に於て独立神者維持経営の資

力なかりしかば、 当該官臓より合杷せしめされん事を怖れ、故意に其手続を怠りたるものと推

定せり 。

既に当地の如く、新開地にして地勢年月を共に繁昌し、人口の増加は文益々神社設置の要求

をして、日に切実ならしむるの状況にあり、且つ祭神御事績の顕著なる或いは、役等崇敬者が

しばしば困難に遭遇して、尚敢て当地の祭肥する程の崇敬を有する等を以てせば、政府の取り

扱いは自ら異にせられるな可れば、本事業たる水天宮社公認引直しは、絶対に不可なりとすべ

からずと雌も現行神社行政法の解釈に因よれば、神社の創立再興復旧は許可せざるを以て原則

とせり 。

然し共、最近乃木神社の例もあり、絶対的許可成らさるものならざるも公認許可なるの知何

に容易ならざるか察知するに難からざる可し 。

即ち、本事業の遂行は不可なりとすべからざるも、亦以て可なりと楽観スルを許さず。

加之に前述の如 き 御由緒御事績有と雌も、阜に口碑に止まり、確然たる詮左な し 。

此に於て、 之を観るに事業の成否はーに其の用意の周到如何に依りて決せるものと謂う可し 。

而るに、水天宮社の現状を顧るに未だ不備なる点少しとせず、故に吾人の先ずの要件を審査

調整の上、徐々に公認許可申請の手続きを及ばん事に企図す。

即ち本案を作成する所以なり

要 件

先ず現神嗣を一個人の管理に移す可し(庭内神社)

建物完備を企図す可き事

境内地の拡張を成す事

永続財産を蓄積する事

発願者の連署を徴する事

以上

大正十年五月弐十八日

水天宮創立委員長

奥 村 華
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七五三詣

大麻頒布

除夜祭

1 0 月第二土曜

1 0 月第二 日曜

1 1 月 1 5 日

1 2 月

1 2 月 3 1 日

回

水天宮年間祭礼並びに行事(平成 1 8 年現在)

1 月 1 日 歳E祭(初詣)

1 月 5 日 初水天宮祭

l 月第二 日曜日 左義長祭(どんど焼き)

5 月 4 日 春季大祭宵宮祭

5 月 5 日 春季大祭

7 月 3 0 日 夏越祭

安産祈願祭

1 日 月旦祭

月並祭

目元付祭

足立重信命祭

その他

戊の日

1 1 月

1 5 日

2 5 日

2 6 日

600 戸

金比羅神社(崇徳天皇)、奈良原神社(宇気母智命)
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水天宮 神職・ 責任役員名簿

次 神職氏名 寅 任 f安 員 記 事

享保 7ir .. 不明 記録無し 樋口村、志津川有志と郡代官相謀り、筑後

( 1722) 川1UW-の水天宮を勧請し、久米川(重信川 )

の水神を合配

天明 8 年 武智盛貞 記録無し 志津川村天満神社神主武智盛貞、樋口村 =

(1778) 武智近之進 島神社神主武智近之進合同で、肥っていた 。

明治 3 年 武智近之進 記録~!l~し 6月 11 日以降樋口村二島神社神主武智近之

(1870) 進一人預かりで祭杷を行うこととなった。

明治12年 武智 盛m 記録1[l~し

(1879) 

大正13年 社掌 藤岡禎十郎、成瀬政次郎 初代総代選挙

6月 26 日 奥村良華 吉川 芳太郎、八木菊次

(1924) 渡部熊五郎

昭和 2 年 社掌 松末麿多一、佐伯図一

( 1927) 奥村良華 土居勝太、中野英一

藤田 寅一

|1R和 4 'rl三 社掌 土居 j陳太、佐伯 l劃一

(1929) 奥村良華 中野英一、藤田 寅一

昭和 5 年 岡山 IE利 佐伯国一、 中野 英一

(1930) 藤田 寅一

昭和 7 年 岡山正利 松末 J盛多一、渡部熊五郎

(1932) 佐伯図 -、中奥文吾

加藤忠平

日百平日 9 i:1三 岡山正利 佐伯運 J、渡部熊五郎

(1934) 佐伯国一、中奥文吾

加藤忠平、藤田 寅一

昭和27年 岡山正利 中奥文吾、佐伯運ニ 宮 世話人

7 月 l 日 和田琢郎 伊藤卯之助、山内鶴太郎

(1952) 

昭和29壬F 岡山正利 中奥文吾、佐伯運ニ 宮 世話人

(1954) 和田 琢郎 伊藤卯之助

日目和30年 岡山正利 和田 琢郎 宮 世話人

(1955) 八木利雄 伊藤卯之助

U2和31年 岡山正利 山内鶴太郎 宮 世話人

(1956) f~q除 卯之助

H百平日33 :t1三 岡山正利 八木利雄 宮 世話人

(1958) 伊藤卯之助

昭和]34年 岡山正利 伊藤卯之助

(1959) 

昭和36年 岡山正利 伊藤りIJ之助

( 1961) 八木利雄
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年ー 次 神職氏名 責 任 f受 員 3己 事

昭和36年 和田久雄 中奥文吾、佐伯運ニ

10月 12 日 松末 一正

(1961 ) 

昭和38年 和田久雄 中奥文吾

(1963) 

昭和40年 和田久雄 中奥文吾

(1965) 佐伯運コ

昭和53年 和田久雄 大石岩見、佐伯 秀一

2 月 15 日 田中 猛

( 1978) 

昭和57年 和田久雄 山木栄典、佐伯 秀一

4 月 1 日 桑原晴敏

(1982) 

昭和63年 和田 久雄 佐伯秀-、 桑原晴敏

4 月 1 日 二神寿弘

(1988) 

平成 6 年 和田久幸 佐伯秀一、 二神 寿弘 氏子総代長田中瓶

8 月 l 日 栗原重吉、藤岡政晴

(1994) 

平成 8 年 手[1田久幸 佐伯秀一 、 ー神 寿弘 氏子総代長田中猛

4 月 1 日 藤岡政晴、佐伯 匡章

( 1996) 

平成10年 和田久幸 佐伯秀一、 二神 寿弘 氏子総代長田中猛

4 月 l 日 j擦問政晴、水田博孝

(1998) 

平成12年 和田久幸 佐伯秀一、 二神 寿弘

8 月 l 日 藤岡政[1青、水田博孝

(2000) 

平成13年 和田久幸 佐伯秀一、 二神 寿弘

4 月 1 日 藤田群司

(2001) 

平成14年 和田久幸 佐伯秀一 、 ー桝l 寿弘

4 月 1 日 山木栄典

(2002) 

平成16年 和田久幸 山木栄典、佐伯秀一

4 月 l 日 二神 寿弘

(2004) 

平成18年 和田久幸 佐伯秀一

4 月 1 日 二村l 寿弘

(2006) 
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2 北吉井護国神社

旧北吉井村出身の戦没者の英霊は、はじめ北吉井小学校礼法室の神棚に祭られていた 。 昭和

2 0 年の終戦により公立学校での宗教的行事を禁ぜ ら れ、その処遇に困っていたとき、これを知

っ た志津川天満神社神主の武智成彬が譲渡 ;j を I~:Iし 1=r!1 て、霊璽や遺影等 を天満神社中殿に移し、

「芳魂社j と称して奉斎。 のちに当時水天宮神主であった岡山正利が 、 神道追放指令により廃業

となっていた愛媛療養所内の不用の神殿を譲り受け、水天宮境内に移築。 遺族会及び両神主ら協

議のうえ、昭和 2 5 年 4 月 3 日 2 1 2 柱の霊璽を奉還した。

同 2 6 年 1 0 月 宗教法人の手続きをとり 、 正式の神社として登録 し た 。

その後、 旧北吉井村民各位の理解と協力により、現在地に新社殿を建立し 、 昭和 27年3 月 28

日に上棟式、 翌 2 9 I二| に選宮式典を挙行した 。

現在、北吉井議国神社奉賛会で、は、友愛会等の協力を得て、 神恩に感謝し、神社の維持運営に

奉仕してい る 。

お胞のしている英霊は 2 63 柱(横河原 49柱、山之内 49柱、樋口 50柱、志津川 68柱、西岡 47

柱)で、 平成 15年 11 月 23 日北吉井護国神社奉賛会により下記の 11碑 11 を建立した 。

繰/) 1乏 l マ lゴ 1・らò.

/丑 え γrγ めるため ;の砕?建立する

ヱノ主 F 戟シ長 ~-:-ò. 乎和の成t' lγ 

0 大祭

・ 終戦記念祭一 ・みたま祭

. 秋季大祭 ・ 献穀祭

宮 司 和田久 幸

8 月 15 日

11 月 23 日
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第 10章 文化財

1 二本松

伊予鉄横河原駅の北辺、旧讃岐街道筋に「二本松」と呼ぶ巨樹があった 。 北吉井村誌にも「横

河原騨ノ側ニアリ古来有名ニシテ横川 ヲ ー名二本松卜呼ピシ此ノ松ニヨッテ称エラレタル者ナラ

ンカ往昔横川堤防ノ遺跡と思ハル。 小社アリ 」と記 されている 。 この大きな松の木が昭和 5 2 ・

3 年頃より、だんだん樹勢が衰え葉の黄色くなるのが目立つようになった 。

そこでこの状態を見て何とか樹勢を魁らせる策はないものかと、森林組合等の専門家を招いて

研修するも方法なく、そのうち枯れるに至り、やむを得ず昭和 5 7 年志津川天満神社武智宮司司

祭のもと祭典を行った後、遂にこれを伐り、今は大きな切り株が残っているのみである 。

年輪から推定し約 300 年以前からのものと思われる 。

この松のある敷地は志津川天満神社の御旅所となっており、昔は志津川の神輿をここに据えて

いた 。

も--ーーー

昭和 47年頃の二本松(窪田重治氏撮影) 昭和 57年二本松を伐る神事

この松は根元に小さな社があり、若宮社と称し毎年 9 月 1 日に地域住民が祭司し、社の前の広

場で子ども相撲が行われている 。

この子ども相撲は、かなり古くからあ った ようであり、現在 8 0 歳代の者でもすもうをとった

者も多く、松の大きな切り株や社を見て子供の時代を回顧する者も多い。 その当時の子ども相撲

の様子は、小学生が中心で高学年生が指揮をして、横河原内をリヤカーをひいて回り、各戸に新

や銭の寄付をお願p して、夜は土俵わきにまTi を積み上げ、これを燃やして明かりとし、集めた銭

で学用品等の賞品を買って夜遅くまで相撲に興じたものである 。

今は各戸あるいは各組で一定金額を出して費用に当てるほか、各組より当番の者が出て、まぜ

ご飯のおにぎりを作り子供達や見物の者に振る舞って、賑やかに相撲を楽しんでいる 。 (年中行

事の章参照)

藩政時代には、横河原のことを二本松とも呼び、 二本松がこのあたりの地域名を示していた。
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また、この松は旧大洲道(重信町の中央

部を通る旧金比羅街道)旧御城下道(旧讃

岐街道)の合流点を表し、遠 く 森松あたり

からでも望まれ、旅人の目印になっていた 。

この松には身代わり狸の話が残されてい

る 。 (伝説の章参照)

2 手曳松

横河原の重信川堤防 ・ 小字横川 に手曳松

と呼ばれる松の巨樹があった。

この松は 2 本の古木が手を引き合うように

枝をくっつけあって並んでいたので、 「子曳松J と呼ばれ、名物になっていた 。

しかし現在はその姿はなく大きな切り株が残っているだけである 。

この切り株のもとに小社があり若宮社と称し、毎年 9 月 l 日、 二本松の若宮社と呼応して、地域

の人々が祭司し、広場では子ども相撲も行われている 。

3 辻井戸

横河原駅前の和田商店と横河原電機との聞に辻井戸があった。 この井戸は明治 3 8 年に掘られ

深さが 1 1m もあったが、現在は蓋がされている 。

また、藤田謙治宅北東すみにも辻井戸があ っ たが、

現在は蓋がされている 。

現在残っているのはコロ ナ音響社と岩井自転車店

との聞と前川にある辻井戸だけである 。

辻井戸とは、共同で使う道ばたの井戸のことであ

る 。昔は井戸を掘る技術が進んでいなかったために、

多くの入手と費用がかかり、個人で井戸を持てる家

は限られていた 。

だから、村づくりは辻井戸を掘るところから始め

られた。

駅前通り の共同井戸の残像
(昭和 57年窪田重治氏撮影)

特に重信川の扇状地にある横河原では 、 水を得ること は集落立地にと って大切なことであ っ た 。

明治初年に最初の辻井戸が掘られ、横河原の発展と ともに、つぎつぎに 7 箇所に辻井戸が掘られ

コロナ音響杜 と岩井自転車店との間 前川
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た 。 コロナ音響社横の辻井戸などもそのひとつである 。

4 讃岐街道と金比羅街道(大洲街道)

藩政時代、当地を讃岐街道(桜三里街道)が通っていた 。 藩政中期以降金比羅参りが多くなっ

てから、この街道は松山札の辻から久米 ・ 志津川 を経て愛大医学部前・ 二本松前・町道中央線

(表の町通り)を通り、重信川 を渡って川内・小松を経て讃"皮に通ずるもので、ほぽ現在の旧国

道 1 1 号線である 。 現在では改修したため路線が変更しているが、讃"皮街道筋には今なお昔の面

影をとどめた道標や常夜灯が残っている 。

横河原駅の北東の十字路は讃岐街道と金比羅街道の分岐点とな っ ていた 。 現在の和田ガラス店

の角には「右松山御城下道、左大洲宇和島道、世話人志津川野中OOJ の道標が立っていたυ

讃11皮方面や金比羅参りから、松山あるいは大洲・宇和島方面に帰る旅人に、ここが道路の分岐点

であることを示していたのである 。

この道標によると、讃"皮街道あるいは金比羅街道は、 讃11皮方面に向かう人が呼ぶ街道の呼称、で

あり、反対に松山や大洲に向かう人は松山御城下道・大洲道と呼んでいたことが分かる 。

この道標は大正 1 2 年新国道が集落の北側に開

通すると共に、新国道の分岐点である相原薬品

前に移されたが、昭和 4 7 年頃に盗難に遭い紛

失した。

現在この道標は松山市内のある料亭前に立って

いるのが確認されている 。

この道標のあ っ た地点から 3 5 m ほど東へ進

むと 「右金比羅街道 是より 武十七里六町、左

観世音道 是より 武里三十四町」 の道標が立っ

ている 。 (居酒屋吾平角)

讃11皮街道の横河原の分岐点(和田ガラス店前)

から南に分11皮し横河原駅前を通り、 匡|立病院機構愛媛病

.----- g懇
相原薬品前にあった道標 平成 5 年

請岐街道と金比羅街道との分岐点

院官舎北端から線路沿いに南へ 、 東温高校内を通り見奈

良立石前(旧重信町役場前)、田窪香積寺の北付近を経て、

南吉井小学校の南を通り、 浮島神社の西方で、南折し、野

田を経て高井・森松に通ずる金比羅街道(大洲道)は大

洲・宇和島地方から 讃"皮に通ずる I唯一の道路であ っ た 。

この道は明治の末期まで、見奈良から横河原へ続く広大

な林野の中を南予との交易や金比羅参 りなどの人馬で賑

わ っ た 。
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東温高校内金比羅街道

平成 3 年撮影

横河原地区の旧街道
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第 11章 年中行事

正月行事

( 1 )正月準備

正月準備は、煤掃き ・ 飾りのべに始ま って、餅っき ・ お棚

様作りなどがある 。

お飾りは、 「輪飾り 」 が主であるが、大飾りや大根締めという

のも作る 。
し め

輪飾りは最も普通の注連でその形状から杓子飾りとも呼ば

れ、神棚 - 出入り口 ・ 自動車 ・ 織機 ・ 若水桶・臼または農家

では牛馬の駄屋 ・ 農具類 ・ 屋敷内の果樹等に至るまで、年を

取らせるものすべてに付ける 。

玄関へは輪飾りでも特大のものを作り、 山草 ・ だいだい ・
かたずみ

回炭(木炭) ・ 串柿を添えたお飾りを付ける 。

しかし、近年は簡略化 されて、輪飾り山草にだいだいを付ー

けたものが多くな ってきた。

( 2 )門松

門松は枝振りがよく 、 三段になった雌雄の松を上等とする 。 一夜立ては忌みるので、 30 日に立

てる 。 竹と梅の小枝を添えて松竹梅を作る家もあ った 。

現在では、門松を立てる家はほとんどなくな っ たが、太平洋戦争終戦頃までは、 ほとんどの家

で門松を立てていた 。

重信川堤防に 自然に松がたくさん生えていて、その中で枝振りのよい三段になった松で雄松

(黒松)雌松(赤松)を各 l 本ずつ選び、家に持ち帰って門松を立てた想い出を持つ人は多い。

太平洋戦争中資源愛護の見地から松を切ることはいけないと、紙に印刷したもので代用した時

代もあった 。

現在ではそれもなくなり、ほとんどの家で門松を立てなく な ったが 、 中には松に竹と梅を添え

て松竹梅を立てる家もある 。

( 3 )お棚様

歳徳神を祭るには、臨時の棚を座敷の天井に吊して祭るを古風とするが、床の間で済ませる家

もあった。

鏡餅・串柿 ・ だいだい・みかん・たっくり ・ 米・昆布 ・)]券栗 ・ ほごの魚またはかけ鯛、家によ

っては稲穂 ・ 栗箸等を供えた 。 これはオッゴモ(大晦日)の前日までにしつらえ、四日の朝さげ

るのであるが 3 日間は、飯や雑煮と御神酒等をあげ朝晩お灯明をあげて一年の幸を祈る行事等を

昔はしていた。

( 4 )大晦日
せち

pよいよ今年も今日限りである 。 主婦は正月のお節料理作りに忙しい。 正月三が日は包丁を使

わぬ習慣であ っ たので、すべて食べ事は大晦日に調理した 。

料理は里芋 ・ 大根・蓮根 ・ 人参等の煮込みゃ、煮豆 ・数の子 ・ 昆布 ・ きんぴらごぼう ・ かまぼ

こ等であった 。

正月三が日の雑煮炊きは男の役目であ ったので、その支度もしておく 。
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せち

また、年越しそばのそば打ちもしていた 。 い よいよ大晦日も 暮れると、神様にお節を供える 。 お

膳にお節をのせ、 主人が男の子を従えて、まず門松さんへお正月の神様を迎えに行った。

それから座敷のお棚様に神維をご案内してお節を供え 、 お神酒とお灯明をあげて拝む。

続いてお大黒様、お荒神様、お水神様等、方々にお節とお灯明をあげて拝む行事を昔はしていた。

現在は簡略化 され、年越しそばを食べて年を越す家が多くな っ た 。

お節料理 平成 3 年撮影

( 5 )ゃなぎ

正月の飾り物の一つに 「ゃな

ぎJ があ っ た 。 柳の木の枝に、子

留 ・ 紙小判・カルヤケ(米粉で作

って着色した魚や球形の物) ・ 金

色 ・ 銀色の小玉などをつるして、

よく目につく座敷の隅や玄関など

に飾っ た 。

( 6 ) 若水迎え

元 日、主人が起きて、今年初

めて汲み上げる水を若水という 。 若水は、 昔は井戸が流れ川の水などを汲んだが、現在では水道

にな っ ているので水道水を使う 。

この若水で雑煮を炊く 。 雑煮は簡なしの小餅を用い、豆腐 ・ ねぎ ・ 人参 ・ごぼう ・ 里芋 ・ かぶ

などの野菜を混ぜたすまし汁で作っ た 。

これを神様に供え終わ っ てから 、主婦や子供 ら を起 こ して雑煮を祝うのである 。

(7)初詣

東の空がようやく 白みかけようとする 「寅の安IJJ に なると、氏神様の初太鼓 (堂の口の太鼓)

が嶋り出す。

今年の豊作を祈念しつつ 12 回(閏年は 13 回)打ち鳴らされるもので、この堂の口の太鼓を聞

いてからお参 りするのが伝統的な 「一番参 り J (初詣) である 。

現在は午前零時を期して初詣をする 。 明かりに照らされた参道を拝殿へ進んで拝み 、 家内安全

やいろいろな祈願をする 。

( 8 )年始礼

それぞれの家や個人の関係によ っ て以前は 、 年始の挨拶回りをしていた。

そのときは煮豆 - た っ くり ・ 数の子

程度の肴で簡単なお寒酒(カン シュ )

を酌み交わした 。

( 9 )鍬初め

昔農家では、 二 日の早朝、苗代田

にシデをつけたすすきや笹竹とへイ

グシ(中型のもの)を立て、畑を 3

鍬ばかり打 っ てからはl草を敷き 、 そ

の上に餅・た っ くり・みかん ・ 柿な

どを供えて豊作を祈っ た 。

(10) なずな節句 春の七草

-128 



正月七日は七草粥を炊いて食べる 。 この習わしは、平安時代 (1000年程前)からあった。

七草粥とは「春の七草J を入れて炊いたお粥のことである 。

七草とは、せり ・ なずな ・ ごぎょう・はこべら ・ ほとけのざ ・ すずな ・ すずしろのことである 。

昔は 6 日の夜または 7 日の朝、摘んできた七草を「唐土の鳥と日本の騰と飛び渡らぬうちに、

なずな七草、石かちかち j とはやしながら叩いて、刻んだ七草を粥に入れて七草粥とし、神に供

え家の者も食べ祝った 。

江戸時代 (3 6 0 年程前)には五節句のーっと定められ、若菜説 ・ 七種の祝 ・ 七種の節句など

と言われ、七草粥を食べた 。 これは年の初めにあたり、 今年 l 年の無病息災を願って節句を祝っ

たのである 。

夜はなずな湯に入った 。 これも無病息災を願った行事である 。

(11) やぶ入り

1 6 日はやぶ入りで、若嫁は里へ正月礼に行った 。 この時手土産に鏡餅を持参していたが、時代

とともに形式はいろいろと変わってきている 。

2 初水天宮

毎年 1 月 5 日は、初水天宮であり、全国の水天宮で祭典が行われているようである 。

全国の水天宮で祭典が行われている ようである 。

横河原水天宮においても、この日は毎年横河原商工連盟会長ほか役員や横河原区長ほか役員が参

列し、区内の安全と繁栄、商工業者の繁盛を祈願して厳粛な祭典が執行されている 。

祭典のあとで、景品入りの餅撒きが行われ区内はもとより周辺部落からも多くの人が集まり賑や

かであるが、平成 4 年からは「どんど焼き 」 の日に餅撒きをすることになった 。

3 どんど焼き(左義長)

どんど焼きは正月に行われる火祭りの行事で、日本の各地で行われている 。

愛媛県では東予地方の各地で現在も行われている 。

旧重信町では、横河原の方式のどんど焼きは、平成 3 年正月の 15 日に水天宮境内で行われたの

が最初である 。

第 1 回 どんど焼き平成3年 1 月 15 日 平成 16年

横河原周辺では何時の頃からか、正月 20 日にお飾りはやしと称して、軒先や道端に、子供達

が正月のお飾りを持ち寄って焼くのが習わしであった 。

また、この火でみかんや餅を焼いて食べると一年中無病患、災との言い伝えから、煙の中で焼い
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た、ふすぼり臭いみかんや餅を食べたものである 。

このような小規模なお飾りはやしも、 子供達にとっては楽 しい正月行事であったが、その後交

通量が急増し、路面の舗装が進み、家屋も密集して適当な場所がなくなり、お飾りはやしの行事

も見かけなくなった 。

横河原の活性化を図る行事として、横河原商工連盟主催で 8 月に観月祭を行っているが、観月

祭に次ぐ名物伝統行事として、今後も継承できるものは何かと、公民館長を中心に協議して、平

成 3 年正月からどんど焼きの実施を決めた。

資材として、松丸太 16本、槍の青葉付き数束、青竹20数本を準備する 。

前日に本体枠組みを行う 。 まず、松丸太を一辺 4 本で四角に組み上げる 。

当日区内外の家庭から正月のお飾り・神仏のお札 ・ お守り等を持ち寄ったものを本体に納めな

がら 青竹を配置 して、 青葉付き檎枝で、自jj りおおいをする 。

青竹と檎枝は気勢を上げる音の演出でもある 。 本体と祭壇の周囲にしめ縄を張り準備を完了す

る 。

宮司による神事のあと浄火が区内有志により本体に点火される 。

見る見るうちに火柱が空高く舞い上がり 、 最高潮に達 し、見事などんど焼きとなる 。

平成 1 6 年 平成 1 8 年

公民館前の特設テントの中では、活動部員 (pずみ会会員)により大鍋のぜんざいが振る舞わ

れ、区内外参加者の親睦を深める場となる 。

また、横河原商工連盟の景品入り餅撒きも行われ、餅撒きの人気は高い。

平成 4 年からぜんざいに大鍋の甘酒が追加さ

れ、平成 5 年から 1 2 年まで東温高等学校弓道部

の協力を得て、境内特設場で通し矢を行った 。 い

ずれも正月行事にふさわしいものである 。

どんど焼きの行事は回を重ねるごとに人出が増

えており、区民に喜ばれる行事となった 。

平成 1 4 年からは、 1 月の第二 日曜日に実施し

ている

今後、楽 しい火祭りの行事と して長く継承した

東温高校弓道部員による 「通し矢J 平成 8 年 いものである 。
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4 干支送り (巨大絵馬奉納)

横河原区では、地域おこしの一環として、地元の文化を広めていこうと、東tlZ高校美術古líの協

力を得て、平成7年より翌年の干支を描いた巨大絵馬を作成し、年末に水天宮に奉納している 。

絵馬は社殿正面に飾られ、参拝者の目を楽しませている 。

平成 18年作成分で十二支が揃うことになっている 。

絵馬の大きさは 縦 2. 5; ~ 、 横 2. 7: ~の五角形ベニア板

社殿に勢揃いの 十一支

干支送り 平成 1 7 年 12 月 30 日

5 春祭リ

5 月 3 日、境内の掃除や|蹴立てから始まり、 4 EI の宵宮祭、 5 日(こどもの日)は祭典。

お祝いの諸行事は、 奉納少年剣道大会、芸能大会、ゲー トゴルフ大会、さらに誰もが喜ぶ餅撒き

がある 。 青年団活動が活発であった昭和 30年代までは相撲大会もあったが、現在は剣道大会、

折り紙飛行機大会、金魚すくい大会になっている 。

この剣道大会は、平成 1 8 年で 5 9 回の伝統を持ち、近隣市町の小学生 ・中学生チーム 60 ほ

どが男女合わせて 200 名参加し、日頃の紳、習の成果を友達や親の盛んな声援の中で競い合い、

健全な心身を育てる最良の場として大きな

役割を果たしている 。

芸能大会は、区が独自でしつらえた新し

しユ舞台の上で、日舞 ・ 民舞 ・ 民謡・カラオ

ケ等が華やかに繰り広げられ、交流の場と

して親睦を深めることができている 。 (平成

1 3 年まで実施)

ゲートゴルフは高齢者を中心に、日頃の

腕の見せ所として、若さあふれるプレ ー を

随所で披露していた 。 (平成 1 3 年まで実施)

誰もが喜ぶ餅撒きは、打ち上げ花火による合図の後、お昼刻と午後 4 時頃の 2 回に分けて行い、

多くの人たちの歓声や奇声が入り乱れ、それは賑やかなものであった 。
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現在は、餅撒きは午後 2 時半頃の l 回、打ち tげ花火は平成 1 8 年からは中止 している 。

境内広場には、大祭を成功させるため協力してくれた寄付者名を張り出している 。

参道の店や平成7年 餅撒き 平成7年

金魚、すくい、綿菓子、たこ焼きなど子供はもとより大人も童心にかえって楽しめる露店も 20

店ほと、並び、お祭りを昔ながらのなごやかで平和なものにしている 。

「折り紙飛行機大会」と「金魚すくい大会」

平成 1 4.年、それまで行われていた「芸能大会j に代わるものとして、も っ と子供たちが楽し

めるものをとの提案があり、 「折り紙飛行機大会j と 「金魚、すくい大会」 が初めて実施された。

折り紙飛行機大会は公民館前特設舞台の上から A4 判コピー用紙 l 枚で折った折り紙飛行機を

投げて飛行距離を競うものであった 。

年齢別に小学 2 年生までの 「幼童の吉川 、 3 年生から 6 年生までの「小学高学年の部」、中学以

上一般も含めた 「一般の部j と分けて競技をし、好天にも恵まれて大いに盛り上がった 。

午後は金魚すくい大会へと移り、大テン トの中に特設の水槽を 3 台設置。 こちらも上記と同じ

年齢別にすくった金魚の数を競うもので子供から大人まで、また回りで応援の人たちもおおいに

盛り上がりを見せ、中には子供以上にわれを忘れて夢中になるお母さんもいて大盛況であった。

両競技とも年齢別に上位 3 名を表彰し、 景品の図書券が渡された 。

芸能大会と比べると内容が 「 こどもの 1:1 J にふ さわしく、またスピー カーの音も剣道大会と干

渉することもなく初回としては大成功の行事であ っ たと思われる 。

平成 1 7 年好天に恵まれて第 4 回の「折り紙飛行機大会」 と「金魚、すくい大会」が実施された 。

折り紙飛行機大会では滞空時間を競うことも合わせて行われ最長飛行時間 l 名が表彰された 。 両

競技とも「剣道大会のj 選手や父兄も一部参加でき てこどもの日にふさわしい行事として定着し

つつある 。
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6 秋祭り

平成 3 年の様子

10 月 7 日の神輿渡御にむけて 5 日は区民総出のお宮掃除と l陥立てから始まり、 6 日 の宵宮祭と

夕方の獅子舞。 7 日当日は、早朝から打ち tげ花火の合図で人々が集まる 。

揃いの法被と鉢巻き姿にエドソ・力紙を身にまとい、宮司による厳粛な祭礼の後、 神酒で身を

清め勇ましいかけ声と共に境内を巡回し、区内に繰り出して行く 。

子供神輿 花みこし

各組に設置された御旅所や有志宅、さらには新築されたお宅への祝事は宮司を先頭に、子供神

興、大人神輿が参る 。 法被は平成 3 :年に初めて区の助成と個人負担によって新調され、 30数年ぶ

りに復活した 「横河原祭り 音頭J I農兵(ノ ーエ)節」 にのって、かき夫たちの心が一つにまと

まり、神輿が優雅に、ときには勇ましく揺れている様は、見ている人達の心を和ませ、 明日への

活力を与えてくれる 。

町中 を行く大人神輿

二本松の御旅所で食べるおにぎりやたくあんの昧はまた格別である 。 各所でのおもてなしは、

かき夫に一層の活力を与えてくれる 。 夕方の宮入りは祭り最後の仕上げ、 一般とかき 夫の心がー

っとなって、氏子代表や区長を乗せた神輿が境内に幾度となく巡る様子はなんとも言えず、見て

いる人達の気持ちを一つにして、何よりも美 しいものを表しているように見える 。

子供たちは、巡回先で頂いたお菓子などを PTAのお母さんたちから分けてもらい、 11旬に抱い

たり、ぶらさげたりして、楽しかった 1 日の思 L 吐~I を身にまとい、家路に急いでゆく 。

そして明日からの平和を約束したかのように大祭の 1 日が夜のとばりとともに幕を閉じるので

ある 。
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横河原祭り音頭

ーっとせ人に知られた横河の祭リ音頭を歌ゃんせ ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

二つとせ 降っても照つでもかまやせぬ横河祭の勇ましさ ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

三つとせ 見れば見るほど胸がすく 横河祭の勇ましさ ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

四つとせ よその祭り見られない横河祭の勇ましさ ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

五つとせ いつも元気な団長さん 今日も先頭で音頭とる ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

六つとせ むっくりふくれたひげづらに 鉢巻きしめた色男 ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

七つとせ 何年たってもかまやせぬ横河祭の勇ましさ ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

八つとせ やれやれしゃんとやれしゃんとやれ年に一度の秋祭 ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

九つとせ 恋をするなら横河の 若いおいらに惚れてみろ ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

十とせ年をと ってもかわりやせぬ横河祭の勇ましさ ソイツァ豪気だね ソイツァ豪気だね

農兵節

富士の白雪きやノー工 富士の白雪きやノー工富士のサイサイ 白雪きや朝日で解ける

解けて流れて/ 工解けて流杓てノー工解けてサイサイ 流れて 三島に注ぐ

三島女郎衆は/一工三島女郎衆はノー工三島サイサイ 女郎衆は お化粧が長い

お化粧が長けりゃノー工 お化粧が長けりゃノー工 お化粧サイサイ長けり ゃ お客が困る

お客困ればノー工お客困ればノー工お客サイサイ 困れば石の地蔵さん

石の地蔵さんはノー工石の地蔵さんはノー工石のサイサイ 地蔵さんは 頭が丸い

頭丸けりゃノー工頭丸けりゃノー工頭サイサイ 丸けりゃ 力ラスがとまる

力ラスとまればノ一工 力ラスとまればノ一工 カラスサイサイ とまれば娘島田

娘島田は/一工娘島田はノ一工娘サイサイ 島田は情けでとける
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- 平成 6 年から秋祭りは、旧重信町は 10 月第二 日 R程日となった0

. 大神輿の修復

後述の「北吉井地区かきくらべj が、平成 9 年より 実施されたが、横河原の神輿は小さくて、

見劣りすることから、平成 10年 10 月 19 日準備会を開催し、宮総代、区役、いずみ会員の意見が

一致して、旧水天宮大神輿を修理することを決定した 。

神輿の修理は上村の高市保雄氏に依頼することとし、 寄付の趣意書は区事務局で作成、寄付ー依

頼は宮司、責任役員、区長、氏子総代 、 いずみ会長名で区内有志の方々にお願いすることとな っ

た 。

趣 """ 忌、 重主
Eヨ

盛夏の候梅雨も漸く明けたそうです。

横河原のみなさまにはご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、横河原鎮守社水天宮春、秋祭りその他色々な行事に対しまして区長さん、 宮責任役員、

氏子総代会、いずみ会、 一般崇敬者の皆様方の陰よりのご援助に支えられ、 今 日に到 っ たものと

存じます。 之からもこの様な関係で皆さまと共に笑顔で、この水天宮に集い色々な行事がスム ー

ズに進行して行けたらと念願いたしております。

思いますれば、 一昨秋でございましたが、いずみ会からのお話しに旧北吉井五部落の青壮年の

方達が集合し、秋祭りをもうちょっと明るくする為には、現北吉井小学校で毎年かき比べする事

に全員で賛同し、 一昨年より実施致しております。

そこで、参加見学 して見ると、余所のと比べて横河原の神輿は小さくて見劣りがするとの多数

の関係者が気付き、過去に廃棄処分していた神輿が和田石材店にあり 、 ご本人の計らいで水天宮

で使用可能ならとご寄贈戴きまして、現老人クラブ会長(現宮責役員)でもある こ神氏が町老連役

員会の席で玄人同様の拝志上村の住人高市保雄氏に相談 したところ、珍しい質 も上等だ、 一度

見せてくれとの事から、 トントン拍子に進行致しまして、本年春修理も完成致しまして、既に水

天宮拝殿に飾つであります。

経費の捻出を待って居ます。

ご寄付をお待ち申し上げます。

平成 1 1 年 7 月吉日

水 天宮宮 司 和田久 幸

責任役員 佐伯 秀

氏子総代 田中 猛

一般崇敬者

横河原区長 水田博孝

いずみ 会 伊 賀義 扇

横河原区民

各位様
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pずみ会からも横河原区民の皆様に下記により、寄付のお願いをした。

平成 11年9 月 20 日

横河原区民の皆様ヘ

横河原11いずみ会11

会長伊賀義扇

秋祭り神輿修繕ご寄付のお願い

もうすぐ秋祭り 。 皆様も楽しみにされていることと思います。

既にご存じのとおり、「北吉井地区枇祭り神輿かきくらべ大会J も今年で3回目を迎え、ますま

す盛大になって参りました 。

本年は横河原11 いずみ会11の提案により、古い神輿を修繕して、かきくらべ大会に出そうとい

うことになり、昨年より修繕を行って参りましたところ、大変立派な神輿になって仕上って参

りました 。 是非皆様にもご覧になって戴きたく思っています。

さて、その修繕費用について、先ずは宮総代の皆様にご芳志を賜り、約半額は用意すること

が出来ました。

つきましては、残りの修繕費について、皆様のご芳志を賜りたく、いずみ会会員の総力を挙

げてお願いにまわっております。

会員が皆様のお宅へお願いに同いますので、本趣旨をご理解のうえ、 是非ともご賛同賜りま

すよう重ねてお願い申し上げます。

尚、横河原区内全戸をお訪ねすることは出来ませんので、お願いに伺えないお宅もあるかも

知れません。 その点はご了承くださいませ。

秋祭りという、老若男女を問わず、 一緒になって楽しめる 1 日を、出来る限り多くの方に関

わって戴き、盛大なものにしたいと準備しております。

平成 1 1 年 9 月 目標額を上回る 932 .000 円の寄付が集まり、 平成 1 1 年 1 0 月 3 日には、高市

保雄氏、宮役総代、区役、区民、北吉井青壮年グループ代表、いずみ会会員出席の下、修復披

露を行った。 平成 1 1 年の北吉井地区か きくらべには、修復 した大神輿で参加した 。

大神輿修復披露 平成 1 1 年 1 0 月 3 日
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-平成 1 1 年より 宵宮祭に神輿を出すようになり、賑

やかな宵宮祭が何十年ぶりに復活した0

・平成 1 5 年には女神輿「紫娘町J が発足し、宵祭り

に初参加し、華やかになった 。

-平成 1 7 年からは、樋口の神輿も正式に宵祭りに参

加し、賑やかさを増した。

-秋祭り神輿かきくらべ

北吉井 5 区の山之内(やぼの会)、樋口(樋好会)、

志津川 (志津川 中央会)、西岡(楽々会)、そして横

河原(商工会活動部)の各グループの交流の席で、ふれあい町おこしのーっとして、 「秋祭り神

輿かきくらべ」 が提案された。 その後、下記の飽意書により各区で審議 ・検討の結果、平成 9 年

1 0 月 1 2 日に第一回のかきくらべが実現した。

平成 1 7 年の様子

宵宮祭 大神輿のさし上げ、

女神輿のさし上げ‘

神輿渡御前のさし上げ

ヴ
/

っ
Jf

i
 

宵宮祭正式参加の樋口三島神社神輿

神輿渡御に出発

宮入前のかきくらべ



北吉井地区秋祭り神輿かきくらべ大会

趣意書

重信町には、各地区に有志で、結成する 青壮年グルー プがあり、地域に密着 した様々な活動を行

っています。 各グループとも年代や職業の枠を越え地域の融和と活性化を図るためボランティア

活動や町おこし活動を推進しています。

北吉井地区でも、やぼの会(山之内)、樋好会(楢口)、商工会青年部(横河原)、志津川

津川中央会)、楽々会 (西岡)の 5 つのグループが活動を行っています。

さて、このグループ交流の席上で、 「 も っと広く地域住民のふれあいの場を創れないか? J と

いうことになり、各地区でも懸案事項になっております秋祭りの活性化を図るため、北吉井地区

の神輿を-同に集め、かきくらべをしてはどうかとの声が上がりました。

実施に向けて各地区の関係者も幾度か集まり、検討を重ね、 地域の諸先輩方のご指導も頂きな

がら、やっと、地域の皆さまにこの趣旨をご理解いただき、ご協力をお願pする段階までこぎ着

けて参りました 。

都市化の進む昨今、「道ですれ違つ でもあいさつひとつ交わす事が出来ない。 J r他人の子供に

は関心を持たない。 」 など殺伐とした状況になりつつあります。

昔の「田舎」の良さを取り戻すため、 地区の枠を越え、 地域が一体となって取り組むイベン卜

を実施することにより、人々の心のふれあいと親睦を図りたいと秋祭り神輿かきくらべ大会を提

唱するものです。

ご存じのように神輿は各地区毎に運行されており、 町おこし行事といえ、神輿を一同に集める

ことには、種々の観点から論議を呼ぶところ であ りますが、どうかこの趣旨をご理解頂き、 「秋

祭り神輿かきくらべ大会j 実現に向けご協力を賜りますようお願い申 し上げます。

平成 9 年 7 月 3 0 日
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-第 l 回神輿かきくらべ大会の模様

整然西岡、豪快志津川、懸命樋口、けなげ山之内、はつらつ横河原

西岡は神輿をかく練習を・・、思い神輿じゃのに志津川はょうかく ・・ 、横河原の差 し上げはで

けとる・・、樋口が綱をかけなんだんは鉢合わせを ・・ 、 LLJ之内が子神輿なのはお宮と神興が焼

けたけん ・・、 神輿は揺れぬようにかく・・ 。 などなどグランド雀。

つぎは、もうひとつ「工夫ある かきくらべ」 になること間違いなし 。

よこがわら区からのミニレタ-NO.ll H9/10/15 より

第 1 回平成 9 年 10 月 第 3 回平成 11 年 10 月

第 3 回平成 11 年 10 月

この時、横河原の神輿が他地区に比べ、見劣りがしたのを、区民の皆さんが残念がり、前述の

通り、宮総代を始め、若手かき夫の熱意と区民の有志の芳志よって、平成 1 1 年に古い「大神輿」

が立派に修復され、かきくらべ用として、生まれ変わった。

第 9 回平成 17年 10 月 第 9 回平成 17年 10 月
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- 平成 1 1 年の第 3 回かきくらべ大会では、水天宮の大神輿を修復し 、 参加。

大きくなった神輿(柄も 7m) と法被も全員揃い、整然としたかきぶりに、会場から大拍手。

- 平成 1 7 年 1 0 月 9 日実施の第 9 回のかきくらべ大会は、紅一点女神輿(紫娘IJlJ)が初参加し、

華やかさを大いに魅せつけた。

7 観月祭

横河原区初秋の最大イベン卜に観月祭がある 。 この行事の主体となる横河原商工連盟について

は、別項で詳述したが、初秋の一夜を重信川堤防広場に地元東温市のみならず遠く東予方面や松

山方面からも多くの人を集め、約凹万人以上の見物客が「月見踊り J に、絢澗豪華な「仕掛け花

火や打ち上げ花火」 に、百数十軒の夜店の列等に、多彩な光と音楽と人波に酔う 一夜である 。

この行事は、昭和 30年から、横河原の人達の心意気を広く多くの人に知ってもらうとともに、

横河原を大いに宣伝し、併せて商工業者の人達が日頃の顧客に対し感謝の気持ちを込めて一丸と

なって取り組んできた行事であり、年々規模は大きくなってきている 。

ちなみに、平成 3 年 8 月 3 1 日に行われた第 36回観月祭は、次の通りであった 。

月見踊り連 14連約 500人

打ち上げ花火 約800発

仕掛け花火 15台

主催 横河原商工連盟重信町観光協会

後援 愛媛新聞社伊橡鉄道南海放送

最近の花火打ち上げ場所について記しておくと、重信川左岸 (川内側)河川敷で踊り 会場や有

料観覧席の正面対岸での打-ち上げ花火や仕掛け花火が長い間続けられたが、 川内の工業団地に進

出する企業 も増え、保安距離の関係か ら平成 13年ころから 二度にわたって左岸川下へと打ち上

げ場所が移動した 。

有料観覧席もそれにつれて移動して現在の形になっている 。

横河原の花火は近くて迫力があるのが評判であったが、今はやや遠くなり見上げる角度が少し

下がり、往年の迫力は見られないが、安全上止むを得ないことである 。

それでもきれいな花火には観客から大きな拍手が起こり、夏休み最後の祭りとしてにぎわって

いる 。 昭和 30年代後期に花火を始めたころは会場も打ち上げ場所も横河原橋の上流側で、あった

ようであるが、ここにも半由紀の歴史があると、!惑

慨深いものがある 。

平成 1 7 年 8 月 2 7 日(土)横河原観月祭は 5 0 

周年の記念大会を迎えた 。 東潟市になって第 l 回の

花火大会でもある 。

第 36回平成 3 年 8 月
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記念事業として踊り会場横に特設ステージを設け、生バンド演奏と和太鼓の演奏が被露された。

フ ォー クロ ック のアマチュアバン ドは 10 グループが参加。 午後 3 時から演奏開始、観月祭の準

備中の時間ながら次々とグループが入れ替わり、午後 7 時までみっちりと生バン ド愛好家たちの

目と耳を楽しませた 。

好天に恵まれ、きつい日差しの中での熱演に会場の雰囲気は徐々に盛り上がっていった 。

午後 7時、市内在住の和太鼓奏者津田剛年氏のオープニング太鼓で恒例の月見踊りがスタート 。

重信町商工会青年部の協力で、ステージ後ろのスペースを利用して縦3.6 メートル横 5.4メートルの

大スクリー ン を特設して、ステ ージや踊りの映像をプロジェクターにより観覧席側にも 見えるよ

うにして好評を博していた 。

踊り連は前半の 8 グルー プがやぐらの周りを輸になって自慢の盆踊りを次々と披露 した後、横

河原商工連盟会長の挨拶があり、前半の花火が打ち上げられた。

横河原観月祭の花火はス ポンサー制をとっているのが特徴である 。 00提供の花火であるとの

アナウンスとともに、日音くなった夜空に次々と色や形の異なる花火が美しい姿を見せた 。

後半の 8 グループの月見踊りが披露され機運の盛り上がったところで後半のさらに華麗な花火

が打ち上げられ、観衆の拍手も沸き起こる中、祭りは最高潮に達した 。

人出 約 5 万人

踊り連 16連

打ち上げ花火

露店数

いもたき

約480人

約 2800発

約 200店

5 00 の桟敷に約 4 ， 0 0 0 人

8 土曜夜市

横河原商工連照青年部が発足当時より 続けて開催している夏の夜のイ ベン ト である 。

第 l 回は昭和 61 年 (1986 年) 。 夏休みに入って最初の土曜日の夜、横河原駅前広場を伊予鉄道

(株)から借用し、特設会場としてテン ト や舞台を設置。 ピヤガーデンもある 。

ゲームや生ノ T ンドの演奏また各種の屋台を設けて食べ物飲み物を提供している 。

平成 1 7年の内容を紹介するとゲームは「ビン倒し J ['輪投げJ ['金魚すくい J ['おもちゃく じ J

「型抜き J 等。

飲食コーナーでは「生ビールJ ['ジュース J Iかき 氷J I焼きそ ばJ ['から揚げJ ['綿菓子」等。

横河原いずみ会は「フライドポテ ト J [' フランクフルトソー セ ージ J 、紫娘11fTは 「ひやしそう めんJ

と「フリーマーケット 」、樋口地区から参加の樋好会は IJ' ットライス 」 とにぎやかである 。

ステージでは幼童の「ヤクル卜 早飲み大会j、ア マチュア愛好家に よ るフォ ー クロックの「生
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バンド演奏や歌」、「ビンゴゲーム J や最後に「もちまき」と観客を退屈させない催しが一杯であ

る 。 横河原の人はもちろん、近隣の地区からも「土曜夜市J を楽しみに大勢の人が集まってきて

夏の夜を過ごす恒例の行事となっている 。

?コ172YL重錘 j

F孟璽事r::ごEFア;予 三

生バンド演奏大勢の人で賑わう駅前広場

平成 1 1 年 (1 9 9 9 年)の 「土曜夜市J では伊予鉄道横河原駅開通 (1 8 9 9 年 明治 3 2 

年)の 100 周年を記念して横河原いずみ会主催の 1- 100周年写真パネル展」 が開催され各家々

に眠っていた古い写真を拡大パネルにして展示。 横河原の歴史 ・ 鉄道の歴史をひもとく絶好の機
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愛媛新聞

若宮社祭と子供ずもう

毎年 9 月 l 日、横河原志津川泉(川)から東の地区では手曳松の若宮社で、西の地区では二本

松の若宮社で、若宮社祭と子供ずもうが行われている 。

平成 3 年は手曳松若宮社では、 川の東の各戸から、 l 戸 400 円のお供え料と横河原区から 5，000

円の補助金と計 53 ，200 円の経費で、二本松の若宮社では、川の西の各戸から l 戸 300 円のお供え料

と横河原区から 5，000 円の補助金と計"64 ，000 円の経費で、お祭りと子供ずもうの準備が行われた。

世話役の女の人たちは、横河原公民館(手曳松) 、中奥鮮魚店(二本松)を借りて、「にぎりめし」

を作り、世話役の男の人たちは、 l峨立て、提灯つり、紅白の幕張り、電灯の取り付け、そして土

俵(手曳松)、すもうマット(二本松)を準備する 。
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夕方世話係の家で作られた各組名を書いた 「たのもさん」が神前に祭られ、宮司さんを招いて

お祭りが行われる 。

若宮社とたのもさん 平成3年 子供ずも う 平成 3年

お祭りがすむと子供ずもうが始まる 。 最近では女の子もすもうをとり、男の子が女の子に投げ

られたりすると、土俵を取り巻く大勢の人々の問から大きな歓声が起こる 。 やがて、すもうが一

休みになると、 「にぎりめし j が配られる 。 大人にはお供えの御神酒が振る舞われる 。 そして、

すもうは大勢の応援の中で夜遅くまで続けられる 。

10 その他の年中行事

( 1 )念仏講

念仏講をしている組が今もある 。 1 月 16 日は口開け念仏、 3 月 21 日は彼岸念仏、 8 月 16 日は

盆念仏という 。 現在は、 l 月と 8 月の年 2 回で l 月は新年宴会を兼ねてする組もある 。 念仏講に

は組内のどの家からも参加する 。

念仏講は組内を順番にまわして当番で行う 。 この当番を「こうもと 」 とも言 う 。 当番に当たる

と仏様をおまつりして、組の人々を招いてお念仏を唱える 。 この念仏は仏様をお慰めするととも

に組中の人々の幸せを祈るのである 。 念仏が終わると、世間話をしたり組の約束事を決めたりし

ながら食事をし、楽しいひとときを過ごす。 このようにして人々の心の触れ合いが行われ、渦か

p組作りができるのである 。

( 2 )節分

節分というのは、季節の変わり目のことを言うのである 。

だから、春 ・ 夏 ・ 秋・冬の季節の分かれ目で、年に 4 回あ

ることになる 。 近頃は、冬から春への変わり目である立春

の前日のことを言 うようになった。 今から 1200年ほど前に、

中国から伝わった行事である 。

節分の前の日には、おにぐいの鰯の頭をつけて家の出入

り口に置く 。 これは、鬼の怖がるもので「鬼を追い払う j

という意昧があると言われている 。

豆は、豆 しばをたき、パチパチと音をたてている 。 豆を

煎るときの香ばしいにおいは、春の訪れを感じさせてくれ

とてもいいものであるが、現在は市販の豆を買 ってすます

家が多くなった 。 煎った豆は、升に入れて神様に供える 。
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そして、夕方になると豆まきを始める 。 元気のよい声で「鬼は外、福は内」と、家の外や内に

まく 。 残った豆は、後で自分の年の数だけ食べる 。 厄年(女 33才、男 42才)の人は、自分の年

の数だけの豆とお金を紙に包み、誰にも見 ら れないように、こっそりと近くの四つ辻に落として

帰り、厄落としをする。この風習もだんだん少なくなってきた。

渡辺の名字のついている家と、八木の名字のついている家は、豆まきを しなくてもよいと言わ

れている 。

それは、昔渡辺綱という人が鬼退治をしたという 言い伝えがあり、その時に使った弓矢が八

木家の家紋になっているから、鬼が恐れて入ってこないのだそうである 。

( 3 )ひなまつり

旧暦の 3 月 3 日(今は 4 月 3 日)は、女の子の節句・ひなまつりである 。

ひなまつりには、おひな様を飾り、女の子の幸せを祝う習わしが続いている 。

おひな様にはひしもちゃ桃の花、白酒、あられなどをお供えする 。 初めての節句には、親類など

から女の子に、おひな様を贈る習わしがある 。

おひな様 野田天神

旧重信町では、明治20年頃(約 110年前)から昭和の初め頃まで土でおひな様が盛んに作られ、

どの家にも飾られた 。

このおひな様は、北野田で作りはじめたので野田天神と言われている 。 からだには、松や竹や

梅の模様が描かれ、顔には優しくてのどかな美 しさがあふれでいる 。

4 月 4 日は花見に行った 。 おなぐさみとも言われ、近所の方々とおごちそうを重箱に入れて、

河原や山や池の土手などに出かけて行って食べた 。

おごちそうは、おひな様におあげするひしもち・あられ ・だいだい・ りんまん ・し ょうゆも

ち・かんでんょうかん・巻きずしなどであ った 。

5 日にはおひな様をしまった 。 その時、あられを少し紙に包んで、おひな様のお土産としてい

れた。 おひな様のしまいが後れると、お嫁に行くのが後れると言い伝えられるほど、おひな様を

大切にした。

今のひなまつりでは野田天神は見られないが、女の子の誕生を祝い、幸せを願う気持ちは、変

わりがない。

そこで、赤いもうせんのひな壇に、 美 しく飾ったひな人形をたくさん飾って、楽しむようにな

った 。 上の壇から、内裏びな・ 官女びな・五人ばやし・矢大臣・ 三人使丁のほか、びょうぶ・ぽ
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んぼり ・ 左近の桜・右近の橘・ひしもち ・ 重箱 ・ たんす ・ 長持ち ・ 鋭台・御所車など、おひな様

に必要な道具の数々が飾られる 。

( 4 )端午の節句

端午の節句は、男の子にたくましく育ってほしいとの願pをこめてお祝いする行事である 。 こ

の行事は昔から 5 月 5 日に行われ、 7歳以下の男の子のある家では、鯉のぼりや吹き流しなどを

庭先に立てたり、かしわ餅やちまきを作って食べたりしていた。

男の子が生まれて、初めての節句(初節句)には、親類などから、 l搬やかぶとなどを贈ってお

祝pする習わしがある 。 のぼりには、男の子の誕生を祝って、色鮮やかに家紋をつけたり、お侍

の櫓を描いたりしている 。

また、吹き流しは赤白または 5 色の布で作られている 。 昔の戦いの時に使った旗に習って勇ま

しさを表しているのである 。

今でも 5 月になると、緑のそよ風をいっぱい受けて泳いでいる鯉のぼりをあちこちで見かける

が、この家にも男の子が生まれたのかと喜びが伝わってくるようである 。

また、端午の節句には、菖蒲を神様にお供えするので菖蒲節句とも呼ばれ、菖蒲を使ったいろ

いろな習わしもあった 。 現在ではあまり見かけない

が、 5 月 4 日の夜には「菖蒲ふく」といって、どの

家でも屋根の上に、よもぎや菖蒲、かやを束にして @ 

投げ上げ、火事が起きないようにお祈りをした 。

さらに、菖蒲の葉をお風巴に入れてそのお湯(菖

蒲湯)に使ったり、男の子は菖蒲鉢巻きをしたり、

女の子は髪にさしたりした 。

この習わしは、菖蒲が心や体を清め、病気を追い

払ってくれる薬草であると思われていたからである 。

( 5 )七夕まつり

「たなばた」というのは、 7 月 7 日の夜、天の川の東岸にある牽牛星(わし座の α 星アルタ

イル)と西岸にある織女星(こと座の α 星ヴェガ)が年に l 度会うと言 う伝説がある 。

そこでこの日に、この二つの星にいろいろなものをお供えし、願p事をする習慣ができた。

こいのぼ り

七夕まつりは星まつりとも言い、 7 月 7 日に行われる所が多いが、横河原でほ 1 ヶ月遅い 8 月

7 日に行う 。

8 月 6 日の朝早く人々は畑へ行って里芋の葉に溜まっている露を取ってくる 。

そして、その露をすずりに入れて墨をする 。 その墨で短冊(~、ろいろな色の色紙を長方形に切

ったもの)に願い事を書く 。 それを青竹の枝に結びつけ庭にたてる 。

家の中には、スイカやナス ・ キュウりなどの野菜や果物、そして、すすきなどを台の上におい

て七夕様に供える 。

そして、子供達は「字が上手になりますようにJ I勉強がよくできますようにj とお祈りする 。

なお、青竹の飾りは、次の日に川へ流したが現在では、 川へ、流すと 川が汚れるためそれぞれの家

で片付けている 。

( 6 )輪ごし

7 月 30 日に水天宮では「輪ごしJ (夏越祭大級)が行われる 。

「ひとがた」と言って、人の形に切った紙に家族-人一人の生まれた年・男女別 ・ 年齢を書き込
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む。 それを水天宮に持って行って神様に供える 。暑い夏を元気で過ごせるようにと、お祈りをする 。

「カヤ」で作った大きなlIi命をくぐってから拝む。 この ili命をくぐることから「輪ごし」と言われ

るようになったのであろう 。 拝んだ後、お蔽いをしてもらい御神酒を]頁き、お札をもらって帰る 。

そのお札は神棚に祭って家族の無病息災を祈る 。

暑い夏を無事過ごしたいという昔からの願pは、今も変わりない。 今でも夏にはなくてはなら

ない行事のーっとしてどのお宮でも盛んに行われている 。

平成 8 年からは、参道に 100 個以上のぼんぼりに灯がともり、幻想的な中で行われている 。

( 7 )七五三

昔「わたぎ」とか「ひもはなし」 というお祝いの行事を 11 月 15 日にしていた 。

「わたぎj というのは、その年に生まれた子供を、「ひもはなし」 というのは数え年 3 歳の子供

をお祝いする行事であった 。

「わたぎ」 は、わたの入った 「ひとつ身」 の着物を作って着せ、我が子が元気に育ったお礼に

氏神さまへお参りした 。

また、昔は洋服などほとんどなくて、みんな着物を着ていたので、 「ひもはなし J という行事

をしていた。

「ひもはなしJ というのは、普段は 「つけひも」といって、ひもを着物にじかに縫い付けて着

せていた 。

この日は、「三つ身j の着物を着せ、「つけひも」の上に別の帯を締めて着飾り、氏神様へ元気

に育っ たお礼参りに行った。

昔は今 と違って赤ちゃんが死ぬことが多かった 。 今のように医学も進歩してなかったうえ、ミ

ルクなども十分でなかったので、元気で満 3 歳まで育つと、親は大変嬉しか っ たのである 。

このようなうれしい親の気持ちを「わたぎJ や「ひもはなしj の行事として行うようになったの

であろう 。

この日は母親や里の親戚などからお祝いの品が届けられ、家ではごちそうを作り、酒盛りをし

てお客をもてなした 。

こうした昔の行事も世の中が進むにつれてなくなり、それに代わって七五三の行事が行われる

ようにな った 。

今 は、 3 歳の男の子と女の子、 5 歳の男の子、 7 歳の女の子のいる家庭では、それらの子にき

れいな洋服や着物を着せ、親に連れられてお宮参 りをする風景が見られるようにな っ ている 。

七五三のお祝いのやり方は、大都市などの人々が始めたもので、それがだんだん私達の地方へも

広が っ てきたものだと言われている 。
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第 12章 伝説

身代わり狸の話

今から 250 年前余りのこと、 二本松の近所に清二郎という孝行息子と年取っ た母親が幸福に

暮らしていた。

この息子は情け深い親子で、毎日二本松のお狸さんに油揚げを上げていた 。

ところが、ある日、年取った母親が急病で不幸にも死んでしまった。

清二郎は嘆き悲しんだ。 それで、泣く泣く、母親が生前にしていたように、 二本松へ油揚げを持

って行った 。

ところが、どうしたことか、油揚げがち ゃんと供えである 。 驚いて、当たりを見ると、 一匹の

狸が死んでいた 。

重ね重ねの不幸に清二郎はすっかりうち沈んでしまい、力なく、とぼとぼと我が家へ帰ってき

た 。

帰ってみると驚いたことに、死んだはずの母親が生き返っているではない。二人は抱き合い、

うれし涙を流して喜び合った 。

母親が生き返ったのは、きっとあの狸が親子の親切に感じ、母の身代わりに死んで、母を生き

返らせくれたのに遣いないと思った 。

清二郎はその後もよく生き物を'憐れみ、母子幸せに暮らしたという 。

2 手曳松のいたずら狸の話

横河原の重信川の堤防に手曳松と呼ばれる二本の訟の古木があった。

この松の木にいたずら好きの古狸が住んでいた 。

ある日、松前のオタタさんが魚を入れた桶を頭に乗せて、横河原 ・ 樋口方面へ行商に来ていた 。

横河原の駅を降りたオタタさんが町の裏通りを東へ歩いて行く姿を見た人が 、 朝早く行商で大変

だなあと感心していたところが、オタタさんはどうしたことか引き返してきた 。

忘れ物でもしたのかと見ていると、途中でまた、東へ、また西へと歩くだけ、変だなと思い、

ひょいと東の手曳松を見上げると、いたずら狸が尻尾を東へ向けたり 、西へ向けたりしている 。

これは、狸にばかされていると気付 き、その人、大きな声でオタタさんを呼び止めた 。

オタタさんはハット気付・いて、 言った 。 「行っても行って もお得意様の家が見えないはずだJ 。

しばらくして、落ち着くと、お得意様の家は 3 軒先であった 。
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第 l 章青年団

1 男子青年団

江戸時代の村落は自給自足の小社会を形成していて、この小社会を営むうえで種々の共同作業

が生じた 。 これらの共同作業の傍ら、青年が相応した任務を果たすために、自然発生的に若者集

団が組織団体を作って統制のある行動をとるようになった 。 こうした若者集団の名は、若連中・

若者組・若衆連・若者連等とよばれていたようである 。

明治時代にな って若者集団の重要な仕事であった道路 ・橋梁・堤防の普請改修などの共同労働

や、夜警、騒擾の取り締まりなどが、市町村の公共団体や、警察その他の行政機関の職務とされ

たので、若者集団の社会的役割が次第に縮小されていった 。 そのために目的意識を失った若者集

団の弊害が、世人の注目や批判の的になることもあった 。 この従来の若者集団は近代社会にふさ

わしい青年会への脱皮を迫られていた 。 横河原に於いては、明治 3 5 年(1902) の青年組(盛年

会)の結成を経て、下記の通り、 明治 4 4 年 9 月に青年会横河原支部を結成した。

若者集団の弊害を矯正するとともに、これに新時代の精神をつぎ込んでその改革を図ろうとす

る企ては、主として地方の教育者篤志家によって進められた 。 その方法としては、まず夜学会を

開設することや、青年会の育成が進められた 。

以下、その横河原における、 青年会結成から活動に至る過程を議事録により紹介する 。

その当時の世相を如実に現わしているので、極めて興味深いものとなっている 。

( 1 )明治末期

①青年会横河原支部の結成

明治 4 4 年 5 月 2 7 日、北吉井村青年会の発会式を北吉井校で挙行し、同時に樋口、志津川 、

山之内、西岡の四支部が設置されたが、横河原支部の設置が無いのを残念と思い、従来の青年

団の発起人や町内有志の援助を得て同年 6 月 3 日に支部設置方を本会に嘆願する 。 同年 9 月 2

4 日本会の許可を得たので、同日横河原区内の法華寺で支部の発会式を行う 。 会員 2 9 名

②夜学会

小学校教育の恩恵を受けなかった青年に教育を施すのを主目的として、青年会内部の教育機

関として明治 2 0 年代から普及した 。

-明治 4 5 年 6 月 1 日 総務会決定事項

授業日割り及び開閉時刻

日曜休業 月曜教師来席 火曜休業 水11霊教師来席 木曜休業 金曜復習

土曜遊戯

開午後 8 時 3 0 分 閉午後 1 0 時

1 .教師報酬 1 円 内 5 0 銭は村より援助残り 5 0 銭は青年会員で負担

2. 投書函及び掲示板設置の件 総員賛成し、その筋へ出願する 。

③青年会の決定事項

.明治 4 5 年 7 月 3 日臨時役員会

これからの役員は最も熱心に当支部の発展策を考え、夜学その他集会の時には挙って出席し、

会員の啓蒙につとめ青年会の基礎を一層堅くすること 。

ア、講話会開催の件、 通常講話会は毎月 l 回開催する 。 次回より役員協議の結果その日時を

決める 。 第一回講話会は今月 2 0 日とする 。
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イ、隊者慰問の件、 会員で入隊者があるときは慰問状を差 し出すこと 。 但し、年に 1 月、 4

月、 7 丹、 9 月の 4 回とする 。

ウ、 会員の病気見舞いの件、 会員で病気にな っ た者には、見舞いとして 2 0 銭内外の物品を

送る 。

工、大祭の節は町内各組ともにl臓、提灯、国旗は青年が建てること 。

オ、境内はその時期により 青年が掃除をする 。

カ、体育として 当分は角力、 撃剣と定める 。

キ、もし、火災の際は町内は云うまでもなく、他部落といえども青年は町内の代表者となって

人力を尽くすこと 。 但し青年は町内の代表者としてその家族に挨拶すること 。

ク、部落において入隊者があるときは、会員集合してなるべく見送りをすること 。

その時は役員内より 当支部代表者として挨拶すること 。 これらのことは会長が時期を見計っ

て会員に伝える 。

④活動の記録(抜すい)

ア、夜響、巡視

・明治 4 4 年 1 1 月 1 1 日より毎夜または隔日に役員 (特に風紀係)が 1 - 2 名で町内を巡視

して、毎週終わりの役員会に提出する 。

- 明治 4 4 年 1 1 月 2 0 日より役員巡視を厳重にして 2 人で毎夜または隔日に町内を巡視し、

飲食店に重点、 を 置 き 会員が飲食店で飲食しているのを見たら 、 直ちに連れ帰り 会員すべての

中で諭し、聞かなければ支部長に直ちに報告する 。 また、理由なく夜学に欠席した者は巡視

簿に詳細に書 き、 会員及び賛助会員に報告しておおいに訓戒する 。 実施の結果次のような事

が分か っ た 。

飲食店に立ち寄る者が多いのを感じた 。

11 夜学の欠席者が大変少なくな っ た 。

111 風紀を改善するのに効果があ っ た 。

イ、通俗教育

明治末期に国の施策により通俗教育の振興策が出された。

その内容は書籍および図書館 ・ 文庫 ・ 展覧会のような観覧施設に属するもの、幻灯・活動写

真のような娯楽施設による指導に関するもの、講演会に関するものと三つが主なものであ っ

た 0

・明治 4 5 年 7 月 1 2 日の通俗講話会の模様

午後 7 時開会の時刻だが小雨で参加者が遅れ 8 時 1 0 分相原孫四郎の開会の辞で始ま っ

た 。

大西重季 幻灯説明(コレラ予防法 その 1 ) 

11 相原孫四郎 幻灯説明(コレラ予防法その 2 ) 

III 河本講師の講話 (一文惜しみ百知 ら ず)

IV 山内伝五郎 幻灯説明(父母の責任)

v 松原辰三 幻灯説明(酒癖の戒め)

VI 菅副会長講話

Vll 渡部講師

ウ、 演習協力

(笑 う門に福来たる)

幻灯講話(風俗矯正)
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- 明治 4 5 年 7 月 1 8 日、午前 1 0 時に突然松山第 2 2 連隊留守隊が横河原付近で演習をする

との通報があり、ただちに支部長の命により 当支部と在郷軍人会が協力して接待援助をする

ことになった 。 その時の様子を次のように記録している 。 『然 レドモ過急ナル場合ナルヲモ

ッテ会員ノ全員出役ガ得難ク、先ズ当支部トシテハ和田支部長、藤岡評議員、高須賀只市、

松原辰三郎ノ 4 名ガ出役シ機敏ニモ横河原堤防東ニ事務所ヲ設ケ以テ兵士ノ労ヲ慰メント

ス 。 ソノ他必要物借入レ等非常ナル便利ヲ与フ 。 当 日災天焼クガ如キ酷暑加工テ附近飲料水

欠乏ノ為ソノ困難筆紙ヲ以テ記シ難ク歎声 トトモニ兵士ノ湯茶供給所ニ集合スル者恰モ蟻群

ノ甘ニ集マルガ知ク、大イニ渇ヲイヤシ多大ナル満足ヲ与へタリ、然ル為メ其ノ多忙一方ナ

ラズ凡ソ 3 斗 5 升入ナル荷樽ヲシテ 8 0 有余荷ヲ供給シ、更ケ渡ルH音夜 卜トモニ業ヲ切上ゲ

シハ午後 1 2 時ニシテ散会セシハ午前 2 時ナリキ 。 J

明治 4 5 年 7 月 2 1 日 歩兵第 2 2 連隊留守隊より謝状を受ける 。

( 2 )大正期

明治44年に青年会が結成され、その活動は活発化し、発達してきた 。

大正 14年には、会堂(公民館)の建設に青年会が立ち上がっているのが注目される 。

①青年会決定事項

- 大正 1 0 年 5 月 1 9 日 総会 青年会の改革をして次の各部を設ける 。

講演部 毎月 I 回ある本団の講演大会に出演者を決め、毎週土曜日に集合して練習する 。

巡警部風紀取締、夜学欠席者の取締をする 。

貯金部 貯金思想の励行、毎月 1 5 銭以上貯金して部長の元へ其の月の 2 5 日迄に提出する 。

貯金引きだしの場合は部長の許を受けること 。

体育部体育を奨励し、角力、撃剣を行う 。

-大正 1 2 年 2 月 1 0 日 月例集会

風紀を乱し、団則を守らず青年としてあるまじき振舞いや、団の名誉を段損する者は、役

員会の決議により本人に注意すること 。 注意が 2 巨|以上になるときは、本会より除外し、こ

れを社会に公表して、もし悔峻の情現るとも 1 ヶ年以上は除外とする 。 団員であって除外処

分にした者と交際する者はこれも同等の処分にする 。

- 大正 1 4 年 6 月 6 日 月例集会

会堂建設基本金作製起業の件

i 財源 電灯電力料金集金による手数料収入

11 方法 別冊会堂建設基本金積立規定による 。 本事業は計画書に基づき徹頭徹尾遂行する

ことに決まる 。

②活動の記録(抜粋)

ア、奉仕作業

・ 大正 9 年 1 0 月 5 日 これまで横河原町内では毎年総出で道作りをしてきたが、本年より 当

青年会で実施することになる 。 当日出席会員 2 5 名午前 7 時集合、 5 班に分け班長に各区域

を分担させる 。 区域は協議組合長の指揮に従って会員至極まじめに作業をしたので午前 1 1 

時迄に全部終了した。

-大正元年 9 月 2 2 日 午後 I 時頃折柄の暴風雨により出水おびただしく全支部員が堤防の監

視及び破損防止に尽力し、 翌朝まで町民と共に徹夜して働く 。

- 大正 1 2 年 7 月 1 2 日 川出水につき全員総動員で午前 8 時より堤防を警戒し、夜間も会員
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一同でする

・ 大正 9 年 1 2 月 1 日より大正 1 0 年 2 月 6 日迄、毎夜 2 人 2 組宛|町内を巡回して夜警する 。

イ、義指

・ 大正 1 2 年 9 月 4 日 東都大震災について義摘米を各戸より 募集 し、 白米一石 5 斗、梅干し

4 斗、塩魚、その他 l 箱を集め、郡社会課より 震災地へ急送する 。

ウ、奉祝行事

- 大正 1 4 年 5 月 1 1 日

銀婚式奉祝のため北吉井小学校にて拝賀式、 5 月 1 1 日夜、提灯行列及び仮装行列をし、懸

賞を 1 0 等 まで、 I~Iす 。 また 行列用赤提灯を約 3 0 円で購入する 。 (処女会と合同)

- 大正 1 4 年 1 2 月 皇孫殿 F御名式奉祝余興挙行の件、会員全員参加、仮装して提灯行列を

行う 。 町内 2 ケ所で喜劇芝居をする 。 出演者は演劇の経験のある者全部。 経費は横河原協

議組合の補助金 8 円の範囲で行う 。

- 大正 1 0 年 6 月 2 9 日 明日の水天宮御遷宮祭典式場の準備をする 。 大雨中にもかかわらず

会員 1 0 数名は鳥居形の大緑門を午後 l 時から 6 時までかけて作った 。

工、文芸

・大正 1 4 年 6 月、文芸部事業として当支部機関雑誌繋明(月刊)を本月より発刊する 。

オ、体育

本年度水上競技会を次の要領で実施する 。

時 - 場所 大正 14年 8 月 2 日学校水泳場(能池)

選手 各班より 4 名以上出場すること 。

種目 5 0 米、 100 米、 200 米、 2 00 米リレー ・ 背泳 ・ 宝探し、遠泳費用 5 円

支部会計より支出する 。 会員は全員出動のこと(選手以外の者も)

カ、修養会

大正 1 1 年 4 月 1 8 日- 2 1 日 心身を鍛練するため、今治方面へ無銭旅行を実施する 。

(菊問、今治、丹原各 l 泊米 2 升持参)

キ、敬老会

大正 11年 4 月 1 6 日北吉井校で処女会と併合して開催する 。

( 3 )昭和期

大日本連合青年団が大正 14年に発図式をあげ、本県では愛媛県連合青年団が大正 15年に設立。

こうして、市町村の単位団体から、県、国につながる青年団組織は確率され、活動は盛んにな っ

た 。

しかし、昭和 6年満州事変勃発、続いて 7年の上海事変を契機として、これまでの自主的な活

動は次第に影をひそめ、団の体系を通してその組織と事業は画一化の方向をたどり、指導は強化

された 。 また、昭和 1 2 年の日華事変以来各青年間では、准戦時体制を整えて、その活動も大き

く変わっていった 。

大正 14年「大日本連合青年団jの設立により「青年会」の名称が「青年団」に全国的に変更となっ

た 。

横河原青年団は大正 14年に会堂(公民館)の建設に立ち上がり、 5年間電灯電力集金手数料を

積み立て、昭和 5年に建設を決定 しているのは、 注目される 。

昭和 1 5 年頃から終戦までの聞は、団員の軍需工場への徴用や兵士としての出征や募集により
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退団者が多く、団の形態維持が困難とな っ た 。 また、運営も難しくなり、記録もないので省略す

る 。

また、戦後の混乱期は記録が紛失していて、昭和 2 2 年頃の記録があるもののみ記載すること

にする 。

①青年団決定事項

・昭和 5 年 2 月 1 7 日 役員会 会堂建設の件

-大正 1 4 年 1 0 月より 5 年間の予定で、会堂建設費に充当する電灯電力集金手数料も本年

1 1 月に満期予定である 。

-物価低落して会堂建設には好時期と思い八木利雄氏、吉川登氏、青野義康氏の 3 氏に参集

を願う 。 会堂建設の可否を協議する 。

- 会堂建設を実現さすべく満場一致で決める 0

. 総代に是を申請する 。

-昭和 5 年 2 月 2 2 日 役員会 会堂の件

- 青年会、 町、講社と共に建築する 。

-支出金額は大正 1 4 年より昭和 5 年 1 1 月迄の集金手数料金額とする 0

・敷地は水天宮境内なれば 3 畝、他の所なれば 5 畝を要す。

-建築後の維持費は部落持のこと 。

- 建坪、間取等は別紙図面にあり 。

. 1 4 日午後峨立てが済み次第、女子青年会員の援助を得て 2 俵の餅っき 0

・ 装飾 ・ 室内テ ー プ ・ 万国旗 ・ 玄関モール

- 記念植樹玄関前へ常緑樹 l 本

- 祝賀会 会費 3 0 銭(自弁)

- 余興 角力 ・ 芝居(途中で止め る)

・ 昭和 6 年 3 月 5 日 月例集会

- 電灯料集金手数料使用の件

電灯電力料金集金手数料は横河原支部青年の基本基金として貯蓄し、必要と認めたる時

は会の決議により半額以下を使用することを得る 。

- 退会者年齢の件

本団の団則は 10期間であるが、横河原支部は会則通り満 1 5 歳より入会 し、満 2 5 歳

迄とし、満 2 5 歳に達しなければ退会することはできないよう決まる 。

-昭和 6 年 5 月 1 3 日 役員会

映写会開催の件 青年旅行費用補助のため弁士、 音楽士は青年がして、吉田社より機械と

フィルムを借り技士は雇ってする。実費予算 2 5 円とし、大人 2 枚 1 5 銭、 l 枚 8 銭、小人

l 枚 5 銭として入場券を売ること 。

-昭和 7 年 1 0 月 1 日 横河原青年図版奉戴式

水天宮において団旗を清めて奉戴式を行う 。 神i織岡山先生が来られて厳粛に行われた0

・昭和 7 年 1 2 月 3 日 月例集会

. 1 銭貯金の件 昭和 8 年度より会員は 1 日 1 銭の貯金をすること 。 方法は 1 0 EI 日に集め

に行く 。

その金は青年会長信用組合へ通帳にて貯金することに相談決まる 。
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-剣道寒稽古の件 朝 5 時より会堂に集まって稽古すること 。

-電気代集金方法の件 最近電灯料集金が悪いので、会員全員が毎月一定の家を集めること

に決定。

- 昭和 1 3 年 2 月 2 0 日 臨時集会

-岡田製作所見習職工の件

-陸軍造兵廠小倉工廠工員募集の件

. 満蒙開拓青少年義勇軍募集の件

. r映画のタJの件

・昭和 1 3 年 7 月 2 日 月例集会

-国民精神総動員に関する件

-防空演習の件

・満鉄従業員募集の件

- 貯蓄倍加運動の件(団員全員貯金すること)

. 会堂維持案の件

- 昭和 1 5 年 5 月 7 日 月例集会

- 勤労奉仕 出征留守家族の家に人員を配し、農繁期に奉仕をすること 0

.銃後奉公会会費徴収依頼の件

②活動の記録(抜粋)

ア、奉仕作業

・ 昭和 4 年 9 月 2 2 日

横河原消防組が横河原町へ貯水池新設の大工事に際し、我等青年会も社会奉仕のーっとし

て消防組を援助することを決議し、出勤日を 9 月 2 2 日と 2 5 日の 2 日間、全員が自発的に

奉仕精神を発揮して協力する 。

イ、献金等

・昭和 7 年 5 月 2 6 日

愛媛号(軍用飛行機)献金の件、横河原支部の主催で活動写真をして利益を献金。入場券

売上高 17 円 60銭、男子 20 円 15銭。 利益 8 円 9 銭に青年会より l 円 9 1 銭補足して 1 0 円と

し、海南新聞社に依頼して献金する 。 (女子青年団と合同)

- 昭和 1 2 年 9 月 9 日

古雑誌募集、午後 7 時よりリヤカ -2 台で町内の雑誌寄附を乞い集める 0

・昭和 1 2 年 9 月 1 8 日

第 1 回乾草搬出の件 国防婦人会が刈り取って干したものを青年団にて信用組合倉庫まで

運搬する 。

- 昭和11 2 年 9 月 2 8 日

横河原支部割当 乾草 2 0 貫、乾草 3 3 貫余、古藁乾草 5 0 貫を集める 。

ウ、修養会、体位向上

・昭和J7年 1 1 月 1 2 日 精神修養一夜講習会

1 2 日迄より 1 3 日の朝まで、修養団の栗山正清先生を講師に招き実施する 。

- 昭和 1 1 年 3 月 2 5 日午後 2 時半より小学校運動場において、支部対抗競技大会が開催され、

横河原支部は各種目で優勢を示し、採点の結果優勝旗を得る 。 終了後会堂で優勝祝賀会をす

FO
 

F
h
d
 

す
，
A



る 。

-昭和 4 年 6 月 l 日本団に農作部と武道部新設の件が報告され、当支部にも武道部を設置し、

松双舘において本日より柔剣道を練習するよう決議する 。

-昭和 1 1 年 7 月 3 日

-剣道士用稽古に関する件 5 日より 1 4 日まで横河原会堂において練習をし、 1 5 日に

小学校で納会試合があり 5 名以上選手を出すこと 。

-雄弁大会の件 7 月下旬各支部より 2 名以上弁士を選出することになり、 3 名定む。

-青年雑誌購読の件 郡本団より 3 銭の補助があり 、支部より 2 銭の補助をして、 l 冊 1 5 

銭で購買できるようになる 。

- 昭和 1 2 年 8 月 1 日

国民体位向上のため本日より 2 0 日迄、小学校校庭において、午前 6 時より村人一同の参

加を仰pで、ラ ジオ体操が始められ、当支部員も多数参加する 。

エ、奉祝行事

・昭和 9 年 2 月 1 7 日 臨時集会皇子御降誕奉祝行事の件

女子青年団と合同で正会員約 5 5 名にて服装を揃え道行き 、 元禄花見踊り、大阪 ・ 東京音頭

で踊りつつ町を練る 。 (川 内方面へ行き、大いに人気を博した 。 1 0 時頃帰り 1 2 時解散す

る 。

- 服装 行列に参加する者は必ず揃えること 。 約 l 円 5 0 銭は青年団より補助する 。

- 装飾及び演舞場 町内へ約 100 灯の装飾用電灯をつける 。 町内へ万国旗をもれなく張

る 。 2 箇所演舞場を設ける 。

- 日時 2 2 日より向こう 3 日間、明 1 8 日 より練習すること 。 2 1 日午前 7 時集合 して

準備すること 。

- 昭和 1 2 年 7 月 2 7 日 1 0 時より水天宮において、国連隆昌祈願祭が執行され参列する 0

・ 昭和 1 3 年 1 0 月 2 8 日 漢口陥落の祝賀行列に団員全員仮装して参加する 。

オ、祭り

・昭和 4 年 4 月 4 日 臨時集会

春祭り余興芝居舞台を新設する具体的方法を協定する 。

i 余興芝居の部 ・役者連中 1 1 名 ・師匠和田満平氏 ・ 演劇新派悲劇 1 0 幕位

- 稽古場双松舘 ・ 稽古委員長桐山常修 ・ 経費参詣講よりの芝居

費 5 0 円と御花とであらす緊縮方針で役員より 負担金を取らないが御花

はすべて芝居諸入費にあてる 。

11 舞台新設の部 ・ 予算 3 2 円は原料代にあて、手間は会員が夜間に出て制作す る 。

-制作場所旧岩井屋空屋 2 階 ・指導者設計長松原辰三郎

- 委員 村上軍勢、明星辰三郎、門田益太郎

カ、出征兵士歓送

・昭和 1 2 年 8 月 1 6 日 出征兵士歓送の件について村長より依頼を受ける 。 第一回動員下令

により本村より 4 8 f=，の出征者を出した 。 1 7 日、 1 9 日、 2 0 日に横河原駅でその出発を

見送る 。 (以後出征兵士の歓送多く記載を省略す。 )

キ、演習協力

・ 昭和 1 2 年 1 2 月 1 9 日 労力奉仕 師団秋季演習で横河原へ兵士約 6 5 0 名が宿泊するの
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で在郷軍人等と協力して配備にあたる 。 また役場より 旧成金家に 2 5 名宿泊するので、その

世話を依頼されて実施する 。

ク、防空演習

・ 昭和] 1 2 年 1 1 月 2 3 日 防空訓練実施 本日より 3 日間連続して 2 府 1 8 県併合の防空演

習があり、各団体総動員をもって実施され、青年団員も全員参加する 。

-昭和 1 4 年 8 月 2 0 日一 2 5 日 防空演習

ケ、英霊村葬

・ 昭和 1 2 年 1 2 月 7 日 故武智治隆君村葬、午後 1 時より小学校校庭において行われ各種団

体多数参列する 。 (以後英霊の村葬には毎回出席する 。)女子青年団員 も多数参列。

( 4 )戦後の活動記録

敗戦は最前線に立って働いた青年にも、いろいろ苦難の試練を与えた 。

横河原においても、終戦後復員、ヲ | き揚げて帰って きた青年を交え、徐々に青年活動が復活して

きた 。 戦後の青年団は男女協力体制となり、男女一体化の方向で進むこととなった 。

昭和 2 5 年以降は記録が無いので、省略するが、青年団員の減少により、昭和 3 7 年には、秋祭

り神輿渡御に支障をきたした 。 昭和 3 7 年から昭和 4 1 年の聞は休眠状態となり、その後昭和

4 2 年に再結成され、昭和 4 3 年まで活動したが、 4 4 年に解団となった 。

. Il百平日 2 2 年 1 2 月 1 EI 団長首藤重晴君辞任願いにより選挙の結果、岩井正幸団長となり、事

務引き継ぎす。 団員の決意により、 1 2 月 4 日 -1 0 日の間朝起き会を実施する 。

-昭和 2 3 年 4 月 7 日 定期総会

議題 ①役員改選の件 ②春祭の芝居に関する件

新役員

団 長 岩井正幸 (副)稲田恵一

民政(長) 高橋謙一 (副)山木柴典

教養(長) 近藤柴宏 (副)高橋謙一

体育(長) 久保芳夫 (高1]) 佐伯 二冥￡ι主

管理(長) 久保芳夫 (係)首藤久夫

(副)渡部千鶴子

家政(長) 稲田ハルカ (副)成瀬 !黄見

1Z2ス、 山内 明

第一班長 稲田 進 (副)稲田ハルカ

第二班長 渡部 -夫 (副)大西洋子

どzうz、 計 第一班(長)加藤 自費 (副)青野艶美

第二班(長)玉井 喜八 (副)田中恒子

-昭和 2 3 年 5 月 3 0 日 集会 出席人員男性 2 2 人 ・ 女性 1 7 人

議題 ①勤労奉仕に関する件

②国道補修に関する件

③青少年不良化防止に関する件

④公民館設立に関する件

-昭和 2 3 年 6 月 1 0 日 臨時総会 出席人員男性 2 1 人 ・ 女性 1 1 人

議題 ①公会堂保管に関する件

-158-

(副)玉井悦子

(高IJ)浅山葉末

(高Ij)山内 フジ子

(副)佐伯綱子

(係)浅山 静夫



②J曜もぎに関する件 1 3 日 9 時より実施、 l 貫目 5 0 円

③討論会に関する件 男女の交際について

- 昭和 2 3 年 6 月 2 0 日 集会 出席人員男性 2 5 人 ・ 女性 1 7 人

議題 ①教養分機関紙発行に関する件

②討論会男女の交際について

-昭和 2 3 年 7 月 1 日 集会 出席人員男性 2 1 人 ・ 女性 1 1 人

議題 ①北陸地方震災義措金募集に関する件

②機関誌に関する件

・ 昭和 2 3 年 7 月 3 1 日 定例集会

通達 ①公民館運動について

- 教育復興会議

・ 文化講座の設定

②夏期大学

-文化展覧会について

- 本団会費納入について

③協議

- 福見寺相撲の件

・ 遠足(JTIlヶ嶺 l 泊 2 日)

・珠算会 8 月 3 日より

・昭和 2 3 年 9 月 1 3 日 臨時集会

議題 ①秋祭準備に関する件

②公会堂清掃に関する件

一部政治討論会を実施

- 昭和 2 3 年 9 月 2 4 日 女子部集会

女子部役員改選

副団長稲田ハルカ 会計岩井久子

教養浅山ハズヱ 体育佐伯綱子

民生渡部千鶴子 管理稲田ハルカ

家政 山内 富士子 演芸土居 まゆみ

第一班松田和子 第二班佐伯すま子

- 昭和 2 3 年 1 0 月 2 7 日 集会 出席人員 3 6 名

議題 ①運営方針発表

②役員改選(男子)

新役員

団 長 高橋謙一 副団長杉原政買I J

会計 山内 明 教養部 山木 祭典

体育部 藤田隆太郎 民政部 桐山忠博

管理部 首藤久夫(会堂)吉田義買Ij (備品)

演 芸 (少年対策) 山内 明

第一班長山内義富 第二班長高橋謙一
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-昭和 2 3 年 1 1 月 3 日 面河遠足午前 6 時発 午前 1 0 時半着

午後 2 時半発 午後 7 時着

参加者男性 2 0 人、女性 1 2 名参加

-昭和 2 3 年 1 1 月 4 日 第 2 回集会 7 時半より 会堂

議題①団則改正の件 一部改正案承認

②共同募金の件 区分を決めて責任者により 2-3 日中に集める 。

③団費 l 人 1 ヶ月 1 0 円と決定

-昭和 2 3 年 1 1 月 8 日 第 l 回役員集会 会堂

議題①会堂管理問題の件 部落委員と協議

②団員IJ改正の件 各部集会従来通り

③団長運営方針発表 承認

-昭和] 2 3 年 1 1 月 2 0 日 臨時集会 3 2 名出席

議題 ①共同募金完了報告

② 「団報」松風の原稿を 2 5 日迄に教養部にて整理の予定

③会堂管理問題

- 管理の責任は今まで通り 管理部にて責任を持つ。

-部外者の使用を許可する場合は町に連絡をする事0

.部外者の使用料は町に納入する 。

- 修繕費は町の負担とする 。

- 鍵は管理部長が保管する 。

④珠算会実施の件 毎週月 ・ 金曜日 7 時より

①社会問題研究会 2 2 日 7 時より会堂にて

- 昭和 2 3 年 1 2 月 2 日 役員会 午後 7 時より会堂

議題 ①IIIJの年寄り連中との座談会 1 2 月 8 日午後 7 時 4 5 名に案内状送付

②将棋大会の予定 1 2 月 1 1 日 会堂で実施する 。

賞品代 会計より百円程度

③救国貯蓄歳末実施委員会報告

④クリスマスの件

⑤朝起き会

-昭和 2 3 年 1 2 月 8 日 11可内年寄りとの座談会

午後 7 時半より、 6 名の方が出席され 1 0 時半まで話し合う 0

・昭和 2 3 年 1 2 月 2 2 日 臨時集会 午後 7 時より 会堂にて

議題 ①道路修理報告

子供と呼応して仮装行列

本年中止

②夜警について 消防団に協力する 。 2 2 日一 3 1 日まで 2 人宛出動する割り 当 を

決める 0

・昭和 2 3 年 1 2 月 2 7 日 PTA発会式準備会

午後 7 時半より松原氏宅にて次の事項を決める 。

①日時 1 月 7 日午前 1 0 時より 場所旭館

②極意書発送 別紙役員宛

③案内状(甲) 各種団体長、 各部落長、 学校長
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④案内状(乙)

①バザーの件

400 枚作成 子供を通じて各家庭へ配布

食券印刷各 210 枚宛

ぜんざい、うどん計 5 0 円

子供学芸会の責任者決定

3 0 日に打合せをする 。

午後 7 時 北吉井校

⑥展覧会

⑦青年芝居

・昭和 2 3 年 1 2 月 2 8 日

議題 ①本団役員の改選

②成人の日の祝賀行事について

- 弁論大会 各分団 2 名宛出場

扉の
〈
云

十
芸

二

尚
子

男子青年分担

児童、 学校に一任

-ノ fザ一 女子青年分担

- ポスター作成掲示 各分団にて実施

・成年者名簿 3 1 日までに役場へ

. 成年者に招待状を発送

- 昭和] 2 4 年 1 月 1 3 日集会午後 7 時半 会堂

①団報「松風J 完成配布

②夜警応援に警防団より酒を戴く 。

③懇談会を実施。

- 昭和 2 4 年 3 月 1 8 日 集会 午後 7 時

①入退図式

②本団よりの通達

③団長 ・ 副団長改選

団長 桐山忠博

副団長 氏家武雄 ・ 佐伯綱子

2 処女会

義務教育を終えた未婚の女子によ っ て組織され、 「健全な国民 ・ 善良な婦人として必要な修養

を積む」ことを目的とした修養団体で、 男子青年団とは別個に独立していた。

大正期における青年会の発達に伴っ て 、 女子青年の組織たる 「処女会」が各地に発足した 。

その後、昭和 2年に「大日本女子青年団J発団、昭和3年に 「愛媛県女子青年団」を設置 し、昭和 5

年度からは北吉井処女会に於いても 「女子青年団」 に移行した 。

( 1 )処女会横河原支部の結成

大正 1 2 年 5 月 1 7 日に北吉井処女会横河原支部を設立するため、横河原居住の有志の方々と

未婚の女性全員が集合する 。

- 会則を審議する 0

・役員選挙 結果は次のとおり

支部長 相原 ー喜、 副支部長 藤田すみ江、 会計 弓立盛儀、

幹 事 山内サキヨ、井戸 久子、和田久枝

- 次の方々を顧問に推薦する 。

藤岡禎十郎、成瀬政四郎、八木 菊次、中村マサエ、大西 実子、山木勝子
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このようにして横河原支部が設立され、午後 6 時に閉会した。

( 2 )処女会の決定事項等

-大正 1 3 年 3 月 2 8 日 春期総会

開会の辞 事業報告 会計報告 入退会者の報告 会則報告 役員改選 閉会の辞

また地方併合総会の申合事項の次の三つを守ることを決める

-自分の身のまわりを質素にすること 。

・ 一 日 一銭以上の貯金をすること 。

- 自分の本分をよく守ること 。

-大正 1 3 年 4 月 1 7 日 温泉郡処女会総会を松山高等学校で行う 。 支部から も出席。

・大正 1 3 年 1 1 月 8 日 役員会

昨年 1 1 月 1 0 日に御下賜にな った国民精神作興に関する詔書の記念日の行事と して、早起

き会を実施する 。 午前 5 時水天宮に集合 して境内の大掃除することを決定した 。

( 3 )活動の記録(抜粋)

①義摘金

- 大正 1 2 年 8 月 1 0 日 会員全員が出動して蚊取紙を行商する 。

-大正 1 2 年 9 月 8 日 午後、 3 時に集合、東京地方大震災の模様を聞き、同胞と して聞くに耐え

ず会員全部出動し、義指金の募集に奔走する 。

-大正 1 2 年 9 月 9 日 午前 8 時より全員出動し、昨日集めた衣類の洗濯ならびに繕 l )をし、夜

間も出て整理や梱包をする 。 募集物品は次のとおり 。

衣類 1 0 5 点、ハガキ 2 0 枚、履物(下駄) 4 7 足、タオル 1 2 筋、麻裏 5 足、毛布 l 枚

-大正 1 5 年 6 月 3 日 本会よりの通知により、 三笠艦保存喜捨金と して、会員 より 2 銭づつ集

金し、 2 3 人分 4 6 銭を本会に送る 。

②慰問

・昭和 5 年 1 月 2 0 日 支那の天津へ派遣されている歩兵 2 2 連隊の旅情を慰めるため、支部で

慰問袋を作って役場へ届ける 。

③奉祝

・大正 1 3 年 l 月 2 6 日 午前 9 時より北吉井校に於いて御成婚式を行う 。 記念事業として本月

より毎月、 一 日 一銭以上の貯金を全員ですることになる 。

- 大正 1 4 年 5 月 1 0 日 銀婚式の祝意を表し、小学校にて午前 8 Il寺より 挙行する式典に全員一

同参列する 。 また夜処女会員一同種々変装をし、提灯行列をする 。 (男子青年団合同)

・大正 1 4 年 1 2 月 2 6 日 皇孫内親王殿下の御誕生記念として、水天宮境内に記念樹(松)を

植える 。

-昭和 2 年 2 月 8 日 午後 2 時より北吉井校において、御大葬儀を行い、大正天皇追歌を合唱し

た 。

. H百利 3 年 1 1 月 1 0 日御大典(昭和天皇の即位の礼)につき、北吉井校で午後 2 時より溢拝式

を行い、 3 H寺に万歳を唱えて散会した 。 また、横河原支部一同出席し、賑わいを挙行した 。

(男子青年団と合同)

- 昭和] 3 年 1 1 月 1 0 日に御下賜になった国民精神作興に関する詔書の記念日の行事として、早

起き会をする 。 午前 5 時水天宮に集合して境内の大掃除をすることに決定した。

- 昭和] 3 年 1 1 月 1 4 日 学校で小学生や村民も出て旗行列をする 。 支部では青年 ・処女連合で
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志津川や西岡へ行き、 8 時半に横河原へ帰り、区内を廻って 1 2 時散会する 。 昭和 3 年
④遠足

・大正 1 5 年 5 月 1 8 日 北吉井処女会の松山市内見学、横河原駅 6 時出発

①石手寺 ②農事試験場 ③海南新聞社 ④松山兵営 ①田内織錦処 松山市駅発午後 6 時の
列車にて帰宅する 。

・昭和 3 年 1 1 月 1 3 日青年 ・ 処女会も参加し 、 一同川上方面へ行き午後 1 2 時帰宅する 。

①販売活動

・ 大正 1 4 年 5 月 5 日 春祭、水天宮境内の良地を選び売店を出す。 販売品はラムネ 、 ニッケ酒、

菓子、果物各種、売れ行き良く午後 1 2 時閉店する 。

-昭和 2 年 4 月 1 0 日 北吉井校において、東温 1 1 カ村ーの青年運動会をする 。 処女会員が出て

売店をする 。

⑥講習会

・ 昭和 4 年 1 2 月 2 2 日 正午より北吉井校において馬鈴薯飯、野菜パン等の料理講習会があり、

支部より 2 0 名が参加した 。

・昭和 5 年 2 月 1 8 日 午後 l 時から北吉井校において、児童服並びに婦人服の講習会があり、

支部より 2 6 名出席する 。

⑦奉仕作業

・昭和 4 年 5 月 3 日 水天宮春季祭の餅つきを青年連合で行い、 2 俵の餅を盛大についた 0

・ 昭和 4 年 5 月 5 日 春祭の青年の弁当をこしらえ、福餅の景品の手伝いをする 。

-昭和 4 年 4 月 2 3 日消防団の出初式があり、処女会員が全員出て、手伝いをする 。

3 女子青年団

前述のとおり、昭和 5 年度より「処女会J が 「女子青年団」 と改称され、市町村の単位団体から県、

国につながる 「女子青年団Jの組織が確立され、活動は盛んにな っ た 。

しかし、昭和 1 2 年に勃発した支那事変は日本政府の不拡大方針にもかかわらず、戦線が拡大

して沢山の兵士が出征し、戦費も増大し 、 国として国家総動員法で対処するようになり、 学徒動

員や少年兵の募集、 軍事工場への要員の徴用が行われ、 青年団男子が急減し、女子青年団は銃後

の守りとして、挙国一致体制の中に組み入れられた。 下記の記録から、その活発な活動と時代背

景を伺うことができる 。

終戦後は青年団の女子部となったが 男女協力体制となり、その区別もなく、 一本化の方向で

進むこととなった 。 戦後昭和 2 2 年から昭和 2 4 年までの活動記録は前述の「男子青年団jの項を

参照されたい。

その後、団員の減少により、昭和 4 4 年に解団となった 。

①女子青年団決定事項等

- 昭和 5 年 3 月 2 日 午前 1 0 時北吉井校で東渦 5 ケ村併合の女子青年団の総会が開催された。

宮城温拝から始められ、各村の会務報告所感等が終わ って、午後から船田先生の有益な話を

多々承り、余興としては、 子供の劇、踊り、筑前琵琶等あ っ て、団歌合11自の後、煤会裏に終了0

・昭和 5 年 1 0 月 1 0 日 臨時役員会を聞いて次のことを定める 。

運動会に出場しない者には

理由書を提出すること 。 (本団の決定)

11 罰金 3 0 銭を納めること 。 (本団の決定)
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III 当日参観の権利はない。

-昭和 5 年 1 0 月 1 7 日 橋の落成式と共に我が公会堂の棟上式を挙行する 。 大変賑やかであ っ

た 。

-昭和 7 年 4 月 3 日 公会堂にて集会を聞き副支部長の改選を行ってから団の方針について協議

した結果。 団員は付' き 3 銭の団費を納入することに決まる 。

-昭和 7 年 4 月 1 7 日 午前 8 時より会堂の掃除を行う 。 その御、決議により支部は毎月第 l 日

曜日を集会日と定める 。 午後 8 時より文庫の貸し出しを行う 。

-昭和 9 年 8 月 5 日 午後 1 時より北吉井校において、本団及び各支部男女役員が集まり、振興

会を聞き、次の事項を決定する 。

時間厳守

11 未成年者の禁酒禁煙、成年者でも青年集会場では絶対禁酒禁煙。

III 礼儀を重んじ、敬神崇祖の念を緬養すること 。

-昭和 1 1 年 1 月 3 0 日 愛媛県国防婦人会第一回発会式が松山営内練兵場で午前 1 0 時より行

われるので女子青年団もこれに参加する ため、支部より 7 名 9 時の汽車にて出席する 。

-昭和 1 1 年 4 月 1 6 日 正午より北吉井校において北吉井国防婦人会の発会式を行う 。

- 昭和 1 2 年 3 月 7 日 小学校で定期春季総会あ り、出席者 1 4 名、新入団者多し 。 午後余興に

映画があ っ た 。 来る 2 3 日に女子青年団主催で「映画のタJ をすることになり、前売り券を 1

2 0 枚持ち帰る 。

-昭和 1 2 年 9 月 4 日 正午より役場で協議会開催。

議案 1 .出征兵士留守家族慰問等に関する件

2 . 出動兵士留守家族問等に関する件

3 . 戦傷病死者に対する取り扱いの件

-昭和 1 2 年 1 0 月 3 0 日 午前 1 1 時軍馬に徴発された馬 9 頭が小学校を出るので、支部長が出

席する 。

- 昭和 1 3 年 6 月 1 4 日 午後 8 時より集金、貯蓄の実行、半っき米、七分っき米、脹芽米使用

のこと、廃品回収について協議する 。

-昭和 1 3 年 6 月 1 5 日 支部費より ー名 1 0 銭づつ出して団員の貯金通帳を作る 。

-昭和 1 3 年 7 月 2 日 午後 l 時より横河原公会堂で役員会があり、正副支部長が出席する 。

議案は ①毎月 1 0 銭以上貯金すること ②毛髪貯金(本団で集め 、 献金すること)

③一銭貯金(化粧品節約、髪かざりを用いぬこと、杉下駄使用) ④つもり貯金

①廃品回収 ⑤勤労貯金 ⑦感謝貯金 ③結婚改善同盟について

-昭和 1 3 年 7 月 2 5 日 国民精神総動員集団報国運動実施に当たり、午後 2 時より小学校で結

成式を行う 。 支部員多数参加する。三島神社参道の改造をする 。

-昭和 1 6 年 4 月 2 9 日 午前 7 時より学校にて青少年団の入団式、天長節、閲団分裂式があり、

参加する 。

・昭和 1 7 年 4 月 1 0 日 臨時常会をし、 ①療養所の布団縫いの件 ②吉田浜飛行場作りの件

の 2 件について話し合い、各家より献金を集め、本団へ届ける 0

・昭和 1 7 年 2 月 1 7 日 一生懸命に心身を鍛練 して、いつでもお国の為に一身を捧げることが

できるよう、臨時動員状を出し、午前 6 時 2 0 分に水天宮に集合、 寒 さをいとわず元気に体操

する 。
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②活動の記録(抜粋)

ア、義損金

・昭和 8 年 3 月 1 2 日 東北地方に大地震があり、義摘金の資を作るために、山之内の砂防工

事で働く 事にな り、 1 6 名が参加した。 よく働いたので工事院督者より 褒められた 。

・昭和 8 年 3 月 1 9 日 大阪朝日新聞紙上に横河原支部の行為を賛美した記事が掲載された 。

それは支部長が 5 円 5 0 銭のお金に手紙を添えて大阪朝日新聞社を通じて贈ったことによ

る 。

-昭和 8 年 4 月 2 2 日 三陸地方震災のため l 人 l 銭宛慰問金を本団へ送る 0

・昭和 9 年 4 月 1 日 函館大火災のため l 人 3 銭の義指金を本団へ送る 。

・昭和 1 6 年 5 月 1 日 午前 5 時暁天動員、廃品を持って学校に集まり、閲団分裂式に参加す

る 。

-昭和 1 6 年 1 0 月 8 日 午前 6 時暁天動員があり、廃品を持って学校へ集まり分裂式に参列

する 。

-昭和 1 7 年 4 月 8 日 午前 7 時暁天動員廃品を持って学校に集まり、分裂式をした後、戦死

者のお墓参りに行く 。

-昭和 1 9 年 1 0 月 1 9 日 蚊帳の 「つりて」を集める 。

イ、慰問等

・昭和19 年 5 月 1 3 日 横河原会堂で慰問昭和 1 4 年 5 月 2 0 日 北吉井村男女青年団主催で

出征家族慰安大会を催す。 夜間も引き続いて慰問袋を制作する 。

-昭和 1 2 年 1 1 月 1 7 日 午後 7 時より役員会、軍需用の梅干し 3 貫目、紫蘇 400 匁、梅

酢一戸盃一杯を横河原を 4 つに分け班長が集まる 。

-昭和 1 2 年 1 1 月 3 0 日 午後 2 時横河原駅着で故歩兵伍長武智治隆様の御遺骨をお迎えす

る 。 (この頃より出征兵士の無言の凱旋の度に出迎えする 。 )

-昭和 1 3 年 2 月 3 日 旭館で出征兵士留守家族の慰安会が聞かれる 。

-昭和 1 3 年 5 月 1 3 日 横河原会堂で慰問袋作り支部より 3 名出席する 。 郡団の申し合わせ

で年間一人 5 円以上貯金することに決まる 。

-昭和 1 5 年 3 月 1 0 日 戦死者のお墓参りに行く 。

-昭和 1 5 年 5 月 2 6 日 午前 7 時の汽車に乗り、 三社参りに行く 。 午後より陸軍病院の慰問

をし、後は自由行動にて 6 時に帰着する 。

- 昭和 1 5 年 6 月 1 日 出征兵士留守家族の家へ勤労奉仕に行く 。

- 昭和 1 6 年 2 月 1 2 日 横河原より出征及び入営して居る兵士に慰問文を送る 。

-昭和 1 6 年 1 0 月 1 8 日 団員より 5 銭づっ集め、出征兵士の慰問袋・慰問文を作って送る 0

・昭和 1 6 年 1 1 月 3 0 日 出征兵士に送る餅つきを土居さん宅でする 。

- 昭和 1 6 年 1 2 月 1 4 日 午後 6 時より旭館で出征留守家族慰問大会を行う 。

・ 昭和 1 7 年 2 月 2 9 日 出征兵士に慰問文を送る 。

ウ、 奉祝行事

・ 昭和 8 年 4 月 5 日 午後 7 時より水天宮において国威高揚の参拝式が挙行さ れ、 男女団員及

び町の方々が多数参加され厳粛裡に 8 時頃終わる 。

-昭和 8 年 1 2 月 2 8 日 会堂において皇子御誕生について種々協議し、男子の仮装行列に加

わり提灯を持つことになる 。
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- 昭和] 9 年 2 月 1 8 日 午後 7 時より臨時集会

皇子御降誕を寿ぐ催物について協議し、男女青年合同で踊りをすることに決まる 0

・ 昭和 1 2 年 7 月 2 7 日 午前 7 時水天宮で国運隆自祈願祭が行われる 。

- 昭和 1 2 年 1 1 月 1 4 日 嘉定域陥落のため国旗行列提灯行列を行う 。

-昭和 1 2 年 1 2 月 1 4 日 南京陥落のため午後 6 時より提灯行列を行う 。 出席者多数であ っ

た 。

-昭和 I 1 3 年 1 0 月 2 8 日 漢口陥落で提灯行列をする 。

-昭和 1 5 年 1 1 月 1 0 日 今 日は紀元 2 6 0 0 年に当た り、午前 9 時より村・民一同参加にて

競技会を行う 。

工、遠足等

・昭和 7 年 7 月 2 4 日 高浜、 梅津寺方面へ見学遠足をする 。 1 5 名参加。

- 昭和 8 年 1 2 月 2 9 日 午後 6 時より街廻りをして川上まで行き、 1 0 時に解散する 0

・昭和 1 6 年 5 月 1 8 日 男女一緒に大山寺へ遠足に行く 。

オ、販売活動

・昭和 6 年 1 2 月 1 5 日 北吉井校で野菜の品評会を開く 。 補習科主催。 支部役員は出動して

「うどんj を売る 。

- 昭和 7 年 5 月 5 日 春祭り、雨模様にて売店を Itすのが 2 時間半程遅れ、団員交代してこれ

に当たる 。 午後 6 時に閉まる 。

- 昭和 7 年 5 月 6 日 青年芝居があるので、売店を出 して昨日の残りの品を売る 。 また午後 3

時より芝居の弁当の炊き出しをする 。 米 5 升 5 合、内 3 升は横河原女子青年団より 「花j と

して男子青年団へ贈る 。

この日売店を中(観覧席の内)と外の 2 ケ所で行う 。 団員よく協力して働く 。

・ 昭和 1 6 年 5 月 5 日 春祭り、売店を開く 。 お菓子類が無いので、ぜんざいやアメ湯を作っ

て売る 。 相撲のお弁当作りもする 。

カ、講習会

昭和 5 年から昭和 8 年にかけ、頻繁に講習会を開催している記録が残っている 。

「絞り講習会JI結髪講習会J I料理講習JIお化粧の講習会JI裁縫J I羊毛再生」

「満州事変の講演会J I家庭衛生の講演JI修養会講習J

その中から下記を紹介する 。

- 昭和 8 年 8 月 3 0 日 公会堂で 1 4 名が参加して料理実習をする 。 献立は①コロ ッ ケ

②ライスカレー ③甘藷砂糖衣 ④その他 実習費 1 0 銭、白米 l 合持参のこと 。

・ 昭和 9 年 5 月 1 3 日 午前 1 0 時より北吉井校において、お化粧の講習会が婦人会の主催で

あり、女子青年団もこれに参加する 。 午前中講義、午後実習化粧品数種作る 。 家庭化粧品製

造方記録控を l 冊 1 0 銭で購入した 。

・ 昭和 1 7 年 5 月 6 日 新玉国民学校で羊毛再生運動の講習会がある 。

キ、奉仕作業

・昭和 5 年 1 0 月 1 3 日 公会堂棟上式の際、まく餅を男女団員にて掲く 。 午後 4 時より 8 時

までかかった 。

・ 昭和 1 0 年 1 1 月 1 6 日 1 5 日より 北吉井付近で旅団秋季演習が行われるため女子青年団

は主婦会、青年団、在郷軍人会と協力し、午前 3 時より道端に立ち湯茶を供給し、将兵の労
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を 4高った 0

・ 昭和 1 0 年 1 1 月 2 0 日 午後 7 時頃より将兵が村落露営をするため在郷軍人等と協力し、

湯茶の供給に努め、米炊き等して徹夜で疲労した将兵の労を綿った 。

-昭和 1 5 年 2 月 2 4 日 兵隊さんの演習があり、お茶をさしあげるため、午前 8 u寺より皆出

る。一生懸命働き 、 それが終わってから在郷軍人の方が昼食を依頼したので皆でする 。

-昭和 1 5 年 6 月 2 日 3 日 、 4 日、 2 8 日午前 6 時半より午後 5 時まで託児所お手伝いに 2

名宛参加する 。

- 昭和 1 5 年 1 0 月 1 7 日 少しでも兵隊さ んの為になったらと思って、午前 1 0 時より小野

の演習地へ来ている兵隊さん遠の洗濯のお手伝いに行く 。

- 昭和 1 5 年 1 0 月 2 7 日 高商の学生が出征兵士の留守宅へ勤労奉仕に来られたので、お茶

の準備に役場へ行く 。

・昭和 1 6 年 2 月 2 2 日 勤皇神社寄附事業に協力するため、防砂工事へ働きに行く 。

・昭和 1 6 年 5 月 3 1 日 出征兵士の留守宅へ勤労奉仕に行き、麦刈りのお手伝いをする 0

・ 昭和 1 6 年 8 月 3 日 小野の演習地へ兵隊さんの繕いに行く 。

-昭和 1 6 年 9 月 1 8 日 男子青年団が山之内へ下刈りに行ったので、女子青年団は土居さん

宅で弁当作りをする 。

ク、軍人送迎

・昭和 7 年 3 月 2 8 日 凱旋軍人を横河原駅まで迎えに行く 。 出席者多数0

・昭和 1 2 年 7 月、 8 月横河原駅頭で出征兵士の歓送が沢山あった。

-昭和 1 4 年 1 0 月 3 0 日 午前 8 時出征兵士 l 名を見送り、午後 3 時に入営兵を送る 。

ケ、防空演習

・昭和Jl 0 年 9 月 1 4 , 1 5 日 両夜支部員一同防空演習に参加する 0

・昭和 1 2 年 1 1 月 2 3 -2 5 日 防空演習、救護炊事

- 昭和 1 3 年 1 0 月 2 5 日 防空演習があり、 7 日間に一 日 3 人づっ出る 。

- 昭和 1 5 年 8 月 2 6 日 今日 より 4 日間|開演習があり 女子青年団より毎日 4-6 名参加す

る 。

-昭和 1 5 年 1 0 月 2 日 防空演習があり、毎日当番で 4 名づっ I~~I る 。

コ、祈願祭

・ 昭和 1 2 年 9 月 9 日 小学校で秋季総会、午後より 三島神社、 天満神社に参拝、皇軍武運長

久祈願を し 、役場の敷布洗濯。

・昭和 1 2 年 9 月 1 1 日 午後 l 時より志津川の慈光寺で北吉井例教教団併合主催による戦勝

祈願武運長久祈願式が行われ、団員は参列する 0

・ H百和 1 3 年 7 月 7 日 支那事変一周年に当たり午前 6 時に会堂に集まり黙祷する 。 和田霊神 、

天満神社、水天宮、 三島神社へ武運長久祈願参拝し、戦死者の墓参をする 。

・昭和 1 3 年 1 0 月 1 7 日 午前 7 時に水天宮を出発し、八社詣りをして武運長久祈願をする 0

・ 昭和 1 6 年 1 2 月 2 4 日 戦勝祈願祭が午後 2 時から水天宮であり、参加する 。

サ、療養所

・ 昭和Jl 3 年 1 1 月 2 5 日 軍人療養所の地鎮祭が行われ、 響察から の依頼で役員 5 名お手伝

~ ¥ に行く 。

- 昭和 1 4 年 7 月 7 日療養所で芝の運搬をする 。 暑 L 叶1 を働き 、意義のある一日を終えた。

-167-



- 昭和 1 4 年 8 月 1 1 日 午後 4 時よりお花を持って療養所へ慰問に行く 。

- 昭和 1 4 年 9 月 2 1 日 午前 8 時より療養所園地工事の勤労奉仕に参加し、 全員一生懸命に

働く 。

-昭和 1 4 年 1 0 月 3 0 日 午前 8 時出征兵士 l 名を見送り、午後 3 時に入営兵を送る 。 午前

1 0 時より傷疾軍人療養所の開所式が挙行され、代表が出席する 0

・ 昭和Jl 5 年 7 月 5 日 傷病軍人愛媛療養所患者が午前 1 0 時 5 0 分に 2 2 名、午後 2 時 5 0 

分に 2 0 名人所するので支部員多数お出迎えする 。

-昭和 1 6 年には 4 月以降 1 0 回にわたり勤労奉仕、慰問に行っている 。

その内訳は 勤労奉仕 ハヌイ・シンシ張り、慰問袋作成、布団縫い、勤労作業

慰問 演劇慰問、花と手紙の慰問

シ、講演会 ・ 発表会等

- 昭和 1 2 年 7 月 2 3 日 小学校で 1 2 年度意見発表会が聞かれる 。

-昭和11 3 年 7 月 7 日 支那事変二周年記念として男女青年団活動で神桜田の田植式を実施し

fこ o

・ 昭和 1 3 年 8 月 2 3 日 小学校で満州青年移民並びに集団移民に関する講演会及び映画会が

午後 7 fI寺より開催される

- 昭和 1 6 年 7 月 2 4 日 小学校で午後 7 時より雄弁会開催する 。

- 昭和 1 6 年 4 月 3 日 正午より国民学校で海軍境界の富田千太郎氏の 「 日本海海戦と逆巻く

太平洋」 の講演あり、大変感激した 0

・ 昭和 1 6 年 4 月 3 0 日 午後 8 時より学校にて大日本青少年長、橋田文相の講演あり 0

・ 昭和 1 6 年 9 月 2 日 防空演習の映画あり 。

- 昭和 1 6 年 8 月 2 5 日 午・後 8 時より北吉井国民学校で意見発表会があり 、団員一同出席す

る 。

- 昭和 1 6 年 9 月 5 日 結婚改善同盟結成の準備委員会があり、役場へ集合する 。

- 昭和 1 6 年 1 2 月 2 3 日 会堂で男女併合の常会をし、終了後、「吉田松陰読本」の輪読会

を行う 。

- 昭和 1 7 年 3 月 2 1 日 道後グランドで、郡青小年団動員訓練があり、 8 時 3 0 分に集合し、

体操国の花、ラジオ体操、女子青年体操をする 。

- 昭和 1 7 年 3 月 2 8 日 学校において体操訓練があり 全員出席する 。

・ 昭和 1 7 年 2 月 2 3 日 男女併合で輪読会をした後、『宣戦の詔書を拝し奉りて J を読んで

国民としての自覚について話し合う 。

ス、慰霊祭等

・ 昭和 9 年 6 月 5 日 故東郷元帥の国葬があり、北吉井校にて逼拝式が挙行される 0

・ 昭和 1 2 年 1 2 月 7 日 午後 l 時より武智治隆様の村ー葬があり、参列する 。

- 昭和 1 3 年 5 月 2 7 日 午後 l 時より支那事変戦士病没者の英霊に対する合同慰霊祭に参列

する 。

- 昭和11 5 年 1 0 月 3 0 日 教育勅語 5 0 周年記念日に当たり、小学校で、記念式があり、数名

参列する 。
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小野演習地勤労奉仕 昭和 1 7 年 7 月

北吉井国民学校で‘のバケツリレーによる消火訓練 昭和 1 8 年 3 月 2 7 日
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横河原青年会・青年団・処女会 ・ 女子青年団 支部長名簿

年 青年会 - 青年団
処 女 4z2z 、

青年会 ・ 青年団
処 女 43b 1 

女子青年団 女子青年団

|明治35年 久保柴太郎 |昭和 10年 山内 稔 手[1 回サダコ

36年 高須賀友 一 11年 佐伯 進 高須賀 フヂ子

37f!三 山内 ゴIコゴ 12年 松末文夫 高橋 サダ子

38年 高須賀友 一 13年 白潟百佐雄 藤田美千子|

39年上 田中 富太郎 14年 恒岡 喜志夫 佐伯 ミツ子

下 藤岡禎十郎 15年 恒岡 喜志夫 清水 キ ミ子

40年 山内健次郎 16年 土居 保 野間信子

41i'1三 山内健次郎 17年 土居 {呆 野間信 子

42年 山内健次郎 18年 高須賀 野間信子

43年上 久保良て郎 19年 二 神 寿 弘 藤田 燕

F 武凶 多次郎 20年 氏 家武雄 藤田 燕

44年上 山内 亀次郎 21年 高橋 '悟

利用 太郎 22年 首藤重晴

大正元年 和田太郎 23年上 岩井.il~ 幸

- 5年 F 高橋謙 一

6年 j擦問禎十郎 24年 桐山忠博

- 8il三 25年 氏 家武雄

大正 gi:1三 和田 宗 一 26年 山内 ug 

10年 利 l封 重良1 5 27i:f- 渡部 一 夫 青野艶美

11年 大西京平 28千ド 樋口忠志

12年 相原 喜 田中花店、 29年 桐山 鬼子男

13年 古 川駒 吉 田中花恵 30:.r 浅 山昭光

14年 八木 利雄 和田久枝 31年 松末丈夫

昭和] 元年 古 川 営 田中 シズ子 32年 山内敏 彦

2年 吉 川 登 山木 チズ子 33年 桐山 f!日 一

3年 青 野 義康 八木サカエ 34年 大西武志

4年 田井沢親 田中 シズ子 35年 山 内照樹

5年 武 智 山木チズ子 36年 門奈晴彦

6f!三 八木政行 和田 津多子 37年 団員少数のため

7年 門田益太郎 和田キシヲ -41年 休眠状態

8:':1三 門田 益太郎 松末 敏 42年 渡部昭信

9年 和田 寛 一 佐伯 ミ サヲ 43年 渡部 H自信
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第 2 章 婦人会

1 戦前の婦人会

日清戦争の傷兵や兵士遺族家族の慰問救済を目的として、明治 3 4 年 3 月に愛国婦人会が発足

し、国の支援もあ って、県知事夫人が支部長となって各県に支部が結成さ れ、 愛媛県に も同年 1

2 月に結成された 。 会費は年 5 0 銭であ ったが、当時としては高額で、 一般婦人は対象にならず、

有志婦人の加入を勧誘し、明治 4 4 年の北吉井村の会員数は 5 2 名となっている 。

これとは別に、第一次世界大戦後の不況によって農村ーは窮乏し、国民生活は不安定となった 。

文部省はこの苦境克服の一方策として、家庭婦人の奮起によって、生活改善、社会奉仕に取り組

むよう婦人会の設立をうながした 。

拝志婦人会は大正 1 5 年 5 月 9 日、大安寺で設立総会を開催したが、北吉井、南吉井婦人会も、

ほぽ同じ頃に結成されたと思われる 。

このようにしてできた地域婦人会は愛国婦人会とは趣を異にし、 一般婦人のほとんどが加入し、

教養の向上、生活の改善、社会奉仕を目標にし、村から補助金を交付して育成につとめた。

昭和 6 年、満州事変の際、大|坂港から出征する将兵が市内の民家に宿泊したとき、下着類の洗

濯などに家庭婦人がエフ。ロン姿で奉仕作業を行った 。 これが契機となって、以来軍部が物心両面

にわたって後援し 、 国防婦人会が生まれた 。 旧重信町内の三か村も、 1 1 年にそれぞれ設立 した

が、この会設立の時代背景や活動目標は、次の北吉井国防婦人会発足の模様からもよくうかがわ

れる 。

昭和 1 1 年 l 月 3 0 日、「挙国皆兵ノ精神ニ基キ、日本婦徳ヲ発揮シ テ護国ノ 大義ヲ実践履行

シ、国防上銃後ノカトナル」ために、大日本国防婦人会北吉井村分会を設立し、次の宣言を行う 。

出
回一

本会ハ次ノ事項ヲ決議シ、非常時日本ノ為御奉公申シ上ケルコトヲ宣言シマス 。

1 .世界ニ比類ナキ日本婦徳を基 トシ、様々之ヲ顕揚シ、悪風卜不良思想ニ染マズ、国防ノ固キ

礎トナリ強キ銃後ノカトナリマス 。

2. 心身トモニ健全ナ子女ヲ養育シテ、皇国ノ需用ニ立テマ ス

3 . 台所ヲ整エ、如何ナル非常時ニ際シテモ、家庭ヨリ弱音ヲアゲマセン 。

4 . 国防ノ第一線ニ立ツ方々ヲ慰メ、ソノ後願の憂ヲ除キマス 。

5. -ß.緩急ノ場合、慌テズ迷ワヌヨウ常ニ用意シマス 。

この翌年支那事変が勃発するのであるが、 1 3 年 2 月の北吉井村国防婦人会の役員会で、軍友

会、在郷軍人会と相協力して、節約、貯蓄、代用品の使用を決議した 。 さらに、銃後の守りの中

核としての誇りと責任において、愛国婦人会、地域婦人会を国防婦人会に統合して 一致団結する

ことを申し合わせた 。

これにより、 4 月各婦人団体が統合して「国防婦人会J となり、会長露口 ヒサ、副会長渡部キヨ

子、理事田中満枝、丹生谷サダを選出し、 会員数 620 名を数えた 。 白いエプロン姿がこの会の

シンボルで、 「大日本国防婦人会j と書いたタスキをかけて、出征兵士の送迎や、社寺へ武運長久

祈願など銃後の守り に活躍した 。

昭和 1 7 年 2 丹、全国のすべての婦人会を解散して、大日本婦人会が誕生した 。 この会は半官

的な統一団体で、満 2 0 歳以上の婦人及び 2 0 歳以下でも既婚婦人はすべて会員となり、軍部や

官庁の監督のもと活動した 。 主な事業は、 出征兵士の見送り、留守家族への慰問、勤労奉仕や防
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空訓練、軍人援護、貯蓄奨励、その他家庭生活全般に至るまでの勉強と訓練であった。 青壮年を

戦地に送り、男手の少なくなった決戦 Fの村にあ って、この婦人会は銃後の中核的な役割を果た

したが、敗戦により、昭和 2 0 年 1 0 月解散した 。

2 戦後の婦人会

昭和 2 1 年 1 1 月 3 日に、新憲法が公布されて、婦人は社会的にも個人的にも男子と平等の地

位が保障されるに至った。 封建社会の中に育った女性が男女同権の自覚を高め、教養の向上と民

主社会の建設を目的として、各地に婦人会が結成された。

北吉井婦人会は昭和] 2 1 年 4 月に発足し、戦前に見られない積極さと自主性をもって活動を進

めた 。 昭和 2 6 年当時の北吉井婦人会の記録によると、

会の目的 真の平和的民主国家の建設に女性として寄与するとともに、新しい家庭人として、

また、良き公民として教養の向上を図る 。

会員数 698 名

20 21 26 31 36 41 46 51 56 60 
1z玉エ、 員 の 歳 歳

年齢別梢成 以 以、

下 25 30 35 40 45 50 55 60 上

% 4 8 17 16 17 12 12 7 5 2 

主な事業 農民祭バザー、敬老会、共同募金集金、社会見学、講演会、講習会、生活改善、

映画会など

昭和 2 8 年には、農協婦人部も誕生し、生活の科学化、合理化をはかる新生活運動の中心に婦

人会がなった。 昭和 3 0 年代の婦人会活動は婦人学級と生活改善運動が主流で、昭和 4 0 年代に

なると、母親 ・ 若妻など各種の学習活動から学んだことの実践活動へと進み、交通安全、 青少年

不良防止、環境の美化、老人愛護の運動と健康づくりを主眼に展開された 。

また、昭和 3 8 年l町内の婦人会、農協婦人部、母子福祉会で重信町婦人団体連連絡協議会を設

け、 5 4 年には、ともしび母親クラブ、日赤奉仕団が新規に加入して五婦人団体となった 。

しかし、 4 0 年代後半から価値観の多様化、婦人の職場進出等によって婦人会組織の改編があ

り、 5 7 年には横河原支部も解散。 その後公民館活動の一環として、有志による活動組織があっ

た 。

平成 1 0 年には横河原青壮年グルー プ 横河原いずみ会が結成され、女性も多数加入し、街づ

くりの一端を担ってい る 。

3 横河原婦人会の活動(旧幹部の方の回想)

-戦争中、横河原婦人会は防火訓練が大変上手だとのことで、各支部へ模範指導に行った。

- 敬老会を村単位から各地区ごとでするようにな った時も、総代と相談 して公民館活動の一環と

して横河原婦人会が折り詰め弁当を作る等 して協力した 。

- 横河原公民館建設の時には準備委員として、 松山市のj~月生田公民館他を見学 し、調理室の企画

に加わる 。

- 観月祭の月見踊りの練習を一週間ぐ らい駅前で練習 し、 電車の乗降客に宣伝した 。 また、町内

の会員や子供等への練習指導を行った 。

- 戦後は自主財源を作るため、旭館の映画jや芝居の切符を売ったり、観月祭に売店を出し、おで
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んや焼きとうもろこしを売って利菰をあげた。

-梅津寺盆踊大会に"横河原音頭"で参加し、努力賞を受けた。

歴代婦人会長

就任期間 氏 名 就任期間 氏 ぞI

昭和 8 年一 1 0 年 成瀬ハルコ 4 2 年一 4 3 年 岩 井 タカエ

1 1 年- 1 3 年 佐伯チズヱ 4 4 年一 4 5 年 近藤 ミ子ヨ

1 4 年一 1 5 年 坂本恒子 4 6 年一 4 7 年 佐伯 香

1 6 年- 2 0 年 松原繁 美 4 8 年 田 中 H青恵

2 1 年-22 年 藤田辰子 4 9 年 古 川 恵美子

2 3 年- 2 4 年 八木愛 子 5 0 年 相原 タミ子

2 5 年- 2 6 年 中村サカエ 5 1 年 藤田 ケイ子

2 7 年一 2 9 年 門田 千秋 5 2 年 氏家 富 江

3 0 年- 32 年 佐伯 香 5 3 年 高 橋艶 美

3 3 年一 3 5 年 高須賀 一 美 5 4 年一 5 5 年 安永美代子

3 6 年-37 年 松末ゆきゑ 5 6 年 松本和 子

3 8 年一 3 9 年 八木 君子 5 7 壬下 和田久枝

4 0 年- 4 1 年 高須賀 一美
L一一一一一

5 7 年 5 月 横河原婦人会は解散。

横河原区長に関係資料と会計処理残金を渡す。

4 その後の経過

昭和 3 0 年重信町発足後、婦人会の統合が課題とな っ たが、名目にとらわれず、実を挙げるこ

とが重要であるとして、昭和1 3 8 年、旧北吉井婦人会、旧南吉井婦人会、旧梓志婦人会、農協婦

人部、母子福祉会で、重信町婦人団体協議会を設け、相互の意思疎通をはかり連帯を深めて来た

が 5 4 年に至り、ともしび母親クラブ ・ 日赤奉仕団が新規に加入して 5 婦人団体となり、 会名も

重信町婦人団体連絡協議会と改称し、 会の運営は輪番に よ って担当し、 IOJ内婦人組織の要として

活動するようになった。

横河原には、ともしび母親クラブ・日赤奉仕団・母子福祉会の支部があった。一部改名をした

が、 1 8 年度の組織、活動内容の概要は F記の通りである 。

重信地区地域活動連絡協議会横河原支部

支部長 高橋艶美

副支部長 山内利子

班 長 4 名

支部会員 2 0 名

昭和 5 0 年 3 月に発足したりともしび母親クラ ブ11 を平成 1 6 年度より、 11重信地区地域活動連絡

協議会11 と改名する 。

目的

子供の幸せと明るい家庭づくりのため、松山地区地域活動連絡協議会の一組織として活動をす
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るとともに、会員相互の資質の向 tとふれあいの輪を広げることにより、地域児童福祉の向上を

期することを目的とする 。

信条

1 . 私たちは、家族の一員として 愛の心を育てます。

1 .私たちは、地域の一員 として 愛の心を広げます。

1 . 私たちは、社会の一員 として ひとつにあわせます。

支部活動

清愛国運動会(ツインドーム)、清愛閲ふれあいバザー参加(居眠り品を贈る)

アイセルプとなかい奉仕作業(年 2 回)、アイセルプとなかい感謝祭(もちつき大会)

保育所、老人ホームヘタオルを贈る 。

保育所、閣児との交流

寝たきり、独居老人への慰問

東温市母子寡婦福祉会横河原支部

支部長 近藤律子

班長 6 名

昭和 2 7 年 1 1 丹、戦争未亡人の組織として来た北吉井・南吉井 ・ 拝志の三ケ村に未亡人会が

発足した。 昭和 3 9 年 7 月には、母子福祉法制定、 H百和 5 2 年には、母子及び、寡婦福祉法として

の活動が認められ、 「重信母子寡婦福祉会」 とした 。

2 0 0 4 年重信町、 川内町の合併で 「東温市母子寡婦福祉会j と名称を変更した 。

本会は母子家庭、寡婦の自立促進と相互援助をはかり、福祉の増進を期することを目的とする 。

現在 5 0 名の会員で下記の活動をしている 。

- 母子家庭及び寡婦の自立促進のための講習会

ホームヘルパー 2 級、パソコン講座等無料。 経理事務、医療事務等受講費用の一定額助成0

. 母子家庭・寡婦日常生活支援

家事、介護、その他日常生活支援、保育など支援員を無料で派遣

・ 母子家庭、父子家庭、 小口資金貸付制度

- 生活用品のあっせん販売

-伊予鉄道横河原駅に座布団を敷き、年 2 回洗や補充を実施

. 1 日研修年 1 -2 回

今後の課題

古 同じ境遇の人たちで組織している本会の活動を広く知らせ、 会員拡大、特に若年母子の入会

を勧める 。

古 母子 ・ 寡婦福祉制度の各種事業の説明や、生活の問題、就業問題や悩みなどについて話し合

L 、をする 。
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日赤 奉 仕団横河原支部

支部長 山内和 子

副支部長 二 神ヒデ子

仙波千恵子

団員 1 8 名

本団は赤十字奉仕団規則の定めるところに基づき、すべての人々のしあわせを願い、明るく住

みよい社会を築きあげていくため、陰の力のなって身近な仕事に従事するものとする。

団員の信条

1 . すべての人々のしあわせをねがい、陰の力となって 人々に奉仕する 。

1 .常にくふうして 人々のために、よりよい奉仕が できるよう努める 。

1 . 身近な奉仕をひろげ、すべての人々と手をつないで、世界の平和につくす。

横河原支部は昭和 50年に発足し、次のような活動をしている 。

0 国の内外を問わず、災害義摘金の募集

0 献血の手伝い(年 5 回程度)

0 第一、第二、第三養護学校訪問(年 l 回)

春第二養護学校との交流会 花、果物、菓子等を贈る 。

秋 第二養護学校の運動会に参加

- 平成 18年度から第一、第二養護学校あらため 県立 しけのぶ特別支援学校となっている 。

O アイ セルプとなかい奉仕 (2 -3 回)

0 手をつなぎボランテ ィア

横河原区クリーン運動の日に実施

0 香川県大島青松園訪問(ノ、ンセン病)

平成 11年度までに 18回横河原支部より 2-3 名参加していたが、現在は中止している 。

O タオル配布

市内の保育所、幼稚園、小中学校、市役所、中央公民館、愛媛病院

O 会員親睦研修旅行

表 彰 :平成 12年 10 月 19 日 重信町社会福祉協議会会長より「ボランティア活動功労表彰」 を受賞

おわりに

昭和 40年代後半から価値観の多様化、婦人の職場進出等によって、 地区婦人会組織の弱体化

傾向がみられ、解消する支部が増え、公民館活動での婦人会の強化が課題となってきたが、平成

10年に発足した、「横河原いずみ会jの積極的な活動があり、心強い限りである 。
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第 3 章 老人クラブ

年をとって体力も減退し、健康も優れず、定年に伴う生活手段の喪失等に加えて、核家族化の

進行は、老人の孤独化を生み、精神的・経済的に不安を抱かせることになる 。 こうした中で、老

人自らが連帯して、相互に励ましあい、助け合って充実した老年期を過ごすとともに、自らの力

を社会に役立てようとして作られたのが、老人クラブである 。

1 高砂クラブ

旧重信町内では、昭和 32年 12 月、南吉井地区の 60歳以上の老人によ って「亀甲クラブj が結成

されたのが始めで、昭和 36年 10 月 1 日には、北吉井地区に「高砂クラブJ が、拝志には「青葉会」が

発足した。 高砂クラブの目 的・組織は次の通りである

(1) 目的

①クラブ員相互の親睦を深め、娯楽や慰安を求める 。

②自己を反省し、修養につとめ、移り変わる 1ft相に順応する 。

③若人等との融和を図りつつ、郷土を愛し、明朗平和な社会を作ることに協力する 。

(2) 組織

①会員

旧北吉井地区在住の 65歳以上の者とする 。

②支部

山之内、樋口、横河原、志津川 (含八反地)、西岡とし、以上五支部を結成

③役員

会長 1名初代武智登

会計 1 名

支部長 5 名 横河原中奥文吾

以上記録より記述したが、昭和 36年と 言えば、終戦 16年、我が国が敗戦の大ショックから漸

く立ち直り営々たる国民の努力により経済的復興の兆しの見え始めた頃であり、この当時早くも、

やがて来る高齢化社会を予測展望して、それに対応し、将来の明るい、豊かな社会建設を目指し

て、老人自身としての立場、その生きざまはどうあるべきかを自ら示さんとすることが、窺える

ものであり 、 真に時宜を得たものであったと思われる 。 これには勿論行政よりの指導があったも

のと思われるが、爾来 45年確実に高齢化の進む社会でますます老人クラブの存在価値を高め、

その重要性を増しつつあり、地域社会の活性化のために、老人の自立共助に素晴らしい活動を続

けており、クラブの現況を考えれば、当時クラブの創立に尽力せられた先覚の先輩諸兄に大いな

る敬意を表するものである 。

2 横河原老人クラブ

横河原老人クラブは昭和 26年に会長中奥文吾の下、結成された記録が残っている 。

一方、老人福祉法の制定に伴い、旧重信町内全地区に単位老人クラブが結成されるところとなり、

それら 26の単位クラブによって重信町老人クラブが昭和1 38年 8 月に結成され、各クラブ間の連絡

もスムースに行われることになり、町内各種団体との交流、更には上部団体及び行政との連絡下

達、あるいは上申等が円滑に行われ、各単位ク ラブも組織を整え、自主的活動の啓発に努める こ

ととなった 。

横河原老人クラブは今後の円滑なる運営を図るため、協議の結果二つに分割運営することに決
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まり、昭和 39年 11 月 14 日次の通り旧重信mTへ届け出をした 。

第一横河原老人クラブ(天寿会) 会長大西克之助 会員 64 名

第二横河原老人クラブ(福寿-会) 会長 中奥文吾 会員 58名

活動目標は奉仕活動に重点をおき、年間事業として、下記の通り実施

(1) 横河原水天宮の社殿及び境内の清帰奉仕ーを毎月 1 日と 15 日 の 2 回実施

(2) 環境美化運動の一環として、仁慈や及び遊園地への植樹並びに育成、 二本松泉川の浮遊物の

除去作業の実施

(3) 愛の一声運動の展開

爾来 25年余、益々進展する高齢化社会の中で 、 時代の要望に応じて昭和 58年度には新しく

会則を制定して、会費を徴収する等会員と しての誇りと自覚を促し、自主的活動を進めてきた

が 、 その活動は他の範として認められるところとなり、今まで下記の通りの輝かしい表彰を受

けている 。

環境美化活動の推進に成果

清掃奉仕活動

昭和 49年 12 月 15 日 愛媛県生活推進協議会会長

昭和 51年 11 月 2 1 日 北吉井護国神社奉賛会長

愛の一声運動並びに奉仕活動の推進 昭和 52年 10 月 31 日

老人福祉の功績 昭和 59年 9 月 15 日

クラブ活動の充実 平成 3 年 10 月 15 日

3 横河原老人クラブの現況と課題

昭和 36年、高砂クラブの創立以来、時代の変化に対応して組織の充実をはか り 、自主的活動

を進めてきたが、発足より 45年を経た現在では、クラブ会員の高齢化に加え、その活動もやや

マンネリ的傾向にある 。 これの打開策として、 会員の加入年齢 を 60歳に下げて、新会員の加入

を勧めて、組織の充実と活性化を図っている 。

愛媛県老人クラブ連合会会長

愛媛県社会福祉協議会会長

愛媛県老人クラブ連合会会長

女 横河原老人クラブのあゆみ

王ド 老人クラブ会長 t尚 要

昭和26イ下 仁I~ 奥 )z_、3 ヨI二ZI• 横河原老人クラブ発足

36:9三 中奥 x、 ヨ:二王1 10. 1 北古井局砂クラブ結成

監事に古川高太郎

支部長に 11二l 奥文吾、成瀬真 一

37年 中奥 文吾 9.17 品{ゆク ラブ

支部長 I'I~ 奥文吾、成瀬真 、高橋 IE次郎

38年 中奥 文吾 8. 1 老人福祉法施行 「老人の日 」

重信町老人クラブ連絡協議会発足、後に連合会に名

称変更

昭和39年度から単位老人クラブに対し、 補助金交付

(町、 県) 。

39年 第一天寿会 第二福寿会 3. 1 組織改め、 一二つに分割l

大西克之助 中奥 x、ヨEコ王 高砂クラブ支部長 rþl奥文再、成瀬真一、高橋花次郎

単位老人クラブに対 し 、~if'" . 凹]ーよ り補助金交付

- 単位老人クラブ 山之内奥松竹ク ラブ、 山之内前 芳'

クラブ、樋口老人クラブ、 横河原 第一天寿会・ 第二福

寿会、志津川 )j年ク ラ ブ 、 八反地老人ク ラ ブ、 IJ l:jhY;J l~ I 

寿会
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年 老人クラブ会長 J筒 要

41 王|三 第一天寿会 第二福寿会 9.15 を「敬老の日 」 と定めた 。

大西克之助 中奥 文吾 高砂クラブ支部長中奥文吾、 成瀬真一、高橋正次郎

42壬F 大西克之助 中奥文吾 品砂クラブ支剖i長 1:1:1 奥文吾、成瀬真一、 和田智嘉郎

全副一斉清掃日を9月 20 日とする 。 (全老連通達)

431.1三 大西克之助 中奥 文吾 品砂クラブ 店主事 1+1 奥文吾

支部長高橋正次郎、大西克之助、和田智嘉郎

45年 和田智嘉郎 中夢注 文吾 第 一、第二クラブ会長が連合会理事を兼任する

第一クラブ会長交代

48年 村上 軍勢 中奥 ー_....ケ、 ヨB二玉S 高{1少クラブ 「ねたきり老人」 慰問始まる 。 各支部で 「ね た

きり老人J í長期入院者J ( 1 ヶ 月以上年1回)慰問、見舞い

実施。

第一クラブ会長交代

52年 村上軍勢 11M.皮 L七{言 第二 クラブ会長交代

53年 村上 軍勢 11.11波正信 月 l 回横河原遊園地-グランドの清掃始める

58年 村上軍勢 佐伯 進 第 二クラブ会長交代

60年 桑原晴敏 佐伯 進 第一クラブ会長交代

61年 桑原晴敏 佐伯 進 - 会員数164名

-佐伯進 重信町連合会副会長

平成 7年 二神 寿弘 山木 栄典 - 会員数237名

- 第 一 一 第二クラブ会長交代

8年 二神 寿弘 山木 栄典 -会員数237名

IIrJ連合会 山木副会長16年まで 二神監事 13年まで

12年 二神 寿弘 山木栄典 第23 1且重信町老人スポーツ大会で総合優勝

141.f. 増田正一 山木 栄典 第一クラブ会長交代

15年 増田正一 山木 栄典 「敬老の 日 」 が9月の第3月曜 |オに改められた 。

第26回重信町老人スポーツ大会で総合優勝

16年 増田正一 山木栄典 - 会員数235名

最後の第27回重信町老人ス ポーツ大会で連続総合優勝

17年 増田正一 山木 栄典 -会員数226名

山木栄よ!:4 東温市連合会会長

昭和50年 4 月 1 日 今 も続く 月 2 回のお宮掃除
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横河原老人ク ラブ 会則

第 l 条本会は、横河原 老人クラブと称する 。

第 2 条 本会は、 事務所を会長宅におく 。

第 3 条 本会の会員は、横河原地区内に居住する 65歳以上の者及び本会の主旨に賛同し、入会を

希望した者をもってする 。

第 4 条 本会は老人クラブの発展と老人福祉の向上を図ることを目的とする 。

第 5 条 本会は、前条の目的を達成するため、上部団体との連携を保ち、次の事業を行う 。

1 . 会員の修養 ・ 親睦及び相互扶助

総会後の懇親会、新年宴会、年 l 回の研修旅行、慰安旅行、 寝たきり ・ 独居者 ・ 長期

入院患者の慰問実施

2. 会員の健康保持増進

ゲートボール、 ペタンク等クラブ活動、趣味(童話 ・ 書道 ・ 茶・花道・詩吟等)、舞踊等参加

3 . クラブ活動を自主的に推進し、地域社会に貢献する 。

神社、児童公園、グランド、公民館等の定期清掃を実施

4. 会員各人による生きがい作り

5. その他、小学校、幼稚園、保育所、養護学校の諸行事に参加。 地域内PTA との交流

6 . 教育委員会、市等の生涯学習、料理教室講習会等、各種講習研修会等に参加

第 6 条 本会に次の役員 をおく 。

会長 l 名

監 事 l 名

副会長 2 名

書記 l 名

会 計 l 名

班長・部長 若干名

役員は、総会において選出する 。 ただし 、 班長及び部長はね各班各部において選出する 。

本会に顧問をおくことができる 。 顧問は、役員会において推薦する 。

役員の任期は、 2 年とする 。 ただし、再任を妨げない。

欠員により補充された役員の任期は、前任者の残任期間とする 。

役員は、任期満了後においても、後任者が決定するまでその職務を行う 。

第 7 条 会長は、本会を代表し、会務を統括する 。

副会長は、会長を補佐し、 会長事故あるときはこれを代行する 。

会計は、この会の会計-を処理する 。

監事は、会計を監査する 。

班長は、正副会長を補佐し、班員を指導して会務を遂行する 。

第 8 条 この会議は、総会とし、総会は年 l 回(毎年 4 月開催)、役員会は必要に応じ会長が招集

し、議長になって開催する 。

第 9 条 総会は、次の事項を議決定する 。

1 . 前年度事業報告及び決算報告並びに本年度事業計画及び予算

2 . 役員の選出 3 . 会則の改廃 4 . その他必要な事項

第 10条 書記は会長が委嘱し、会長の指示に従い、会の運営事務に従事 し、庶務を処理する 。

第 11 条 本会の年度は、毎年4 月 1 日に始まり 、翌年 3 月 3 1 日に終わる 。

第 1 2条 本会の経費は、 会費及び、助成金並びに寄付金その他をもってこれに当 たる 。

第 13条 この会の定めるもののほか、必要な事項は役員会の議決により 会長がこれを定める 。

この会則は、昭和 58年 4 月 日 制定

昭和 59年 一部改正
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第 4 章 P T A

戦後発足した団体で、旧重信町最大の社会教育団体に発展したのが PTAである 。

戦前それぞれの学校には、父兄会、保護者会などがあった 。 その主な事業は学校の設備等のために

寄附や後援をすることで、児童生徒の教育活動については消極的であった 。

昭和 21 年来日した第一次米国教育使節団の勧奨により、文部省が中心となって「学校 ・ 家庭・社

会の三者が一休となり児童生徒の幸福をはかり、あわせて会員相互の教養の向上につとめる」ため

の父母と先生の会 (PTA) の普及を図った 。 翌 22年4 月に新学制( 6 ・ 3 ・ 3 ・ 4 )が発足したが、

PTAは強力な県の指導に より、各小 ・ 中学校につぎつぎと結成された。当時は極度のインフレによ

り、村財政は窮迫し、教育費は貧困であったために、学校建築や設備充実の経済的援助が PTAの

主な役割であった。

昭和]23年、北吉井小学校。 吉井中学校に PTAが結成され、横河原区にもその支部ができた 。

昭和 34年 4 月、地方財政法改正を契機として、 PTAのあり方について反省が加えられ、教育環境

の整備とともに親自身の教育活動や家庭教育の充実と地域の子どもの健全育成活動が進められるよ

うになった 。 横河原区でも支部役員の熱意と会員の協力により活発な活動を続けている 。 50年余

の聞には子どもの気質の変容や社会情勢の変遷により、内容的にはゆるやかな変動はあったが、子

どもの健全育成と会員相互の研修というねらいは一貫 している 。

平成 5年度と 18年度の横河原支部の活動言| 画は次の通りである 。

平成5年度小学校PTA 平成5年度中学校PTA

n FI 活 動 F)す ，谷，て・ f=1 iヨ 活 動 内 容

4月 18[1 重信町民大運動会参加 4月 18 日 重信町民大運動会

5月 1113 ソフトボール練習開始 4月 26 日 第 1 IfII役員会

6)-1J二士I] ~t /J \PTA横河原支部総会 5月 5 日 水天宮春季大祭

7 )cJ r~1 旬 人工呼吸講習会、校区内球技大会 6月 PTA親善バレーボール大会

7月下旬 夏休み (ラジオ体操 ・ プール当番) 6月下旬 第 2 回役員会

" 横iiïJ原区クリーン運動参加 7月 映画会

7f1241二| ー 251:3 山之内親子キャンプ 7月中旬 横河原区クリーン運動参加

8川上旬 重信町内子ども部技大会 7月 F旬 同和教育出張懇談会

8H 卜 旬 北小親子奉仕作業、月見団子販売 " フジオ体操

10月下旬 地方祭 " 重信中学校プール監視

10)=1 ~I ' 匂j jl~杏収穫作業 〆〆 第 3 巨l役員会

10H 1、"10 横河原区民大運動会 8月上旬 夏季錬成

11 月上旬 銀杏洗い " PTAクロッケ 一大会

12fl 中旬 横河原区クリーン運動参加 8月 F旬 観月祭巡視員接待

12)乙| 卜ー旬 クリスマス会 10月 7 日 水天宮秋季大祭

3月下旬 6年生送別会 10月下旬 横河原区民大運動会

" 横河原区クリーン運動参加 11円上旬 銀杏洗い

" 年度末横河原支部総会 11 月 |三旬 重信IIITPTA研究大会

" 銀杏袋詰め

12月中旬 横河原区クリーン運動参加

3月中旬 卒業生送別会

" 次期役員選出会

3月下旬 横河原区クリーン運動参加

" 支部総会
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昭和 50年 3 月、水天宮境内の銀杏の木の実収穫の権利を小 ・ 中学校 PTA に譲渡以来、収穫・販売

し、貴重な財源とな っていたが、諸般の事情により、平成 14年 11 月の作業が最後とな った 。

平成18年度 小学校PTA 平成18年度

月 日 活 動 |大l π1空，宇. j司 EI 

3 月 27 日 役員会 4J''119 日

4 月 17 日 第 l 回役員班長会 5円

5 月 8 日 支部総会 6}"! 4 日

6)=! 4 日 横河原区クリーン運動参加 6 円 HI

6FI 6 日 スポーツ大会の練習開始 6f1 11 日

6 FI11 日 横河原区民大運動会 6月 27 日

7 月 11 日 第 2 回役員班長会 6}-! ド旬

7 )=1 30 日 子どもスポーツ大会 7月上旬

8月 27 日 北小親子奉仕作業 夏休み

9月 第 3 回役員班長会 8F! 

9 円 24 日 北小秋季運動会 9 円 1:1-1 旬

10 月 8 日 水天宮秋季大祭 10月

1 0月 22 日 市民大運動会 10月 7 日

11 月 第 4 回役員班長会 10月 8 日

12 円 10 日 3 世代交流クロッケ一大会 10 月 22 日

12 月 17 日 横河原区クリーン運動参加 12)サ 10 日

12 月 クリスマス会 12 月 17 日

1 月 次年度役員選出会議 2月中旬

3月 6 年生お別れ会 3月 rl' 旬

3 円 支部総会 新旧役員引継ぎ

F 島.

横河原区クリーン運動参加
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中学校PTA

活 動 |刈 主主'

第 l 回役員班長会

支部総会

横河原医クリーン運動参加

PTAMi持ソフトノ t レーボ ー ル大会

横河原|三氏大運動会

PTA合同「救命救急講習」

校区別人権問利|教育懇談会

第 2 回役員.f)J長会

支部地区内夜間1ï1l導

夏季 レ クレーション(映画チケ ット) I 

第 3 巨|役員班長会

水天宮j党内清掃

水天宮宵宮祭

水天宮秋季大祭、第 4 li可役員班長会

市民大運動会

3 Il!代交流クロッケ一大会

横河原区クリーン運動参加

第4 回役員.f)J長会次年j主役員選出会議

卒業生送別会

活動報告及び決算報告書配布

、
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歴代支部長名簿

年 北小支部長 重中 (吉中) 支部長 年 北小支部長 重中 (吉中 ) 支部長

日目和24年 佐伯 進 昭和53年 和田 彰 = 岡田重則

25 佐伯 進 54 金 子淳 次

26 佐伯 進 55 阿部 喜久夫 大 西敬志

27 佐伯 進 56 山木 栄 典 山内照樹

28 佐伯 進 57 村上 古 徳 高 橋富士雄

29 佐伯 進 58 菊地健 男 一二宮 重徳

30 二 宮一 似 佐伯 進 59 加藤国雄 小堤正男

31 二 宮 一 似 60 渡部英明 井上惣=郎

32 二 神 寿 弘 61 中奥邦昭 阿部 寿幸

33 二 神 寿 弘 62 岡田隆晴 酒井 正

34 二 神 寿 弘 63 藤田 吉 康 井戸 平

35 大 石 岩見 平成元年 西川 浩平 伊賀義夫

36 大 石岩 見 2 桑原 正明 井戸 平

37 佐伯 進 3 松 末 恭 一 玉 井操 子

38 佐伯 進 4 成井 孝夫 疎開秀弘

39 桑 原晴敏 5 久保 圭 = 田中正敏

40 6 高須賀 Mム再~I : 松末恭 一

41 首 藤 重 晴 7 野間 勉 桑 原正明

42 8 笠 松功次 桑 原正明

43 門田益太郎 9 佐伯 信一郎 佐伯浩文

44 10 吉 川 樹 志 村上鉄也

45 岩井正 幸 高須賀年行 11 高須賀 誠治 野 島 一 雄

46 岩井正 幸 樋口忠志 12 柴田 幸夫 和田彰 =

47 山木 栄 典 岩井正 幸 13 中村 真六 水田哲彦

48 橋本 幸春 岩 井正 幸 14 杉原道人 大同賢 子

49 佐伯 箪 栗 原重 義 15 佐伯博 之 村越由佳

50 和田 正 佐伯 匡章 16 松浦文 = 田井通臣

51 17 小 倉竜 児 梅崎敏伸

52 桐山!慣 一 栗 原 重義 18 阿部千 恵 神野和也

北吉井小学校の PTA会長の就任者は藤田群司、渡部清春、藤田 一郎の各氏

重信中学校の PTA会長の就任者は大西 繁、藤田群司の各氏

-182-



第 5 章 横河原いずみ会

平成8年6 月 20 日に、横河原区活動部の総会が開催され、その中で下記の趣意書の内容の話が多

く語られ、区より独立した組織にと、発展していった。

そんな気持ちを持った人達が、平成9年 8 月頃よ り具体的な話になり、設立するための発起人を

どのように選ぶか検討した結果、ソフトボール A チーム .B チーム・ C チームの代表者、バレーボ

ール関係者、マラソン関係者、消防団、商工会本部 ・ 青年部、区活動部の役員の中より、発起人と

して、 11 名の方々を選び、話を進めた 。

発起人 阿部寿幸、 伊賀義夫、久保圭三、松末秀雄、松末恭一、 桑原正明、 山木茂樹、成井孝夫、

野間勉、高須賀靖、古川樹志

設立発起人の代表に伊賀義夫氏を選び、平成 9年 9 月より、月 l 回の定例会を聞き、規約や会員

の募集、趣意書の見直 し・決定などの作成を行った。

平成 10年 3 月には、会の名称を選考するために、皆さんの意見から、 5 案を選考し、その中より、

横河原区の中心を流れている「泉) I IJ の名前から、「横河原いずみ会j と決定した 。

平成 10年 3 月 13 日に、 15 名の方々の設立発起人による「心豊かな街創り J を提唱し、「職業 ・ 男

女・年齢制限も設けずj との会員募集を区の協力により、各戸配布した 。

平成 10年 3 月 19 日 発起人会を開催し、役員 (案)を選出。

平成 10年4 月 10 日 第一回横河原いずみ会総会を開催し、正式に下記役員を決定した 。

会長伊賀義夫、副会長阿部寿幸 ・ 久保圭三 ・ 野間勉会計 成井孝夫会員数 65 名

平成 10年 10 月 11 日の水天宮秋祭りに IPずみ会」として、協力。

また、第 2 回北吉井地区秋祭り神輿かきくらべ大会に参加した 。

平成 11 年 10 月 9 日 秋祭り宵宮祭が何十年ぶりに復活した。

平成 11年 10 月 10 日 秋祭り大祭、修復した大神輿を区民に披露した 。

平成 11 年 10 月 10 日の第 3 回北吉井地区秋祭り 神輿かきくらべ大会では、修復した大神輿に、柄

も 7m あり、法被も全員揃っていて、ひときわ目立っていた 。

平成 17年度事業報告は下表の通り

会員数 6 1 名

月 EI 活 動 内 容

4月 9日(土) 第 8 固定例総会

4月 28 日(木) 第 1 @]理事役員会(本天宮春季大祭、 敬老会、その他)

5 月 3 日(火) 春季大祭準備(お宮掃除、剣道大会、紙飛行機退会、金魚すくい大会)

5月 5 日(木) 水天宮春季大祭 (催し物、後片付け)

5月 14 日(土) 横河原区敬老会準備

5月 15 日( 日) 横河原区敬老会

6月 12 日(日 ) 横河原区民運動会

6月 24 日(金) 第 2 回理事役員会(土曜夜市、観月祭)

6月 26 日(日) ミニデイサ ー ビス(公民館)

7月 23 日(土) 土曜夜市(フ ライ ド‘ ポテ ト、フ ランクフル卜)
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J=I 日 � 動 r;'す 容

8月 27 日(土) 観月祭

9月 11 日(日) 第 3 回目!事役員会(水大宮秋季大祭、かきくらべ)

10月 9 日(日) 水天宮枇季大祭、 北吉井5地区統一かきくらべ

10 円 23 日(日) 第 l 回東端市民運動会

12 月 18 日(日) どんど焼き準備(楠葉取り、やぐら組み、テント設営)

12 月 30 日(日 ) 干支送り(絵馬の掛け替え、テント設営)

1月 8 日(日) どんど焼き

1 円 15 1J (日) 新年会(不IJ 楽)

3 月 24 日(金) 最終理事役員会

4月 5 日(日) ミニデイサービス(公民館)

土曜夜市

「横河原青壮年グループj設立にあたって

趣 立
田
山

重主
匡ヨ

地域の住民が主体となり、相互のコミュニケ ー シ ョ ンに より、心豊かな街を創るべく、 本会の設

立を提案致します。

従来、横河原には、区行政に協力するものとして「公民館活動部」という、組織があり まし たが、

活動部員の意識においても、また、組織としての実態においても、今一つ希薄なものがあり ました 。

元々「体育協力委員」から発展した「活動部jでしたが、あくまでも、区の委嘱という形であるため、

活動部員と しての主体性は持ちにくかったと思われます。

そこで、自由な発想と豊かな創造力を持つ会員 に よ る、自主的な団体を設立 し 、各種の行事を通

じて|横河原の街J がより良くなるための活動を、行いたいと考えます。

それに よ り、横河原地域の活性化がいっそ う図れるものと信 じ ます。
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参加会員の自由な発想、や意見により、行動計画は無限に広がるものと期待しています。

従来の活動部参加行事に加え、他地区との交流・ボランティア活動等、広い視野に立った活動を

想定しています。

その旨、ご理解の程、よろしくお願しミ申し上げます。

平成9年 12 月吉日

第 1 条

第 2 条

第 3 条

第 4 条

[名称]

[目的]

[構成]

[事業]

第 5 条 [役員 ]

第 6 条 [任期]

第 7 条 [総会]

第 8 条 [会議]

第 9 条 [部会]

第 10条 [入会]

第 11条 [退会]

設立発起人会

伊賀義扇

久保 圭 てて

松末恭一

山木 茂樹

成井孝夫

吉川 樹志

阿部寿幸

松末秀雄

桑原正明

野間 勉

高須賀靖

「横河原青壮年ク、ループJ規約

この会は[横河原いずみ会]とする 。

この会は、会員相互の連絡を密にし、心豊かな街創りを目的とする 。

横河原在住者及び会の趣旨に賛同する者とする 。

①横河原地区行事への参加

②公民館活動への協力

③他地区との交流

④横河原地区活性化のための活動

①ボランティア活動

⑤その他の事業

本会に次の役員をおく 。

会長 ( 1 名)

副会長 ( 3 名)

l 名)

2 名)

l 名)

3 名)

(若干名)

監査

事務局

常任理事

理事

①この会の役員の任期は二年とし、再任は妨げない。

②役員選出は総会にて会員の中より互選する 。

この会は年一固定例総会を開催する 。 但し、会長は必要に応じて臨時総会を

招集することが出来るものとする 。

会長は必要に応じて役員を招集し、会議(役員会)を行うことが出来る 。

会長は会の目的達成のため、必要に応じ専門部会をおくことが出来る 。

この会の会員は、会費の納入をもって会員とする 。

個人自由意志とするが、 会長への通知を必要とする 。

cd 
Q
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第 12 条 [会計]

第 13 条 [連絡]

第 14条 [規約]

歴代役員名簿

就任 :q三 月

平成 10年 4月

12年 4月

14年 4月

16年 4j=J 

18年 4 月

①会費は年 1 , 0 0 0 円とし、途中入退会においても同額とする 。

②この会の会計年度は 4 月 1 日より 3 月 3 1 日迄とする 。

③運営費用は、会費と助成金等をも って充てる 。

連絡場所は会長宅とする 。

規約については、総会において必要と認めた場合のみ、規約の改正及び補足

する 事が出来る 。

総会承認 ・平成 10年 4 月 10 日

どさ、 長 高IJ 1ヱ2エ、 長 三Z〉ス 言 | ーヱニL

伊賀義夫 阿部 寿幸 、久保 圭三 成井孝夫

野間 勉

久保 圭= 阿部 寿幸、 山木 茂樹 成井 孝夫

高須賀靖

松末秀雄 阿部 寿幸、 111木茂樹 伊賀義夫

高須賀靖

和田敬一 山木茂樹、佐伯澗コ fj~賀義夫

高須賀靖

山木 茂樹 佐伯 j問 = 、 高須賀靖 伊賀義夫

渡部俊二
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第 6 章紫娘町

平成 1 5 年 6 月 1 2 日かねてよりの気運が盛り上がって、女みこし 「紫娘町」 が結成された。

近隣の平井町商店街で松山秋祭りの宵宮で行われてきた 「女みこしかき比べ大会」等に刺激を受

けて数年前よりあった話が有志の力で実現の運びとな っ た 。 初代会長は野間とし子 、 会員 3 5 名 。

法被や衣装などは横河原商工連関といずみ会の資金協力も得て揃うこととな っ たが、問題は 「神

輿」 をどうするかということであ っ た 。

インターネットで神輿の情報を集めて 「行灯神輿」 を見つけ出し、これなら我々でもできるだろ

うと言うことで設計士に図面も書いてもら っ た 。

町内在住の宮大工杉原道人氏の全面的協力を得て、秋祭り直前にやっと 間に合って白木の桧作り

の行灯神輿が完成した。 資金面では横河原の有志の人たちの協力を仰L 】だ 。

平成 1 5 年秋祭りの宵宮は女みこし 「紫娘町」 で大変な盛り七がりを見せた 。 娘町衆も晴れ舞台

とあ っ て公民館で入念に時間をかけて化粧をし、出番に備えた 。

順行路である水天宮から駅前までの通りには 今か今かと見物の人が繰り出し、 大神輿の男衆も

かき 子の娘町衆も張り切って神輿をかき上げた 。

行灯神輿はバッテリーで、点灯で、きるようにしてあり宵閣の中で 「紫娘町」 の文字や天女の絵が大

いに映えた 。 公民館での打ち上げも盛り上がり大成功のうちに宵宮の幕は閉じられた 。

平成 1 6 年、平井町商店街での松山秋祭 りの宵宮「女みこしかき比べ大会 l に初参加。 6 メ ー ト

ルの長柄を新調してのご当地初の 「行灯神輿」 に松山の人々の度肝を抜いた 。

かき 手は平井町の女性陣にも入 っ ても らっ て、長大な神輿をかき上げた 。

後日、水天宮の宵宮にはお返しにと平井町の女性陣も大勢来てくれて、長柄の行灯神輿を協力し

でかき上げ駅前通りは前年に続いて感り上がりを見せた。

平成 1 7 年秋祭りでは宵宮で盛り上がっ た翌 日、北吉井小学校での 「五地区かき比べ大会j に初

参加。 各地区の大神輿 ・ 子供神輿の中で紅一点の女みこしはその華やかさを大いに魅せつけること

とな っ た 。

昼間のことゆえ灯の入った行灯の優雅さは見 られなか っ たものの、か き手の女性陣の美 しさと心

意気は際立つ ていた 。

水天宮の宮入では行灯に灯が入り大神輿とともに祭りを惜しむようにみんなでか き 上げた 。

2 代目会長は久保 美代子、 会員 3 2 名 。

平井商店街に て 平成 1 6 年 宮入平成 1 7 年
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1 歴代区協議会(協議組合)役員名簿

度 区長(組合長) 副区長 (高IJ組合長) と;広》、 事務局 (書記)

大正 6 年 藤岡禎十郎 渡部熊五郎 大西沢五郎

7 年 藤岡禎十郎 渡部資員五良1) 大西沢五郎

8 年 藤岡禎十郎 中奥文 吾 富 久庄工朗

91'p 藤岡禎十郎 松末熊五郎

1 0 年 藤岡禎十郎 松末育長五郎

1 1 年 藤岡禎十郎 古 川 高太郎

1 2 年 藤岡禎十郎 吉 川 高太郎

1 3 年 藤岡禎十郎 吉 川 高太郎

1 4 年 成瀬政次郎 渡部熊五郎 大西京平

1 5 年一昭和元年 八木菊次 渡 部熊五郎 久保良三郎

日百平日 2 年~ 3 年 松末 j盛多ー 久保良三郎

4 年一 5 :q三 中野 英 一 八木利雄 和田 重 郎

6 年一 7 i:j-:_ 松末麿多一 古 川 高太郎 藤田寅 一

8 年一 9 年 佐伯運 二 渡 部熊五郎 八木利雄

1 0 年一 1 3 年 佐伯週 二 八木利雄 八木利雄

1 4 年一 1 6 年 藤田 寅- 大西克之助 大西克之助

1 7 年一 2 0 年 和田琢郎 村上 軍 勢 村上 軍勢

2 1 年 久保良ゴ郎 手[1田 重 郎 和田 重 郎

2 2 年一 2 5 年 佐伯運 コ 八木利雄 八木利雄

2 6 年一 2 7 年 八木利雄 佐伯 進 佐伯 進

2 8 年一 3 2 年 門田益太郎 八木正行 八木正行

3 3 1'1三 門田益太郎 八木正行 桑原晴 敏

3 4 年-39 年 佐伯運 コ 松末 一 正 中奥 義信

4 0 年一 4 3 年 桑原 晴敏 古 川 啓次郎 和田良 一

4 4 年一 4 5 年 吉 川 啓次郎 佐伯秀 一 和田良 一

4 6 年一 4 7 年 佐伯 秀 4 和田 f変弘 藤岡正義

和田良 一

4 8 年 大 石岩見 田中 猛 藤岡正義 高須賀 力

高須賀年 行

4 9 年一 5 0 年 大石岩見 田中 猛 藤岡正義 高橋謙 一

高須賀年 行

5 1 年一 5 2 年 田中 猛 氏家武雄 藤岡正義 高 橋謙 一

山木 栄 典

5 3 年一 5 4 年 1 1 月 大石岩見 和田 富一 藤岡正義 白戸公明 / 

藤田謙治
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年 度 区長(組合長) 副区長(副組合長) 三ヨ三ス、 事務局(書記)

5 4 年 1 2 f-1- 5 5 年 3 月 代行 藤田謙治 藤岡正 義 白戸公明

和田富 一

5 5 年 4 月 一 5 6 年 和田 富 一 泊 栄美春 藤岡正 義 伊 賀 忠 ~!II

藤田謙治 八木通降

5 7 年一 5 8 年 山木栄典 藤田謙治 伊 賀 貢 桐 1I I !:!官

大西武志

5 9 年一 6 0 年 山木 栄 典 二 宮靖直: 伊 賀 貝 高 橋謙

篠原昭和

6 1 年一 6 2 年 山 木栄典 二 宮捕 直 伊 賀 貝 和田純 一

篠原昭和l

6 3 年一平成 元年 二 神 寿 弘 氏家武雄 阿部 喜久夫 和田純 一

大野博文

平成 2 年一 3 年 栗原 重吉 藤岡政晴 高橋謙 一 佐伯 強

渡 部昭 信

4 年~ 5 年 架原重 吉 牒岡政 H青 八木利l 照 佐伯 強i

渡 部昭 信

6 年一 7 年 藤岡政晴 近江 泰 通 八木和照 松 末 秀雄

8 年一 9 年 佐伯匡 章 iLl.l被 充 近 江泰 通 利1 1 U 朋也

村11 山朋也

1 0 年一 1 1 年 水田博 孝 白戸公 明 宮 内俊治 神 LL I 朋 也

山内問 古

1 2 年 水田 博 孝 藤田謙治 宮 内俊治 岡村邦雄

山内!:!現 樹

1 3 年 藤田群 司 中 ) 1/ ノT合I、 八木和照 和田敬 一

柴 田 幸夫 凹村邦雄

1 4 年 藤田群 司 仁1:1 }I/ Tノ。、J 八木利1 ~!官 柴田 幸夫

柴田 幸夫 柴田 幸夫

1 5 年一 1 6 年 藤田群司 柴田 幸夫 水田 (変明 柴田 幸夫

水田俊明

1 7 年-1 8 年 八木通隆 阿部 寿幸 水田 1貨 平日旧 清 徳

伊 賀義夫
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2 横河原地区議員名簿

就任期間 氏 ;gl 議員名

大正 7 年- 1 1 年 吉 川 芳太郎 北吉井村議会議員

1 1 年一 1 5 年 藤岡禎十郎 向上

1 1 年一 1 5 年 大 沢沢五郎 同 上

1 1 年一 1 5 年 渡部熊五郎 同上

1 5 年 ~昭和 9 年 松末 j富多ー 同上

1 5 年~昭和 9 ì l三 佐伯 III ・ 向上

昭和 5 年一 9 年 藤田寅 一 向上

5 年一 1 3 年 渡部熊五郎 向上

9 年一 1 3 年 中野 英 一 |司

9 年一 1 7 年 佐伯運 三 向上

1 3 年一 1 7 年 松末 麿多 ー |司

1 3 年一 1 7 年 藤田寅 一 向上

1 7 年- 2 2 年 八木 利雄 向上

1 7 年一 3 0 年 松原 辰士郎 同上

1 7 年一 2 2 年 和田 琢郎 同上

2 2 年一 2 6 年 佐伯運 コ 同上

2 2 年一 2 3 年 寓 久 宇太郎 同上

2 6 年一 3 1 i:I二 和田 ;琢郎 向上

2 6 年一 3 0 年 松末 一 正 向上

:3 0 年-31 年 古 川 猛夫 向上

:3 0 年一 3 1 年 門田話太郎 向 上

昭和 3 1 年一 3 5 年 和田琢郎 重信町一議会議員

3 1 年一 3 4 年 古 川 猛夫 同上

3 5 年一 4 3 年 佐佐l 運= 同上

3 5 年一 3 9 年 門田益太郎 向上

3 5 年- 3 9 年 藤田群司 同上

3 9 年- Ll 2 年 111 1 波 ，回=士" 同上

4 3 年- 4 7 年 桑原晴 敏 同七

4 3 年一 5 5 年 佐伯 進 同上

4 7 年一 5 1 年 大西 繁 同上

4 7 年~平成 1 6 年 佐伯 強 同 上

5 1 年一平成 8 i:f 佐伯 筆 向 上

5 5 年一 6 3 年 松末 章夫 同上

5 9 年一平成 1 2 年 渡 部 消春 向上

平成 4 年- 1 2 年 藤田 J1下司 同上

平成 1 6 年一 佐伯 強 東温市議会議員
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3 横河原地区戦没者名簿

氏 名 氏 ぞI

青 野忠 夫 富惇 実

青 野杉雄 中村 明

荒 川 周二郎 名越貫 吾

伊賀 一 馬 野間 清英

伊賀儀行 橋本 清隆

一 色房 一 深谷武夫

今 井 チEヨト 福島 正

上村虎 生 藤岡 吉 郎

氏 家 駒雄 藤岡茂男

岡本政 秀 藤田 ー1ヨ'-1 

加 ri葉 ー 郎 松 末文夫

加 藤 善 正 松田茂二郎

久保信夫 松本 茂

久保正雄 松本 保

後藤 智 八木知 一

近藤元衛 山内 富雄

佐伯光雄 山内 勉

異 田光 孝 iJj 内 1再

清水政隆 山 口春夫

高橋茂幸 和田 竪

高橋英夫 和田照 一

武智通 j紫 和田正郎

田中 一 雄 渡部福広

玉井千代ー 渡部 善夫

土居 {呆

合計 4 9 柱



4 横河原区年表

西暦 年 -E'ゴコー 横河原区等の動 き

1 5 9 7 - 慶長 2.3 年頃 - 重信川 は慶長以前は 「伊予川 IJ と呼ばれていた 。 加藤嘉明の重臣、足

1 5 9 8 立重信が改修したので、その功績をたたえ、 「重信) I IJ と 11乎ふ、に至っ た。

1 723 頃 享保 7 年以前 -久留米筑後川河畔の水天宮を勧進し、 「横川水天神社」 と奉称する 。

1 803 享和 3 年 - 横川堰堤決壊する 。 被害志津川以西にも及んだ。

1 814 文化 1 1 年 - 横川水天神社に志津川村より、灯篭一対を奉納される 。 その 11:'.神輿を

新調。 神庫を建て、その他什具を備えた 。

1 860 安政 7 年 - 樋口村庄屋高須賀家が 、 l函図絵馬を寄進する 。 その際拝殿を改造した

模様。

1 868 頃 明治初年頃 -明治維新後，農商兼業の家 6 7 戸現存したが、神社近くの讃1 1皮街道民

家より出火、ことごとく焼き尽くして全滅。 水天神社が延焼した 。

その後、人家の復旧と共に社殿も再建した 。

1 874 明治 7 年 -吉山小学校(志津川村、西岡村)、 FI 吉小学校(樋口村)設立 。

1 876 明治 9 年 - 菖蒲堰の大落水で、 北方村と樋口 ・ 志津川・ 西岡の =村と水論があり、

双方に負傷者が出た 。

1 877 明治 1 0 年 - この頃の横河原は重信川の「横河原渡し」に面した金比羅街道筋にあり、

1 0 数個の小部落だ っ た 。 藩政時代からの松の木が 2 木あったことか

ら通称 「二本松J の名でH干ばれていた 。 地籍は樋口と志津川に、氏 子

も 三島神社と天満神社に分かれていた 。 水は井戸に頼り、山内愛二郎

の通称「愛さん升二戸 J を付近 7-8 人が共同利用した 。 後に 1-1:1 井戸 ・

下井戸などが掘られた 。

1 8 8 5 明治 1 8 年 -刺j令により国道 3 1 号指定さ れる 。 ( 1 日讃l岐街道)

-横) 11 (現樋口側)堤防決壊し横川潰滅状況になる 。 ( 7 月 1 8) 

188 7 明治 2 0 年 -吉山小学校と日吉小学校が統合され、志津川尋常小学校となる 。 ( 4 月)

1 888 明治 2 1 年 -横川 (樋口村字百 ilFf) 堤防決壊する 。 ( 9 月 1 1 日)

横川全域殆ど浸水する 。 志津川 ・田律等に も被害及ぶ。

1 890 明治 2 3 年 -山之内 ・ 樋口 ・ 志津川 ・西岡が合併により、北吉井村発足する 。 この午、

横河原は全戸数 1 4p 

1 896 明治 2 9 年 - 横川の西堤防(旧志津川分)堤防数十軒決壊する 。 ( 8 FI 1 8 日)

-その水が見奈良の東部に流れ、多くの田畑を流出したの

1 899 明治 3 2 年 . 1 0 月 4 日、伊予鉄横河原線が、平井(現平井)駅から延長開通 し、

終点の横河原駅が開設される 。 1 時間に l 本運行の 「坊ちゃん列車j (四

輪連結水槽付蒸気機関車)が親しまれる 。

この時から地名を横川から「横河原j に改める 。

190 1 明治 3 4 年 - 横河原堤防(旧志津川分)決壊す。 ( 6 月 3 0 日、 7 月 1 5 日)見奈良、

田窪を襲い、鉄道の所々を決壊する 。

190 2 明治 3 5 年 - 横河原堤防(旧志津川分)決壊する 。 ( 8 月 1 1 日)

- 営業用人力車開業。 客馬車( 6 人乗り)横河原一湯谷口間開業。
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西暦 年 号 横河原区等の動 き

1 9 04 明治 3 7 年 -志津川尋常小学校が北吉井尋常小学校と改称( 4 月)

1 907 明治 4 0 年 -水天宮拝殿棟上式( 1 月 2 日)、盛年会、基礎工事に奉仕する 。

190 9 明治 4 2 年 -北吉井尋常高等小学校、志津川から現在地(樋口)に移転、校舎を新

築する 。 ( 6 月 1 日)

-この年、横河原の戸数は樋口字横川 4 5 戸、志津川字横川 4 4pの合

計 8 9p 。

191 1 明治 4 4 年 - 青年会横河原支部結成 ( 9 月 2 4 日)

191 2 明治 4 5 年 -この頃、横河原駅前の客馬車は 1 0 有台を数えた

191 :3 大正 2 年 - 松末磨多ーが焼き 玉エンジンを動力源にして、横河原駅前で製材業創

業(現在、樋口に移11日 。 引込線から 、箱材などを遠くは広島方面に

も送った 。

- 樋口信用組合(農協の前身)が区域を村全体に及ぼし 「有限責任北吉

井信用購買販売利用組合」と改称し、事務所を設置する 。

-北吉井尋常小学校に北吉井青年補修学校が併設される 。

1 9 1 4 大正 3 年 - 二本松、本11IJ、水天宮など、相次いで合計 7 ヶ所の共同井戸が完成した。

191 5 大正 4 年 -北古井消防組が設置 される 。 (樋口 ・ 横河原第-部)横河原にポンプ

蔵置所と響錨台が設置される 。

191 6 大正 5 年 -新村発足当時は樋口にあった連合p長役場を使用していた。 その後志

津川に移り加藤酒店(現在の島田酒造)等の民家を借りていたが、 6 月、

志津川から樋口に新築移転した 。

191 7 大正 6 年 -この頃、川上村 天神の越智誉六が、 川上~横河原聞に乗合自動車の営

業を開始。 横河原には、材木はじめ l農産物が荷馬車やトラックで積み

出され、駅は産物の集積地となる 。 松山からのすべての貨物が横河原

駅止で送られ、駅の構内には貨物専用の引込線が布設された 。 米 - 麦

の輸送のため、北吉井信用購買組合・ 川上信用公購買組合(合併して

現農協)は横河原駅に専用ホームを設け、穀物倉庫を建設。

-横河原区として、志津川・ 樋口から分離独立する 。

191 8 大正 7 年 - 志津川|から分離する定書を調印する 。 ( 1 月)

- 横河原堤防破壊(護岸欠損) 。 消防団、 青年会出動必死の防御。

一時、区民に避難を 1 1乎びかける程の状態にあ った 。 ( 8 月 1 0 日)

1 9 1 9 大正 8 年 「横河原渡し」に木橋が架設された。 東予自動車株式会社が西条一横

河原聞に乗合/'\スの営業始める 。

- 横河原一山之内聞の村道改修が完成する 。

1 920 大正 9 年 - 樋口から分離する定書に調印する 。 ( 1 月 2 0 日)

- 匡|道 3 1 号線(讃，1皮街道)を内務省告示第 2 8 号により「国道 2 4 号」

と改める 。 ( 4 月)
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1 922 

1 923 

1 924 

1 925 

1 926 

年号 横河原区等の動き

大正 1 0 年 | 北吉井 南吉井村に電灯が点る 。 (北吉井地区の 57. 8 %の普及率

であった)

-この年、横河原駅前で乗客を待つ人力車が 6 台、荷馬車が 1 2 台。

- 国道(現在県道)改修に際し、水天宮神社の境内の過半数が道路敷地

に収容されるため、神社拝殿 ・ 神庫を国道の北側に移設し、修繕する

工事に着手。

-水天宮御遷宮式典(樋口 之島神社境内竃神社から横川へ) ( 7 月 1 日)

・樋仁l、横河原医削組合結成(手|間喜十郎氏 金 3 ， 0 0 0 円寄附による)。

( 9 月 1 日)

大正 1 1 年 | 横河原郵便局が開局。 ( 7 月 1 7 日)

-巡査駐在所を志津川から樋口前川に新築移転する 0

. 森松~横河原聞の村道の改修工事を着工する 。

-国道 2 4 号線の改修工事に着工する 。 (昭和 2 年完成)

・国道(現在県道)改修に際し、 神社内過半数道路敷地に収容される た

め神社拝殿 ・ 神庫を国道の北側に西向きに移設。 また、修繕を

加え、社殿の屋根を銅板葺きに改め、中殿も増設。

大正 1 2 年 | 処女会横河原支部設置 ( 5 月 1 7 日)

-横J II水天神社に石の鳥居が建つ( 8 月)

- 知事宛に「横河原水天神社 神社明細Iþ'長編入許可」 を申請。 (1 2 月

1 9 日)

大正 1 3 年 | 横川水天神社、愛媛県知事より神社明細帳に編入の件、制される 。 ( 6 

月 1 9 日編入許可受理)

-新道(旧国道 1 1 号線)が開通。 旧街道・駅前道 ・ 福見観音道に新道

を加えて井型の集落が形成され、横河原駅から横河原橋まで新町が発達。

飲料水の不足が深刻化し始める 。 新道沿いに佐伯運三が佐伯製材を創業。

次いで富久宇太郎も吉井製材を創業

大正 1 4 年 | 新道沿いに和田伍郎が創業し、地酒の 「男花」を醗造。 志津川では、

明治 2 8 年創業の島田酒造が「小富士」を醸造していた。

昭和 元年 | この頃、横河原は周辺の農村の中心地で、農具-屋が 3 判:あった。 馬車馬

荷馬を飼う荷馬車業者も多かったため、蹄鉄鍛冶屋が 1 j肝あったが、

戦後、鉄工所・水道工事業に転業した 。 商業では。 ["なかおく」と「日

之出屋」が戦時中も駅前通で割烹旅館を営んでいたが、戦後 「なかおく J

は鮮魚・仕出し料理店に、 「日の出屋j は転業してスーパー 「高須賀J

になった 。 新道筋の「半鐘元百貨店」、駅前の「利回商店J 、旧金比

羅街道では、角地で現在はアイスキャンデー屋を営む「門田商店」 の

雑貨屋、街道筋の「大西なんでも屋」 などの老舗が軒を並べた 。 催し

物では、 重信川の堤防上の空地で、昔ながらの人形芝居や大相撲の興

業があり、不定期の牛市も聞かれていた 。 横河原駅前には劇場「旭館」

があり、娯楽の殿堂として映画や芝居の巡業を楽しんだ。

-193-



間 j膏 年 τ"ヲコ 横河 原 区 等 の動 き

192 7 昭和 2 年 -樋口区と樋口字前川地区の竿先満および道についての覚え書きを取り

交わす。 ( 4 月 1 日)

- 国鉄予讃線松山まで開通する 。 ( 4 月)

- 国道 2 4 号線(旧 1 1 号線)改修工事完成する 。

1 928 昭和 3 年 - 横河原郵便局を国道 2 4 号線 (旧 1 1 号線現県道)沿いに局舎を新設

し( 3 月 2 6 日) 、 9 年には集配開始。

1 929 昭和 4 年 -横河原に水道組合設立される 。 ( 7 月)

- 横河原郵便局電話交換開始。 (1 0 月 l 日)

1 930 H百平日 5 i:J三 - 土居膝太が 、 飲料水不足の解決のため上水道施設の実現を提唱し、組

合長の八木菊次、世話役の中奥文吾。富久宇太郎ら 2 2 名が同意

簡易水道施設 (水源は菅原の醸造井) 工事に着工する 。

- コ ン クリ ー 卜の横河原橋(国道 2 4 号線)が完成。 (1 0 月)

-横河原公会堂が完成する 。 (青年団独自の基本金等により)

193 1 昭和 6 年 - 満州事変勃発( 9 月 1 8 日)

-処女会「女子育年団j に改称、(1 0 月 1 日)

193 2 昭和1 7 年 -上海事変起こる( 1 月 2 8 日 )

- 横河原郵便局電話交換業務始まる 。

1 9 3 5 昭和 1 0 年 - 横河原駅が取り扱っ ていた電報業務を横河原郵便局に接収する 。

( 8 月 l 日 )

-この年、横河原の全戸数は 2 03 p

1 936 昭和]1 1 年 - 国防婦人会設立 される 。

1 937 昭和 1 2 年 -日 支事変起こ る ( 7 月 7 日 )

1 9 3 8 昭和 1 3 年 -見奈良原に傷病軍人療養所の設置を決定 ( 8 月 )

- 病床 5 00 床の軍事保護院傷演軍人愛媛療養所として起工

(1 1 月 2 5 日) 。 官舎が建ち 、 横河原商店街が活気にあふれた 。

1 939 H百和 1 4 年 - 愛媛療養所に付属看護婦養成所併設。 ( 1 月 2 0 日)

-傷演軍人愛媛療養所入所者 2 0 名を迎えて診療開始。 ( 7 月 5 日)

- 傷摸軍人愛媛療養所開所式。 (1 1 月 3 0 日)

1 940 昭和 1 5 年 -米、砂糖、衣料等の配給切符制度が実施される 。

194 1 昭和 1 6 年 - 北吉井尋常高等小学校が北吉井国民学校と改称( 4 月)

-北吉井森林組合が設立 され、 事務所を横河原に置 く 。

-太平洋戦争が起こる ( 1 2 月 8 日)

. NHK松山放送局が開局する 。

1 9 4 3 昭和 1 8 年 -小野陸軍演習場から 出火 し、西岡 ・ 志津川・樋口の山林 3 96 1UJ歩を

焼 く 。 ( 5 月 9 日- 1 1 日)

- 重信川 (拝志他 6 箇所)堤防が破堤する 。 ( 7 月 2 3 日 、 9 月)

194 4 昭和 1 9 年 -北吉井国民学校が陸軍中部 9 9 部隊の宿舎となる 。 ( 2 月)

- 北吉井農業会が発足する 。

- 笹錨台が徴発 される 。
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西暦 年 下Iコ7 横河原区等の動 き

1 945 昭和 1 2 0 年 - 北吉井国民学校疎開授業となり、横河原水天宮にて小学 l 年生より 3

年生の授業をする 。 ( 7 月)

- 太平洋戦争終わる 。 ( 8 月 1 5 日)

- 横河原に医院が開業する 。 (1 1 月)

-傷病軍人愛媛療養所が厚生省に移管され国立愛媛療養所となる 。

(1 2 月 l 日)

194 6 昭和] 2 1 年 -夏枯れしない水源として伏流水を探索。 新藤式揚水パ イ プなどの最新

式動力を導入して簡易水道設備を拡充。

- 伊予合同銀行横河原出張所(現伊予銀行横河原支店) 開設。 ( 2 月)

-南海大地震があり、横河原にも被害及ぶ。 (1 2 月 2 1 日)

194 7 昭和 2 2 年 -北吉井小学校・ 吉井中学校が 6 . 311i lJ となる 。

-北吉井国民学校が北吉井小学校と改称( 4 月 )

1 948 昭和 2 3 年 -小学校・中学校にそれぞれPTAが結成される 。 ( :3 月)

- 水天宮奉納少年剣道大会始まる 。 ( 5 月)以後、毎年開催される 。

- 建設省が重信川流域砂防事業に着手し、建設省巾四園地方建設局重信

川工事事務所横河原出張所を置く 。 ( 7 月)

-横河原公会堂大改修をする 。

1 950 昭和 2 5 年 -伊予合同銀行横河原出張所が支店に昇格し、新築移転。 (1 0 月)

195 1 昭和 2 6 年 - 日本ボーイスカウ卜渦泉第 4 隊が結成される 。

- 横河原老人クラブ発足

1 952 昭和 2 7 年 -公民館を使用して、私立双葉保育所保育を再開する 。

-堤防に桜樹植え込み 20 0 本(青年 ・ ボーイスカウト)

-北吉井護国神社が現在地に遷宮される 。 ( 3 月 2 9 日)

- 通称法華寺の堂一棟を個人に譲渡する 。 ( 1 0 月 :i 1 日)

1 953 昭和 2 8 年 - 横河原区憲章および区協議会規定を制定する 。 ( 5 月 )

1 9 5 4 昭和 2 9 年 - 吉井製材所の跡地に映画館の「ユニオン劇場」がオープン 。

人気を博したが、 3 9 年ーに閉館。 その後 4 2 年まで、桑原晴敏が横河

原に映帽画の灯を付点し続けいいく 上映を引き訓叫訓継主机比Lい、

衣料品店「くわばら 」 が拡張して開店した 。

- 横河原橋が豪雨により陥落する 。

- 東渦ミルクプラン卜ができる 。

- 横河原線から「坊ち ゃ ん列車」 が消え (2 )=1 1 日)、 ディー ゼル機関車

が登場。 横河原~松山聞の所要時間は 3 9 分、 2 2 往復となり、松山

生活聞が密着化した。

1 955 昭和] 3 0 年 - 横河原・森松聞に乗合パスが開通する 。 ( 4 月 1 日)

-横河原商工会(任意)結成される 。

- 第一回横河原観月祭開催。 横河原商工会(現在は商工連盟)の会員

の発想で、戦後の混乱と虚脱からようやく抜け出て、人々が再建に取

り組みかけた時に、地区の活性化 も狙い 、 駅前と水天宮祭 りに合わせ

芸能大会を開催したのがきっかけであ った 。
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1 956 

年号 横河原区等の動き

昭和 3 1 年 | 東渦高等学校が全日制となる 。 ( 4 月)

-北吉井 ・ 南吉井 ・ 拝志の 3 か村が合併して重信町となる 。 ( 9 月 1 日)

昭和 3 2 年 | 問大運動会開始( 5 月)

-横河原と荒木谷の聞に乗合パスが開通する 。 ( 9 月)

昭和 3 3 年 | 現在地に警鐘台を移設建設する 。

- 吉井中学校に拝志 ・ 山之内中学校を統合 し、 重信中学校と改称。 ( 4 月)

・前川、夏目両地区と合併( 5 月 5 日)

-水天宮並びに公民館進入路新設 (1 1 月 9 日)

1 959 昭和 3 4 年 I .私立双葉保育所が10T立双葉保育所に移管される 。 ( 4 月)

1 9 5 7 

1 9 5 8 

-旧国道 1 1 号線の改修舗装工事が完成する 。 ( 5 月)

・区内放送施設を建設する 。 ( 8 月)

・観月祭を中秋の名月に一番近い土曜日に開催日を変更。 場所も河川敷

に移して行われた 。

1 960 I 昭和] 3 5 年 | 伊予鉄パスが横河原から藤の内まで開通する 。 ( 4 月)

- 公材横河原区設置について、志津川土地改良区との誓約書に調印する 。

( 5 月 3 日)

・横河原区設定に伴い、 二本松泉河川 に係わる契約書に調印する 。 ( 5 

月 3 日)

・ 地方自治法第 260 号により、大字横河原区が設定さ れる 。 (志津川・

樋口と分離して横河原区設定) ( 5 月 5 日 )

-北吉井農協事務所を新築移転する 。

- 水天宮に御手洗石を氏子の寄付により奉納する 。 ( 5 月)

・楢口字上 ヶ成山植林(入山権)放棄に対する補償をする (1 0 月)

・横河原水天宮の神輿を新調する 。 (1 0 月)

・横河原公称確立記念祭を実施する 。 (1 1 月)

1961 1 昭和 3 6 年 | 附住宅を横河原に建設( 3 月)

・公衆衛生実践モデル地区に指定(蝿，蚊の撲滅、殺虫剤配布)以後毎

年配布 。

1 9 6 2 I U~ ;fD 3 7 年 | 階大原団地落成( 3 月)

- 第一回委員視察研修旅行 広島方面( 9 月 1 2 日 . 1 3 Iヨ)以後

2 年ごとに行う 。

1 963 I 昭和 3 8 年 | 明治 2 3 年以来の大雪 ( 1 月)

- 区内夏期大帰除実施( 6 月 9 日) 。 クリーン運動の始まり 0

・秋祭りの日程、松山祭りに統合 ( 1 0 月 6 日)

1 964 I 昭和 3 9 年 | 電信電話業務が重信郵便局に統合 し、即時通話及び半自動となる 。

( 2 月)

・ 重信庁舎を志津川 (東淵高校西側)に新設。 ( 3 月)

・ IWj 立双葉保育所が新設移転する 。 ( 4 月)

po
 

od 

f,
A 



西暦

196 5 

年号 横河原区等の動き

剛山 O 年 | 伊予鉄道は、森松線の廃止とともに、横河原線の平井~横河原聞を廃
止してパス化を決定。

-四国急行パス松山 ・ 高松聞に開通する 。 (横河原に停留所あり)

昭和 4 1 年 | 伊予鉄道の平井~横河原聞の廃止決定に対し、重信町は、 5 月、横河

原線電化規成同盟を結成。 9 月、伊予鉄道本社前で町民大会を開催し、

横河原線の存続を要望した 。

-横河原交差点に信号機設置( 7 月)

-伊予鉄道は横河原線沿線の住宅化にともない、田窪駅を新設。 旧田窪

駅を牛湖|駅に改める 。 (1 1 月)

・ ふん尿運搬車による汲み取りが始まる 。

1 967 I 昭和 4 2 年 |・遊園地の土地占有申請書を愛媛県知事に提出し、許可される 。

1 966 

1 9 6 8 

1 969 

1 970 

197 1 

1 972 

1 9 7 3 

. IßT営宮裏団地完成

- 水天宮新社殿落成式( 5 月 5 日)

-横河原青年団が再結成される 。 ( 7 月 1 5 日)

-住民運動と重信町内への公営機関 ・ 県営住宅地の誘致など、鉄道利用

者の増加対策が功を奏し、横河原線の全線が電化。 2 0 分間隔の運行

となる 。 (1 0 月 l 日)

断[1 4 3 年 | 横河原遊間j由を整備する 。 ( 3 月)

-北吉井小学校本館落成 ( 1 0 月)

昭和 4 4 年 | 区主催の敬老会始まる 。 以後、毎年実施する 。

-山之内小学校閉校 し、北吉井小学校に統令( 3 月)

昭和 4 5 年 | 胃集団検診始まる 。 ( 1 月)

- 横河原公民館を新築する 。 ( 3 月 1 5 日)

・伊予鉄横河原線牛測岡地前!択を新設。 ( 5 月)

・ 横河原遊間地開園式( 7 月 1 9 日)

昭和 4 6 年 | 電話自動化となる 。

- 週 2 回のごみ収集はじまる 。 ( 2 月)

・ 志津川に愛媛大学医学部附属病院設置が決定( 6 月)

-第 l 回区民運動会開催される 。 以後、毎年実施する 。 ( 1 0 月)

・ 横河原郵便局、横河原駅北隣に新築移転する 。 (1 0 月)

昭和 4 7 年 | 愛媛県立第二養諮学校開校する 。 ( 4 月)

. ~I] 道横河原・療養所線舗装完成する 。 ( 5 月)

・ 松山刑務所完成し、松山より移転する 。 ( 7 月)

・ 横河原遊園地ナイタ ー設備完成( 8 月)により第一回区民J 'Ìレーボー

ル大会開催。 ( 9 月)平成 1 1 年まで続く 。

昭和] 4 8 年 | 愛媛県立第三養護学校開校する 。 ( 4 月)

- 愛媛大学医学部開学する 。 ( 9 月)

・ 横河原一見奈良ダンプ大型車道路設置規制同盟発足( 9 月 2 7 日)

県道寺尾・重信線(横河原一山之内)バイ パス路完成。

- 公民館に歴代区長の写真を揚額する 。 (1 1 月)
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四 !膏 年号 横河原区等の動き

1 974 I 昭和 4 9 年 |・重信町営上水道事業による給水開始(1 月 )

・ スポーツ愛好クラブが結成される 。 ( 2 月 1 0 日)

・ 国立愛媛療養所が国立療養所愛媛病院に名称変更 ( 4 月 1 日)

・お茶の間懇談会開催( 5 月 1 6 日)

- 愛媛大学医学部の校舎が完成し、重信町に移転 ( 1 1 月)

1 975 昭和 5 0 年 | ・ 水天宮境内銀杏の実、 収穫権を小中PTAへ譲渡。 ( 3 月 1 日)

-横河原憲章、区協議会規程各戸へ配布( 3 月 1 1 日)

- 私有地境界調停委員 を委嘱する 。 ( 3 月 1 1 日)

・ 重信町北吉井地区簡易水道水源地新設に伴い、横河原区が、 町当局と

交渉 し、渇水対応等の問題を解決。 ( 3 月 1 3 日)

・愛媛信用金庫横河原支店開設。 ( 4 月 )

・ 遊間地使用規定および公民館使用規定を制定する 。 ( 6 月 4 日)

・ 遊閑地使用規定を制定する 。 ( 6 月 1 1 日)

・ 志津川土地改良区と横河原区が志津川泉敷地に関する会議録に調印する 。

(8 月 20 1:1)

1 9 7 6 I 1I~:f[1 5 1 年 I . 4 8 年か ら 3 年がかりで、愛媛大学医学部建設が完了し 、 附属病院が

開|院。 ( 1 0 月)

- 北吉井地区陥易水道事業が完成する 。

1 9 7 7 I II~和 5 2 年 | 横河原公民館管理人服務規程を制定する 。 ( 1 月 1 1 日)

. IIIJ 民運動会で連続総合優勝( 4 月 2 4 日)

1 978 I 昭和 5 3 年 | 北吉井幼稚園落成( 3 月)

- 重信町内企業の協賛を得て、桜の苗木 450 本をスポーツ愛好クラブ、

緑化クラブによりダンプ道路沿p等に植樹。

- 横河原遊園地を、東端消防署設置のため横河原橋南側に移転する。 ( 4 月)

・ 東渦消防署新築落成し業務を開始する 。 ( 4 月 1 日)

・ 北吉井、南吉井、拝志各農協が合併 し 、重信町農業協同組合が発足。

北吉井農協は北吉井支所となる 。 ( 4 月 )

・ IIlJ道横川 ・ 医大線舗装完成する 。

- 遊闇地にパ ック ネットを設置する 。

1 9 7 9 I 1附 5 4 年 | 馴原商工会(任意)が、横河原商工連盟と改称する 。 重信商工会が

発足する 。 ( 3 月 1 3 日)

1980 I 昭和 5 5 年 I . 7 月重信町森林組合が発足する 。 (北吉井 拝志森林組合合併)

1 9 8 1 I 昭和 5 6 年 | 神輿永代講が解散する 。 ( 1 月 1 4 日)
- 水天宮境内松喰い虫被害による、松伐採依頼。 ( 3 月 3 11:1)

・ 愛媛大学医学部より束、志津川区よ り横河原区入り( 4 月 l 日)

・ 重信笹察官派出所設置される 。 ( 4 月 )

・ 旧北吉井支所を第二横河原公民館[とする 。 ( 5 月)

・伊予鉄道横河原線と高浜線の直通運転が開始。 所要時間 2 6 分、 1 5 

分間隔の運行になり、さらに松山市のベッドタウン化が進む。 愛大医

学部南口駅を新設。 (8 月 1 0 日 )

-神輿大 ・小を新調する 。 ( 1 0 月 6 日)
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西暦 年 号 横 河 原区 等 の動 き

1 982 昭和] 5 7 年 - 重信町森林組合横河原事務所を廃止( 3 月)し、新築移転する 。

- 東淵ライオンズクラ ブ発足する 。

-第一回明るい横河原区行政懇談会開催( 9 月 1 4 fl) 

1 983 昭和 5 8 年 . JIIT営樋口団地一棟落成する 。 ( 4 月)

-松くい虫防除空中散布はじまる 。 ( 6 月)

- 区費等級変更及び区有地貸j也料金値上げ‘。 ( 3 月 28 ，-1 )

1 9 8 4 昭和 5 9 年 - アパート・マン ショ ンの住民を管理人との話 し合いにより、横河原区

に編入する 。

. nl] 営樋口団地一棟落成する 。 ( 5 月 )

1 985 昭和 6 0 年 -横河原区旗、応援旗新調。

- 河川敷多目的広場完成 (1 1 月)

1 986 昭和 6 1 年 .IIIJ営横河原団地改築工事落成( 3 月)

-第一回横河原駅前土曜夜市開催( 7 月 )

198 7 昭和 6 2 年 . IUJ営横河原団地落成する 。 ( 2 月)

- 都市下水施設の幹線が駅一組まで完成する 。

1 988 昭和 6 3 年 -県道森松一重信線(横河原 ・ 見奈良)の舗装が完成する 。 それに 伴い、

遊園地の入り口 2 箇所 ・ 関連道路を整備する 。 ( 7 月)

-危険物・粗大ゴ ミ の集積場所を水天宮境内に造る 。

- 音11市下水施設が駅二 - 夏目上組・堤組まで完成す る 。

-防火用水槽設置場所検討 駅前周辺( 1 月 -8 月)

1 989 平成元年 -市下水施設が本II!T組・藤岡アパート・ 夏目上組ま で‘整備 さ れ る 。

-遊園地遊具の整備およびグ ラン ドの整地をする 。

1 990 平成 2 年 - 区費等級変更 ( 3 月)

- 区政 3 0 周年記念行事行う (1 1 月 1 0 日 )

- 区市IJ 3 0 周年記念区誌編集委員制定。 (1 1 月 )

- 市下水施設が駅前組 - 前川組まで整備される 。

- 区の倉庫新築。

1 9 9 1 平成 3 年 - 第一回どんど焼き ( 1 月 1 5 日) 、 以後平成 1 3 年まで成人の日に実施。

-横河原橋詰めに花畑完成する 。 ( 3 月 3 1 日 )

秋祭 り、 祭 り半天の新調 (1 0 月 7 日 )

1 992 平成 4 年 . IUT民運動会で連続総合優勝。 ( 4 円 1 9 日 )

- 横河原地区国土調査実施

- 新たに北側に国道 1 1 号線が開通。 旧 1 1 号 線松山川内問は 、 県道

33 4 号 と な る 。 ( 7 月)

1 993 平成 5 年 - 重信町 400 歳マ ラ ソ ン 大会で優勝、 1 0 連覇達成( 2 月 7 1:1) 

- 国土調査横河原地区本閲覧 ( 1 0 月 2 5 日 - 2 7 日)

1 994 平成 6 年 - 異常渇水により 、給水車に よ る給水( 6 月一 )

- 水天宮宮司和田久平氏就任。 ( 8 月 l 日 )

- 遊園地老人クラブ倉庫完成。 ( 9 月)

- 秋祭 り 第二 日曜日と な る 。 (1 0 月 9 日)

-四国縦貫道松山 自動車道、 西条IC-川内IC開通 (1 1 月 1 6 [:1) 
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西暦 年 7E=7 『 横河原区等の動 さ、ー降

1 995 平成 7 年 -不燃物 ・ 粗大ごみ集積場新築完成 (1 0 月 1 日)

-水天宮巨大絵馬奉納 (1 2 月 3 0 日)以後毎年平成 1 8 年迄続く 。

1 996 平成 8 年 -夏目上ごみ集積場廃止( 8 月 1 日)

1 997 平成 9 年 - 四国縦貫道松山 自動車道、 川 | 内IC-伊予IC開通( 2 月 2 6 日)

-ゴミ 集積モデル地区に指定さ れる 。 ( 8 月 3 日)

-第 F回北吉井地区秋祭り神輿かきくらべ開催 (1 0 月 1 2 日)

- 秋祭り奉納1(:i!i子舞 公民館二|詣で行う 。 (10 J=J12 日)

1 9 9 8 平成 1 0 年 -横河原青壮年グループ横河原いずみ会設立 ( 3 月 1 3 日)

-第一回ごみ集積場出役( 11 月 5 日) 。 平成 1 7 年 1 1 月まで続く 。

- 第 一回横河原区ミニデイサービス開始 (1 1 月 1 5 日)

-横河原駅前花J璽完成。 イルミネーシ ョン点灯 (1 2 月 6 日)

1 999 平成 1 1 年 - 消防ポンプ自動車蔵置所完成式( 2 月 7 日)

- 伊予鉄道横河原線開通 1 00 周年 (1 0 月 4 日)

-伊予鉄道横河原線開通 100 周年記念パネル展、土曜夜市にて

開催( 7 月 1 7 日)

- 水天宮、修復大神輿岐露 ( 1 0 月 3 日)

2 0 0 0 平成 1 2 年 - 第 1 6 回どてかぼちゃカ ーニパル横河原河川敷で開催( 9 月 1 7 日)

以後平成 1 7 年迄横河原河川敷で開催。

200 1 平成 1 3 年 「なつかしい横河原展」重信町歴史民族資料館で開催( 3 月)

-横河原郵便局 横河原 1300- 1 番地に新築移転( 4 月 1 6 日)

-愛媛大学医学部附属病院 2 号館完成( 6 月)

-納税徴収優秀で重信町 長表彰を受賞

200 2 平成 1 4 年 - どんど焼き第 ー 日曜日に変更( 1 月 1 2 日)

200 3 平成 1 5 年 - 女神輿(紫娘町)発足( 6 月 1 2 日)

- 女神輿(紫娘11fT)秋祭り宵宮祭に初参加 (1 0 月 1 1 日)

2 0 0 4 平成 1 6 年 - 国立療養所愛媛病院が独立行政法人国立病院機構愛媛病院に組織変更( 4 月)

- 重信町 と 川 | 内叫が合併し、愛媛県下 1 2 番目の市、東温市誕生

( 9 月 2 1 日)人口 34 ， 5 09 人世帯数 1 2 ， 884 ( 1 0 月 l 日現在)

面積 211 . 4 5 平方キロメートル。

200 5 平成 1 7 年 - 東渦市公共 F水道共用開始(旧重信地区) ( 3 月 2 9 日) / 

- 旧横河原第二公民館跡に IPわがらこども館」 開館 ( 6 月 2 2 日)

- 区民だより第一号発行( 7 月 5 日)

-区誌編集作業新体制で再開( 7 月 2 9 日)

- 第 5 0 @]横河原観月祭( 8 月 2 7 日)

- 第 9 回北吉井地区秋祭り神輿かきくらべに女神輿(紫娘町)初参加

(1 0 月 9 日)

- 第一回東渦市民大運動会で総合準優勝 ( 1 0 月 2 3 日)

- 水天宮並びに公民館進入路拡幅工事完成 (1 1 月 2 2 日)

2 0 0 6 平成 1 8 年 - 東温市地域イン ト ラネッ ト運用開始。 東温市関係機関と各公民館が光

フ ァ イパーで結ばれる 。 ( 1 月 5 日)

- 東潟市消防庁舎新築工事着工、横河原1376 、 1376-2番地( 3 月 3 日)

-東温市商工会発足( 11 月 3 日)

-東温市横河原分館旗デザイン決定( 9 月)

- 公称横河原区発足 4 5 周年記念区誌発flJ (1 1 月 1 1 日)
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編集後記

横河原区誌を発刊したいという話のきっかけは、昭和 6 3 年 5 月 5 日水天宮春季大祭の日午後、横

河原第一老人クラブ桑原晴敏会長(元区長 ・ 町議)と横河原第二老人クラブ佐伯 進会長(元水道組合

長 ・ 町議)、私 二神 寿弘横河原区長が横河原区の組織の活動 ・ 運営について話し合った 。 その中で次

のような要請からであった。

「横河原の由来、沿革について調査、整理し、 2 年後の公称横河原区設置 3 0 周年記念(昭和 6 5 

年)事業として、横河原区誌を発刊されたい。 」

これに対して、 当時区長の私、 二神は、横河原区として取り組むことを約束するとともに、調査、

整理の準備を始めた 。 その後、区長を栗原 重吉 氏にノ川、ンタッチし、平成 2 年 9 月の横河原区委員

会に於いて、区誌の発刊を決議した 。 1 1 月には和田俊弘氏を編集委員長に、大石岩見、近藤栄宏、

和田良一、山木栄典、和田純一、栗原重吉、桑原晴敏、高橋謙一、藤岡政晴の各氏と私 二神寿

弘を編集委員に選任し、 1 1 名の編集体制を整えた 。

編集委員毎に担当項目を決め、各人資料の収集と調査研究にとりかかり、編集委員会は延べ 4 1 回

開催し、編集項目により区民の関係者も出席した。 また、志津川の武智成淋 ・ 渡部正寿の両氏にも

出席を要請し、助言と協力をいただいた 。

区民の皆さんには、聞き取り取材や調査をお願いした 。 特に窪田重治氏からは、絶大なる協力と

資料の提供をいただいた。 樋口の和田久己氏にも貴重な資料の提供をいただいた 。

ところが、編集委員長の和田俊弘氏が事業半ばにして病臥され、編集作業は頓挫した 。

平成 1 2 年、和田俊弘氏の死亡後も編集作業は中断したままで、既に書き下ろした膨大な原稿は

公民館事務室に眠っていた。

平成 1 7 年 7 月、新たな横河原区役員体制の下、八木区長のリーダーシ ップに より、早急に発刊す

べく、私 二神と松末秀雄、和田敬一、八木通降、阿部寿幸、伊賀義夫、水田 賢、和田清徳、渡

部俊二の各氏による編集委員会を再編成した 。 そして、平成 1 7 年度末までの内容を追加し、発刊

目標を平成 1 8 年上半期とした。

編集委員毎に担当を決め、各人、編集作業空白期間の内容を補完した 。 中には最初からの調査研究

もあり、ご苦労をかけた方もあったが、 l 年 3 ヶ月で発刊の運びとなったことは喜びに堪えない。

編集会議はほぼ 2 ヶ月に l 回開催し、担当項目の進捗管理をしながら、編集や原稿のパソコン投入

の相互応援を行った。

編集に当たっては、区民の皆様に親しまれる「横河原区誌」とするため、幅広い内容に努めたが、体

裁の不揃いの部分はご容赦願いたい。 また誤記 ・ 史資料不足等については、ご教示願いたい。

それにしても痛恨にたえないのは、最初 1 1 名で発足した編集委員のうち、既に 5 名の諸氏が死亡

されており、また資料調査や取材に協力していただいた方の中にも、本書の発刊を待たず逝去された

方もある 。 これらの方々に本書を棒げ、謹んでご冥福を祈りたい。

いま編集を終わり、発刊までに 1 6 年という長い歳月に、まことに感慨ひとしおのものがある 。

公称横河原区発足 3 0 周年記念区誌が 4 5 周年記念区誌となった発刊の遅延を深くお詫びするとと

もに、惜しみないご協力やご援助いただいた方々に、また、本書印刷に快く引き受けられた明星印刷

工業株式会社の誠意ある対応に対しても、厚くお礼申し上げ、編集のあと書きとするしだいである。

平成 1 8 年 1 1 月 1 1 日

横河原区誌編集委員代表 二 神寿弘
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